




末 日聖徒イエス・キ リス ト教会

第169回 年次総大会報告

7999年4月a4日 の両日，

ユタ州1ソルトレーク・シディー，

テンプルスクウェアのタノCナクルにお6Dて襯かれた

年次1鰍 会の説教とその撹檬

帆 一 ドン ・B・ ヒ ンク レ ー 大 管 長

コ は ， 総 大 会 日曜 日午 前 の 部

会 で ， 主 イエス ・キ リス トの
しよくざい

生 涯 とその教 導 の業 ， そ して蹟 罪 につ
あかし

いて 証 を述 べ ， 次の ように語 った。 「こ

のす ば ら しい復 活 祭 の 朝 に， 全 能 者 の
しもべ

僕 として ， 主 の大 義 の預 言者 な らび に

使徒 として， わた したちは声 を上 げ，不

死不 滅 の救 い主 について証 を述 べ ます。

主 は永 遠 の 父 の御 子 として 世 に来 ら

れ ま した。・・… ・キ リス トはわた した ちの

勝 利 の 主 です 。 また わ た したち の罪 を
あがな

賄 って くださった蹟 い主で す。 主の賄 い

の犠 牲 によってすべ ての人 は墓 か らよみ

が え ります。 主が 道 を開 いて くだ さった

の で ，不 死 不 滅 だ けで な く永 遠 の命 を

得 ることが で きるので す。

わ た しは主 イエ ス ・キ リス トの使 徒 と

して， この復 活 祭 に これ らを証 します 。
い け い

厳 粛 に， 畏 敬 の 念 を持 ち， また感 謝 を

込 めて，… …お話 しします。」

総 大 会 最 初 の部 会 で ヒンクレー大 管

長 は次の ように教 会 員にあい さつの言 葉

を述 べ た。 「わ たした ちは再 び1，000万人

以 上の力 あ る家族 としてともに集… … っ

ています。… …わた したちは，… …地 上 に

おける神 の王 国 と大 義 を築 き上 げ るた め

に働 く， 幸 せ で祝 福 され た 民 です 。 人 、

種 や 国籍 ，貧 しい者 ， 富 め る者 にかか
み な

わ りな く，老 い も若 きもこぞ って ，御 名

をあが める主 に対 して同 じ証 を持 ち，そ

れを分 か ち合 うため に集 ってい ます 。」

春の花々が教会本部ビル(右)と
ジ ョセフ ・スミス記念館(左)の

間の広場に咲き誇っている。

中央に見えるのは，
ソル トレーク神殿。

「わた しは教 会 が 良好 な状 態 にある こ

とをお知 らせ で きることを喜 び としてい

ます 」と語 った ヒンクレー大 管 長 は， さ

らにこう報 告 した 。 「わた したちに は現

在 およそ6万 人 の宣教 師が います 。 この

7月 には，伝 道 部が333か 所 とな ります。

… … さ らに
， 布 教 活 動 以外 の務 め を果

た して くださるボ ランテ ィアの方 々 と宣

教 師が13万7，629人 い ます。」

また， ヒンク レー大 管長 は次 の ように

述べ た。 「家族 歴 史の探 究 も加速 度 的 な

み

勢 い で進 め られ てい ます 。 … … この御
わざ

業 を定 め られた行 く末 に向かって前進 さ

せ るた めに，わ た したちはかつ て夢 に も

見 なか ったような規 模 で神殿 を建設 して

い ます 。… … わた したち は教 会 員 の必 要

を満 たす ため に ，多 くの礼 拝 堂 を建 設
せい

しています。… …教 会 の多 くの地域 で 聖
さん

餐 会 へ の 出席 者 が 増 加 して お り， まだ

活 発 な会 員の割 合 も上昇 しています 。」

日曜 日午前 の部 会 の最 後 に， ヒンク

レー大 管 長 は， 次 の ような喜 ば しい発

表 をした。 「現 在 建 設 中のすべ ての神殿

に加 えて ノーブー神 殿 を再建 することを

発 表 したい と思 い ます。… …完 成 には し

ば らくかか ると思 い ますが ，す でに設 計

が 始 まってい ます 。…… この新 しい建 物

は， ミシシッピ川 の岸辺 に最初 に神殿 を

建 設 した人 々を追 悼 す るもの となること

で しょう。」

2日 間にわ たる総 大会 の各 部会 は， ゴ

ー ドン・B・ヒンクレー大管 長 が， トーマ

ス ・S・モ ンソン第一 副 管 長 ， ジェーム

ズ ・E・ファウス ト第 二副 管 長 とともに司

会 を務 め た。

土 曜 日午 後 の 部 会 で は， 新 た に6人

の七 十 人 第 二 定 員 会 会 員 と3人 の地 域

幹 部 七十 人が 支持 された(23ペ ー ジおよ

び128ペ ージ参 照)。

テ レビ中継 を通 じて大 会 の模 様 を見

られ ない教 会ユ ニ ットは，地 元の ステー

クお よび地 方 部 を通 じて総 大 会 ビデ オ

を請求 す ることが できる。一 編 集部 □
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本 誌は ，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の 国際機 関

誌 で ，以 下の言 語で 出版さ れ てい ます。

月 刊 イ タ リア語 ，英 語 ，オ ラ ン ダ語 ，.韓国語 ，
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デンマ ーク語 ， ドイ ツ語 ， トン ガ語 ，日本 語 ，ノル
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ル語。 隔月 刊 イ ン ドネ シア語 ，タ イ語 。季 刊一
一 ア イス ラ ン ド語

，ウ クライ ナ語 ，ギル バ ー ト語 ，

セブア ノ語 ，タ ガログ語 ，チ ェコ語 ，八ン ガリー語 ，

フ ィー ジー語 ，ブル ガ リア 語 ，ベ トナ ム語 ，ポーラ
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大管長 会=ゴ ー ドン ・B・ ヒン クレー ， トーマ ス ・

S・ モンソ ン ，ジェー ムズ ・E・ フ ァウス ト
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編集 長 ：ジ ャック ・H・ ゴーズ リン ド
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表紙一 「失われた羊」ヂル ・パーソン画。表紙内

側 「命の井戸」ロバーLト・T・ パレッ ト画。裏

表紙内側一 「シオンの陣営」ジュディス ・メア画。

教会歴史美術館の厚意により掲載。

σ

索

●以下のテーマによる説教が，それぞ

れ右側のページに掲載されていま

す。このリス トは話者が採り上げた

テーマを，すべて網羅するものでは

ありません。
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大 管長 ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー

● 日曜 午後 の部 会1999年4月4日

86教 義 を教 え る力

十二 使徒 定 員会 会員 ヘ ン リー ・B・ アイ リン グ

90霊 感 によ って与 え られ た教会 の 福祉

十二 使徒 定員 会 会員 ジ ョセ フ ・B・ ワー ス リン

94帰 郷 管 理監 督 会第 二副 監督 キ ー ス ・B・ マ クマ リン

97家 庭 内 で家族 の 名前 を傷 つ けて はな らな い

七十 人 ク リー ・L・ コ ッフ ォー ド

99永 遠 の家 族の き ずな を結 ぶ橋

七十 人 デ ニス ・B・ ノイエ ン シ ュバ ンダー

102消 せ ない 炎の よ う に

十二 使徒 定員 会会 員M・ ラ ッセル ・バ ラー ド

105主 の 祝福 への 感謝 大管 長 ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー

●中 央若 い女 性集 会1999年3月27日

107荒 れ 野の 中の 光

中央若 い 女性 第二 副会 長 シ ャロン ・G・ ラ ーセ ン

109パ プ テス マの霊 的 な力

中央若 い女 性 第一 副会 長 キ ャロル ・B・ トーマ ス

112光 に従 う

中央若 い女 性会 長 マー ガ レ ッ ト ・D・ ナ ドール

115日 の栄 えへ の旅

第 一副 管長 卜一 マ ス ・S・ モ ンソ ン

118指 導者の言葉

● ソル トレーク。タバナクルから中継された衛星放送1999年2月21日

120子 羊 を見 いだ し，羊 を養 う

大 管長 ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー

128チ ャー チ ・ニ ュ ー ス

、
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●土曜午前の部会
1999年4月3日

み わ ざ

御業は前進する
大 管長

ゴー ドン ・B・ヒンク レー

教会ば予定された目標に句かコ乙 予是されτいる使命を栗たしτいるの17す』

総 雛蕪螺
そ おいで くだ さい ました。 かつ ては大会

と大 会 の問の6か 月 が長 く感 じられた も

の です が ， 今 は瞬 く問 に時 間 が 過 ぎて

しまうような気 が します。 わた したちは

再 び1，000万 人 以上 の力 あ る家 族 として

ともに集 い， 指導 者 として召 され た人々

の話 に耳 を傾 け ，そ して 学 び， 信 仰 を

新 たに して， より良 い人生 を送 るとい う

決 意 を固め，楽 しく交 わってい ます。

わ た したちは ，福 音 を広 め， 地 上 に ー

おける神 の王 国 と大 義 を築 き.hげ るため

に働 く，幸 せ で祝 福 され た民 です 。 人

種 や 国 籍 ， 貧 しい者 ， 富 め る者 にかか
み な

わ りなく，老 い も若 きもこぞ って ，御 名
あかし

をあが め る主 に 対 して 同 じ証 を持 ち ，

それ を分か ち合 うために集 ってい ます 。

わた しは教 会 が 良 好 な状 態 にあ るこ

とをお知 らせ で きることを喜 び としてい

ます 。御 業 は前 進 を続 けて い ます 。2，

3の 分野 についてお話 ししましょう。

わ た したちには現在 お よそ6万 人 の宣

教 師 がい ます。 この7月 には，伝 道 部が

333か 所 とな ります。 わた したちは「それ

ゆ えに ， あな たが た は行 って ， す べ て

の 国民 を弟 子 として，父 と子 と聖 霊 との

名 に よって ，彼 らにバ プ テスマ を施 〔し

な さい〕」と言 われ た 主 の戒 め を成 就 す

るために努力 してい ます(マ タイ28：19)。

さ らに， 布 教 活 動 以 外 の務 めを果 た

して くだ さるボ ランテ ィアの方 々 と宣教

師 が13万7，629人 い ます 。熟 年 層 が ほ

とん どの彼 らは， 神 の 王 国 を心 か ら愛

す るが ゆえに， いかなる報酬 を受 けるこ

ともな く， 自分 た ちの 時 間 と才 能 をささ

げてい ます。 彼 らの貢 献 はフルタイム職

員 に換 算 す る と1万5，174人 分 の働 きに

相 当 し， 賃金 に換 算 す る と5億3，100万

ドル(約637億2，000万 円)に 相 当します 。

何 と驚 くべ きことで しょうか 。

家 族 歴 史 の探 究 も加 速 度 的 な勢 いで

進 め られ てい ます 。 各 地 で 自分 の ル ー

ツに対 す る関心 が 高 まっています 。やが

て ， これ らす べ て の動 きが わた した ち

の 目指 す 大 い なる 目的の 達 成 に結 びつ

け られ てい くことで しょう。子 供 た ちの

心 が その 父 に向け られ ることによ り，主

の 目的が 成就 され るのです。

この御 業 を定 め られ た行 く末に向 かっ

て前 進 させ るために，わた したちはかつ

て夢 に も見 なか った ような規 模で神 殿 を

建 設 してい ます 。昨 年 の10月 以 来 ，わ
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た した ちはア ラス カの アンカレジで， メ

キ シコの コロニア ・フアレスで ， そ して ・

スペ インのマ ドリー ドで神 殿 を奉 献 しま

した 。今 年 中にあ と14の 神 殿 が奉 献 さ

れ る予 定です 。

これ は常 に 多 くの 問 題 に 遭 遇 す る，

途方 もな く大 きな事 業です が ，わた しは

どれ ほど困 難な ことであ ろうとそれ らは

解 決 されて ， 目的 を達 成で きるという確

信 を持 ってい ます 。

わ た した ちは教 会 員 の必 要 を満 たす

ため に， 多 くの礼 拝 堂 を建 設 して い ま

す 。 「けが の 功 名 」とい う古 い こ とわ ざ

が あ ります 。 アジアをは じめ とす る世 界

各 地 を苦 しめて いる経 済 問題 は地価 の

下 落 を招 き， それ によってわ たしたちは

安 く建 設 用 地 を購 入 で きる ように な りま

した。
せいさん

教会の多くの地域で聖餐会への出席

者が増加しており，また活発な会員の

割合も上昇しています。

わたしは単に，世界中で主の御業が

たくましく発展していることをお知らせ



するため にこれ らの ごとを述べ た にす ぎ

ませ ん。

わた した ちは教 会 全 体 の会 員 数 とい

った ような大 きな単 位 につ いて話 を しが

ちですが ， しか し忘 れ てならないのはわ

た したちが 皆 そ れ ぞ れの 必 要 と問 題 を

抱 え， 夢 と希 望 を抱 き， 信 仰 と確 信 を

持 つ個 人 であ るとい うことです 。あ る者

は強 く，あ る者 は弱 いか もしれ ませ ん 。

しか し皆 ， 努 力 してい ます。 そ れ ぞ れ

に対 処 しなけれ ば な らない 問題 が あ り，

それ らは深刻 で難 しい ことで す。 わた し

たちには，互 いに成長 し強 め合 うために

仲 間が必 要 です。 わ たしたちは「弱 い者

を助 け ， 垂 れ てい る手 を上 げ ， 弱 くな

った ひざ を強め 」ることを決 して忘 れ て

はな りませ ん(教 義 と聖約81：5)。

わ た した ちは， 自分 た ちが 多 様性 に

富 ん だ世界 に住 んで いるとい うこ とを忘

れてはな りません。 地上 の人 々はすべ て

天父 の子 供 た ちで すが ，多 くの様 々な

宗 教 を信 仰 してい ます。 わた した ちは寛

容 な心 を は ぐくみ， 感 謝 の気 持 ち で お

互 いを尊敬 し合 わなければ ならないので

す 。 教 義 の違 い が あ った として も， 悪

意 を抱 いた り， 他 を軽 ん じるいか なる態

度 も執 った りすべ きで はあ りません。

現 在 ， コソボで 残忍 な仕 打 ち を受 け

ている人 々をわ たしたちは心 配 してい ま

す 。キ リス ト教 徒 であると口にしなが ら，

異 なる信 仰 を持 つ人 々にどうしてあの よ

うな野 蛮 な仕 打 ちを加 えるのか 理 解 に

苦 しん でい ます 。 これ らの残 虐 な行 為

の被 害 者 に対 して， わ た したちが 人 道

的支援 を迅 速 に行 ってい ることをわたし

は感謝 しています 。

教 会が 以前 よりよく認め られ ， また理

解 されて いることを喜 び をもって，報 告

いた します 。 おお むね ， 報 道 機 関 は わ

た したちに好 意 的です 。彼 らはわたした

ちに誠 実 な態 度 で接 して います 。 もちろ

ん例外 もあ り， そ れは残 念 なことで す。

扇 情 的でそ うした効 果だ けをね らう人 々

が い まだに 古 くか らの 教 会 に対 す る誤

ったイメー ジを発 信 してい ます 。 しか し

その ようなテレビの映 像 に して も，わ た

大会時のタバナクル内部の模様。

した ちに 関する膨 大 な量の情 報 によって

た ちまちの うちにか き消 され て しまうよ

うで す。 昨 日の新 聞 記事 な どす ぐに忘

れ去 られて しまい ます 。 その間 にも，教

会 は予 定 され た 目標 に 向 かって ，予 定

されてい る使命 を果 た しているので す。

わた したちの導 き手 で ある主 によって

与 え られ た偉 大 な使 命 を忘 れ るこ とな

く，忍 耐 を もって， ともに働 こうで はあ

りませ ん か。 これ は主 の 教 会 なの です

か ら。

そ れで は これか ら， 兄 弟 姉 妹 た ちの

話 を聞 きましょう。すべ ての話 者 は，話

の責 任の重 さを感 じてい ます。 これか ら

聞 く話 のた めにた くさんの祈 りが ささげ

られ ，努 力 が 払 われ て きま した。 この

す ば らしい末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 の会員 として， わた したちの教義 と実

践 に 関 して偉 大 で しか も最 も重 要 な基

礎 の 部分 につ いて ， わ た した ちの信 仰

を増 し加 えることが で きる よう， へ りく

だ りイエ ス・キ リス トの御 名 によ りお祈 り

いた します。 アーメン。
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力のかぎり
み こ と ば

神の御口葉を

民に教える
十二 使徒 定 員会 会員

L・ トム ・ペ リー

ちしわたした右力斬0と 研究を逓しτへりくだっτ教究るな6，

わたしたちぱも，と効票的に教充ることがτぎるでしょう。

49年12月9日 ，口 曜 の 朝8時 ，

18
8歳 か ら13歳 まで の30人 ほ

どの子供 た ちが 家 の 中 に設

け られ た小 さ な教 室 に到 着 し ま した 。

子供 た ち は入 り口で靴 や コー ト， 帽子

に付 い た雪 を払 い落 とす と質 素 なベ ン

チ に腰 か け ま した。 そ して ， ク ラス が

始 まる の を わ くわ く して 待 ち ま した 。

外 は寒 く，雪 の 降 り し きる 口で した 。

しか し教 室 の暖炉 は暖 か く， 打 ち解 け

た雰 囲気 に満 ちて い ま した。 リチ ャー

ド ・バ ラ ン タイ ンは， 目を輝 かせ なが

ら日曜学 校 の 出席 を取 りま した 。彼 は

子 供 た ち と と も に歌 を歌 う と， 「子 供

た ちに イエ ス ・キ リス トの福 音 を教 え

る ため に， 自分 の 家 の この部 屋 をさ さ

げ ます 」 とい う内容 の， 静 か なが らも

熱 心 な祈 りをさ さげ ま した。 そ の声 は
けいけん

豊 か で ，敬 慶 の念 と感 動 の こ も った言

葉 が ， よ どみ な く発 せ られ ま した。 こ

の よ うに して ， ソル トレー ク盆 地 で の

日曜学 校 が創 設 され たの です 。

日曜学 校 を組 織 す る こ とは彼 に とっ

て初 めて の ことで はあ りませ んで した。

母 国 ス コ ッ トラ ン ドにお いて ，彼 は救

済 長 老 派 教 会(Relief』Presbyterian

Church)の 活 発 な会 員 で した が ，そ こ

で も 日曜学 校 を組 織 した経 験 が あ りま

した。 彼 が若 人 を教 育 して福 音 の知 識

を得 させ た い とい う大 きな望 み を持 っ

て い たの は 当然 の こ と と言 え ます。 彼

の 育 った 家庭 で は，父 親 が 『聖 書』 の

章全 体 を暗 唱 して は， 好 んで 子 供 た ち

に聞 かせ て い ま した。 食事 前 の 祈 りは

当時 の慣習 で したが，まず 帽子 を脱 ぎ，

感 謝 の祈 りを さ さげず には ，一 口 の水

さえ飲 まな い ような家 庭 で した。

や が て， 新 しい預言 者 が ア メ リカ に

出現 した， とい う うわ さが ス コ ッ トラ

ン ド全土 に広 が りま した。最 初 リチ ャ

ー ドはこ れ らの うわ さを ほ とん ど気 に

留 め ませ んで した。 しか し彼 の教 義 的

な疑 問 が以 前 に も増 して大 き くな るに

つ れ，彼 は さ らな る光 と知 識 を率 直 に

探 し求 め る よ うに な りま した 。 オー ソ

ン ・プ ラ ッ ト長 老が エ ジ ンバ ラを訪 れ

た の は，1841年 の こ とで した 。 リチ ャ

ー ドは彼 の メ ッセ ー ジ を聞 き
， そ して

L ….
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1年 間 この教 会 につ い て研 究 し ました。

や が て彼 は改宗 し，北 海 でバ プテ スマ

を受 け ま した 。彼 は こ う言 ってい ますも

「わ た しは ジ ョセ ブ ・ス ミス が預 言 者

で あ る こ と， 『モ ル モ ン書 』 が神 の言

葉 で あ る こ と を確 信 してい ま し.た。 そ

して ， もしわ た しが そ れ を受 け入 れ な

か った な ら， わ た しは滅 ぼ され るだ ろ

うこ と も確 信 して い ま した。」 教 会へ

の初 期 の改 宗 者 の多 くが そ うで あ った

よ うに，彼 は事業 を処 分 して ，母 親 と

兄 弟 と姉妹 の 幾 人 か と連 れ立 っ て， ア

メ リカに移 住 しま した 。彼 らは1843年

11月11日 ，ノー ブー に到 着 しま した が，

この と き町 に は大 きな混乱 が 生 じてい

ま した 。 結局 ，彼 らは イ リノ イ州 を去

っ て， ウ ィ ンター ク ォー ターズ に 向か

い ま した 。 そ こで彼 は結婚 し， 間 もな

く西部 へ の 長 い旅 の ため に準 備 に取 り

か か りま した 。 そ して1848年9月 に ソ

ル トレー ク盆地 に到着 す る と， す ぐに

家 を建 て ま した。 この盆 地 で最 初 の 日

曜 学校 が 開か れ たの は，この家 で した。

後 に礼 拝 堂(旧 第14ワ ー ドの建 物)が

完 成 しだ と き， 日曜 学校 はそ の新 しい

集 会所 に移転 し ま した。

バ ラ ンタイ ン兄 弟 は，生 涯 を通 じて，

若 人 に主 な る救 い主 の福 音 を教 えた い

とい う熱 心 な望 み を抱 い てい ま した 。

この最 初 の 日曜学 校 の歴i史を記 して く

れ た わた しの い とこで あ る故 コ ンウ ェ

イ ・バ ラ ンタイ ン ・ソー ン兄 弟 に感 謝

して い ます($eeConwayB.Sonne，

Khfgh亡of亡heK加gdo1η ∫TheS亡oryof

RfcllardBallan亡yηe[1949]，7-48)○

今 年 ， 日曜学 校 創 立150周 年 を祝 う

に当 た り， わ た した ち一 人一 人 が よ り

良 い教 師 とな る責 務 につ い て思 い起 こ

す 機会 とな れ ば と思 い ます 。 わた した

ちの所 属 す る組 織 や 人 との つ なが りの

ほ とん どす べ て は，教 え る とい うプ ロ

セス と関連 して い ます。 親 の主 要 な責

任 の 一つ は子供 を教 え る こ とです 。職

業 面 で の わ た した ちの 務 め の 多 くも，

人 に教 え る こ とを伴 い ます 。 ま た， わ

た した ちが 教 会 で受 け る どの 責 任 も，

何 らか の形 で教 え る こ とが 要 求 され ま

す。 主 は 『教 義 と聖 約 』 で わた した ち

に こ う教 えてお られ ます 。



「ま た， あ な たが た に一 つ の 戒 め を

与 え る。 あ なた が た は互 い に王 国 の教

義 を教 え合 わ なけ れ ばな らな い。

熱 心 に教 え なさい。そ うす れ ば，わた

しの恵 み があ な たが た に伴 うで あ ろう。

そ れ は，理 論 にお いて ，原則 におい て ，

教 義 に お い て ，福 音 の律 法 に お い て ，

あ な たが たが 理解 す る必 要 のあ る神 の

王 国 に 関 す る すべ て の こ とにお い て，

あ な たが たが さ らに完 全 に教 え られ る

た めで あ る。」(教義 と聖 約88：77-78)

1月1日 付 けで ， わた した ち はい っそ

う効 果 的 な教 師 とな る う え で役 立 つ ，

新 しい資料(日 本 で は英文 の み)を 受

け取 りま した。 こ の新 しい 「教会 指 導

手 引 き』 に は， 「福 音 の 教 授 と指 導 」

に つ い て 述べ られ た項 目が あ ります 。

』この項 目で説 明 さ れて い る原 則 は
， あ

らゆ る面 に応 用 で きます。 この項 目に

あ る二 つ の指 示 は， 教 師 がい っそ う効

果 的 に召 しを果 たす た め に 自 らを備 え

る特 別 な方法 につ いて触 れ て い ます 。

一 つ 目の指 示 は
， わ た した ち に救 い

主 の模範 に従 い， 主 が お教 えに な った

よう に教 え る こ とを勧 め てい ます 。天

か らの教 え を通 して，主 は現 世 にお け

るす べ て の使 命 の う'ち最 も大 い な る使

命 に備 え られ ま した。 ル カ に よる福音

書 に は こ う あ ります 。 「幼 な 子 は ， ま

す ます成 長 して 強 くな り，知 恵 に満 ち，

そ して 神 の 恵 み が そ の 上 に あ っ た 。」

(ルカ2：40)

この後 に は，救 い 主 の少 年 時代 につ

い てわ た した ちが 知 る こ との で きる唯

一 の記述 が 続 きます 。12歳 の と き， 主

は両 親 に連 れ られ て エ ルサ レム に行 か
すぎこし

れ ま した。 慣 習 に従 っ て過越 の祭 を祝

うため です 。祭 を終 え て帰 途 に就 い た

両親 は， イエ スが い な い こ とに気 づ き

ま した。 彼 らはエ ル サ レムに戻 り， イ

エス を見 つ け ま した 。

「そ して3日 の後 に， イエ ス が神 殿 で

教 師 た ち の真 ん 中 に座 っ てお られ るの

を見 つけ た。教 師 た ち は イエ スの 話 を

聞 いた り， また イエ ス に質 問 した りし

てい た。

.聞 く人 々は皆 ， イ土 スの 賢 さや そ の

答 えに驚 嘆 して いた 。」

(ジ ョセ ブ ・ス ミス訳 ル カ2：46-47)

テンプルスクウェアの東側にできた大会出席者の行列。

救 い主 の少 年 時 代 の この 模 範 か ら，

主が 神 の御 言 葉 を緊 急 に教 えな けれ ば

な らない と感 じてお られ た こ とが分 か

ります 。 これ と似 た緊迫 感 を抱 いて い

た一 人 の預 言 者 がい ま した。 ニ ー フ ァ

イ の弟 ， ヤ コブ です 。 ヤ コブ とその弟

ヨセ ブは ， この民 の 祭 司 と教 師 に任 じ

られ て い ま した。 彼 らは， も し熱 心 に

人 々 を教 え なか っ た な ら， 自分 たち で

責任 を取 らな けれ ば な らない と考 え ，

自 らの 責任 を非常 に深刻 に受 け止 め て

い ま した。 『モル モ ン書 』 ヤ コブ書 第1

章19節 で，ヤ コブは こ う書 い てい ます 。

「そ して わ た した ち は ， も し 自分 た

ちが 力 の か ぎ り神 の 言葉 を民 に教 え な
こうべ

け れ ば，民 の 罪 を 自分 た ちの頭 に受 け

る とい う覚 悟 で責 任 を受 けた の で， 主

に対 して 自分 た ちの務 め を尊 ん で大 い

な る もの と した 。そ して わた した ち は，

民 の 血 が わ た した ちの衣 にか か る こ と

の ない よ うに，力 の か ぎ り働 い た。 そ

う しなけ れ ば，彼 らの血 が わ た した ち

の衣 にかか って ，わ た したち は終 わ り

の 日に染 み の な い者 とは認 め られな い

であ ろ う。」(『モ ルモ ン書』ヤ コブ1：19)

救 い 主 の よ うに，神 の御 言葉 を学 ぶ

こ と につ いて ，教 師 も同様 の 緊迫 感 を

抱 く必 要が あ ります 。 わた した ちは教

義 と聖約 第93章 で救 い主 が 「最 初 か ら

完 全 は 受 けず ，恵 み に恵 み を加 え られ

た」 こ とを知 らされ てい ます(12節)。

主 はハ イ ラム ・ス ミスへ の 訓戒 を通 し

で， すべ て の教 師 に とって 賢明 な勧 告

をお 与 え に な りま した。 こ うお っ しゃ

っ た の です 。 「わ た しの 言葉 を告 げ よ

うと しない で ， まず わ た しの言 葉 を得

る よ うに努 め な さい。 そ うすれ ば その

後 ， あ なた の 舌 は緩 め られ る。 そ れか
み た ま

ら望 む な らば ， あ なた はわ た しの御 霊

とわた しの 言葉 ， す な わち 人 々 を確 信

に導 く神 の 力 を受 け るで あ ろ う。」(教

義 と聖 約11：21)

良 い教 師 に な る うえ で基礎 と なるの

は， ほ かの 人 た ち にわ た した ちの得 た

知 識 を伝 え られ る よ うに， 主の 御 言葉

を真剣 に研 究 す る こ とで す。

わた した ち は， 多 くの神 権 時 代 を通

じて維 持 され て きた聖 な る預 言 者 の言

葉 を授 か って い ます。 何 とい う祝福 で

し ょうか。 主 が預 言者 にそ の教 えを書

き記 す よ う に 命 じ ら れ た お か げ で ，

『旧 ・新 約 聖 書 』 は わ た した ち に， 福

音 の教 え を時 の初 め か ら途切 れ るこ と

な く示 し て くれ て い ま す 。 さ ら に，

『モ ル モ ン書 』 とい う奇 跡 が 主 な る救
あかし

い主 の使 命 に つい て の もう一つ の証 と
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して 世 に出 され ま した。加 えて わ た し

た ち に は， 『教 義 と聖 約 』 に含 まれ て

い る啓 示 と， 『高価 な真 珠 』 に含 まれ

てい る教 え と啓 示 が あ ります 。

この ように ，教 える こ とが普 遍 的 な

責任 で あ るた め， 聖 文の研 究 を通 して

自分 自身 を備 え るの は全 教会 員 に とっ

て必 要 な こ とで す。

新 しい指 導 手引 きに記 され た二 つ 目

の指 示 は ，御霊 に よっ て教 え る こ との

大切 さです 。教 義 と聖約 第42章 には こ

うあ ります。

「また ， 彼 ら は聖 約 と教 会 の規 定 と

を守 って 実行 しな けれ ば な らな い。 ま

た ，御 霊 に導 か れ る まま に， これ らを

彼 らの教 え と しな けれ ば な らない。

御 霊 は信 仰 の祈 りに よって あ な たが

たに与 え られ るで あ ろ う。 そ して，御

霊 を受 けな けれ ば ，あ な たが た は教 え

ては な らない。」(教義 と聖約42：13-14)

教 師 と しての備 え をす る と きに わた

した ち を高 め導 い て くだ さ る，神 会 の
はんりょ

一 員 で あ る聖 霊 を常 に伴侶 とで きるの

は， わ た した ちに とって特 権 です 。 わ

た した ちは ， 「教 え る と きに， 主 の 御

霊 に よ り高 め られ る よ う主 に請 い願 う

な ら， 自信 が増 す で あ ろ う」 とい う神

の教 え に従 うこ と を通 して 自分 自身 を

備 え るべ きです 。 わ た したち を導 く御

霊 が ともに あ る とき， わた した ち は大

い なる力 で教 え る こ とが で きます 。御

霊 の助 けが あ る と きに受 け る者 と与 え

る者 の 間に生 じる知 識 の流 れ は ，わ た

した ちが霊 感 に よって教 え る うえで 不

可 欠 の もの です 。 この こ とを 『教 義 と

聖 約』 の次 の聖 句 は教 えて くれ ます 。

「ま こ とに， わ た しはあ なた が た に

言 う。 わた しか ら聖 任 され， 慰 め主 す

なわ ち真 理 の御 霊 に よっ て真 理 の言 葉
の

を宣 べ 伝 える た め に 遣 わ さ れ る者 は，

真 理 の御 霊 に よ って それ を宣 べ伝 え る

か ， そ れ と も何 か ほか の方 法 に よっ て

宣べ伝 えるか。

も しもそ れが 何 か ほか の方 法 に よる

とす れ ば，そ れは神 か ら出て はい ない。

さ らに また ，真 理 の言 葉 を受 け入 れ

る者 は ，真 理 の御霊 に よ ってそ れ を受

け入 れ るか ， それ と も何 か ほか の方 法

に よっ て受 け入 れ るか。

も し もそ れ が何 か ほか の 方法 に よる

とす れ ば，そ れ は神 か ら出て はい ない 。

そ れ ゆ え，真 理 の御 霊 に よって御 言

葉 を受 け る者 は ，真 理 の 御 霊 に よっ て

宣べ られ る ま まにそ れ を受 け る とい う

ことを， あ なた が たが 理解 して知 る こ

とが で き ないの は なぜ か。

それ ゆ え， 説 く者 と受 ける者 が 互 い

に理解 し合 い，両 者 ともに教化 され て，

と も に喜 ぶ の で あ る 。」(教 義 と聖 約

50：17-22)

も しわ た した ちが 祈 り と研 究 を通 し

てへ り くだ って教 え るな ら， わ た した

ちは もっ と効 果 的 に教 え る こ とが で き

るで しょう。そ うす れ ばわ た したち は，
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主 が わた した ちに教 えた い と望 んで お

られ る こ と と一 致 し調和 した形 で，御

霊 の助 け を受 けな が ら御 言葉 を分 かち

合 うこ とが で きるの です。

自分 が 教 え る こ との 影響 力 につ いて

完全 に理 解 してい る教 師 は ほ どん どい

ませ ん。あ る初 等協 会 の教 師の姉 妹 は ，

自分 の教 え方が 後 年， わた しに どれだ

け大 きな影響 を与 え る こ とに な るか想

像 も しなか っ たで し ょう。 わ た しはニ

ュー ヨー ク市 の とあ る会 議 室 で彼女 の

教 授 法 を まね たの です 。 彼女 は視 覚資

料 を用 いて わ た した ち の注 意 をつ な ぎ

止 め て お くこ とに非常 に熟練 して レ、ま

した 。彼 女 が レ ッス ンで使 っ てい た フ

ラ ンネ ル ボー ドは， 当 時 とて も人気 が

あ りま した。

さて ここで ，時 間の流 れ を早 送 り し

て， わ た しが仕 事 に就 いて い た と きの

とて も重要 な出 来事 に つい て ご紹 介 し

た い と思 い ます。1962年 ， わ た しはあ

る大 規模 小 売 り店 の管 理職 と してニ ュ

ー ヨ ー ク に 勤 務 す る こ とに な りま し

た。 わた しの 新 しい責任 の一 つが 理事

会 に予 算め 提 示 をす る こ とで した。 プ

レゼ ンテ ー シ ョンの数 週 間前 ， わ た し

は会 社 の社 長 室 に 呼 ばれ， 社 長 か ら ど

れ ほ ど理事 会 が予 算 を提 示 す る 人 に過

酷 な要求 をして くるか告 げ られ ま した。

そ して， 理事 会 を納 得 させ る よ うなプ

レゼ ンテー シ ョンを し， 申請 す る予 算

へ の承 認 を得 る よ うきつ く言 い 渡 され

ま した。 わ た しは ，圧 倒 さ れ る思 い と

自己不 信 の重 荷 を感 じなが ら社 長室 を

出 ま した。

翌 日，わ た しは会 議室 を下見 に訪 れ，

部 屋 を見 回 しなが ら， プ レゼ ンテ ー シ

ョンを効 果 的 にす る方法 はない ものか，

と頭 を ひね りま した。 そ して会 議 室の

いす に腰 か け た と き，壁 の大 半 を覆 っ

てい る大 きな フ ラ ンネ ルに 目が 留 ま り

ま した。 きっ と， 内壁 の防音 効 果 の た

め には られ て いた の で しょ う。 そ の大

きな フラ ンネ ル を見 て いて ， わた しは

フ ラ ンネル を使 い なが ら教 え て くれ た

初 等協 会 の教 師の こ とを思 い 出 しま し

た。 わ た しは ソ ル トレー クか ら， 裏面

が フ ラ ンネル に な った紙 を取 り寄 せ ま

した。 それ が 到着 す る と， そ の紙 の上



に3つ の異 な った予算 計 画 を作 成 しまし

た。 予 算 の提 示 が な され ，続 いて 討 議

が行 われ ま した。 わ た しは， まず フ ラ

ンネ ルか ら一つ の予 算 計 画 表 を取 り外

す と， 適切 な と ころ で別 の 予算 計 画 表

を代 わ りに は り付 け ま した 。理 事 会 の

メ ンバ ー は フランネ ルボー ドを使 っ たわ

た しの プ レゼ ンテ ー シ ョン を とて も気

に入 って くれ ま した。 わた しが二 つ 目

の案 の 細 目を提 示 し，理 事 会 にそ の 場

合 の予 測 結果 を報告 す る度 に ，彼 らは

す ぐに最 初 に提 示 した方 の予 算 案 を も

う一 度 見 た が りま した。 実 は ， この 最

初 の予 算 案 こそ わ た した ちが承 認 して

ほ しか った もの なの です 。 プ レゼ ンテ

ー シ ョンは とて も効果 的だ った ようで
，

終 わ った と き， わ た しば褒 め られ ま し

た。 その プ レゼ ンテ ー シ ョンが理 由で

あ っ たか どうか は分 か りませ んが ， 翌

週 わ た しは社 長 室 に 呼 ばれ ，理 事 会 が

わ た しを部 長職 か ら取 締 役 に 昇進 させ

るこ とを承 認 した と知 らされ ま した。

こ れ は， 家庭 で あ ろ う と，教 会 の 教

室 で あろ う と， あ る い は ど こか ほか の

場所 であ ろ う と，効 果 的 に教 え る こ と

が ， いか に個 人 とそ の将 来 に大 きな影

響 を及 ぼ し得 るか の分 か りや す い例 で

す。 偉 大 な教 師 は， 数多 くの 人 々 に多

大 な影響 を与 え る ことがで きるの です。

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大管 長 はか

つ て ，教 師 の重 要性 につ いて 次 の よ う

に教 え ま した 。 「教 師 は この 世 の 中 で

最 も高 貴 な職業 で あ る。 家 庭 の安 定 と

清 さ，国 家 の安 全 と永 続 性 は，青 少 年

へ の適 切 な教 育 にか か っ てい る。 親 は

子供 に生 きる機 会 を与 え， 教 師 は子 供

に よ りよ く生 きる こ とを教 える。」(Da-

vid(>McKay，Gbε ρe1躍eals[1953]，436)。

神 の祝福 が あ って ， わ た した ちが さ

らに効 果 的 な教 師 とな れ る よ う，勉 強

し，備 え，能 力 を向 上 させ る決 意 をい っ

そ う強め る こ とが で きます よ うに。 霊

感 に よって 教 え る と きに初 め て ，福 音

の メ ッセ ー ジ は世 界 に広 が る とい うこ

とを心 に留 め ま し ょう。 力 の か ぎ り神

の御 言葉 を兄弟 ，姉 妹 に教 え る とい う

チ ャ レ ンジ をわ た した ちす べ て が受 け

入 れ られ ます ように。 イエス ・キ リス ト
み な

の御 名 に よ り申 し上 げ ます 。アー メ ン。

ど ん よ く

貧欲 利己心 ，

甘やかし
七 十人 会 長会

ジ ョー ・J・ ク リス テン セ ン

みまえ

わたしたち倣文字どお0神 の鮪 に呼ばれτ，わたした右がそれ5の 資産を

使っτどのように凶々に葱みをもた6し ，王国を遅酸 したかについτ

報告することになる，とわ1たしば確信しτωます。

福ξ饗搬1難
きょ う

い ます 。今 日， わた しは慰 め を得 て い

る人 々 ， つ ま り裕 福 な人 ， 貧 しい 人 ，

そ してそ の 聞に あ るすべ て の人 々に 向

けてお 話 ししたい と思 い ます。

主 は この よ うに言 われ ま した。「あ な

た が た，金 持 ち で 自分 の持 ち物 を貧 し

い 者 に与 え よ う と しな い者 は， 災 い で

あ る。」さ らに，主 は こ う言 わ れ ま した。

「あ な たが た， 貧 しい 者 で心 が打 ち砕

か れ てお らず ， …… そ の 目が貧 欲 に満

ちて 〔い る〕者 は， 災 いで あ る。」1

恐 ら く多 くの 方 々が ， だれ か の書 き

残 した次 の よ うな さ さやか な祈 りを耳

に した こ とが あ る と思 い ます。

「愛す る神 様 ，

今 日これ まで の ところ， すべ て順 調

に来 ました。 わた しは うわさ話 をしてい

ませ ん し，か ん しゃくを起 こした りもし

ませ んで した。 貧欲 で なく，怒 りっぽ く

な く，意 地 悪 もせ ず ，利 己 的 でな く，自

分 を甘 や かす こともあ りませ んで した。

けれ ども主 よ， あと数 分で ベ ッドか ら起

きます。それ か らは，あ なたの助 けが も

っと必 要 になる と思 い ます 。」

貧 欲 ，利 己 心 ，甘 や か しに打 ち勝 つ

には ，だ れ もが た くさん の助 け を必要

と します 。 ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 は

率 直 に こ う述 べ て い ます 。 「この民 に

つ いて わた しが 最 も恐 れ てい る ことは，

彼 らが こ こで裕福 に な り，神 とそ の民

を忘 れ， 怠惰 にな り， そ して 自分 か ら

教会 を離 れ て行 くこ とです 。 …… わ た

しが最 も恐 れて い る こ とは，彼 らが富

に堪 え られな い こ とです。」2

繁 栄 は幾つ か の重 大 な チ ャ レ ンジを

投 げ か け ます 。 なぜ な らば多 くの人 々

が ， 裕福 に な る と概 して怠 惰 に な り，

さ らに貧 欲 と利 己心 ， 甘 やか しに陥 っ
み た ま

た 結 果 ， 御 霊 を失 っ て ，文 字 どお り，

「自分 か ら教 会 を離 れて行 く」か らです。

ほ とん どの人 が お金 や物 に心 を向 け

て い ます 。 モ リス ・チ ャル フ ァ ン トが

書 い てい る よ うに， 「20世紀 最大 の 〔課

題 〕は ， 『ど う した ら裕 福 に な れ るか 』
こんにち

とい うこ とです 。今 日の 人 々の思 い と

… …心 を 占め てい る事 柄 で
， これ以上

に大 きな もの はあ りませ ん。 … … これ

は社 会 的 な地位 や 生活 環境 にか か わ り

な く，あ らゆる人 に言 える こ とです。」3
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お 金 自体 は別 に悪 い もの で は ない の

です が ，パ ウロ はテ モ テ に こ う教 え て

い ます。 「金銭 を愛 する こ とは ，す べ

て の悪 の根 で あ る。」4裕 福 な人 の 中 に

は ，人 々 に恵 み を もた らす た め に， ま

た王 国の建 設 の ため に富 を使 って ， 自

分が 得 た繁 栄 に上 手 に対 処 す る人 もい

ます 。けれ ど も，多 くの富 者 に とっ て，

富 は大 きな問題 を投 げか け てい ます 。

わ た した ち を脅 か して い る物 質 主義

へ の 対 策 と して， こ こ に4つ の提 案 を

い た します。 皆 さ んに よ く考 え てい た

だ きたい と思 い ます 。

第1， 欲 しい もの と必要 な ものを混 同

して はな らない 。

わ た しは この 点 につ い て母 か ら大切

な教 訓 を学 び ま した。 わ た しの父 は長

年 ，毎 年新 しい車 に乗 り換 え る習 慣 が

あ りま した。 第 二次 世界 大 戦 が終 わっ

て 聞 もな く， 穀物 の価格 が急騰 した こ

ろの あ る 日，父 は家 族全 員 が 目を見 張

る よ うな高級 車 に乗 って家 に帰 っ て来

たの です。

あ る日の朝 ，母 は こう尋 ね ました。「新

しい車 は前 のよりどれ くらい高 かったの。」

父 が答 え る と，母 は こ う言 い ました。

「前 の車 で もわた しが行 きた い所 は どこ

へ で も行 けた わ。差 額 分 を だれ か わた

した ち よ りももっとそ れ を必 要 としてい

る人に使 っていただいた らどうか しら。」

そ して，そ の とお りにな りました。翌

年，父 は安 い車 に乗 り換 え，余剰 を分 か

ち合 う とい う方法 を続 けてい きました。

注 意 してい ない と， わ た したち の欲

しい と思 って い る もの はいつ の間 にか

必 要 な もの に な って しまい ます 。 詩の

一節 を心 に留 め て くだ さい
。 「ほ ら，ほ

ら， ぜ い た くち ゃん ，泣 か な いで 。そ

の うち必 需品 に なれ るん だか ら副

一

第2， 子供 に多 くの もの を与 えす ぎ る

こ とに よっ て， 過度 に甘 やか して は な

らない 。

現代 の多 くの子供 が わ た した ち親 が

甘 や か しす ぎてい る ため に ， ゆが め ら

れた価 値 観 の下 で 成長 して い ます。 財

政 的 に恵 まれ てい よ うと， あ るい は ほ

とん どの人 が そ うで あ る よ うにそ れ ほ

ど豊 か で なか ろ う と，わ た した ち親 は

子 供 が望 む もの をすべ て 与 え よ う と し

て， 楽 しみ に して待 つ祝福 ， 自分 が持

って い ない 何 か を切 望 す るこ とか ら得

る祝福 を奪 って い る ことが往 々 に して

あ ります。 わ た した ちが 子供 に教 え る

ことので きる最 も大切 な こ との一 つ は，

拒 否 す る こ とです 。 一般 的 に， 即席 の

満 足 を与 えて い る と子 供 は弱 い人 間 に

育 って しまい ます 。 一生 懸 命努 力 した

ことが な い ま ま， ま こ との偉 大 さ を身

に付 けた人 が一体何 人 いるで し ょうか。

マ ックスウェル長 老 は この点 を心 配 し

て， この よ うに述 べ て い ます。 教 会 の

す ば ら しい青 少年 や 若 い独 身者 の中 に

は，苦労 を知 らない 人が い ます。彼 らに

は欲 しい ものは何 で も手 に入 るの.です。

ほ んの わず か で も丁 重 で感 謝 の こ もっ

た彼 らか らの 言葉 をむ な し く期 待 して

い る親 た ちが ガ ソ リ ン代 ・保 険料 まで

も含 め て支 払 っ た車 をは じめ ，様 々 な

ものが 彼 らには あ てが わ れて い るの で

す。 この よう に， 当然 の よ うに受 け取

られ るそ れ らの もの が子 供 た ち を利 己

的 に し， もの に対 す る執 着 心 を植 え付

け る原 因 とな る傾 向が あ るので す。♪

あ る賢 い母 親 は この よ うに言 って い

ます 。 「子 供 た ち に は， 与 え る こ とが

で きる場合 であ っ て も，与 えな い よ う

に してい ます 。 子供 た ち のた め を思 っ

て与 えない ので す。」

ブ レッ ド ・ゴスマ ンは この よう に述

べ て い ます 。「欲 しい もの が何 で も手 に

入 る子 供 は ，命 の続 くか ぎ りもの を欲

しが ります 。」`子 供 の人 格 を形 成 す る

うえで は彼 らの生涯 の どこか の時 点で，

「地 球 は今 もなお太 陽の周 りを回っ てい

る」 ので あ って ，彼 らを中心 に してい

るわ けでは ない と学 ぶ こ とが重 要 です。7

そ の ため に は，「ど う した ら，自分 た ち

が い る こ とに よ って， 世界 を よ り良 い
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所 に で きる だ ろ う」 と自問す る よう に

子供 を訓 練す る必要 が あ ります。

わ た した ちが 住 ん でい る世 界 は躍 動

感 に満 ちた多 彩 な娯楽 で あ ふれ て い ま

す 。 お もしろ くなけ れ ば，退 屈 で価 値

が な い と考 え る よ うな子供 た ち を育 て

て しま う世界 です 。家 族 の活 動 に おい

て さえ も，働 くこ と と遊 ぶ こ との 融合

を考 え る必要 が あ ります 。 わた しが成

長 期 に あっ た こ ろの忘 れ られ ない経 験

の 幾つ かは ，屋 根板 の交換 や塀 の作 り

方 ，庭 仕 事 を学 ぶ とい った家 庭 で の活

動 に関連 した もの です 。 多 くの 子供 た

ち に とって そ れ は労働 とい うよ りは む

しろ少 しの作 業 を含 ん だ遊 び と言 え る

で し ょう。

甘 やか しす ぎる結果 ，多 くの子 供 は

実 社会 に出 る準 備 の な い ま ま家 を離 れ

て行 きます 。 ヒ ン ク レー大 管長 は この

よ うに語 っ てい ます。「もち ろん わた し

た ちは 日々の糧 を得 て いか な けれ ば な

りませ ん。主 はア ダムに，生 涯顔 に汗 し

てパ ンを得 なけ れ ばな らない と命 じ ら

れ ました。特 に結 婚 を控 え，妻 とや が て

生 まれ で くる子供 を扶 養 す る責 任 を引

き受 け られ る若 い男 性 に とって，自立へ

の備 えをすることは非常 に大 切 です。」8

料 理 や裁 縫 を は じめ とす る生 活 上 の

大 切 な技 術 を身 に付 け ない まま結 婚 す

る青 年 男 女 が あ ま りに も多 い の で す 。

こ れ ら必 須 の技 術 に関 して無知 であ る

こ と，加 えて 金銭 管 理 につ い て の理解

の欠 如 とい った 問題 が ，子 供 た ちの結

婚 に失敗 を招 く種 とな っ て まか れて い

る のです 。

わた した ちの多 くが 高価 な流 行 と フ

ァ ッシ ョ ンの 奴隷 とな る子 供 を育 て て

い るの で は ない で し ょ うか 。 こ の聖句

を心 に留 め て くだ さい。「あ なた の宝 の

あ る所 に は ， 心 もあ るか らで あ る。」9

わ た した ちが ど こに宝 を蓄 えて い るか

を知 る には ど うす れば よい で し ょうか。

そ れ には， 時 間 と金 銭 と思 い を どこに

向 けて い るか を評 価 す る必 要 が あ りま

す。 買 い物 や 支 出 に どれ ほ ど心 を向 け

て いる か を評 価 してみ ませ んか 。

子 供 た ち に対 して流 行 の 中か ら適切

な服 を選 んで 着 る こ と さえ避 け る よ う

に と言 うつ も りは あ りませ ん。彼 ら に



意見 を交換 し合 う ，大管長 会 の3人 。 左か ら ， トーマ ス ・S・ モ ン ソン第一 副管 長 ，ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー大 管長 ，ジェー ムズ ・E・ フ ァウス ト第二 副管長 。

とって そ れ は非常 に大切 な こ とか も し

れ ないか らです 。けれ ども，洋服 ダ ンス

に入 り切 れ ない ほ ど は必 要 ない で しょ

う。わ た した ちに は教会 員 として，身な

りを整 え，魅 力 的かつ上 品な態 度 で人々

に接 す る責 任 が あ ります 。 そ れ は う.ま

く計 画 す れ ば，衣 服 に途 方 もな いお 金.

を使 わ な くとも実行 で.きるこ とです 。

『モ ル モ ン書 』 に は ， 衣 服 に 関 連 し

た高 慢 の 問題 を警 告 す る預 言 者 た ちの

言葉 が10か 所 以 上 にわ た って 記録 され

て い ます 。 一 つ の 例 を 紹 介 し ます 。

「さて，… …教会 の 人 々 は次 第 に高慢 に

な り始 め た。 そ れ は，彼 らが … …得 た

非常 に多 くの富 と織 り目の細 か い絹 と，

よ り糸 で織 った亜 麻 布 … …の た め であ

った。彼 らは これ らの もの に恵 ま れて

非常 に高価 な衣服 を身 に着 け る よう に

な り， 高慢 な 目を もって高 ぶ った。」1。

わ た した ちが子 供 た ち とと もに， し

ば しば引用 され て い る開拓 者 の モ ッ ト

ー に従 っ て生 活 す れ ば
， これ ら物 質 分

野 の 問題 は解 決 します。 「修 繕 す るか，

使 い切 るか， 間 に合 わせ るか ， な しで

済 ませ るか 。」

第3， 何 度 も語 ら れ て い る よ うに ，

控 えめ な 生活 を 営み ， 負債 を あた か も

疫病 の よ うに避 け る。

ヒ ンク レ ー大 管 長 は最 近 ， ヒ ー バ

ー ・J・ グ ラ ン ト大 管 長 の言 葉 に わた

した ち の注 意 を 向 け てい ます 。 「人 の

心 と家 族 に平安 と満足 を与 える もの を

一つ 挙 げ る とす れ ば
， それ はわ た した

ちが収 入 の範 囲 内で生 活す る こ とです。

わ た した ち を虐 げ， 落胆 させ ，希 望 を

失 わせ る もの を一 つ 挙 げ る とす れ ば，

そ れ は返済 で きない 借 金 を負 い， 果 た

せ ない義 務 を負 うこ とです。」'1

サ ミュエ ル ・ジ ョンソ ンは この よ う

に 述べ て い ます 。 「借 金 を単 な る不 自

由 な もの と考 え る こ とに慣 れ て は な ら

な い。 やが てそ れ は不幸 へ と姿 を変 え

る か らであ る。」

あ なた は家 族 を心 地 よ く住 まわせ る

の に， 実 際 どれ ほ どの 大 きさの家 が 必

要 で しょ うか 。 これ 見 よが しの家 や 虚

栄心 の 満足 ， 必 要 を はるか に超 えて 求

め る な どの， 霊 的， 経 済的 な基 盤 を揺

るが す ような こ とを して はな りませ ん。

も しわ た した ちが 自立 して お り， 分

か ち合 える立 場 にい るな らば，言 う ま

で もな く資産 を確 保 すべ きで す。 収入

の範 囲内 で生 活 し， 負債 を避 け てい れ

ば ，資 産 を蓄 える こ とが可 能 です 。 平

均 的 な収入 を持 ちつ つ 生涯 をか けて 資

産 の形 成 を実 行 してい る人 々が い るか

と思 う一方 で，多 額 の 給料 を も らい な

が ら， 実行 して い な い人 々 も い ます 。

この違 いは どこか ら来 るの で し ょうか。

そ れ は収 入 よ り も支 出 を抑 え，貯 蓄 に

回 し，複 利 を活 用 して い るか とい うこ

となので す。
　

財 務 コ.ンサ ル タ ン トは この よ うに指

摘 しそ いま す 。 「ほ ζん どの人 は富 を

誤 解 して い ます。 一 …富 と収 入 は同 じ

もの で は あ りませ ん。 毎 年 ，豊 か な収

入 を得 て ，そ れ をす べ て使 ってい た ら，

あ なた は裕福 に な るた めの 道 を歩 んで

はい ませ ん。単 に，高 級 な暮 らしを し

てい る にす ぎな いの です 。 富 と は，蓄

え る もの であ っ て，使 って しま う もの

で はあ りませ ん。」12

第4， 惜 しみな く与 え， 分 かち合 う。

わた したち よ りも恵 まれ な い人 々 に

心 ξ思 い を向 けれ ば向 け るほ ど，貧 欲

や 利 己心 ， 甘 やか しが もた らす 霊 的 な

腐 敗 を避 け る こ とが で きます。 わ た し

た ちが手 に して い る資産 は管理 を任 さ

れ てい る ので あ って ，所 有物 で はあ り

ませ ん。 わた した ちは文 字 どお り神 の

御 前 に 呼 ばれ て， わた した ち がそ れ ら

の資 産 を使 って どの よ うに人 々 に恵み

を もた ら し， 王 国 を建 設 した か につ い
.て報 告 す る こ とに なる

， とわ た しは確

信 して い ます 。

預 言者 ヤ コブ は， 富 を どの よ うに し

て得 ，何 のた め に使 うべ きか につ い て

優 れ た勧 告 を与 え てい ます。

「しか し， 富 を求 め る 前 に神 の王 国

を求 め な さい。
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部会と部会の間のテンプルスクウェアのアッセンブリーホール外側の様子。

キ リス トに望み を抱 い てか ら富 を求

め る な らば， 富 は得 られ るで あ ろ う。

しか し，富 を求 め る 目的 は，裸 で い る

者 に着せ ，飢 え てい る者 に食物 を与 え，

束縛 され てい る者 を 自由 に し，病 人や

苦 しんで い る者 を救 うな ど，善 を行 う

こ とで あ る。」13
じゅうぶん

什 分 の 一 を正直 に納 め る こ とに加 え

て ，貧 しい人 々 に対 して惜 しみ ない援

助 の手 を差 し伸 べ なけ れば な りませ ん。

どれ ほ どの金 額 を納 め た ら よいの で し

ょうか。 わ た しは この 点 を明確 に して

くれ たC・S・ ル イス に感 謝 してい ま

す 。 「余 分 の 金 額 以 上 を与 え る こ と，

これが 唯 一の 安全 な規定 で はな いか と

思 い ます 。 ……慈 善 の 寄付 が まった く

不便 や支 障 を来 さない程 度 な ら， … …

そ の金 額 で は まだ まだ不 足 だ とい う こ

とです 。慈善 目的 に寄 付 したが ため に，

した い と思 うこ とが で きな くな る状 態

で な けれ ば な りませ ん。」14

わ た した ちが 献金 す る にふ さわ しい

個 人 は た くさんい ます し， 目的 も数 多

くあ ります 。教 会 の断 食献 金 と人道 的

救 援活 動 基 金 に惜 しみ な く献 金 す るべ

きで す。 深遠 で 意義 のあ る生 活 を家 族

に望 ん でい る な らば， わ た した ち は勇

気 を もって ，宝 を どこ に蓄 えて い るか

を調べ ，そ して貧欲 や 利 己心 ， 甘や か

しが 生 む落 と し穴 を避 け な けれ ば な り

ませ 鵡

さあ，皆 さん，覚 え てい きま し ょう。

●欲 しい もの と必要 な もの を混 同 し

ては な らない。

●子 供 を甘 やか して はな らない 。

●控 えめな生活 を営 み，負 債を避 ける。

●惜 しみ な く人 々 に与 え る。

与 え る こ とは ま こ とに， わ た した ち
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の信 仰 の 真髄 です 。復 活 祭 の時 期 に当

た り， わた したち は再 び， 「神 〔天 父〕

はそ の ひ と り子 を賜 わ った ほ どに ， こ

の 世 を愛 して 下 さ った」15ことをお祝 い

します。 御子 は地 上 に来 て ，望 む な ら

ば何 で も手 に入 れ るこ とがお で きに な

りま した。 け れ ど も， わた したち すべ

て の た め に，貧 欲 や利 己心 ，甘 や か し

の い か な る影 か らも無 縁 の つつ ま しい

生 活 の模 範 を示 す こ とをお 選 び にな り

ま した。 主 が 送 られ た究 極 の模 範 とな

る生 活 に少 しで も近づ くた め に努 力 で

き るよ う願 って い ます。

イエ スが キ リス トで あ られ ， この教

会 が 生 け る預 言 者 に よ って 導 か れ ，3
.日目に墓 は文 字 どお り空 にな

っ てい た
あかし

こ とを証 し ます。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。.
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家族を神殿に備える
中 央若 い女 性 第一 副会 長

キ ャロル ・B・ トー マス

わたした右の最ラしのチャレンジは，蛋『分たちの家族をi鞭 に備えさぜること

なのです。まず襯 にその責任別あり蕊すカち 祖父母やおじ，おば，

さ'5に兄弟姉妹石，家族を教究ることがτぎます。

弟 姉 妹 の皆 さ ん， わ た しは

兄 譜灌 鷲 謡
若 い 女 性 会 長 会 の 責 任 を 頂 い て以

来 ，様 々 な場面 で幸 せ を感 じて い ます 。

1か 月 前 ， 訓練 集 会 の た め に エ ク ア ド

ルの グ アヤ キ ル に行 きま した。 ホテ ル

に到着 した と きに は，す で に 日が 暮 れ

てい ま した 。翌 朝 カー テ ンを 開 けて み

る と， 山の 手 のサ ン タアナ ヒルズ に美

しい か こ う岩 の建 物が そび え建 って い
いちもくりょうぜん

ま した。 目 を見 張 る美 しさは一 目瞭然

で したが ，建 物 の..ヒ部 に天使 モ ロナ イ

像 を見つ け て よ うや くそれ が神 殿 で あ

る と気づ き ま した。 そ して気 づ い た と

きには 目に涙 が浮 か び ま した。 そ の神

殿 はそ の地 に住 む 教 会員 が 受 け るす ば

ら.しい祝福 の 象徴 です 。

「神 殿 は あ らゆ る建 物 の 中 に あ っ て

異 彩 を放 って い ます。 …… それ は聖約

と約 束 の場所 です 。 わ た した ちは祭 壇
み ま え

で創 造 主 な る神 の 御 前 にひ ざ まず き，

永 遠 の祝福 を約束 され るので す。」(Gor-

donB.Hinckley，Teach加gsofGordoη

8頚hckleyl[1997]632-633)ど こへ

行 って も，神 殿 が建 築 され るの を 目に

して きま した 。南 ア メ リカであ ろ う と，

世 界 中 の ど こであ ろ う と，神 殿 は神 の

聖 徒 らを高 め ，地 の面 を変 え てい くこ

とで しょ う。

愛 す る預 言者 に よ り32の 神 殿建 設 の

発 表 が され て か ら， まだ1年 しか た っ

てい ませ ん 。 ゴー ドン ・B・ヒンクレー

大 管長 は かつ て この よ うに述 べ ました。

「今 は世 界 の 歴 史の 中で ， 神 殿 建 設 の

最 も偉 大 な時代 です。」(Teachfηgs，629)

末 息子 の スペ ンサ ー は現在 モ ンゴ ル

で伝 道 して い ます が ，伝 道部 長 が宣 教

師 と会員 に向 けて ，教 会 を確 立 す る彼

らの 義務 につ いて 話 を した ときの こ と

を次 の よ う に書 き送 っ て くれ ま した。

「コ ッ クス 部 長 が 質疑 応 答 の 時 間 を設

け る と，最初 の質 問 は 『モ ンゴル に は

いつ 神殿 が建 ち ます か?』 とい う もの

で した。 モ ンゴ ルの 人 々は生 活 の 中で

さ ら に福 音 が大 きな位 置 を占め て い く

よ う にな る こ とを渇望 して い ます。 自

国語 の 『モ ル モ ン書 』す らま だな いの

に，神 殿 を望 ん でい るの です。」

ど う して こん なに神 殿 が騒 が れ てい

るの で し ょうか。 簡単 に言 え ば，神 殿

の 目的 は 「神 の律 法 と戒 め に従 うすべ
あがな

ての 人 を蹟 う とい うこ とです 。 完全 な

福 音 が ア ダム に啓 示 され ま した。 いか

な る時代 にあ って も，聖 徒 た ちは何 ら

かの 形 で神殿 を持 っ てい ま した。」(デ
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ビッ ド・B・ ヘ イ ト 「神殿 にお ける個 人

の礼 拝 」「聖徒 の道 』1993年7月 号 ，26)

ジ ョセ ブ ・ス ミス は この よ うに述 べ

ま した。「この世 にお い て神 が我 々 に負

わ せ られ た最 大 の責 任 は ，我 々 の死 者

を捜 し求 め る こ とで あ る。」(HIS亡oryof

亡heC加rch6：313)も しそ れが真 実 で

あれ ば，親 や，家 族 の一員 としての わた

した ちの最 大 の チ ャ レ ンジ は， 自分 た

ちの家 族 を神 殿 に備 え させ る こ となの

で す。 まず両 親 に その 責任 が あ ります

が ，祖 父母 やお じ， お ば ， さ らに兄 弟

姉妹 も，家族 を教 える こ とが で きます 。

主 人 とわ た しが神 殿 で結婚 した と き，

重 要事 項 と して ，神 殿 の外 で は神 殿 で

の事 柄 を決 して 話 し合 うべ きで は ない

と理解 して い ま した。 儀式 が 秘密 だ か

らなの で は あ りませ ん。神 聖 だ か らな

の で す 。 「神 殿 で 行 われ る儀 式 は ，準

備 ので きて い ない人 々に施 す こ とが な

い よう，秘 密 に され て い ます。」(ボ イ

ド ・K・ パ ッ カー 「神 聖 な事 柄 」 『聖

な る神 殿 』2)わ た した ちが 熟 慮 し，

良 識 を働 かせ るな ら， 家族 の 中 にあ っ

て ，子 供 た ち を神 殿 に備 え るの に役 立

つ貴 い真 理 が た くさん あ ります 。

以下 の こ とを考 えて みて くだ さい。

●神 殿蒼 の神 聖 ざ に つω τ教え τ く

だ さ ω。 神殿 で はす べ て 白 い もの を身

に着 け ます 。白は清 らか さを表 します 。

●神 殿 は 主 の 学 び や で す。 ヒ ンク レ

ー 大 管 長 は こ の よ うに述 べ て い ます
。

「〔神 殿 は〕神 にかか わる崇 高 で神 聖 な

こ とを学 習す る学 びや と もな ります。」

(「大 管 長会 メ ッセ ー ジ ソル トレー

ク神 殿」 『聖徒 の 道』1993年11月 号 ，6)

●神殿 参ス の た め にふ ざわ し くな る

とω う意 味 を教 え て一く、ださ ω。若 い と

きか ら神殿 に入 るため の ふ さわ しさの

原 則 を理解 し， そ の とお りに生活 す る

よ う勧 め て くだ さい。 そ うす れ ばエ ン

ダウ メ ン トを受 け て ガー メン トを着 用

す る段 階 に な って ，服 や生 活 様式 を一

新 しな くて 済 む と子 供 た ち に教 え るの

で す。 若 い女 性 が ひ ざ丈 の ス カー トを

はい て いれ ば， 神殿 でエ ンダ ウ メ ン ト

を受 け た後 に新 しい服 を買 う必 要 はあ

りませ ん。神 殿 に行 くこ とを望 んで い

る若 い男性 で あれ ば，'社会生 活 にお い



講

灘

鱗灘.

繍

て教会の標準を遵守することでしょう。

●福煮を語る際の言葉が理解でぎる

ように教えτ〈だざω。「エンダウメン
かぎ

ト」 「儀 式」 「結 び 固 め」 「鍵 」 とい う

言葉 は何 を意 味す るの で しょ うか。 あ

る幼 い 男 の子 は ，両 親 が神 殿 の結 び 固

め につ い て話 をす るの を耳 に し， こ う

尋 ね ま した 。「何 を結 んで 固め るの?.」

ど こで 子供 を教 え る の で し ょうか 。

家 庭 の夕べ は改 まった 機会 です が， そ

れ 以外 に も多 くの場 所 で神 殿 へ の霊 的

な思 い につ い て 語 る こ とが で き ます 。

わた しが 好 んで 語 る時 間 は ，夜 子供 た

ちが床 に就 く ときで した 。 わ た し も彼

らの ベ ッ ドの上 に横 たわ り，霊 的 な事

柄 につ いて 話 した もので す 。平 安 と静
み た ま

け さの 中で ，御 霊 が子 供 た ちの 心 と魂

に， わ た しの語 る言葉 が 真 実で あ る と
あかし

穏 や か に証 して くれ るの です 。

当然 ， ヨセ ブ とマ リヤ も家 族 に神 殿

につ い て教 えた と考 え られ ます 。 ペ リ

ー長 老 も話 した よ うに
， 救 い主 が12歳

の とき，両 親 は イエ ス をエ ルサ レム の
すぎこし

過越 の 祭 に連 れ て行 きま した。 イエ ス

が居 残 っ た と き， イエ ス はそ の年 齢 の

男 の子 た ちが 喜 びそ うな娯 楽施 設 にお

られ たわ け では あ りませ んで した。 両

親 は神 殿 に イエ スが お られ るの を見 つ

け ま した 。恐 ら くマ リヤ は夜 イ エス を

寝 かせ る と き， これ らの神 聖 で尊 い 真

理 につ い て証 を してい たの で しょう。

神 殿 に関 す るわ た しの最 初 の 思 い出

は， まだ小 さか っ た こ ろ の こ とです 。

詳
購購…

鰯

攣瓢

、!鰻

頑
神殿 はす ば ら しい所 であ ろ うと知 っ て

い ま した。 そ れ は両親 が 患実 に神 殿 に

参 入 し，神殿 か ら帰 っ て来 る と きは 良

い雰 囲気 だっ たか らです 。 そ して神 殿

着 の 神聖 さ を理 解 した の は，母 が そ れ

につ い て愛 と敬 意 を もって 話 して い た

か らです 。

ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター 大管 長 は こ

の よ うに述 べ ま した。 「神殿 で 味 わ う

霊 的 な思 い を子供 たち に伝 えて くだ さ

い。 よ り熱 心 に， まだ もっ と安 らか な

雰 囲気 の 中で ， … …話 して も差 し障 り

の ない 事柄 を子供 た ちに教 える ように

し ま し ょう。 子供 た ちの 目に触 れ る よ

うに， 家 の 中 に神 殿 の 写真 を飾 っ て く

だ さい。」(「神 殿 に心 を向 け る民 」 『聖

徒 の道 』1995年5月 号 ，6)ア フ リカで

訪 問 した家庭 で は どこで も， 神殿 の写

真 をさ りげ な く， しか も美 し く飾 って

い ま した。

家族 を神殿 に備 え させ る とき，新 し

い 理解 が もた らされ ます 。 わた しが学

んだ こ との 幾つ か を分 か ち合 い た い と

思 い ます 。

1.神 殿/こ度 々 参ス すれ ば ，生 活 の

中 にバ ラ ンス を得 る こ とが で ぎま す。

神 殿 か ら帰 って来 る と，幸福 感 が 増 し
かっ

ます 。御 霊 の 影響 に よ り， この世 の葛
とう

藤 か ら守 られ る ので す。 ヒ ンク レー大

管 長 に よる約 束 に耳 を傾 けて くだ さい。

「教 会 の 中で も っ と神殿 の業 が行 わ れ

る ように なれ ば ，利 己心 ， 争 い， 中傷

が今 よ り少 な くな るで し ょう。 そ して
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さ らに霊 性 が 高 め られ， お 互 いへ の愛

が 増 し，神 の戒 め に よ り従 順 に な る こ

とで ，教 会 全体 が 高 め られ るで しょう'b」

(Teachfη9s，622)

2.神 殿 の 霊 的 な 雰 囲気 に よ り， 世

俗的 な も の への 開ノDが簿 らぎま す。 定

期 的 に参入 す れ ば， 最新 の フ ァ ッシ ョ

ンで 身 を 固 め る必 要 を感 じな くな り，

世俗 的 な娯楽 に魅 了 され な くな ります。

3.神 殿 は 啓 示;を受1プる 場 所 で す'。

何 年 も前 の こ とです が ，神 殿 の 中 に足

を踏 み 入 れ た と き，次 の 言葉 が 心 に浮

か び ま した 。 「人前 で話 せ る よ う学 び

な さい 。」 で も 「人前 で話 す こ とが い

つ必 要 にな る とい うのか し ら」 と思 い

ま した。 そ れか ら何 か月 もの 間，力 不

足 な が ら も，受 けた霊 感 に従 いた い と

い う望 み を育 て よ う と.努め ま した 。地

元 の 図書 館 で ， あ る演 説 家 の テー プ ま

で借 りま した。 その演 説 家 は ， 自分 の

目標 は将 来 モ ル モ ン タバ ナク ルで 話 を

す る ことで あ る，と断 言 して い ま した。

当時 わ た しは思 い ま した。 「タバ ナ ク

ルで 話 をす るな んて ， わ た しに は絶対

ない わ。]

ジ ョン・A・ウイッツォー長 老 は この よ

うに述べ て い ます。「神 殿 の 内外 を問 わ

ず，最 も予期 して い ない ときに啓 示 とし'

て ，心 を悩 ませ て い る問題 へ の解 決 が

与 えられ るか らで あ る。… …神 殿 は啓 示

を期 待 で き る場 所 で あ る。」("Temple

Worship，"σ 亡ahGeηealo9：fcalaηd研 β一

亡orfcalMagazfηe，April1921，63-64)

4.わ た しが 学 ん だ 最 大 の 教 訓 の 一

つば ， サ タン はわた した ちを神殿 参ス

か ら遠 ざrプよ うとする と ωうこ と ですら

友 達 が教 えて くれ ま した 。神 殿参 入 す

る と きは， だ れ に もその 旨を知 らせ な

いそ うで す。 車 に飛 び乗 り，一 目散 に

行 くだ け なの だそ うです 。 も しそ う し

なけ れ ば， 必ず 自分 を神 殿 に行 かせ な

い何 かが 起 きるか らだ， と言 って い ま

した。

ロー ガ ン神 殿 の神 殿 長 に よる警 告 を

読 ん だ の を覚 えて い ます 。 サ タン とそ
しもべ

の 僕 た ち は 「人 々 の 耳 に さ さ や き ， 神

殿 に行 か な い よ う に と説 得 す る。」("Ge-

nealogicalDepartment，"C加rchNews，

12Dec.1936，8)「 神 殿 の 業 は 末 日聖 徒



に霊的な力を非常に力強く与えるもの

であるため，それに反対する力も強く
きよ

働 きます。」(ボ イ ド ・K・ パ ッカー 『聖

き宮 』「聖徒 の 道」1992年6月 号 ，23)

5.エ ワヤ の霊 を地 ± で感 じる こ と

が でぎ ま す。教 会 の青 少 年 とと もに働

い て い る と，彼 らが神 殿 に 引か れ てい
ま

るの を 目の 当 た りに し ます ρ

中央 アメ リカの ニ カ ラグ アで は，49

人 の若 い女 性 とそ の指 導者 の グル ー プ

が ， グアテマ ラシテ ィー神 殿 に2，000人

の 名前 を持 って行 きま した。 どの若 い

女 性 もお金 をた め る の に1年 か か りま

した 。 この忠 実 な若 い女 性 た ち は2日

間バ ス に乗 り，3つ の 国の 国境 を越 え，

そ して 神殿 に2日 また は3日 滞 在 して帰

途 に就 きま した。'

別の ワー ドで は ，若 い 人 たち が家 族

に 心 を 向 け ，1万 人 の 先 祖 の 名 前 を見

つ け ま した。 神殿 のあ る場 所 で は， 青

少年 が 死者 のた め のバ プテ スマ を受 け

る の を 目に します。 毎 週受 け る こと も

あ ります 。

6.神 殿 では ， 特rこ絶 望 を 感 じτ し}

る と ぎ に，主 の 御霊 が 慰め や平安 を与

え τ くれ ま す。 最 近 わ た しは神 殿 で，

35歳 の 女性 に会 い ま した。 言 葉 を交 わ

したわ た しは，彼 女 に， ご主 人 とと も

に参 入 され てい る のか どうか尋 ね ま し

た 。 そ の姉 妹 は優 しい 目を しなが ら，
のうしゅよう

ご主 人 が3か 月前 に脳 腫 瘍 で亡 くな った

こ とを話 して くれ ま した。 神殿 は彼 女

の心 の よ り どころ であ り， 神殿 で見 い

だす こ とので きる御 霊 は彼 女 に慰 め と

平安 を与 え るの です 。 そ して恐 ら くご

主人 が そ こに はお られ るの で しょ う。

わた した ちは 自分 自身 に 「どの くら

い 頻繁 に神 殿 へ 行 くべ きで し ょうか 」

と尋 ね るこ とが で き ます。 わた した ち

の指 導 者 は決 して どの く らい頻繁 に神

殿 へ 行 くべ きか とは言 い ませ ん。 そ の

答 え は 人 そ れ ぞ れ に異 な るか らで す 。

様 々 な年齢 層 の女 性 で神 殿 の 近 くに住

ん で い る 人 の多 くは ，週 に1回 参 入 す

る よう に心 が け て い ます。 友 人 の一 人

は フル タイムで仕 事 を して い ま した が，

月忽1日 を神殿 で過 ご し， セ ッシ ョンを

何 回か 受 け てい ま した 。 この よ うな女

性 は従 順 です が ， さ らに 自分 た ちの 生

活 の 中で 受 け てい る神 権 の権 能 の力 も

理解 して い ます。

若 い両 親 に とって，神殿 は月 に1回 の

デ ー トの 場 に な るか もしれ ませ ん。 パ

ッカー長 老 は この よ うに述べ て い ます。

「皆 さん は恐 ら く分 か る と思 い ます 。わ

た した ち は家 族 の務 め と して家族 歴 史

活 動 を確 立 し よ う と して い る の です 。

幼 い子 供 た ち を育 て てい る夫 婦 は ，遠

くの神 殿 に頻 繁 に行 け ないか ら とい っ

て ，至 ら なさや 罪悪 感 を抱 く必 要 はあ

りませ ん。母 親 は重 要 な出来 事 を書 き

留 め た り，写 真 や思 い 出 の 品 を集 めた

りす るこ とで貢 献 す るこ とが で きます。

これ らす べ て は，忙 しい 母親 の ス ケ ジ

ュ ー ル に合 わせ て行 っ て くだ さい 。」

("APleatoStakePresidents，"lead-

ershiptrainingmeeting，lApr.1988)

わ た しの母 親 は ス ク ラ ップ ブ ック を

作 りませ ん で した が， 受 け継 ぎに対 す

る愛 をわ た しに与 えて くれ ま した。 母

は先 祖 の尽 きせ ぬ話 を語 りなが ら， 先

祖 を愛す る よう.に教 えて くれ ま した。

パ ッ カー長 老 は続 けて この よ うに述

べ て い ます。 「父 親 と母 親 は儀 式 や 聖

約 につ い て話 す こ とが で きます。 声 の

抑揚 で ，神 殿 とい う単語 を 口にす る度

に，強調 して発音 す る こ とが で きます 。

… …時 が 来 れば
，家 族 に対 す る責 任 が

多少 軽 減 され， 収入 も多 少 増 え る こ と

で し ょう。 その と きに，教 会 員 は もっ

とこの 神 聖 な 〔神 殿 の 〕業 に力 を入 れ

る こ とが で き ま す し， そ うす べ きで

す。」("APIeatoStakePresidents，")

母 親 と父親 の皆 さんにお 願い します。

御 自分 の 息子 さんや 娘 さん に神 殿 の 聖

約 の意 義 につ い て教 えて くだ さい。 こ

う教 え る の で す。 「ガ ー メ ン トの着 用

は神 聖 な特権 で す。… … 〔そ れ は，〕救 い

主 イエ ス ・キ リス トに従 う とい う内 面

的 な決 意 を外 に表 す もので す 。」(19%

年11月5日 付 け の大 管長 会か らの手紙)
しもべ

兄 弟 姉妹 ， 生 け る神 の僕 と して， こ

の神 聖 な神 殿 の 業 を推 し進 め て い き ま

し ょう。神 殿 参入 に霊 的 に備 え ，主 の

御 前 に立 て る よ う， 子供 たち を教 えて

い け ます よう に。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 によ り祈 ります 。 アー メ ン。
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父親らの手で
十二 使徒 定員 会会 員

ジ ェフ リー ・R・ ホ ラ ン ド

ζ父親に求め5れ る2最む大いなることは，父親が墜し，育τる子供の幸福と

子侠の霊を守るために全力を尽くすことです。

一7闘 の復 活祭 の週 末 にわ た しは，

復 活 され た主 イ エ ス ・キ リ

(_ ス トだ け で は な く， 主 の ほ

ん と うの 父 であ り， わた したち の霊 の

父 で あ って神 で あ る御 方 に も感 謝 を さ

さげ たい と思 い ます 。 神 は， 完 全で あ

った独 り子 の犠 牲 を受 け入 れ， 主 の何
あがな しょくざい

時 間 に も及 ぶ蹟 い と賑 罪 を通 じてす べ

ての 人 の子 らを祝福 して くだ さっ てい

るの です 。 主か ら愛 され た ヨハ ネ に よ

る次 の宣 言 が と りわ け意 味 を深 め るの

は，復 活 祭 の時 期 を おい て ほか にな い

で し ょう。 この宣 言 で は，御 子 だ けで

な く御 父 も次 の よ うにた た え られ て い

ます 。 「神 は そ の ひ と り子 を賜 わ っ た

ほ ど に， この世 を愛 して 下 さった 。 そ
み こ

れ は御子 を信 じる者 が ひ と り も滅 び な

いで ，永 遠 の命 を得 る ためで あ る。」'

未 熟 で はあ っ て も， わた し も父 親 の

一人 で す
。 しか し， あ の よ うな方 法 で

自分 の 愛す る息子 の 深 い苦 しみ とは り

つ け を見 守 らざる を得 な か った天 上 の

神 の苦 しみ を理解 す る こ とな ど とうて

い で き ませ ん。御父 の 本能 と衝 動が，苦

しみ とは りつ け を阻止 し，御 使 い を遣

わ して妨 げ ようと叫 んで いた こ とで しょ

う。しか し御 父 は そうな さい ませ んで し

た。目の前 に展 開され たすべて を堪 え忍

ばれ ま した。 それ が ア ダム とエ バ に始

ま り世界 の終 わ りに至 るすべ ての御 父

の 子供 た ちの罪 に対 して ，救 いの代 価

を払 い得 る唯一 の 方法 で あ っ たか らで

す。完全 で ある御 父 と御子 に，わた しは

とこ しえ に感謝 す るこ とで し ょう。御
さカずき おく

二 方 は苦 い杯 に臆 す る こ とは な さい ま

せ ん で した。 また，不 完全 で力 に欠 け，

容 易 につ まず き， す ぐに失敗 す るわ た

した ち を見捨 て られ なか っ たので す。

最 初 の復 活 祭 の 時 期 にお け る， 「贋

い」 の この よ うなす ば らし さにつ い て

考 え る とき， わ た した ち は この御 父 と

キ リス トとの 関係 が ，救 い 主 が教 導 の

業 に携 わ られ た時 代 に 一貫 した， 最 も

優 し く，感 動 的 な テー マの ・..一つで あ っ

た こ とに気 づ きます 。 イエ ス の存 在 の

意 義 ， イエ ス の 目的 と喜 び はす べ て ，
み むね

御 父 に喜 び を もた らし，御 父 の御 旨に

従 うこ とに集 中 してい ま した 。 イエ ス

は常 に御 父 の こ とを考 え， 御 父 に祈 り

を ささげ られて い た こ とで しょ う。 わ

た した ち とは異 な り， 主 は， 御 自身の

望 み を天 へ と向 け るた め に， 日々の 中

で どん な危機 も， 落胆 す る よ うな変化

も必要 と され ませ んで した。 主 は常 に

そ の本 能 か ら， 心 か らの熱 意 を もって

天 を仰 ぎ見て お られた の です。

現世 で 主 が教 導 の業 に携 わ られ た期

間 を通 じ， キ リス トは一 瞬 た りとも虚
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栄 心 や私 欲 に駆 られ る こ とは なか っ た

で し ょう、 一 人 の 若 者 が 主 を 「善 人」

と呼 ぼ う と した と き， ただ 一人 ， 天 の

御 父 だ けが そ の よ うな称 賛 に値 す る と

して ， その よ うな称 賛 を 自 らの もの と

は され ませ んで した 。

主が 教導 の業 を始 めて 問 もない ころ，

主 はへ りくだ って この ように言 われ まし

た。 「わ た しは，自分 か らは何 事 もす る

こ とが で きない。… … わた し自身 の考 え

です るの で はな く， わ た しをつ かわ さ

れた か たの，み 旨を求 め てい る… …。」2

聞 く者 をそ の 力 と権 能 で圧倒 した 教

え に続 い て ， 主 は言 わ れ ます 。 「わ た
おしえ

しの 教 は わ た し 自身の 教 で はな く， わ

た しをつ か わ され た か た の教 で あ る。

わ た しは 自分 か らきたの で はない。……

わ たしをつ かわされたか たは真 実で あ る

……。」3そして後 に再 び こう言わ れ ます。

「わ た しは 自分 か ら語 っ たの で は な く，

わた しをつ か わ され た父 ご自身 が， わ

た しの言 うべ きこ と，語 るべ き こ とを

お 命 じに な ったの で ある。」4

御 父 に まみ え たい と望 み， イエ スが

そ の 言 われ る とお りの御 方 で ある と直

接 御 父か らお 聞 き したい と望 む人 に対

して ，主 は この よ うにお 答 え にな りま

した。「もしあ なたが た が わた しを知 っ

てい た な らば， わた しの 父 を も知 っ た

であ ろ う。… … わた しを見 た者 は，父 を

見 た ので あ る。」`イエ スが 弟子 た ちの 中

に一.致を保 ち たい と望 んだ と き， 主 は

御 自身 と神 との 関係 を例 に取 って祈 ら

れ ま した 。 「聖 な る父 よ，わた しに賜 わ
み な

った 御名 に よって彼 らを守 って下 さい 。

それ はわ た した ちが一 つ であ る ように，

彼 ら も一 つ に なるた めで あ ります 。」6

主 は十字 架 に向 か う と きで さえ， そ

れ を阻止 しよ うと した弟 子 た ち を制 止

して 言 わ れ ま した。 「父 が わ た しに 下

さった杯 は，飲 むべ きで は ない か 。」7言

葉 に 表 現 し難 い ほ どの 試 練 が 終 わ る

と， 主 は最 も平安 にあ ふ れ，現 世 で の

教導 の業 の報 い に値 す る言 葉 を口 に さ

れ ま した。 苦痛 の最 後 に， 主 は こ う言

わ れ たの です 。「『すべ て が 終 っ た。』…

… 父 よ
， わ た しの霊 を み 手 に ゆ だ ね

ます。」8そしてすべ てが終 わ り， 主 は御

父 の も とに戻 られ たの です 。



わた しは正 直幾 度 もそ の瞬 間 につ い

て， そ してそ の後 す ぐに起 こっ た復活

につ い て考 え ま した 。 そ して御 父 と御

子 との再 会 は どの よ うな もの だ った の

か と思 い ま した。 あ れ ほ ど御 子 を愛 し

てお られ た御 父， そ してす べ ての 言葉

と行 い で御 父 に栄 光 を帰 して尊 んだ御

子 。 そ れ まで 一つ で あ っ た御 二方 が再

会 され た とき，.抱擁 は どの よ うな もの

だ った で しょ う。 神 で あ る同僚 同士 と

して，今 どの よう に過 ご され て い るの

で しょうか。わた したち はた だ想 像 し，

敬 服 す る ほか あ りませ ん。 わ た したち

は復 活祭 の週 末 に， そ の よ うな 関係 を

幾分 か 自分 で も体 現 で きる よ うな生 活

を した い と切 に望 んで い ます 。

父 親 として ，わ た しは わた しや ほか の

すべ て の父 親 た ちが ，地 上 で 息子 や娘

た ちと，より親 密 な強 い関係 を築 くた め，

さ らに何 かで きない ものか と考 えて い

ます 。御 子 が御 父 に抱 か れて い た よ う

な思 い の こ くわず か で も， 世 の父 親 が

子供 か ら示 され たい と望 むの はお こが

ま しい で し ょうか。 天 の御 父 が御 子 に
なら

愛 を注 が れた 姿 に倣 お うと さ らに努 め

る な らば ，わ た したち も子 供 か ら同 じ

ような愛 情 を得 られ るか もしれ ませ ん。

いず れ にせ よ，若 人 の 中 に形成 され る

神 の 概 念 は， 地上 で の両 親 に見 いだ さ

れ る属性 が 中心 となっ てい る こ と をわ

た した ちは確 か に理解 して い ます 。9

先 に述べ た ものの ほ か， 理 由 は まだ

あ りますが ，最 近 読 ん だ本 の 中で 『父

親不在 のア メ リカ』(Fa亡heがessAmer.

fca)と い う書物 ほ ど衝 撃 を受 け た もの

はあ りませ ん。 この研 究 の 中 で， 著者

は 「父 親不 在」 が 「この世代 にお け る

最 も有 害 な人 口学 的傾 向」 で あ り，子

供 を傷 つ け る最 た る要 因で あ る， と述

べ て い ます 。彼 は確信 を もっ て， そ れ

が貧 困 か ら犯 罪 ，未 成年 の 妊娠 ，幼 児

虐 待 ， 果 て は家 庭 内暴 力 に至 る， 最 も

切 迫 した社 会 問題 の 主 因で あ る と断 言

します 。 この 時代 の お もな社 会 問題 に

は， 子供 の養 育 か ら逃避 す る父 親 の 問

題 も含 まれ ます。lo

物 理 的 に家 を空 け る父 親 よ り深刻 な

の は，霊 的 に， あ るい は感 情 的 に家 族

か ら離 れ てい る父 親 の 問題 です 。 幾 ら

父 親 が家 庭 にい て も心が 家 族 か ら離 れ

てい れ ば， そ の罪 は，物 理 的 に家 を空

けて い る とい う罪 以 上 に破 滅 を引 き起

こ しか ね ませ ん。あ らゆ る年代 層 か ら，

様 々な家庭 環 境 で育 つ子 供2，000人 を対

象 に， お父 さん にい ち ば ん感謝 して い

るの は何 か と尋 ねた とこ ろ，皆 一様 に

「一 緒 にい て くれ る こ と」 と答 え ま し

た。 この答 えを 聞い て， なぜ わ た した

ち は驚 かな いの で し ょうか。エ1

最 近 ， カ ン フ ァレ ンス の 責任 で 出会

っ た一 人 の ロー レル の少 女 が， わた し

た ちが訪 問 した後 に手紙 を くれ ました 。

手紙 には こ う書 かれ て い ます 。「せ め て

父が ， わ た しに とって霊 的 に も感 情 的

に もどれ ほ ど必要 な存 在 か 分 か って く

れ た ら と思 い ます 。 どん な形 で もか ま

わ ない ので ，わ た しに優 し く話 しか け，

温 か く接 してほ しい の です 。 わ た しの

普段 の 生活 で何 が起 こって い るか積 極

的 に関 心 を持 ち ，祝福 を与 え ， あ るい

は少 しの時 間た だ一 緒 にい て くれ るだ

けで も， それ が わた しに とっ て どれ ほ

ど大 切 な こ とか ，父 は分 か らず にい る

と思 い ます 。 父 が不 器用 で ，気 持 ち を

うま く表現 で きない た め に気後 れす る

リアホナ/1999年7月 号

17

の は分 か ります 。 で も， た だ努力 して

くれ る だけ で ，父 が思 う よ りもず っ と

わ た し に と って は 意 味 が あ る ので す 。

わた しを愛 して くれ てい る こ とは知 っ

てい、る ので ， ま るで感 謝 してい な い よ

う に受 け取 っ て ほ し くあ りませ ん。 以

前 ，父 か ら小 さ なメモ を も らい ま した。

そ の メモ の 最 後 には 『愛 して い る よ，

お 父 さ ん よ り』 と書 い て あ りま した。

そ の メ モ を宝 物 に してい ます 。 これか

らもか けが え の ない もの の一 つ と して

大 事 に残 して い き ます 。」12

わ た しも この若 い女 性 と同様 ， この

話 が 父親 に対 す る感謝 を欠 き， 父親 に

自 らの至 らな さ を 自覚 させ る趣 旨 の も

の で あ る と，皆 さんが 受 け止 め る こ と

の ない よ う願 って い ます 。 ほ とん どの

父 親 はす ば ら し く，す て きな人 々で す。

作 者 は分 か りませ んが ，若 い ころ に読 ん

だ物 語 に，この ような一節 があ りました。

「疲 れ た顔 の， ただ の父 親 だけ ど

家 に帰 る， 日々の務 め を終 えて

骨折 って働 き，

来 る 日 も来 る 日も努 力 して

・どん な事 態 に も立 ち向 か う。

心 の中 に わ き上 が る喜 び，

だ って家 族 が

帰 って 来 た彼 の姿 と声 に，

喜 んで くれ るか ら。

持 って い る もの はす べ て与 え る。

た だの 父親 だ け ど

小 さ な子 らの ため に道 を整 え，

何 事 も断 固 と して

厳格 な勇気 を もって行 う。

祖父 が 父 に した よ うに。

これ は父へ の， ぼ くの 書い た詩

た だの 父親 だ け ど

最 もす ば らしい人。」

兄弟 の皆 さん， た とえわ た した ちが
'「最 もす ば ら し

い 人」 とは言 えず，力 の

限界 や 欠 点 が あ っ て も，聖 な る御 父 が

備 え られ， 聖 な る御子 に よっ て模 範 を

示 され た力 強 い教 えゆ え に， わた した

ち は正 しい 方 向 に向 か って 進 んで行 く

こ とが で き るの です 。御 父 の助 け に よ

り，わ た した ち は親 と して，想像 以 上の



受 け継 ぎを残 す こ とが で きます。

最 近父 親 に な った あ る人 が次 の よう

に記 して い ます 。 「息 子 が わ た しの 方

を見 て い るの に気づ くと， わた しは父

と過 ご した 日々 を よ く思 い 出 し，父 の

ような 人 にな りた い と望 ん でい た 当時

が 目に 浮か び ます 。 自分専 用 の ひげ そ

り とシ ェー ビ ン グ ク リー ム を持 っ て ，

毎朝 父 の横 で ひ げ をそ り， 夏， 父 が芝 .

刈 りをす る後 をつ い て， 行 き来 して い1

た こ と思 い起 こす の です。

今 ， わ た しは 自分 の導 きに息 子 が従

うよ う望 んで い ます 。 しか し， 息子 が

わ た しに従 うだ ろ う と思 う と恐.くな り

ます 。 こ の小 さな男 の子 を腕 に抱 い て

い る と， 『天 国 へ の郷 愁 』 に駆 られ ま

す。 そ れ は神 と同 じ よう に愛 し， 安 ら

ぎを与 え，守 る こ とを望 む気持 ちです 。

まだ青 少年 の ころ， どの よ うな恐 れ を

感 じて も，答 え はい つ も， 『お 父 さ ん

な らど うす るだ ろ う』 とい う思 いで し

た。今 ，わ た しに は養iう子供 が い ます。

わ た しは天 の御 父 に対 し，父 に抱 いた

よ うな思 い で， 自分 が すべ きこ とを学

べ る よ う，頼 りに して い るの です。」'3

最近 ， 大学 時代 の友 人 か ら次 の よ う

な手 紙 が届 き ま した。 「わ た しの 少 年
こんとん

期 は混 沌 と した，不 安 定 な時 期 で した

が ，確 か な こ とが 一つ あ ります6そ れ

は，父 か ら愛 され てい た こ とで す。 そ

の確 信 は，若 い ころの 支 え で した。 わ

た しは主 を知 り， 主 を愛す る よ うに な

りま した。 なぜ な ら父 も主 を愛 してい

たか らです 。 わた しは決 して人 を愚 か

者 呼 ば わ りした り主 の御名 をみ だ りに

唱 えた りした こ とは あ りませ ん 。 それ

は， 「聖書 』の 中で 禁 じられ て い る と父
じゅうぶん

か.ら学 んだか らです。また父 か ら，什 分

の一 を納 め る の は特 権 で あ る と教 わ っ

た.だめ， ず っ と納 め て き ま した 。、父が

自分の誤 りに対 し責 任 を取 った よ うに，

わた し も自 らの失 敗 につ い てそ の よう

大会の 説教 を聞 く十二使 徒定 員会 会員 。左 から ，ボイ ド ・K・ パ ッカ.一会 長代理 ，L・ トム ・ペ リー長 老 ，

デ ビッ ド ・B・ ヘ イ ト長老 ，ニ ール ・A・ マ ックス ウェル長 老 、ラ ッセ ル ・、M・ ネル ソ ン長老 ，

ダ リン ・H・ オー クス長 老 ，ジ ョセフ ・B・ ワース リン長 老。
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L

に努 めて きま した。L時 期 父 は教 会 か

ら離 れて い ま したが ， 年老 い て か ら伝

道 に も出 ，神 殿 で忠 実 に働.きま した6

父 は遺 言 で， 家 族が 暮 ら して い け る以

上 の財 産 が残 った ら，教 会 に納 め る よ

うに と言 い残 しま した。 父 は こよ な く

教会 を愛 して い ま した。父 のお か げで，

わ た し も教 会 を愛 してい ます。」'4

こ の話 は ま さにバ イ ロ ンの詩 を福 音

の 中 で か い ま見 た よ うな気 が します 。

「君 の顔 を 眺 め て い る と， あ なた の お

父 さんを思 い 出す。」15

まだ若 か っ たニ ー フ ァイが 成 長過 程

にあ っ た こ ろ に ， 「わ た しは ，父 が こ

れ ま でに語 った 言葉 をす べ て信 じた」16

と話 した こ とか ら， その 後預 言 者 とな

る彼 の将 来が うか が え ます。 また ，預

言者 エ ノスが 人 生 の転 換 期 に 「父 が….

… 語 る の を度 々 聞 い て い た 」'7と語 っ

た言 葉 は 『モ ル モ ン書 』に記 され てい

る偉 大 な啓示 の一 つ です 。 そ して ，悲

しみ に打 ちひ しが れ て いた罪 深 い 青年

アル マ は， 自分 の 多 くの 罪 を思 い 出 し

て ひ ど く苦 し んで い た と き， 「かつ て

父 が … …預 言す るの を 聞い た こ と を思

い出 し 〔ま し〕た 。 〔そ れ は 〕イエ ス ・

キ リス トは神 の御 子 で あ り，世 の 罪 を

順 うた め に来 られ る とい う」もの で し

た。'8父親 が こ れ以 上 諭 して も無 駄 に
あかし

思 えた と きに述 べ た証 が ， ア ルマ の記

憶 にかす か に残 って い たた め ，息 子 ア

ルマ の霊 が 救 わ れ た だ けで な く，『モ ル .

モ ン書 』に登 場 す る人 々 の歴 史 も永 遠

にわ た って影響 を受 け たので す。

御 父 は偉大 な族 長 で あ るア ブ ラハ ム

に こ う言 われ ま した。 「わ た しは彼 が

後 の 子 らと家 族 と に命 じて主 の道 を守

らせ ，正 義 と公 道 とを行 わせ るた め に

彼を知 った の である 。」'9

この復 活 祭 の週 末 に ， わた しは主が

預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に宣言 され た

よ う に， 「大 い な る こ とが … … 父親 に

求 め られ る」20と証 します 。 そ の 中 で

も最 も大 い な る こ とは， 父 親 が養 い育

て る子供 の幸 福 と子供 の霊 を守 るた め

に全 力 を尽 くす こ とです 。

人 類 史上 最 も耐 え難 い苦 難 に あ った

とき，主 の体 のす べ て の毛 穴 か ら血 が

流 れ 出 ，苦 悩 に満 ちた 叫 びが 主の 口か



ら発 せ られ， キ リス トはそ れ まで いつ

も頼 って いた御 自分 の御 父 に よ り頼 み，

「アバ 」 と叫 び ま した。 今 の 言 葉で は，

「お父 さん」か， 幼 い子供 は 「パ パ」 と

呼 ぶ ので し ょう。21

これ は非常 に個 人的 な事柄 で，引用す

るだ けで も神 聖 さを汚す ような気 が しま
いや

す。 癒 される ことの ない苦痛 に さいな ま

れ た子供 と，真 の力 の 源で あったその父

が ，一 晩 中苦 難 を共 に耐 え たので す。

父親 の皆 さん，この復 活祭 の週末 に，

わた した ちが 親 と して の務 め を再確 認

で き ます よ う， ま た 自分 の子 供 を抱 き

締 め ， 子 供 を永 遠 に信 頼 す る うえ で ，

御 父 と御 子 を思 い起 こ して力 を得 られ
み な

る よ う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ

りお 祈 り し ま す 。 ア ー メ ン。
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わたしたちの時代
第 二副 管長

ジ ェー ムズ ・E・ フ ァウス ト

現κの稗学や衝術の驚異倣，昇栄をむたβすことばありまぜん。

将察に傭完ると昔に晒 する大ぎなチ†7レンジな家さ'に，

さβなる霊的な醗 を頭要とする1『しょう。

愛総 欝 蕪
の導 きが あ る よ うに願 っ てい ます 。 わ

た しの語 る言 葉が 天 父 に受 け入 れ られ

る ように，導 きと知恵 を祈 り求 め ます 。

兄 弟 姉妹 の 皆 さ ん， わた したち の時

代 につ い て預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は

こ う語 っ て い ます 。 「〔過 去 の 時代 の 〕

預言 者 ，祭 司 ，王 た ちが ，特 別 な喜 び

を もって思 い描 き， 〔また，〕 楽 しみ に

待 ち望 ん でい た のが ， わた したち の生

きて いる この 時代 で あ った。 天 か らの

喜 びの お とず れ に胸 を躍 らせ ， この時

代 を詩 に歌 い ，文 章 に表 し， また預 言

した。 … …わ た した ち は末 日の栄 光 を

もた らす ように神 か ら 〔選 ば れた 〕恵

まれ た民 で あ る。」⊥1842年 に預 言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスが この こ とを語 って以

来， 人類 はそ れ まで の どの 時代 に も増

して ，多 くの知識 を得 て きま した。

わ た した ち は21世 紀 を間近 に ひか え

てい ます 。 過去 を振 り返 っ てみ る と き

に忘 れ てな らないの は ，過去2ρ00年 の

間に起 こ った最 も重 大 な 出来事 は，科

学 技術 や 交 通手段 の驚 異 的 な進歩 で は

ない とい う ことです 。 そ れ は救 い主 の
あがな かぎ

順 い であ り，神 権 の鍵 と権 能 を含 む，福

音 の 回復 で す。 これ ら二つ の 無類 の 出

来 事 は， 時代 が 変 わ って も， 人類 に と

って きわめ て重 要 な もの であ り続 け る

で しょう。過去 ，現在 ，未 来 のか なめ は，

この驚 くべ き神 の 介在 にあ るので す。

1901年1月1日 ， ま さに この建物 で，

大 管長 会 は全 世 界 に次 の メ ッセ ー ジを

送 りま した。
き ょ う

「新 しい世紀 が ，今 日始 まる。 これ ま

で の100年 は ， こ の地 球 の 人 類 史上 で

最 も重 要 な年 月 だ っ た。 その 間 の重要

な出 来事 や驚 異 的 な進 歩， す ば らしい

業 績 ，有益 な発 明や 発 見 な どは， た と

え100日 か け て も，要 約 するこ とす らで

きな いで あ ろう。 こうした100年 間の進

歩 は ，人類 が成 長 し続 け る 中で， 今 や

過 去 の もの となっ てい る。19世 紀 に予

見 され て いた の は，進 歩，発 達， 自由，

そ して光 で あ った。 我 々 は幸せ な こ と

に，驚 嘆 すべ きもの に囲 まれ て生 活 し，

知性 の 宝 を分 か ち合 って い る。」2

こ の メ ッセ ー ジが100年 前 に 出 さ れ

た と き， 人 々の 交通 手段 は， まだ馬 と

馬 車 で した。 電 話や 電 気 の時代 は始 ま

った ば か りで した 。航 空 機 も，Eメ ー

ル も， フ ァ ックス も， イ ンター ネ ッ ト

もあ りませ んで した。 世 の中 の知 識 は

爆発 的 に増 加 して きま した。わた しは，
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みわ ざ

地上 にお け る神 の御業 を進 め るため に，

神 が これ らの知識 の宝 を解 放 して くだ

さ った と信 じて い ます 。新 しい21世 紀

に は，そ の宝 に急 激 な進歩 が もた らさ

れ るこ とで し ょう。

わ た しの今 日の メ ッセ ー ジ は，将 来

の ため に 自分 自身 を備 え る こ とです 。

これ はわた したち の時問 です。た だ時計

を見 て い るだ けで は い け ませ ん。 あ る

人々は，刻 々と次 の世紀 が近 づ い て来 る

ので ，不 安 げ に時計 を見 詰め てい ます 。

時 間 に対 す る意 識 は ， わた した ちの思

い や行 い に影響 を与 え ます 。 レス トラ

ンの窓 辺 に掛 け られ た 時計 の話 でそ れ

を表現 してみ ま しょ う。 「その 時計 は，

正午 過 ぎで止 まっ てい ま した。あ る 日，

友 人が レス トラ ンの オ ー ナー に ，そ の

こ とを知 っ てい るか と尋 ね ま した。 オ

ーナー は こ う答 え ました
。 『知 って い ま

す 。で も，その時 計 を見 て空 腹 を感 じ，

食 事 を しに入 って来 る人 が た くさんい

る ことに，驚 かれ る と思 い ます よ。』」3

もし天 の 時計 の ような ものが あ って，

人 々に霊 的 な飢 えを感 じ させ る こ とが

で きた な ら と思 い ます 。 ほ とん どの人

は何 に飢 えて い るで し ょうか。 わ た し

は霊 的 で道 徳 的 な指導 者 に飢 えて い る

の だ と考 え ます。 技術 の発 達 や科 学 的

発 明， 医学 の 進歩 には ，驚 異 的で 信 じ

られ ない もの が あ ります 。 しか し， わ

た したち は， 喜 び を もた らす た め にそ

れ らを正 し く使 わ な け れ ば な りませ

ん 。 それ に は，霊 的で 道徳 的 な指 導者

が 必要 で す。 この地 球 に は， 文 明社 会

が 長 い 間存 在 して きま した。 コン ピ ュ

ー ター は とて も便 利 で ， 面倒 な仕 事 の

軽 減 に役 立 ち ます 。 しか し， ニ ー フ ァ

イ人 は コ ン ピュー ター な しに 「幸 福 に

暮 ら し」 てい ま した♂ エ レク トロニ ク

ス の奇 跡 に は， 落 と し穴 が あ ります 。

例 えば ， イ ン ター ネ ッ トは使 い方 を誤

れ ば，結 婚 生活 や 家庭 ， そ して命 まで

も破壊 す るこ とが あ るの です 。
こんにち

今 日，多 くの人 が2000年 問題 で頭 を

悩 ませ， コンピュー ターの年 月 の計 算が

抱 え る問題 の た め に， 間 もな く来 る 日

付 にお び えて い ます 。 時間 に つい て あ

る人 が こう言 い ました。「〔時 間は，〕時 と

と もに変 わ る。若 人 の 時 聞 は着 々 と進

み，中年 の時 間 は飛 び去 り，老 人 に なる

ともう残 りが な い。」`わ た したち は 日常

の仕 事 の多 くをエ レクトロニ クスに頼 る

よ うに な りま した。 結 果 と して，2000

年 に移 行す るに 当た り，コンピューター

L _…
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を再 プログラムする必 要 に悩 まされて い

るの で す。 多 少 の問 題 は起 こる か も し

れ ませ んが ，21世 紀 に なる ときに，大 ぎ

な コンピュー ターの 故 障が社 会 を崩 壊 さ

せ る よ うな こ とは ない と，わ た しは楽

天 的 に考 え てい ます 。 そ れ よ りも， 社

会 の伝 統 的 な価値 観 が 崩 れて い くこ と

に， よ り大 きな恐 れ を抱 い てい ます 。

確 か に，わた しが より心 配 してい るの

は，正 直 や誠 実 ， 品位 ，礼 儀 ， 純潔 と

い う道 徳 の コンピュー ターの故障 な ので

す 。現 在 どれ だ けの 人が ， ほ ん と うに

汚 れ を知 らぬ ま ま に い る で し ょうか。

実 に多 くの 人が ， 世 間で 人気 が あ り話

題 に な る もの を信 じてい ます 。 この道

徳観 の崩壊 は， 神 の教 え と個 人 の行 い

を切 り離 した ため に起 こ って い るの で

す。高 潔 な人々は ，自らの 規範 に従 って

生 活 す る こ とを決 意 してい る ので ， 人

か らの監 視 や コン トロールを必 要 としま

せ ん。 わ た しが願 うの は， 道徳 とい う

コンピュー ター に高 潔 さの3つ の要 素 を

組 み 込 む こ とです。す なわち，自分 自身

へ の公正 さ， 人 に対 す る公 正 さ， そ し

て収穫 の律 法 を理解 す る こ とで す。

ま た，救 い 主へ の個 人 的礼 拝が 複 雑

にな る こ とな く，福 音 の真 理 の純 粋 な

力 が わた した ちに平 安 を もた らす よ う

に願 って い ます 。 わ た した ち は信 仰 を

純粋 に，礼 拝 を清 く保 た な けれ ば な り

ませ ん。宗教 は儀 式 以上 の もの で あ り，

正義 で あ るべ きで す。

わ た しは，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教 会 が2000年 を迎 え る際 の チ ャ レ ンジ

に こた え得 る組 織 で あ る と確 信 して い

ます 。増 加 す る会 員 数， 数多 くの新 し

い神 殿 ， 啓示 され た組 織 ， こ れ らはす

べ て ，21世 紀 を迎 える ため に備 え られ

てい る ので す。 科 学技 術 の発 展 を心 に

描 くの は感心 な こ とです が ，霊 的 に成

長 す るため に は， 自分 の顔 や心 に救 い

主の面 影 を受 け る必 要が あ ります。6

画 期 的 な年 であ る2000年 が近 づ くに

つれ て ，人 々 の動 揺 は高 まっ て い き ま

す。 新 しい世 紀 に近 づ くだ けで な く，

世 の 救 い主 ，蹟 い主 イ エ ス ・キ リス ト

の誕 生 か ら数 えて 第3の1000年 に突 入

す るか らです 。 こ の一 人 の御 方 ， ナザ

レの イエ ス は，富 や 地位 に よ らず に世



界 を変 え られ ま した。 わ た した ちが 知

るか ぎ り，主 は生 涯 御 自分 の 質素 な服

以外 に， こ の世 の富 も資産 も所有 され

ませ ん で した。

主 の メ ッセー ジ は簡 潔 です 。 「平 安

が この家 にあ るように。」7「心 をつ くし，

精神 をつ く し，思 い をつ く して ，主 な

る あな た の神 を愛せ よ。」8「自分 を愛 す

る よ うに あ な た の 隣 り人 を愛 せ よ。」9

こ うした簡 潔 な原 則 を用 い て 主 は新 し

い生 活 方法 をお伝 えに な りま した。 主

が教 え られた の は愛 で あ り，希 望 と救

い の教 義 であ り， この世 と来 るべ き世

で平 安 を得 るた めの 道 で した 。主 は復
くらやみ

活 の時 ，す なわ ち霊 的 な暗 闇 が取 り除

かれ ，永 遠 の命 とい う輝 か しい光 と希

望 が 全 人類 に与 え られ る時 につ いて語

られ ま した。

イエ スの 昇 天の 後 に ，ペ テ ロ， ヤ コ

ブ， ヨハ ネ をは じめ ， その ほ かの 特 に

教 育 を受 けた こ ともな か った使 徒 や七

十 人 た ち は， この 啓発 され た メ ッセ ー
の

ジ を世 に宣べ 伝 え るに 当た り，霊 感 に

よ って鋼 鉄 の よう に強 め られ た人 とな

りま した。彼 らの 旅 や連 絡 の手段 は原

始 的 な もの で した が ， この少 数 の 宣教

師 た ち は新 しい希 望 の メ ッセ ー ジ を携

えて 雄 々 し く前 進 しま した。 そ して キ

リス トの啓示 され た教 義 をあ まね く も

た らす とい う壮 大 な業 を行 ったの です。

交通 手段 と伝 達 手段 が 進歩 した お か

げで ，現 代 の組 織化 され た教 会 は福 音

を宣べ 伝 える業 を急 速 に推 し進 め て い

ます 。 メデ ィアを使 った リフェロープロ

グラムによ り，多 くの求 道者 が 宣教 師 に

紹 介 され て い ます 。教 会 が制 作 した ビ

デ オ を使 って， 宣教 師 は福 音 のメ ッセ

ー ジや 教 会 の 使命 を 説 明 して い ます 。

しか し， わ た した ち は個 人 として ， こ

の神 聖 な業 を推 し進 め るた め に 自分 の

責任 を果 た してい るで し ょ うか 。様 々

な伝 達 手段 が 発 達 した今 日わ た した ち

には ，ペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネや ほか

の 勇敢、な弟子 たち の時 代 に比 べ れ ば何

千倍 も楽 に， 早 くこの 使 命 を果 たせ る

機会 が与 え られ て い ます 。平 和 の福 音

の備 え を足 に はい た数 多 くの使者 た ち

が ，今 や神 の メ ッセー ジを携 えて 出て

行 くの です 。

科 学技 術 は，教 会 が達 成 しつつ あ る

使命 を強力 に支 えて い ます 。1950年 代

の後 半 ， ジ ェ ッ ト機 の 時代 が到 来 した

と き， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管 長

は ニ ュー ジー ラ ン ドの神 殿 を奉 献 した

後，ジ ェ ッ ト旅客 機 に乗 り込 み ま した。、

ロサ ンゼ ルス に到 着 した とき，マ ッケ

イ大 管 長 はヘ ンリ ー ・D・ テー ラー 長

老 た ち に言 い ま した。 「来 週 の 木 曜 日

に大 管 長会 と十二 使徒 評 議会 が集 まる

とき， ニ ュー ジ ー ラ ン ドにス テー クを

組 織 す る よ う に提 案 し よ う と思 い ま

す。」 そ して こ う言 い ま した。 「こん な

に速 い飛 行 機 が あれ ば， 中央 幹 部 は世

界 中の どこに で も素 速 く旅行 して ，組

織 され たス テ ー ク を訪 問で きるで し ょ

う。」10今で は合 衆 国外 に何 百 もの ス テ

ー クがあ ります。

今 世紀 の伝 達 手段 と交 通手 段 の発 達

に よ り，主 の言 葉 が シオ ンか ら出 るペ

ース が 速 くな りま した。11わ た しは イ

ザ ヤ と同 じ気持 ち を感 じます 。 彼 は わ

た した ちの 時代 につ いて こ う言 い ま し

た。 「水 が 海 をお お って い る ように，主

を知 る知 識 が地 に満 ちるか らで ある。」12

この驚 くべ き知 識 の ほ とば し りが ，主

の救 いの メ ッセー ジ を世界 に もた らす
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わ た した ちの能 力 を高 めて くれ る もの

と信 じてい ます。「〔主〕の名 によ って罪
くいあらた

の ゆる しを得 させ る悔 改 め が… … もろ

もろの国民 に宣べ伝 え られ る」の です。13

2000年 が 近づ くにつ れ て ，驚異 的 な

科 学技 術 をマ ス ター しなけ れば な らな

い， とい う要求 は， ます ます 厳 しい も

の とな ります。 そ の過 程 で わた したち

は，技 術 に関す る知識 を得 よ う と夢 中

に なる あ ま り， 霊 的 な もの をお ろそ か

にす る で し ょう。 間違 い な く，教 育 は

将 来へ の扉 を 開 きます 。 しか しわた し

たち は，信 仰 とい うコ ン ピュー ター が

正 し く動 い て， 常 に義 の道 に と どまる

よ うに しな けれ ば な りませ ん。 その た

め に は毎 日祈 り， 聖文 を硬 究 し，家庭

の 夕べ を行 い， 日々聖 約 と儀 式 を守 っ

て生 活 す る こ とで す。礼 拝 をす る には，

外形 的 な象 徴 よ りもさ らに深 い もの が

求 め られ ます 。救 い主 の教 えに具 体 的

に示 され た簡 潔 で深 遠 な行 動 原則 に従

う必要 が あ ります。 主 は， 「悔 い改 め，

十分 に固 い決 意 を もって わた しに立 ち

返」りな さい， と言 われ ま した6'4信 仰
おさなご

を もって 「幼 子 の よ うに な り，〔主〕の名

によってバプテ スマ を受 け」るの です。'5

救 い主 の教 え は こ うで す。「あな たが た

の敵 を愛 し， あ な たが た をの ろ う者 を

祝 福 し， あ なた が た を憎 む者 に善 をな

し，あ なたが た を不 当 に扱 い迫 害 す る
，

者 のた め に祈 りな さい。」16

だれ に とって も最 も難 しい チ ャ レ ン

ジ は これ で す。 「わた しや 天 に お られ

る あ な た が た の父 が 完 全 で あ る よ う

に ， あ な た が た も完 全 に な る こ と を，

わ た しは望 んで い る。」17完全 は永 遠 の

目標 で す。 わた したち は この世 で 完全

に な る こ とはで きませ んが ，戒 め に従

っ て努 力 し， つ い には順 い を通 して完

全 に なれ るの です 。 忘 れ ない で くだ さ

い。 現代 の科 学 や技術 の驚 異 は， 昇栄

を もた らす こ とは あ りませ ん。 将 来 に
1備 え る と きに直面 す る大 き なチ

ャ レ ン

ジ は ま さに， さ らな る霊 的 な啓 発 を必

要 とす るで しょ う。 この拡 大 してい く

新 しい 知 的 な財産 はすべ て，大 変 な努

力 と学 習 を通 して マス ター して いか な

け れ ばな りませ ん。 しか し，技 術 的 な

知識 は，霊 的 な 目的 と意義 が伴 わな け



れ ば，十 分 に活 用 で きませ ん。 主 は そ

の知 識 を， 主 の 目的 を達 成 して 人類 に

祝 福 を もた らす ため に使 う よう に期 待

してお られ ます 。 しか し， こう した主

の高 尚 な概 念 が 自分 自身の 目標 や 願望

にな る まで は，科 学技 術 を主 の 目的 に

向 け るこ とはで きませ ん。

救 い主 の 降 誕 か ら数 え て 第3の1000
み な

年 が近 づ くに当 た り， 主 の御名 に よっ

てバ プテ ス マ を受 け た1，000万 の会 員
み わ ざ

は， どの よ うに して主 の御 業 を推 し進

めて い くの で し ょうか 。 こ れ を行 う に

は ヒ ンク レー大 管長 や 副管 長 ， 十二 使

徒 定員 会 ， その ほ か の中央 幹 部 か らの

指 示 に従 う こ とで す。 わ た した ち は努

力 の 大半 を， 自分 の生 活 と思い を変 え

る こ とに向 け るべ きです 。救 い主 が新
たがい

しい 戒 め と呼 ばれ た 「互 に愛 し合 い な

さい」とい う教 え を実 践 す るの です 。'8

すべ て の会 員 に は， 主 の羊 を養 う とい

う永 続す る責任 があ ります。'9

預 言者 ジ ョセ ブ が指 摘 した よ う に ，

これ は わた したち の時 代 で あ り， 時間

で す 。 わた しは， 人類 の 未来 には ，か

つ て な い よ うな偉 大 な祝福 が 待 ち 受 け

てい る と，信 じて い ます 。 わ た しは霊

的 な知識 が あふ れ 出て ，「海 が水 で おお

われ て い る よ うに，地 は主 の栄 光 の知

識 で満 た され る」この時代 を心か ら喜 ん

でい ます 。20知識 と英 知 は，す べ ての人

の生活 を祝福 す るために 「天 よ り降 る恵

み の雨 の よ うに」降 り注 い で い ます。21

わ た した ち は，2000年 を越 えて希 望 に

輝 く未 来 に 目を向 け，神 か らすべ て の
たまもの

賜物 が もた らされ る と確 信 しなが ら信

仰 を もって前 進 す るた め に あ らゆ る機

会 を と らえ な けれ ば な りませ ん。 その

よ うに知 識 が増 大 す る と，責 任 も重 く

な ります 。 も しわ た した ちが 懸命 に働

き，管 理 の 職 を賢 く果 た し，将 来 に備

えて生 活 す る な ら，主 か ら助 け を受 け

て神 聖 な業 を進 め るた めに この 高 尚 な

ジョセフ ・スミス記念館で預言者ジョセフ ・スミスの肖像画を鑑賞する大会訪問者。
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知識 を用 い るこ とがで きるで し ょう。

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ンク レー大管 長 は ，

わた した ち の時 代 の預 言 者 です 。大 管

長 は この 責任 の重 さを痛 切 に感 じ，地

上 で神 の 目的 を成 就 す るた め に全力 を

尽 くして精 力 的 に働 い てい ます ら わ た

した ち は各 々 ， この 業 を推 し進 め る た

め に， 自分 に で き る こ とをすべ て 行 う

必 要 が あ ります。 詩 篇 の作 者 は こ う歌

って い ます。「これ は 主 のな され た 事 で

わ れ らの 目 に は驚 くべ き事 で あ る。」22

これ が真 実 で あ る こ とを主 イエス ・キ
あかし

リス トの聖 なる御 名 に よっ て証 します 。

アー メ ン。

注
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●土曜午後の部会

1999年4月3日

教会役員の支持
第 一副 管長

トーマ ス ・S・ モ ンソ ン

弟 姉 妹の 皆 さん， ヒンクレー

兄 大 管 長か らの要 請 により， わ

た しモ ンソン兄 弟 が これ か ら

中 央幹 部 ， 地域 幹部 七 十 人 ， な らび に

中 央補 助 組 織 会 長 会 の方 々の名 前 を提

議 します ので ，'皆さん に賛 意 の表 明 を

してい ただきたい と思 います 。

預 言 者 ，聖 見者 ，啓 示者 ， 末 日聖 徒

イエ ス ・キ リス ト教 会の 大 管 長 として ゴ

ー ドン・ビ トナー ・ヒンクレー を支 持 して

くださるよう， また， 大管 長 会第 一副 管

長 として トーマ ス・スペ ンサ ー ・モ ンソン

を，大 管 長 会 第 二 副 管 長 として ジェー

ムズ ・エ ス ドラス・ファウス トを支 持 して

くださるよう提 議 い た します 。 この提 議

に賛 成 の方 はその 意 を表 して くだ さい。

反 対 の方 が いれ ば そ の意 を表 して くだ

さい。

十 二使 徒 定 員会 会長 として トーマス ・

スペ ンサ ー ・モ ンソ ンを， 十 二使 徒 定 員

会 会 長 代 理 としてボ イド・K・パ ッカー

を ， また 十 二 使 徒 定 員 会 会 員 と して ，

ボ イ ド・K・パ ッカー ，L・ トム・ペ リー，

デ ビ ッ ド・B・ヘ イ ト， ニ ー ル ・A・ マ ック

ス ウェ ル ， ラ ッセ ル ・M・ ネル ソ ン， ダ リ

ン ・H・ オ ー クス ，M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド，

ジ ョセ ブ ・B・ ワー ス リン ， リチ ャ ー ド・

G・ ス コ ッ ト， ロ バ ー ト・D・ ヘ イ ル ズ ，

ジ ェ フ リー ・R・ ホ ラ ン ド， ヘ ン リー ・B・

ア イ リ ン グ を支 持 し て くだ さ る よ う提 議

い た し ま す 。 こ の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ

の 意 を 表 して くだ さい 。 反 対 の 方 。

大 管 長 会 の 副 管 長 ， 十 二 使 徒 を 預 言

者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 と し て 支 持 して く

だ さ る よう提 議 い た し ます 。 こ の提 議 に

賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 して くだ さい 。 反

対 の 方 が い れ ば 同 じ ように そ の 意 を 表 し

て くだ さい 。

こ れ ま で 地 域 幹 部 七 十 人 と して 働 い

て くだ さ っ た ア デ マ ー ル ・ダ ミア ニ ， エ

ル ナ ー 二 ・テ ス クエ ア ラ ， ロバ ー ト・S・

ウ ッ ドの 各 長 老 の 働 きに 感 謝 の 挙 手 を し

て くだ さる方 は その 意 を表 して くだ さ

い。 あ りが とうございます。

わた したちは， アデマ ール ・ダ ミアニ，

ス テ ィー ブ ン・B・オ ーブ ソ ン， デ ビ ッ

ド・R・ス トーン，H・ ブルー ス・ス トゥー

キ， リチャー ド・H・ウ ィンケ ル， ロバ ー

ト・S・ウッ ドの 各 長 老 を七 十 人 第二 定

員 会会 員 として 支持 して くだ さるよう提

議 します 。 この提 議 に賛 成 の 方 はそ の

意 を表 して ください。 反対 の方 。

わ たした ちは，ベ ンハ ミン・デ ・ホヨス，

ステ ィー ブン・E・ス ノー，ペ ドロ・ホへ ・

ダ・クル ズ ・ペ ンアの 各 長老 を地域 幹 部

七十 人 に支持 して くださるよう提 議 しま

す。 この提 議 に賛 成 の 方 はそ の意 を表

して くだ さい。 あ りが とうご ざい ます。

反対 の方が いれ ば同 じようにその意 を表

して くだ さい。

わ た した ち はそ の ほ か の 中 央 幹 部 ，

地域 幹 部七 十 人 ，中 央補 助 組織 会長 会

を現状 のまま支 持 して くだ さるよう提 議

します 。 この提 議 に賛 成 の 方 はそ の意

を表 して くだ さい。 反 対 の 方 が い れ ば

同 じようにその意 を表 して ください。

提 議 は全 員 ・…致で 賛 意 の表 明が 得 ら

れ た ようです 。 兄 弟 姉 妹 の 皆 さん の信

仰 と祈 りに感 謝 します 。

で は，新 しく召 され た七十 人 第二定 員

会の方 々， 壇上 の席 においで くだ さい。

大会出席者の席から説教壇が見えにくい場所には，大画面のテレビスクリーンが設置されている。
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教会監査委員会報告
教会監査委員会委員長

テツド・E・ デービス

末日聖徒イエス・4=リスト教会大管長会に対して据示

会監査委員会は3人 の会員で

教構 成 され ，教 会 のあ らゆ る役

員 ，職 員 ， 業 務 ， 部 署 ， ま

た教会 の 関連組 織 か ら独 立 してい ます。

当委 員 会 は大管 長会 に直 接 報 告 す るこ

とになってお り，託 され た責任 を遂行 す

るうえで必 要 なあ らゆる記録 類 ，お よび

教 会 職 員 か らす べ て の情 報 を入 手 しま

した。

教 会 にはあ らゆる業 務 ， 部 署 か ら独

立 した教 会 監 査 部 もあ ります 。 教 会 監

査 部 は教 会 監 査 委 員 会 か ら独 立 してお 、

り，職 員 は公 認 会 計 士 な ど専 門の監 査

委員 で構 成 され てい ます 。 また監 査 部

は， 認 可 され た専 門 の監 査 基準 に従 っ

て教 会 の様 々な財 政報 告 書 を監 査 して

い ます。 これ には地元 の教 会ユ ニ ットか

らの献 金 と支 出を監督 す ることも含 まれ

ます。

教 会 監査 委 員 会 は教 会 基 金 の収 支管

理 と保 全 の ため に，財 務 運 営 の 方針 な

，らび に方法 につ いて， また1998年12月

31日 まで の1年 間 の 予 算 編 成 ，会 計 ，.

報 告 お よび 監査 方式 につ いて検 討 い た

しました。1998年 度 の教 会 支 出 は，定
じゆうぶん

め られ た方 針 に のっ とり， 什 分 の一 配

分 評 議会 で承 認 され た もの です 。 同評

議会 は，啓示 によって規定 された とお り，

大 管 長会1十 二 使 徒 定員 会 お よび管理

監 督 会 で構 成 されて い ます 。 承 認 され

た予 算 の管 理 は， 予算 承 認 委 員 会の 管

理 の 下 ，教 会 予 算 部 に よって 管 理 され

てい ます。 、，

デ ゼ レト・トラス ト・カンパ ニー ，、デ ゼ

レト・マ ネージ メン ト・コー ポ レー シ ョン

を含 む教 会 の関連 組織 とその子会 社 は，

大会 中 ，H・ デ ビ ッ ド ・バ ー トン管理 監督 と話 す ，十二 使徒 定員 会の ニール ・A・ マ ック スウ ェル長 老 と

ダ リン ・H・ オ ークス 長老 。

独立した取締役員会に報告し，標準的

な事務処理方式に従って個々に会計制

度を設け，一般に認められている会計

上の原則に従って報告しています。こ

れらの組織は，教会監査部および独立

した公認会計事務所，あるいはそのい

ずれかから監査を受けています。ブリガ

ム・ヤング大学および教会運営のそのほ

かの高等教育機関は独立した公認会計 ・

事務所から監査を受けています。

財政運営，予算，そのほかの方針な

らびに方法，そして1998年 中に提出さ

れた監査報告書やそのほかの回答を検

討 した結 果 ，監 査 委員 会 では1998年12

月31日 現在 の教 会 基金 の収 支 に関 する

すべ ての 事柄 は， 啓 示 と定 め られ た教

会 の 方 針 と手 続 きに従 って 運 営 され ，

会計 処 理 され ているとい う見 解 に達 しま

した。

以上 ，謹 んで ご報 告 申 し上げ ます。

教 会 監 査 委 員 会

テ ッ ド・E・デ ー ビ ス(委 員 長)

ドナ ル ド・D・サ ル モ ン

フ ラ ンク ・M・マ ッコ ー ド
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1998年 度統計記録
儀式 が執 行 され ている神 殿 数 ・・・…53

現在 建 設 中 の神殿 を含 め，1998年 末 ま

で に建 設が 発表 されている神 殿 数

45

大管長会秘書

F・ マイケル ・ワトソン提出

弟姉妹の皆 さん，大管長会

兄 は教 会 員 の 参 考 の た め に，

1998年12月31日 現在 の会 員

数 の増 加 と現 況 を示 す 以 下 の ような統

計 記 録 を発 表 しま した。 この 統 計 は ，

今 回 の大 会 に先 立 って提 出 され た報 告

書 に基 づ いています 。

教会ユ=ッ ト

教会員数

総会 員 数10，354，241

1998年 に増 加 した記 録 上の子 供

76，829

1998年 にバ プ テスマ を受 けた改 宗者

299，134

1998年4月 以降に他界した著名

な教会員

宣教師

専任宣教師

'ステー ク数

地方 部 数

伝 道部 数

2，505
神殿

57，853

631

331

ワー ド数 と支部 数の合 計 … …25，551

1998年 に奉 献 され た神 殿 数

(ユタ州 モ ンティセロ神 殿 ，

イギ リス ・プ レス トン神 殿)

2

七 十 人 第一 定 員会 会員 の ダラス ・ノV・

アー チ訳ル ド長 老， ジ ューン ・ディク ソ

ン ・才 一 クス 妨妹(十 二使 徒 定員 会 会 員

の ダリン・H・オー クス長 老 夫 人)， フェ：

ルネ ・ガ ー ドナー ・ノ1ンター妨 妹(元 七 十

人 最 高評 議 会 会 員 の故 ミル トン・R・ハ

ンター長老 夫 人)， ノー マ ・クワール ・八

一 ノC一トソン 妨 妹(元 七 十 人 定 員会 会

員の ロバ ー ト，・B・ハ ーバ ー トソン長 老夫

人)， 元 中 央 若 い女 性 副 会 長 の マー ガ

レ ット・ロム ニ ー ・ジ ャク ソン ・ジ ャド妨

妹 ， 元教 会 歴史 家 の レナ ー ド・ジェーム

ズ ・アー ワン トン妨 妹，元教 会 財務 委員

会会 員の グレン ・E・ニ ール ソン兄 弟 。

中央幹部の座る壇上の6列 ，最上列が大管長会と十二使徒定員会の席となっている。
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[わがままを悔い改め一…」

(教義と聖約56：8)

十 二使 徒定 員会 会員

=一 ル ・A・ マ ックス ウ ェル

中τも柔和は，ぼんとうの動味万役立ちまヲ'。

利口心を覆ω隠すだけでなく，利己のを消し去っτくれるか6で す 。

程糖轍慰
利 己 心 に つ い て悩 む ので しょうか 。 そ

れ は，利 己心 とは実 は スローモ ーシ ョン

で 起 こる 自己破 壊 だ か らで す。 預 言 者

ジョセブ ・ス ミスが 「利 己的 な感情 をすべ

て覆 い 隠す だ け で なく，まった くな くす

ように」勧 め た の も驚 くに 当 た りませ ん

(Teacllf12gsof亡11ePrOPヱ1e亡 ノoseph

Smf亡h，sel.JosephFieldingSmith

[1976]，178)。 で す か ら， 目指 す べ きは

利 己心 を抑 え ることで は なく，完 全 にな

くす ことなの です 。

例 え ば ，刺 激 的な行 為 にふ け ること

によって むな しい 思 いを満 たそ うとして

も， そ うした利 己心 の ほ とば しりはか え

ってむ な しさを増 す だ けで す 。 欲 求 を

数 式 で 表 す と，0は 何 倍 しても0に しか

なりませ ん。 つ まり，価 値 のな いもの は

価値 あるもの を生 み 出す ことはない ので

す 。衝 動 的 で利 己 的 な一 つ一 つ の行 為

は， 入 に対 す る意識 や 関心 を薄 れ させ

ることによ り， さらに 自 らの世 界 を狭 め

ます 。 またそ うした利 己 心 へ の傾 倒 は ，

見 た 目や この世 的な標準 か らする と誇 ら

しげ に見 え るものの ， 実 は偏 狭 な態 度

の現 れ で あ って，水 槽 の 中 の金 魚 の よ

うに，自分で は 自立 して いる と思 って も，

水 を換 えて えさをくれ る人 の ことを忘 れ

てい るので す 。

そ の 昔 ，世 の偏 狭 な 人 々にこの地 球

とい う惑 星 が 宇 宙 の 中 心 で は ない こと

を告 げるた めに， コペ ルニ クスの ような

人が 必 要 で した。 現 代 の利 己 的 な人 に

は，彼 らも宇 宙 の 中心 でない ことを教 え

るコペ ルニ クスが 必要 で しょう。

利 己心 のよく知 られ た初期 の形 は，人

を利 用 して 自分 をよく見 せ る， 自分 の手

柄 に す る，人 の 失敗 を喜 ぶ ， 人 の真 の

成 功 をね たむ ， 個 人 的 に和 解 するよ り

公 に 自分 の正 当性 を主 張 する， 「人 の言

葉 に付 け込 んで 欺」く， などです(2ニ ー

ファイ28：8)。

利 己的 な人 は，自分 中心 に考 えること

によって，偽 証 や盗 み やむ さぼ りを簡単

に行 い ます 。何 で も好 きな ようにす るか

らで す。 当然 のこ とで す が ， 政府 が 生

まれ なが らの人の 欲 求 に迎 合 す るの は

容易 な ことです。社 会が 今 の ままの機 能

を保 ち，彼 らには好 きなことが 認 め られ

ると思 わせ ている場合 は特 にそ うで す 。
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その うえ利 己心 は，不 作 法 や軽蔑 ，自

己 中心 を引 き起 こし，その 一方 で ，人 が

必 要 としてい るもの や称 賛 ，報 いなど を

与 えようとせ ず ， 彼 らを「見 過 ご しに し，

彼 らに注 意 を払 」 い ませ ん(モ ルモ ン

8：39参 照)。 さらには ，無礼 な態 度 や 無

愛 想 ， そ して 人 を押 しの け る行 為 に至

ります 。

利 己心 の 道とは対 照 的 に，主 のまっす

ぐな細 い道 には， 怒 りや暴 力 はあ りませ

ん 。家 庭 の 中に真 の愛 が あ れ ば ，妻 子

へ の虐 待 はあ りませ ん。 さらに，熱心 に

教 会 で の責 任 を果 た す ならば ，利 己 心

の克 服 に役 立 つ で しょう。利 己心 が な く

なれ ば ， もっと自由 になります。G・K・

チ ェス ター トンが 語 った ように ， わ た し

た ちが 関心 の な い人 に まで 関心 を示 す

ことが で きれ ば ，「青空 の下 で ， 道 い っ

ぱ いの す てきな 人 々に囲 まれ た ような」

気持 ちになるで しょう(Or亡hodoxy[1959]，

21)。

主の 弟子 として 日々生 活す るうえで利

己 心 が 頭 をもたげ てくる状 況 が たくさん

あ るように，そ れ を避 け る方法 もた くさ

ん あ りまず。 中で も柔 和 は， ほ ん とうの

意 味 で 役 立ちます 。 利 己心 を覆 い隠 す

だ けで な く，利 己心 を消 し去 ってくれ る

か らで す 。例 えば ， 重 要 な行 動 を取 る

前 に，次 の ように自問 で きるので はな い

で しょうか。 「わ た し はだ れ の必 要 を満

た そうとして いるのだ ろうか。」あ るいは ，

どうしても自分 の気持 ちを抑 えられ な い

ような ときに， まず10数 えることが で き

ます 。 そ の ように行 動 をフィル ターに か

ける時 問 を取 れ ば ， わ た した ちの 自 己

をささげ ようとす る心 が10倍 に なり，柔

和 とい うメッシュが 破 壊 的で 自己本 位 な

利 己 心 に フィル ター をか け て くれ る の

で す 。

また ，自分 の考 えを無理 に通 そ うとせ

ず に ，柔 和 な態 度 で 結果 を受 け 入 れ ま
み た ま

す 。 何 が ふ さわ しい か に つ いて 御霊 の

導 きを受 けるようにすべ きで す。

残 念 な ことに ，利 己 心 は 人 々の 中 で

大 きく広 が ると，文 化 の一 つに なります 。

そ して ， 利 己 心 に支 配 され た社 会 は ，
あわ

つ い に は， 秩 序 や憐 れ み ， 愛 を失 い ，

人 々は邪 道 に陥 って ，心 が 鈍 くなります

(モ ロナ イ9章 参 照)。 こうなると社 会 は，



大 規 模 な文化 的退 廃 を反 映 した抜 き差

しな らない状 態 に陥 るの です。古代 にお

いて これ が起 こったの は，民 が 「背 きに

陥 った 」た めに 「弱 くなって しまった」と

きで した(ヒ ラマ ン4：26)。 人 の行 動 の

原 則 に よれ ば ， か つ て は少 数 派 で あっ

た利 己 的 な 人 々 が 多 数 派 に な ると き，

神 の 裁 きと， 愚 か な利 己心 へ の報 いが

下 され るの で す(モ ー サ ヤ29：26-27

参 照)。

文化 の堕 落 が 加 速 され るのは ，利 己

的 で心 の狭 い 一部 の 人 々が ， か つ て広

く受 け 入 れ られ てい た 一般 的な価 値 観

に無関 心 になるときです 。 利 己的 な人 と

無 関心 な人 に助 長 され ，社 会 は地 獄 へ

と誘 い落 とされ ます(2ニ ー ファイ28：21

参 照)。 中 には この堕 落 に荷 担 せ ず に，

傍 観 者 となった人 々もい ます。 か つ ては

自分 の権 利 を行使 して 堕 落 を くい止 め

ようとした 人 々で す 。そ の ような状 況 を

イェー ッは こう嘆 い て い ます 。「高 潔 な

者 が まった く説 得 力 を持 てず ，利 己的

な者 だけが 暗躍 してい る。」(W.B.Yeats，
"Th

eSecondComing")

多 数 派 とな った か つ て の 少 数 派 は ，

皮 肉 なことに， 自分 たちが 受 け た寛 容

さを示 そ うとはせ ず に，服従 と修 正 を強

要 して い ます 。社 会 の堕 落 は， す べ て
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が 一 度 に起 こるので はあ りませ ん 。 だ

れ に もその 変化 が 気 づ か れ ない ように，

同じ陰 うつ な傾 向 が ， か す か なが ら巧

み に ， や む ことなく進 行 す るの で す(2

ニ ーファイ28：21参 照)。

そ れ らは， 利 己 心 が もた らす即 峙 的

な 結 果 で あ り， そ の一 方 で ，永 遠 の救

い に影 響 す る最終 的 な 結 果 もあります 。

利 己 心 は 実 際 に， あ らゆ る重 大 な罪

の 原 因 となるもの で す 。 そ れ は 親 をお

ろそ か にし，安 息 日を破 ることに よって，

また偽 証 や殺 人 ，む さぼ りに よって十 戒

を砕 くハ ンマ ーとな ります 。 当然 の こと

なが ら，利 己的 な人 は不義 の欲 求 を満

た す ために ， 自ら進 んで 聖約 をよく破 り
かんいん

ます 。悔 い改 めず に「姦 淫 を行 う者 ， み

だ らな行 いをす る者 ， また偽 りを好ん で

行 う者」が ， や が て， 罪 の代価 を払った

後 に，星 の 栄 えの王 国 に行 くの はもっと

もなことで す。

あ る利 己 的 な人 々は ，神 の律 法 な ど

ないか ら罪 はない と，誤 って信 じていま

す(2ニ ー ファイ2：13参 照)。 また ，状況

に応 じた倫 理 観 を歓 迎 します 。 絶対 的

な罪 はな いの で す か ら， 自分 の 知識 と

力 の範 囲 内 であ れ ば 何 で も行 える と信

じてい るの です(ア ル マ30：17参 照)。

これ も驚 くに 当た りませ ん が ，利 己心

は ， 誤 った 理 解 と不 正 な行 動 による失

敗 をもた らします 。例 えば ，権力 を求 め

て堕 落 した カインは，アベ ルを殺 した後 ，

「わた しは 自由だ 」と言 いました(モ ー セ

5：33。6：15も参 照)。

この ように， 利 己心 が もた らす最 悪 の

結 果 の 一 つ は，物 事 の価 値 判 断 が大 き

く狂 うことです 。ぶ よは こす が ， らくだ

は飲 み込 ん で い るの で す(マ タイ23：24

参 照。 末 日聖徒 イエ ス ・キ リスト教会 発

行 の欽 定 訳 『聖 書 』〔英文 〕脚 注24aの ジ

ョセ ブ・スミス訳 も参 照)。 例 えば ，様 々

な ぶ よをこ して い る人 が ， 堕 胎 とい う

らくだ を飲 み込 んで い ます。したが って，

利 己心 によって，1杯 のあ つ ものが ご ち

そ うに見 え た り，30枚 の銀 貨 が 財 宝 に

思 えて も不 思議 で は ない ので す 。

利 己 心 が 強 くな ると，古 代 の民 の子

供 たちに起 こった ことと同 じようなことが

起 こります。 彼 らは，「成 人 になっ〔て〕…

… 独 り立 ちす る と上か た くな に な って
，



道を誤 りました(3ニ ー ファイ1：29。30節

も参 照)。 文化 が崩 壊 に転 じるの は，「わ

ず か な歳 月」 に おい てで す し，実 際 に

そ れ が 起 こって い ます 。 そ して ，地 域

社 会 で 培 って きた ともに働 くことへ の願

いが ，個 人 のふ さわしくない欲 望 に置 き

換え られて しまうので す(ヒラマ ン4：26)。

自分の道 を歩む ことを決 めた生 まれ な

が らの 人 は， しば しば 肉 の思 いに快 い

言葉 によって養 われ，「心が 鈍 ってい〔る〕」

民 になって しまい ます(1ニ ーフ ァイ17：

45参 照 。 エペ ソ4：19も 参照)。 そ して

悲 しい ことに，麻 薬 中毒者 の ように，常 に

肉欲 を満たす ものが 必要 になるのです。

利 己心 が 強 い と， 人を利用 することは

あ っても， 愛 することは しませ ん。 ウリ

ヤ のような人 には気 をつ けなけ れ ば なり

ませ ん(サ ムエ ル 下11：3-17参 照)。 キ

リスト降誕 の何 世紀 も前 に，預 言者 ヤ コ

ブ はみ だ らな男 た ちに警 告 しました 。

「あなたが たは妻 子 の前 に良 くな い手本

を示 して，感 じや す い妻 の胸 を張 り裂 け

させ ，子 供 た ちの信 頼 を失 った。」(『モ

ルモ ン書 』ヤ コブ2：35)愛 が 冷 えるとき，

貧 しい人 や困 って いる人 は用 心 しましょ

う。 ソドムで 起 こった ように， そ の よう

な人 は無 視 されるか らです(マ タイ24：

12参 照 。 エゼ キエ ル16：49も 参 照)。 奇

妙 に思 えるか もしれ ませ ん が ， 利 己 的

な人 が 尊 大 に なると， ほ か の すべ て の
いしゅく

人 は萎 縮 して しまい ます(サ ムエ ル 上

15：17参照)。

初期 の 小 さな利 己 的 な行為 に よって，

方 向が 決 まります。 そ れか ら， 小 さな流

れが 生 まれ ，そ れが 集 まって小川 とな り，

やが て 川 に合流 し， つ いに は大 河 にな
ふち

って ，「不幸 と無窮 の苦 悩 の淵 」に流 れ 込

響鞭 。
纏

蠣
購

むので す(ヒ ラマ ン5：12)。

わ た したち には ，社 会 の 堕 落 を示 す

ほん とうの しるしに気 づ く事 実 上 の責任

が あります 。 イエ スは警 告 され ました。

「あな たが た は空 の模 様 を見 分 け ること

を知 りなが ら，時 の しるしを見分 けるこ

とが で きない のか 。」(マタイ16：3)様 々な

社 会 の しるしを見 分 ける 必 要性 を説 か

れ たので す。

文化 の堕 落 で起 こってい ることについ

ては ，一 般 市 民 と指導 者 の 双 方 に責 任

が あります 。 もちろん ，歴 史 的に，悪 い

指 導者 を批 判 す るのは簡 単 で す が ，社

会 の構 成 員 の行 動 を大 目に見 るべ きで

はあ りませ ん。さもな けれ ば ，堕 落 を正

当化 す るた め に， 自分 はた だ従 っただ

けで ，指 導者 か ら命 じられ て いたにす ぎ

ない と主張 する可 能性 が あ るか らで す。

民 主 主 義 の社 会 で は， 指 導者 と一 般 市

民 の 両 方 の人 格 が 問 われ ， 従 う人 にも

もっと大 きな責任 が 求 められ ます。

預 言 者 モ ルモ ンは， 滅 亡 の危 機 にあ

る民 を導 く責任 を，無 私 の心 で引 き受 け

ました。 モル モ ンは民 の ため に祈 りまし

たが ，彼 らの 罪 悪 の ため に ，祈 りが か

な うとい う信 仰 を持 て ませ ん で した(モ

ルモ ン3：12参 照)。 別 の 時代 の指 導 者 ，

エ ジ プ トの ヨセ ラは， 将 来 の具 体 的 な

チ ャレ ンジ に備 え させ ることに より，迫

り来 る危 険 か ら人 々を守 りました(創 世

41：46-57参 照)。 政 治家 の中 には， リ

ンカー ンの ように霊 的 な指 導 も行 った人

が い ます 。 ところで ， リンカー ンも警 告

を残 しました。 す なわ ち， 野心 と才 能

のあ る人 が 引 き続 き現 れ ， そ の人 は「差

別 を渇望 し， 熱心 に求 め， そしてもしで

きるな らば … …奴 隷 の解 放か 自宙 入 の
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一

奴 隷 化 力㌧ど ちらか を切 り杣 こしτ そ れ

を実現 す る」と(citedinJohnWesley

Hill，Abraha」m五 加colnル 鍛110fGod

[19271，74。 強 調部 は原 文 のまま)。

無 私 の 人 ， ジ ョー ジ ・ワ シン トンは ，

次 の ように記 しました。 「歴 史 上;偉 大

な権力 を手 にし，本 能 に告 げ られ るまま

に， 隣i人と全 人 類 の幸 福 のた め に， そ

の力 を優 しく控 えめに用 い た人 は，ほと

ん どいない 。」(JamesThomasFlexner，

wasllfη9亡oη!TllelhdfspellsableMaηr

[1984]，xvi)

権 力 は， それ に執 着 しないワシ ントン

の ような人 が 持 つ と，最 も安 全 です。 お

れ もが 利 己 的 な願 望 を達 成 す るの に忙

しい 自分 本 位 の社 会 で は ，兄 弟愛 や 地

域 社 会 を築 くことはで きませ ん 。 この復

活祭 の季 節 に， そ して ほか の ど の季 節

にも，イエ スが 御 自身 を第一 に考 えるこ

とを少 しもなさらなか った とい う事 実 を

知 るの は何 と喜 ば しいことで しょうか 。

そ れ を考 え ると，「あな た は わた しの

ほか に，な にもの をも神 として は な らな

ω」とい う戒 めが 与 え られた の は当然 の

ことで す 」 これ には ， 自己 を崇 拝 す る

ことも含 まれ ます(出 エ ジ プ ト20：3，強

調付 加)。 何 らか の利 己 的な行 い をして

きた 人 は， そ の 報 い を受 け， 深 い 悲 し

み に襲わ れ るので す 。

そ れ とは対 照 的 な例 として， 無 私 の

心 を持 つ メリッサ ・ハ ウズ が い ます 。 彼
がん

女 は 数 か月前 に， まだ若 い父 親 を癌 で .

亡 くしました。 そ の直 前 に，9歳 の メリ

ッサ は家 族 の祈 りで 次 の ように嘆願 しま

した。 「天 のお父 様 ， パ パ を祝福 して く

だ さい 。 もし天 のお 父 様 が わ た した ち

よりパ パ を必 要 とするなら， そ うなさっ
みこころ

て くだ さい 。 パ パ が 欲 しい け ど， 御 心

のままになさって くだ さい 。 そ して， ど

うか わた したちが その ことで腹 を立 てる

ことが ないように助 けて くだ さい 。」(クリ

ステ ィー ・ハ ウズ か らの 書 簡 ，1998年2

月25日 付)

まだ 若 いの に，何 と霊 的 に従 順 なこと

でしょう。救 い の計画 を無私 の心 で 理解

して い るの で す 。 わ た した ちが この よ

うな従 順 さを身 に付 け られ るよう， イエ
み な

ス ・キ リス トの 御 名 に よ り申、し上 げ ます 。

ア ー メ ン。

/



神殿の祝福を受ける
十 二使 徒定 員会 会 員

リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト

被殿は平安を得，自己に向ぎ合ω，霊腰を受ける場所で跳 定期的な参入ば

あなたの入生をより大ぎな目的で蒲たしτ〈れることでしょう。

ば ら しい平 安 と幸 福 ，限 りな

す い喜 び を もた らす，最 も美 し

く慰 め に満 ち た主の教 義 の一

つ が，永 遠 の結婚 と呼 ばれ る原則 で す。

この教 義 はお 互 い を深 く愛 し， と もに

分 か ち合 う人生 の試 練 や悲 しみ ， そ し

て 幸福 を通 して成 長 して きた男 女 が ，

同 じこの祝 福 にあず か るこ との で きた

彼 らの 家 族 とと もに， この現 世 を超 え

て永 遠 に と もに生 きる こ とが で きる と

い うもの です 。 これ は単 な るす ば ら し

い満 足 感 を与 える夢 とい っ た もの で は

な く， 現 実で す。 この 地上 で 結婚 の も

た らす 喜 び を分 か ち合 っ た夫 と妻 な ら

ば だれ し もそ の よう な祝福 を欲す るで

し ょう、 しか し主 に よっ て確 立 された

翻纏論筋難凄腰
わたし自身の人生に最も大きな幸福を

過去から未来にわたってもたらすすべ

ての事柄が，神殿の儀式に根ざしてい

あかし

る こ とを証 い た し ます 。 今， ふ さわ し

い と きに神殿 の 儀式 にあ ずか るこ とを

決心 して くだ さい。 何 に よって もその

決 意 を揺 るがせ ないで くだ さい。

も しもあ な たが今 神殿 の儀 式 を受 け

るば か りとい う状態 な らば， この偉 大

な儀 式 の た め に注意 深 く準 備 を して く

だ さい。 神殿 に参入 す る前 にあ な たは

神殿 推 薦状 を受 け る ため の面 接 を監 督

とス テ ー ク会 長 か ら受 け る で し ょう。

正 直 で あ り， 率 直 で あ っ て くだ さい 。

この面 接 は合 格 しな けれ ば な らな い試

験 で は な くて， あ な たが成 熟 してい て

最 も気 高 い儀 式 を きちん と受 け られ る

霊性 を持 っ てい る こ と， そ して主 の 家

で与 え られ る啓 発 的 な聖約 を結ぶ こ と

が で きる とい う こ とを確 認 す るため の

重要 なス テ ップな ので す。 個 入 的 なふ

さわ しさは， 神 殿 の祝福 を享 受す るた

め の欠 くこ との で きな い必要 条件 です。

ふ さわ し くない 身 で あ りなが ら神 殿 に

参 入す る人 はだ れ も皆 ，罪 の 宣告 を受

けるでし・温

ふ さわ しい人格 は， 主 の教 え を基 と

す る一 貫 した正 しい選択 を行 っ て きた

人生 に よっ て， 最 良の形 で形 成 され ま

す。 しば しの 問， わた しは永 遠 の結 婚

へ とあ なたが た を導 く，優 しい発 見 の

時期 であ る コー トシ ップ に向 け て準 備

を してい る方 々にお 話 を しよ う と思 い

ます 。 そ れ は分 か ち合 い ，成 長す る と

い うす ば ら し く美 しい期 間 とな り得 る

と きです。 そ して それ は あ なたが たが

思 いや 行動 ， 計 画 を， 二 人の 個人 ， す

なわ ち将 来子 供 を持 つ 親 と して の 自分

た ち に焦 点 を当 て るべ き ときです 。 コ

ー トシ ップの 期 間 中の すべ て の思 い と
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行 い にお い て完壁 にふ さわ し くある よ

う努力 して， 立 派 な両 親 となる準備 を

して くだ さい 。 あ な たが た の 永 遠 の
はんりょ

伴侶 と なろ う と して い る人 の必 要 や望

み ，ふ さわ しい 向上 心 とい った もの に

敏 感 で あ って くだ さい。

永 遠 の結 婚 の基 盤 とな るの は， か わ

い ら しい顔 や魅 力 的 な ス タ イル以 上 の

もので す。 人気 や カ リスマ性 以 上 に考

慮 しな けれ ばな らない ものが あ ります。

あ なた が永 遠 の伴 侶 を見 い だ そ う とす

る と きに， 主 と主 の 戒 め に深 い愛 を持

ち ，そ れ に従 っ て生 きる決 心 を して い

て ，思 いや りを もって理 解 を示 し， だ
ゆる

れ を も赦 し，喜 んで 自分 を ささげ ，愛

らしい子 供 たち に恵 まれ た家庭 を望 み，

家 庭 の 中で 真理 の原則 を子 供 た ちに教

え る と決意 して い る， そん な幸 福 を あ

な た に もた ら して くれ る最 も重 要 な特

質 を育 て よ う と して い る人 を探 して く

だ さい 。将 来 の妻 に な ろ う とい う人 に

とって の最 優先 事 項 は妻 で あ り，母 で

あ りた い とい う望 み で しょ う。 彼女 は

神 の娘 た ち に神 が 与 え られ た， よ り優

れ た妻 や母 とな るた め の神 聖 な特 質

ヤ忍 耐
，寛 容 ，子 供 を愛 す る心 ， そ し

て職 業 的成 功 を求 め る こ と よ りも子 供

らの世話 をす る こ とを望 む よう な，そ

ん な特 質 を伸 ばす べ きです 。彼 女 は母

親 に要 求 され る事 柄 に対 して準 備す る

ため ，良 い教育 を受 けてお くべ きです。

将 来 夫 とな る人 たち は ，神権 を尊 んで

それ を他 者 へ の奉 仕 の ため に行 使 しな

け れば な りませ ん。 名誉 あ る伝 道 はそ

の ような決 意 の強 い証 とな るで しょう。

生 活 の必 要 を提 供 す る者 と しての役 割

を受 け 入れ ， そ れ をな し得 る能 力 を持

ち， そ れ らの責 任 を果 たせ る よ うに な

ろ う と懸 命 に努 力 して い る よう な男 性

を求 め て くだ さい。

望 ま しい特性 をす で に備 え た人 を探

す ので は な く， それ らを今 まさ には ぐ

くも う と して い るた くさん の候 補者 た

ち を無視 しない よ う提 案 し ます 。完 全

な 人 を見つ け る こ とな どあ り得 ませ ん

し， か りに見つ けた と して もそ の 人が

あ なた に 関心 を示 す こと はほ とん どな

い で し ょう。 こ れ らの特 質 は夫 婦 と し

て は ぐ くむ のが い ちば んな のです 。・



テンプルスクウェアのタバナクル南側の様子。

神殿 での 経験 は多 くの面 で定 例 の礼

拝行 事 ど大 き く異 な ります か ら，準 備

をす るた め に監 督 に相 談 して助 け を受

け て くだ さい 。彼 は あ なた が神 聖 な経

験 を もっ と十分 に理解 し， 享受 す る助

け となる よ うに特 別 に訓 練 され た人 を

神殿 の 重要 な点 につ い て話 し合 え る よ

うに用 意す る こ とが で きます。 神殿 で

の エ ン ダウ メ ン トと結 び 固め の儀 式 は

大 変栄 光 に満 ち た意 義 を持 つ もので す

か ら，あ なた はそ れ らの儀 式 を受 け て，

そ れ らの意 味 を熟 考 す る ため に意 義深 、

い 時 間 を過 ご した い と思 うで し ょう。

2回 の神 殿 訪 問 に分 け て 受 け る こ と も

い い で し ょう。最 初 の 訪 問で ， で き る

こ とな らばす で にエ ンダ ウ メ ン トを受

けた家 族 の一 人 か 同性 の親 しい友 達 に

つ い て来 て もらい ます 。神 殿 で の経験

の持つ 神 聖 な性 質 を考 え る な ら，一 緒

に同行 して くれ る人 を，数 人 の家 族 の

だれ か と親 しい 友人 たち に 限定 す るの

もよいで し ょう。祝 賀 会 や披 露 宴， 送

別 会 や ほか の こ とが 神 聖 な神殿 で の経

験 よ りも重要 に なる こ との ない よう に

して くだ さい。 そ れ に も増 して ， あ ま

り深刻 にな らない よ うに して くだ さい。

あ なた は神 殿 の 儀式 に精 通 した 親切 な

神 殿 職員 か ら一 つ 一つ につ いて 助 け を

受 け ます 。彼 らはあ な たの参 入 が期 待

どお りのす ば らしい経 験 とな る よ うに

心 を砕 い て くれ る こ とで し ょう。

神殿 の外 で は，神 殿 で 明 か され る特

定 の神 聖 な こ とにつ い て話 す こ とは し

ませ ん。 しか し神殿 内で は あ なた の質

問 に答 え る権 能 を持 っ た人 が いて 助 け

て くれ ます 。初 め て の参 入 の と き， あ

な たは権 能 を持 った 人か ら神 殿 の外 で

話 し合 っ た りすべ きで は ない事 柄 につ

い ての ，注 意深 く準備 され た詳 細 な説

明 を受 け るで し ょう。 あ なた の初 め て

の参 入 が， わ た しの経 験 した と同 じ よ

うにあ な た を感動 させ ，霊性 を高 め て

くれ る もので あ ります ように 。あ なた

の注 意深 い準備 が そ れ を得 させ て くれ

るで し ょう。

コー トシ ップ の期 間 中 に，結 婚 の き

ず なの 中 での み許 され るべ き親密 な行

為 が な され る とい う こ とは，律 法 に背

く行 為 です 。 そ の よ うな行 為 は聖 霊 を

遠 ざけ ，心 痛 や落 胆 を招 き， 結婚 の 聖

約 の中 で必 ず や あつ れ きを生 じ， 相 い

れ ない 習性 や性 格 を隠 して しまい ます。

離婚 ，神 殿 で の祝 福 の 喪失 に発 展 す る

よ うな不信 の 種 は純 潔 の律 法 に背 くこ

とに よりまか れ るこ とが しば しばです。

そ の ような過 ち を犯 さない で くだ さい 。
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あなたがたが主の家で永遠にわたっ
ヒ

て結 び固 め られ た とき，新 しい家 族 の

単位 が 生 ま れ ます。 あ な たが 生 まれ で

以来 あ な た に関 して直接 の責 任 を果 た

して きた両 親 は， この 後助 言 者 とい う

役 割 を担 い ます 。彼 らの助 言 は貴重 な

もの とな る こ とで し ょう。 しか し， こ

れ か らは あ なた とあ なた の永 遠 の伴 侶

で ともに 決 断 を して い くので す 。夫 で

あ り， ふ さわ しい神 権 保 持 者 と して ，

あ な たは 主 の神 権 を持 つ 者 と して救 い
なら

主 の模 範 に熱 心 に倣 いた い と望 む で し

ょ う。 妻 と子 供 にあ なた のす べ て を さ

さげ る こ とが， これ か らの人 生 の焦 点

とな る こ とで しょ う。 時 には男 性 とい

う ものは家 族 一 人 一人 の 運命 を支 配 し

た い とい う誘 惑 に遭 い ます。 彼 が すべ

て を決 め て しま うの です 。彼 の妻 は彼

の気 まぐれ に振 り回 され て しまい ます 。

そ れ が文 化 的 な慣 習 で あ るか らとか ど

う とか， そ ん な こ とは問 題 に もな りま

せ ん 。そ れ は ，主 の 道か ら外 れた こ と

です 。そ れ は ，末 日聖徒 の夫 が 妻 や子 、

魁雅趨驚贈賢塩
界 中 の教 会 員 が も っ と容 易 に儀 式 に参

加 で きる よ う，空 前 の速 さで新 しい神

殿 を建 築 す る よう に とい う霊 感 を受 け

た こ とにわ た しは大 変感 謝 してお りま

す 。 も しあ な たが す で に神殿 の儀 式 を

受 けて い て， しか も現在 近 くに神殿 が

あ るに もか か わ らず 定期 的 に参 入 して 、

い な いの な ら， わ た しは心 の 底 か ら，

どうか神 殿 に戻 って くだ さい ， とお 願

い します 。 そ れ に はた くさん の理 由 が

あ ります 。 神殿 は平 安 を得 ， 自己 に向

き合 い ，霊 感 を受 け る場 所 で す。 定 期

的 な参入 はあ な たの 人生 を よ り大 きな

目的 で満 た して くれ る こ とで し ょう。

それ はあ なた の受 けた と同 じ昇栄 に至

る儀 式 を亡 くな った 先祖 の方 々 に も受

け て も らえ る よう に して くれ る場 所 で

す。 神殿 に行 きな さい。 そ うす る こ と

が正 しい とあ な た は知 って い るは ず で

す。 さあ，行 きな さい 。

神 殿 の儀 式 は生 涯 にわ た る実 りあ る

熟 考 と修 養 を促 す ため に ，象徴 的趣 意

に あふ れ てい ます。 神殿 での 一つ 一 つ

の言 葉 と所 作 につ いて深 く考 えて くだ

/



く

さい。 それ らが 相 互 に どの よう に関係

して い るの か を研 究 して くだ さい。 あ

なた がそ れ らの 事柄 の特性 につ い て熟

考 す る と き，あな た と救 い 主 との 関係 ，

また救 い主 と天 の 御父 との 関係 とい う

観 点 か ら考 え てみ て くだ さい。 あ な た

の 受 け た理解 が ， 最重 要 と され るべ き

事 柄 に 適 切 な 重 点 を 置 くこ とに よ っ

て， い か にあ なた の地 上 で の生 活 を豊

か に し得 る か につ い て 熟 考 すべ き で

す 。 エ ンダウ メ ン トと同 じ よう に，亡

き先祖 たち の ため の結 び固 めや ほか の

儀 式 を行 える よ うに 時 間 を作 って くだ

さい 。 だれ か の ため に 身代 わ りの儀 式

を受 け よう とす る と きに， そ の人 に 自

分 を置 き換 え る よ うにす る といい と思

い ます。 彼 の こ と を考 え，彼 が 儀式 を

愛 け入 れて くれ る よ うに祈 っ て， そ れ

か ら恩 恵 を受 け られ る よ う祈 ります 。

聖 霊 が あ なた の理 解 を増 して あ なた の

人 生 を豊 か に して くだ さ る よ う心 の 中

で祈 りなが らそ れ らの儀 式 を行 って く

だ さい。 そ れ らの ふ さわ しい祈 りは 聞

き届 け られ るで しょ う』

伴侶 が 深 く根 ざ した性 格 や習 慣 の た

め に，神 聖 な これ らの経 験 を受 ける準

備 な ど きっ とで き蒼 い だ ろ う とい う こ

とを，永 遠 の結 婚 とい う言 葉 を 聞 く度

に心 に思 って深 い悲 しみ を感 じてお ら

れ る方 々の た め にわ た しの 個 人 的な 経

験 に つ い て お 話 し したい と思 い ます 。

結 婚 して5年 ぐらい た っ た ころ です が ，

わ た した ち は重 要 な経 験 を しま し た。

わ た した ち の大 切 な2歳 の 息 子 ， リチ

ャー ドが ，先 天 性 の心 臓 疾 患 を治療 す

る手術 中 に亡 くな りま した。 それ か ら6

週 間後 に， 娘 の ア ン ドレアが 出生 と同

時 に亡 くな りま した 。 その と きは教 会

員 で なか った わ た しの 父 は，幼 い リチ

ャー ドを とて も愛 して い ま した。 父 は

わ た しの， や は り活 発 で なか っ た母 に

言 い ま した。 「リチ ャー ドとジ ェニー ン

が子 供 を二 人 も亡 くした こ とを受 け入

れ てい る よ うだ け ど， そ れが ど うして

な のか分 か らない よ。」

母 は，霊 感 を受 けた か の よ うに答 え

て言 った の です 。 「ケネス ，あ の子 た ち

は神 殿 で結 び固 め られ て い るの よ。 あ

の子 た ち に は 自分 た ちが義 にか な った

人 生 を送 った な ら永遠 に子供 たち とい

られ る こ とが分 か っ てい る の よ。 で も

わた し とあ な た はそ うい う聖 約 を結 ん

で い な いか ら5人 の 息 子 たち と一 緒 に

は過 ごせ ない わね 。」

父 は深 くその言 葉 につ い て 考 えま し

た。 父 はス テ ー ク宣教 師 と会 う よ うに

な り，す ぐにバ プテ スマ を受 けた ので

す 。 そ れ か ら1年 と少 しの後 に は，父 ，

母 ，そ して そ の子 供 た ちが ア イダ ホ フ

ォ ー ルズ 神 殿 で 結 び 固 め られ ま した 。

後 にキ ンボー ル大 管長 は父 の頭 に手 を

置 い て ，若 者並 み の活 気 と力 強 さ を約

束 して ，結 び 固め の力 を授 け て くれ ま

した 。父 は母 とと もに ワ シ ン トン神 殿

でll年 間結 び 固め の執 行 者 と して奉 仕

しま した。 あ な た はあ なた の で き.る限

りの こ とを行 い な さい。 そ して神殿 結

婚 の 望 み を決 してあ き らめ な いで くだ

さい 。

も し もあな たが 独 身 で， まだ 日の栄

えの 結婚 を決心 で きる よ うな相 手 が だ

れか 見 い だせ て い ない の な ら，ふ さわ

し く生 きて くだ さい 。 それ に つい て祈

っ て くだ さい 。主 が正 しい と思 われ る

ときに そ うい う相 手 が現 れ るこ と を期

待 して い て くだ さい 。現 世 か ら来 世 に

わ た る祝 福 を妨 げ るい かな る こ とで あ

れ， あ なた の標 準 を落 とす よう な こ と

は して は な りませ ん。主

は あな たの心 の 思 い を御

存 じです 。主 の預 言 者 た

ち は， あ なたが たが 常 に

日の栄 えの結 婚 にふ さわ

し く生 きるか ぎり，そ れ

を受 け る と断言 してい ま

す。 わ た した ちに はそ れ

が現 世 と来世 の どち らで

か な え られ るか は分 か り

ませ ん。 で もふ さわ しく'

生 きて くだ さい。祈 って

くだ さい 。

わた しは，聖 な る結 び

固 めの力 を通 して神 殿 の

聖壇 上 に永 遠 の結婚 が 結

び 固め られた ときの貴 い

喜 び を知 って い ます。 公

正 さ と， 自分 を さ さげ る

とい う決意 と神 の 戒め に

対 す る従順 ，す べ て に関 して 一緒 に神
みこころ

の御 心 を うかが う とい う決 意 が あ るな

らば ，そ の喜 びは言 葉 に で きな い くら

い です 。 時 に現 世 的妨 害 を受 け る こ と

が あ って さえ， 地上 で と もに生 きる人

生 の至 福 ， その 神聖 な経験 か らあふ れ

出 す充 足 感 と平 安 とい う もの を言い 表

せ る 言 葉 を わ た し は見 つ け ら れ ま せ

ん。 それ は あ なた が た一 人一 人 に得 て

も らいた い と思 う喜 び と幸 福 で す。 さ

らに大 切 な こ と は，天 の御 父 が あ なた

が た の た め に望 んで お られ る こ とだ と

い うことです。

さあ，神 殿 に来 て くだ さい。 それ は

あな たの 人 生 に大 きな祝福 を与 え， 自

分 た ちの 力 で は決 して得 る こ とので き

ない重 要 な儀 式 を幕 の向 こうの 人 々 に

.提供 す る こ とに なる のです
。

想 像 を絶 す る苦 しみ と計 り知 れ ない
くも ん

代価 を払 う苦 悶 を もって ，救 い 主 はわ
あがな

た した ちの仲 介 者 とな り，蹟 い 主 とな

り，最 後 の 裁 き主 とな る権 利 を得 られ

た こ とを証 いた します 。主へ の信 仰 と，

要 求 され る儀式 と聖約 を受 け る こ とに
しよくざい

よって，主の無限の順罪を通 じて可能

となった永遠の結婚という祝福を受け

る権利をわたしたちは得ることができ
み な

る の で す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に

よ っ て ， ア ー メ ン。

大会出席者とあいさつを交わす ，

十二使徒定員会の リチャー ド・G・ スコット長老。
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し

小 さな ことからり

七十 人

ス ティー プ ン ・A・ ウエ ス ト

けんそん

わたした参が，忌いやりと量を壱っτ，謎 に，齪惹をちっτキリストに従ω，

そのような者が示式 ささやかな，つつ鵠しω，優し6桁 いを逓しτ

勇気と信仰か噌し，葱めが得βれますように。

数墾灘慰鑓1
い ま した。 わた しの心 か ら尊敬 す る支

部 長 であ る ダニエル ・ソイヤー兄 弟 は，

当時支 部 で3，4年 以上 集 っ てい た唯 ・・

の会員 だっ た と思 い ます。 わた した ち

の集会 はテ ラス ハ ウス で 開か れ ま した

が ， そ こは東 部 の大 都 市 で安全 上 最 も

問題 の ある場 所 の 一つ で した。 その 家

が 面 してい た通 りで は，1968年 に大 規

模 な暴 動 が起 こ り，多 くの建 物 が放 火

され ，略奪 に遭 い ま した。 そ れ か ら25

年 を経 た当 時で も， まだ修 理 や建 て直

しが されて い ない建 物 が幾 つ か あ りま

した。 テ ラスハ ウスの 前 に は， 歩道 か

ら玄 関 の ドァ に通 じる外 階段 が 数段 あ

り， ドアか ら教 室 や事 務所 に改 造 され

た幾 つ か の 部屋 へ と通 じて い ま した。

もう一 つ の ドア が 歩 道 に面 して い て，

そ こか ら内階段 を下 りて地 下 に行 くと
せいさん

聖餐 の テ ー ブル， 話 者用 の演 壇 ，折 り

畳 みい すが 置 い てあ りま した。 そ の場

所 が ， わ た し と妻 が 最 も記憶 に残 る霊

的 な経験 を した場 所 なの です 。

あ る 日曜 日，支 部の 聖餐 会 の最 中 に，

一 人の女 性 が 通 りか ら ドア を開 けて 中

に入 って来 ま した。 彼女 はホ ー ム レス

で ，汚 れ た ぼ ろ ぼ ろの 衣 服 を ま とい ，

せ きを し，息 を詰 ま らせ ， 汚 ない ハ ン

カ チ で鼻 をか んで い ま した 。 彼 女 は ，

かす れ た大 きな声 で 「歌 いた い わ。 お

祈 りを したい の」 と言 い ま した。 そ し

て い ち ば ん前 の席 まで 真 っ直 ぐ歩 き，

白 い ブ ラ ウ ス を着 た会 員 の 隣 に座 り，

そ の会 員 に もた れか か っ て頭 を肩 の上

に乗 せ ま した 。す る とその 会 員 はす ぐ

に腕 をそ の女性 に 回 し，集 会 の 間ず っ

と抱 き締 めて い ま した。 話 者 が良 きサ

マ リア人 の た とえ'を話 してい る最 中 に

そ の女性 が 入 っ て来 て ，そ の 出来 事 が

起 こ った ので す。 この女 性 がせ き を し

て息 を詰 ま らせ てい る とき に，話 者 は

そ の た とえ を話 し続 け て い ま した。話

の終 わ りに なっ て， 話者 が 参照 聖 句 を

引用 す る と，突 然 大 き な声 を出 して ，

この ホー ム1/ス の女 性 は， 話者 が 引用

し出 した聖 句 を途 中か ら最 後 まで 暗 唱

しま した。 後 で この こ とにつ い て話 し

た とき， だれ かが 愛 を もって 訪問 者 に

腕 を 回す ような姿 は，長 い間見 る こ と

が な か っ た よう に思 い ま した。 また ，

わ た した ちが 見 た模 範以 上 に良 きサ マ

リア人 の た と えを表 す例 もな い よ うに

思 い ま した。 そ してわ た した ち は， こ

の た とえ の前 に話 され た 「自分 を愛す
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る よ うに， あ な たの 隣 り人 を愛 せ よ」2

とい う救 い主 の言葉 を思 い出 しました。
じゅうぶん

2番 目の経 験 は ，什 分 の一 を納 め る

ため に数枚 の硬 貨 を信 仰 深 く封 筒 に入

れ た親 切 で 誠実 な女 性 に関 す る こ とで

した。 あ る 日， そ の女 性 が教 会 に来 る

と，手 に1枚 の 乾 いた パ ン を入 れ たサ ン

ドイ ッチ用 の ビニ ー ル袋 を持 っ て い ま

した。 彼 女 は わ た した ちに その ビニ ー

ル袋 を手渡 して こ う言 った ので す。「教

会 に入 るお つ も りで した ら， さ さげ物

をすべ きで す。 わた しは， 多 くは差 し

出せ な いの で聖 餐 のパ ンをさ さげ て い

ます。」

この女性 が さ さげ たパ ンを取 って い

る と， その 日の聖餐 会 は特 別 な意 味 を

持 っ た もの に な りま した。 わ た しの脳

裏 を駆 け 巡 った の は次 の 聖句 で した。

「イエ ス は，さいせ ん箱 に むか っ てす わ

り， 群衆 が そ の箱 に金 を投 げ入 れ る様

子 を見 てお られ た。 多 くの 金持 は， た

くさんの金 を投 げ入 れ てい た。

と ころが ， ひ と りの貧 しいや もめ が

きて ， レプ タニ つ を入 れ た 。 そ れ は1

コ ドラ ン トに当 る。

そ こで， イエ スは 弟子 た ち を呼 び寄

せ て 言 われ た， 「よ く聞 きな さい。あ の

貧 しい や もめ は， さいせ ん箱 に投 げ 入

れて い る人 た ち の中 で， だ れ よ りもた

くさん入 れ たの だ。

み ん なの 者 は あ りあ ま る中 か ら投 げ

入れ た が， あ の婦 人 はそ の 乏 しい 中 か

ら， あ らゆ る持 ち物 ，そ の 生活 費 全 部

を入 れ たか らで あ る。』」3

3番 目の経験 は，援 助 を請 う人 にい つ

施 しをすべ きか につ い て 日曜学 校 で会

員が話 し合 って い る ときの ことで した。

さ ら に教 育 を受 け よ う と， 奥 さ ん と と

もにア フリカか ら来 て いた あ る会 員が ，

手 を挙 げ て次 の経 験 を話 して くれ ま し

た。 彼 が家 に帰 るた め に近 所 を歩 い て

い る と，胸 に ピス トル を持 っ た男 が近

づ い て 来 て， あ り金 をす べ て 出す よ う

に要 求 したの です 。 その 会 員 は， ポ ケ

ッ トか らお 金 を取 り出 し， そ の男 に 渡

して こ う言 い ま した。「あ な たが ほん と

うにお金 に困 っ てい るの な ら， まだ あ

ります よ。」彼 は，か ばん を開 け てお 金

を出 し，それ を強 盗 に渡 して，「分 か り
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ます か。 あ な たが このお 金 を わた しか

ら取 っ て行 くの で は な く， あ なたが そ
み な

れ を必 要 と してい る ので ，主 の 御名 に

よ って あ なた に差 し上 げる ので す」 と

言 い ま した。強 盗 は驚 い て彼 を見上 げ，

ピス トル をベ ル トに しま って こ う言 い

ま した。「どこ に住 んで い るん だい。家

まで つ いて行 って や る よ。 あ ん たは あ

ま りに も善 人 だか ら， この 辺 りは危 な

くて し ょうが な い。」

二 人 で この会 員 の アパ ー トに向 か っ

て歩 き出す と， 突 然警 察 の 車 に取 り囲

まれ ま した 。一 人 の女 性 が アパ ー トの

窓か ら強盗 行為 を 目撃 し， 警察 に通報

したか らで す。 警 官 は その 強盗 を逮捕

し連行 しま した。 この会 員 は後 日，被

'害 者 と して 強盗 裁 判 に 出廷 し
，証 言す

る よ う求 め られ ま した 。 裁 判 で彼 は，

強盗 は金 を要求 した が ，主 の御 名 に よ

ρ てお金 を差 し出す と言 った こ と， ま

た この 強盗 が ほ ん と うに金 銭 に 困 って

い る な ら， さ らに差 し出す と言 った こ

とを証 言 した ので す。

そ れか らは，「上着 を奪 い取 る者 に は
み こ と ば

下 着 を も拒 む な」4とい う主 の御 言葉 を

聞 くと， わ た しの 思 い は聖地 だけ で な

く， あ の東 部 の町 の危 険 な通 りに思 い

をはせ る ように なっ たの です。

これ らは，現 代 の数 少 な い ほん の小

さ な経験 で ， あ ま り多 くの人 が 目に し

ない もので す が， これ らの人 々は ，困

難 な状況 の 中 で生 活 して い る模 範 的 な

入 々で あ る こ とを示 してい ます 。 あ る

会 員 は ，40年 使 って い るわ た しの 『モ

ルモ ン書 』 を指 し，皮 の 表紙 のほ とん

どは擦 り切 れ て ぼ ろぼ ろに な り， 裏 の

厚 紙 は露 出 し，角 はす り減 っ てい る の

を見 て こ う言 い ま した 。 「こ の支 部 の

会 員 の多 くは，あな たの 『モ ルモ ン書 』

の よ うです 。 …… 外側 はぼ ろ ぼ ろです

り減 っ て い ますが ， 内側 にあ る思 い は

偉 大 で貴 重 な もので す。」

最 後 に ，テ キサ ス で あ る夕方 に， わ

た しがバ プテス マの面接 を行った9歳 の

スペ イ ン系 ア メ リカ人 の女 の子 につ い

て話 した い と思 い ます 。 わた しは， イ

エ スが どの よ うな御 方 か知 って い るか

尋 ね ま した。 彼 女 は 「は い」 と答 え ま

した。 「そ れで は，イエ ス様 は どの よう

な御 方 で す か」 と聞 くと，そ の子 は手

を頭 の上 で動 か して見 え るす べ ての も

の を身振 りで 表 し， こ う言 い ま した 。

「これ全 部 イエ ス様 の ものな の。」 ほか

の9歳 の子 供 ，いい えたぶ ん わた したち

で さえ も， これ ほ ど上 手 に ま とめ る こ

とが で き るで しょ うか。 ほ んの 短 い言
めいりょう

葉 で ， この子 供 は救 い主 を簡 潔 明瞭 に

表 現 した の で す 。「こ れ全 部 イエ ス 様

の もの な の 。」 面 接 が 終 わ っ た と き，

この子 は母 親 に， そ の ま ま教 会 堂 に残

っ て ， 「イ エ ス様 の 家」で 泊 ま りた い

言 い ま した。 「永 遠 の命 とは ，唯 一 の，

ま こ との 神 で い ます あ な た と， また，

あ なたが つ か わ され た イエ ス ・キ リス

トとを知 る こ とであ ります。」5

救 い主 は，新 しい世 界 で弟 子 た ち に
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言 われ ま した。 「… ∵・あな たが た は，わ

た しの 教会 で行 わ な けれ ば な らない こ

とを知 って い る。 わ た しが す るの を見

た その行 い を，あ な たが た も しな さい。

わ た しが行 うの を見 たそ の とお りの こ

とを， あな たが た も行 いな さい。

あ なたが たは ， これ らの こ と を行 う

な らば ，幸 いで あ る。堕

時の 中 間 に， 多 くの 業 の 中で ，救 い
いや

主 は， 様 々 な所 で癒 し， 親切 な言 葉 を

か け， 飢 え る人 に食 物(こ の世 と霊 的

な糧 の両方)を ， 必要 な人 に助 言 と勧

告 を与 え られ ま した。 主 は恐 れ る人 の

た め に 祈 り， 世 を去 る 人 をい た わ り，

子 供 た ちに愛 と尊敬 を注 ぎ，重 荷 を負

って い る人 に慈 愛 に満 ちた気 遣 い を さ

れ ました。 「この よ うに して，主 は小 さ

な手段 に よって 大 い な る こ とを成 し遂

げ られ る こ とが分 か るので あ る。」7「そ

れ ゆ え， 善 を行 うこ とに疲 れ果 て て は

な らない 。 あ なた が た は一 つの 大 い な

る業 の 基 を据 え つ つ あ る か らで あ る 。

そ して，小 さ な こ とか ら大 い な る こ と

が生 じるの であ る。」8.
こんにち

今 日の時代 ，日々 の多 くの経 験 か ら，

社 会 の動 向が 誤 った方 向 に 進 んで い る

よ うに思 え る 中 にあ って ， わ た した ち

が ，思 いや りと愛 を もっ て，謙 遜 に，熱

意 を もって キ リス トに従 い ，そ の よ う

な者 が示 す ，さ さや か な，つ つ ま しい，

優 しい行 い を通 して勇気 と信 仰が 増 し，

慰 めが得 られ ます よ うに。

救 い 主が お よそ2，000年前 に伝 え られ

た教 え をそ の ま まわ た した ちの 生活 に

再現 で き ます よ うに。 そ の祈 りにわ た
あかし

しの証 を加 え ます。 救 い 主 は生 きて お

られ ます。 イエ ス ・キ リス トの 御 名 に

よって ，ア ー メ ン。

注

1， ル カ10：30-37参 照

2， ル カ10：27

3， マ ル コ12：41-44

4， ル カ6：29

5， ヨ ハ ネ17：3

6.3ニ ー フ ァ イ27：21-22

7.1ニ ー フ ァ イ16：29

8.教 義 と 聖 約64：33

真に従う者
七 十人

ロ バー ト ・J・ ホ エ ッ トン

救ω主ば，御自身がそれ5の 人々をこれ以上なωぼどに無楽件に，、鱒 に，

また完全に嬰されたように，わたした右にも主に真に徒う者としτ

ぼかの人々を愛するよう望んでお6れ ます。

エ ス はこの 地上 にお け る教 師

イ
みわざ

と して の最 後 の御 業 を，ll人

の 弟子 だ け が 同席 す る あ の2

階 の部 屋 で行 わ れ ま した。 「わ た しは，

新 しい い ましめ をあ なたが た に与 え る，
たハ コ

互 に愛 し合 い な さい。 わ た しがあ な た

が た を愛 した よ うに… …。 互 に愛 し合

うな らば ，そ れ に よっ て， あ なた が た

が わ た しの弟 子 で ある こ と を，す べ て

の者 が認 め るで あ ろう。」1主は御 自身 に

迫 った死 と復活 につ い て語 られ ました。

「人 がそ の友 のた め に自分の命 を捨 て る

こ と， これ よ り も大 きな愛 は な い。」2

主 は神 の御 子 と して の御 自身 の神性 を

再確 認 され ま した。「わ た しは道 で あ り，

真理 であ り， 命 であ る。 だ れ で もわ た

しに よ らない で は， 父 のみ も とに行 く

こ とはで きない。」3さらに主 は 天の御 父

が弟 子 た ちの た め に もう御 一方 の慰 め

主 ，す な わ ち聖霊 を遣 わ され る こ とを

約 束 され ま した 。 「聖霊 は，あ な たが た

にすべ ての こ とを教 え」られ る♂

イエ ス は， わ た した ち を無条 件 に愛

して い たか らこそ ， わ た した ちの罪 の
あがな

た め に順 いの 犠 牲 とな られ た の で す。

イエ ス が どの ように生 き られ たか とい

うこ とこそ ， わ た した ちの従 うべ き模

範 で す 。 イエ ス の愛 が なけ れ ば， わ た

したち は天 の御 父 の み も とに戻 るこ と

がで きな いで し ょう。 イエ スの 道 は わ

た した ちの 道で もあ るので す。「あ な た

が た は どの よ う な人 物 で あ るべ きか。

まこ とに， あ な たが た に言 う。 わ た し

の よ うで な けれ ば な らな い。」5イ エ ス

は， わ た した ちが 努 めて 善 い こ とを行
はらから

わ なけ れ ばな らない こ と， 同胞 の物 心

両 面 に おけ る福 利 は 自分 自身の福 利 と

同 じよう に大切 で あ る こ と， わた した

ち は天 の御 父 のすべ ての 子供 たち に対

して心 か らの 関心 と哀れ み を示 すべ き

こ と を教 え られ ま した。 モ ロナ イは キ

リス トの よ うな愛 を慈 愛 と定義 しま し

た。「あな たが 人 の子 らに対 して抱 いて

お られ た この 愛 が 慈 愛 で あ る こ とを，

わた しは存 じてい ます 。 です か ら， 人

は慈愛 を持 た な けれ ば， あ なた が御 父

の住 まい に用 意 して くだ さった場 所 を

受 け継 ぐこ とがで きませ ん。」6主を信 じ

てい る， 主 を愛 して い る と言 うだ けで

は不 十 分で す。終 わ りの 日にほかの人 々

に対 して主 と同 じよ うな愛 をわ た した

ちが得 てい る と認 め られ な けれ ば な ら

ない ので す。 わ た したち は ，救 い主 の

よ うに 自 らの命 を捨 て る必 要 は あ りま

せ ん が，救 い主 と同様 に ，人 生 を構 成

す る もの ，す なわ ち時 間や 才能 ，財 産，
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自分 自身な どを ささげ るこ とに よって，

ほか の人 々の生 活 を祝 福す べ きです。

モ ルモ ンは次 の よ うに勧 めて い ます。

「御 父 が御 子 イ エ ス ・キ リス トに真 に

従 う者す べ て に授 け られ た この愛 で満

た され る よ うに， … …熱 意 を込 め て御

父 に祈 りな さい。」7信仰 と同様 ，キ リス
みた ま たまもの

トの よう な愛 は御霊 の賜 物 で あ り，個

人 の義 にか か わ る原則 に基 づ いて ， ま

た与 え られ てい る律 法 に対 す る従川頁さ

に応 じて もた らされ る もの です 。信 仰

と同様 ， 愛 も実 践す る こ とに よ って育

て な けれ ば な りませ ん。 わ た した ち は

皆 ，1日 ず つ しか生 き られ ませ ん。ま た

年 齢 や 環 境 に か か わ らず1日 を与 え ら

れ ， ほか の 人 々 との 関係 に おい て選 択

の機 会 を与 え られ るの で す。 わ た した

・ちが 自 らを制 し
， ほか の 人 々 に仕 え る

よ う手 を差 し伸 べ る ときに ，聖霊 に よ

って清 め られ， 教 え を受 け ます 。 そ し

て ，次 の パ ウ ロの言 葉 の 意味 を理解 で

きる よ うに なるの です 。 「しか し，御 霊

の 実 は ，愛 ，喜 び，平和 ，寛 容 ，慈 愛 ，

善 意 ，忠 実 〔で あ る。〕」8わ た した ち が

人 々 に行 う哀 れ み深 い奉 仕 は神 聖 な愛

へ と発展 し，わた した ち を変 え，「御 子

が御 自身 を現 され る と きに， … …御 子

に似 た者 となれ る」ので す。9

ブ リ ガム ・ヤ ング は次 の よ うに教 え

ま した 。「わ た した ちは，愛 と親切 の 働

きを 自分 の家 族 か ら始 め るべ きで す 。

そ れか ら， ほか の人 々へ と広 げ て くだ

さい。」'oベニ ヤミン王 は親 に対 し，子 供

た ちが 「互 い に愛 し合 い ，互 い に仕 え

合 う よ うに」教 え る よ う勧 告 して い ま

す。'1キンボー ル大 管 長 は次 の よ うに教

え ま した。「神 は わた したち の こ とを心

に留 め ，見守 ってお られ ます 。 しか し，

神 がわ た したち の必 要 を満 た され るの

は ，通 常 は人 々 を介 して なの です 。 だ

か らこそ， 神 の王 国 にあ って 互 い に仕

え合 う必 要 があ るの です 。」12

昨 年 の1月 ， コロ ンビアを襲 った地 震

・ は，アル メニ アの 町 を荒廃 させ ま した。

心 配 した幾 人 か のステー ク会 長 たち は，

ア ル メニ アの会 員 が 必要 と して い る物

資 につ い て知 る ため に ， キ トに い る地

域 会 長 会 に電話 を し ま した。地 方 部 長

は多 くの会 員 が家 を失 い，壊 れず に残

った4つ の教 会 堂 に避 難 した ものの，緊

急 に食 物 と衣 類 を必 要 と してい る の を

確 認 しま した。扶 助 協 会 と神 権指 導 者

は即 座 に行動 に移 り， コロ ンビア全 土

の会 員 か ら集 め られ た食 物 と衣類 の 寄

付 が，各都 市 の指定 され た教 会堂 に次々

と運 び 込 まれ ま した。7歳 に なる ネイデ

ィは カリ市 の教 会 堂 に両 親 と と もにや

っ て来 ま した。 そ して ビャ レア ル監 督

が会 員 か ら寄 付 を預 か る姿 を じっ と見

守 って い ま した。

「監 督 さん， どう した らアルメニ アの

子 供 た ち を助 け られ るの。」

「ネイデ ィ，君 のお父 さん とお母 さん

は もう助 けて くれ た よ。」

ネ イデ ィは教会 堂 の 反対 側 の端 の方

に行 き ま した。 そ して荷 造 りされ て い

る子 供 用 の衣 服 は ほ とん どな く， 靴 は

まっ.たくない状 態 な の に気 づ きました。

ネ イデ ィは 自分 の靴 を片 方 の 手 にぶ ら

さげて ，監 督 の ところへ 戻 っ て来 ま し

た 。 「わ た し ど う した ら助 け られ る か

分 か っ た わ。 靴 を な くした 女 の 子 に，

ど うぞ わ た しの を あ げ て くだ さ い 。」

彼 女 はは だ しで ，音 も立 て ず に， そ っ

と外 へ 出て行 き ま した。

ベ ニ ヤ ミ ン王 は聖 霊 の 導 き に従 い ，

「生 まれ なが らの 人 を捨 て て 聖徒 とな
けん

り， 子供 の よ うに従順 で， 柔和 で ，謙
そん

遜 で ，忍 耐 強 く， 愛 に あふ れ た者 」 と

な る よう に勧 告 しま した。13

1829年 の晩 春 ，驚 くべ き回復 の業 が

始 ま った ころ ，主 は預言 者 ジ ョセ ブを

通 して ジ ョセ ブ ・ナ イ トに 「人 は謙遜

であ り，愛 に満 ち」て いな けれ ば，「だ れ

もこの業 を助 け るこ とはで きない」と語
こんにち

られ ま した。'4今 日，ふ さわ しい若 人 は

皆 ，専任 宣教 師 と しての2年 間 の奉仕 に

備 え る よう勧 め られ て い ます。 宣教 師

は主 の福 音 を教 え， ほか の 人 々に仕 え

る と きに， 自分 が 仕 え る人 々 に対 して

抱 くキ リス トの よ うな愛 を含 め，御 霊

の賜物 を授 か ります。伝 道活 動 は，ほか

の人々 に対 する愛 と奉仕 の 上 に築 かれ ，

一 生 続 く幸福 の基 とな り得 る もの で あ

り，また そ うな らなけれ ば な りませ ん。

母親 の務 めは神権 者 の務 め と同様，ほ

かの 人 々 に奉仕 し， ほか の 人 々 を養 う

神 聖 な召 しで す。 子供 に対す る母親 の
ま

純 粋 な愛 を目の当 た りにした人 で，その

ような愛 が 神 に よ る もの で あ る こ とを

否 定 で きる人 が い るで しょ うか 。姉 妹

の皆 さん，この ようなイエス ・キリス トの

愛 を生涯 にわ た って示 す こ とが で きま

す し，また そ うしなけれ ば な りませ ん。

裕福 な男 性 が イエ ス に近寄 って 来 て

こ う尋 ね ま し た。 「先 生 ，永 遠 の生 命

を得 る ため に は， どん な よい こ とを し

た らいい で し ょうか 。」 主 が守 るべ き

戒 め を繰 り返 され る と， そ の男 性 は こ

う答 え ま した。 「『そ れ はみ な守 っ て き

ま した。 ほか に何 が足 りないの で しょ
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う。』 イエ ス は彼 に言 わ れた ， 『も しあ

な たが完 全 にな りた い と思 うな ら，帰

っ てあ な たの持 ち物 を売 り払 い ，貧 し

い 人々 に施 しな さい。 そ うすれ ば ，天

に宝 を持 つ よ うにな ろ う。 そ して ， わ

た しに従 っ て きな さい。』」15
こんにち

今 日， わた したち は主 の 弟子 と して

自 らに問 う必 要 が あ ります。「ほか に何

が足 りない ので しょうか。」皆 さんは絶

えず善 を行 い ，家 庭 や教 会 ，地 域社 会

にあ って ほか の 人 々に愛 を注 ぎ，仕 え

るこ とが で きます 。 あ る点 で ，皆 さ ん

は喜 んで 「自分 の持 ち物 と能力 をすべ て

〔主 に〕ささげ」なけ れば な りませ ん。16

わ た しの知 って いる，真 に従 う者 の中

に，心 待 ち に してい た 退職 後 の平 安 と

楽 しみ を後 に置 い て主 に従 い ，主 の 王

国に お ける専 任 の奉 仕 の業 に出 かけ た

夫 婦が い ます 。 も し弟 子 となっ て成 長

した い と望 む な ら， 伝 道 につ い て監 督

と話 して くだ さい。 教 会 の どの伝 道 部

ももっ と多 くの 夫婦 宣 教 師 を必要 と し

てい ます し，や がて 儀式 が行 われ る100

の神殿 も働 き手 を必要 としてい ます。 ヒ

ンクレー大 管長 は次 の ように話 しました。

「宣教 師 は なぜ 幸福 なの で しょ うか 。

そ れ は彼 らが ほ か の人 々 のた め に 自分

を捨 て て働 い てい るか らです 。

神 殿 で働 いて い る人 が幸 せ な の はな

ぜ で しょ うか 。言 うまで も ない こ とで

す が ，そ れ は彼 らの愛 の働 きが人 類 の

救 い主 が ささ げ られた偉 大 な身代 わ り

の御 業 と一 致す る もの だか らです。」17

わ た しは愛 す る 人 々に 囲 まれ て きた ，

こ とに感 謝 してい ます 。彼 らは，愛 と

奉 仕 に よ って わた しの 人 生 に祝福 を も

た ら して くれ ま した。 アルマ の 時代 に

改 宗 した人 々 の よ うに， も し主 の民 と

呼 ば れ るな らば，「重荷 が軽 くな る よう

に，互 い に重 荷 を負 い合 うことを望 」ま

なけ れば な りませ ん♂8どん な人で あれ ，

キ リス トの よ うな愛 と奉 仕 に よ り多 く

の人 の重 荷 を担 って くれ た ，真 に従 う

者 の こ とを思 い出 せ る はず です 。 アー

ネス ト・リロイ ・ハ ッチは， わ た しが育

っ た メ キ シ コ北 部 の 町 の 医者 で した 。

彼 はわ た しの伝 道 部長 で あ り， ほ か に

も幾 つ か の伝 道部 で も働 き ま した 。彼
きよ

は人 生 の大半 ，「さ らに聖 くなお 努 めん」

という賛美 歌 の歌詞 を持 ち歩 きま した 。

L _一
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最 後 の2行 は次 の ような歌 詞 に なって い.

ます 。 「わ れみ 国 に ふ さ わ し く 主 の

ごと くに 尊 くな らん。」19.一

救 い 主 は， 御 自身が そ れ らの 人 々 を

これ以上 ない ほ どに無 条件 に，.純粋 に，

また完 全 に愛 され た よ うに， わ た した
＼

ち に も主 に真 に従 う者 として ほかの人々

を愛 す る よ う望 ん でお ら.れます 。過 去

の 時代 と同様 に今 日で も，主 の使 徒 と

預 言者 は， この キ リス トの よ うな愛 こ

そ 主 の福音 の真 髄 で あ る とい う こ とを

常 に 模 範 に よっ て教 え て い る の です 。

わ た しは互 いの ，・また一 人 一人 へ の彼

らの愛 を知 り感 じる こ とが で き る よう

に な り ま した 。 わ た しは 彼 らが イエ

ス ・キ リス トの 真 の弟 子 で あ る こ とを
あかし

証 します 。 この教会 は地 上 にお ける神

の 王 国 です 。 わた した ち には キ リス ト

とキ リス トの弟 子 の愛 と奉仕 の模 範が

与 え られて い ます 。 わ た した ち も また

キ リス トの 真 の弟 子 とな る こ とが で き
み な

ま す よ う に ， イ エ ス ・キ リ ス トの御 名

に よ り， ア ー メ ン。
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家族を強めること

わたしたちに託された

神聖な義務
十二使徒定員会会員

ロバー ト・D・ ヘイルズ

かぎ みた ま

家族を強める鍵ば，主の盤 を家厨 こ招くことτす。

家族の目標は，紐くて：狭ω道を歩いτ行くことさす。

家灘鑑1欝
神 聖 な義務 で す。

家族 を霊 的 に強 めるこ との 重要 性 は，

聖 文 の中 で はっ きり教 え られ てい ます。

ア ダム は父 親 と して ，エ バ は母 親 と し

て，息 子 や 娘 に福 音 を教 え ま した 。 ア

ベ ル は神 を愛 し， そ の さ さげ物 は主 に

受 け入 れ られ ま した。 一 方 ， カ イ ンは

「神 よ りもサ タ ンを愛 し」，重 大 な罪 を

犯 し ま した 。 ア ダム とエ バ は 「カイ ン

とそ の兄 弟 た ちの ゆ え に主 の前 に嘆 き

悲 し」 み ま したが ，子 供 た ち に福 音 を

教 える こ とは決 してや め ませ んで した

(モー セ5：12，18，20，27;6：1，58参 照)。

わ た したち は，子 供 はそ れぞ れ異 な
たまもの

った 賜物 と才能 を持 って 生 まれ て くる

こ と を理 解 しなけ れ ば な りませ ん。 ア

ベ ル の よ うに ，生 まれつ き信 仰 の賜 物

を与 え られてい るよ うな子 供 が い ます。

一 つ 一つ の決 定 に思 い悩 む子 供 もい ま

す 。 わ た した ち両 親 は， 子供 の苦 労 や

苦 悩 を見 て ，主 に対 す る信 仰 を失 った

り，弱 め た りしては な りませ ん。

息 子 ア ルマ は， 「自分 の多 くの 罪 を

思 い 出 して ひ ど く苦 しみ な が ら」， 世
あがな

の罪 を瞳 わ れ る神 の御 子 ， イエ ス ・キ

リス トの 来 臨 につ い て父 か ら聞 い た こ

と を思い 出 しま した(ア ルマ36：17)。

父 親 の言 葉 が アル マ を改 宗 に導 い たの

です 。 この よ うに， わた した ちの教 え
あかし

や証 は，子供 たち の心 に残 って い ます。

ヒラマ ンの2，000人の若 い兵士 は ，義

にか な っ た母 親 が力 強 く福 音 の 原則 を

教 え られ た こ とを証 して い ます(ア ル

マ56：47-48参 照)。
く もん

霊 的 な苦 悶 の と きに， エ ノス は こ う

言 い ま した。 「永遠 の命 … … につ いて

…… 度 々 聞い て い た … … 父 の言 葉 が
，

その と きにな って わ た しの心 に深 く し

み込 んで きた 。」(エ ノス1：3)

『教 義 と聖 約 』 の主 の言 葉 に よれ ば ，

両 親 は子供 が 「8歳の と きに，悔 い改 め ，

生 け る神 の 子 キ リス トを信 じる信 仰 ，
あんしゅ

お よびバ プテ スマ と按 手 に よる聖霊 の

賜 物 の教 義 を理 解 す る よ うに」教 え な

けれ ば な りませ ん。
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ま た，「子供 た ち に祈 る こ とと，主 の

前 を まっす ぐに歩 む ことも」教 えなけ れ

ば な りませ ん(教 義 と聖約68：25，28)。

言葉 と模 範 を通 して 子供 に福 音 を教

える とき，家 族 は霊 的 に強 め られ， 強

化 され ます 。

生 け る預 言 者 の言 葉 は， 家族 を霊 的

に強 め る とい う神 聖 な義務 を明 らか に

して い ます 。1995年 ， 大管 長会 と十二

使徒 評 議会 は，「世界 へ の宣 言」を発表

しま した。 中 には こ う述べ られ てい ま

す。「家 族 は神 の子 供 た ちの永 遠 の行 く

末 に対 す る創 造 主の 計 画の 中心 を成す

もので … …夫婦 は， 互 い に愛 と関心 を

示 し合 う と ともに， 子供 た ちに対 して

も愛 と関心 を示 す とい う厳 粛 な責任 を

負 っ てい ます 。 …… 両 親 に は，愛 と義

を もって子 供 た ち を育 て， 物質 的 に も

霊 的 に も必 要 な もの を与 え， ま た互 い

に愛 し合 い仕 え合 い ，神 の 戒 め を守 …

… る よ うに教 え る とい う神 聖 な義務 が

あ ります 。」(「家 族 世 界 へ の宣 言」

『聖徒 の 道』1996年6月 号 ，10-ll)

今 年 の2月 ，大 管 長会 はすべ ての両

親 に， 次の ように呼 び か けました。 「子

供 たち を福 音 の原 則 の 中で 教 え育 て る

ことに全 力 を尽 くして くだ さるようお願

いい た します 。 その ことによって子 供 た

ち は教 会 に活 発 であ り続 け るで しょう。

家 庭 は義 にか なっ た生 活 の 基 で あ り，

ほか の どの ような手段 も，家 庭 に代 わる

役 割 を果 た し得 ませ ん し，神 か ら与 え ら

れ た この責 任 を遂 行 す るうえで の大 切

な役 割 を果 た しては くれ ませ ん。」

この2月 の手紙 の 中 で，大管 長会 が教

えて い る よう に，福 音 の原 則 の 中で子

供 を教 え育 て るな らば ，両 親 は破壊 的

な要 素 か ら家 族 を守 る ことが で きます。

大管 長 会 は さ らに次 の よう に勧 めて い

ます 。 「家族 の祈 り，家庭 の 夕べ ，福 音

の研 究 と指 導 ， そ して健 全 な家 族 活動

を最 優 先 す る よ うお勧 め します。 必要

とさ れ るそ の他 の事 柄 や活 動 が どれ ほ

ど価 値 の あ る適切 な もの であ っ た と し
まっと

て も， そ れ らは，親 と家族 だ けが 全 う

で きる天与 の義務 に取 っ て代 え られ る

もの で は決 して あ りませ ん。」(1999年

2月11日 付 けの 大管 長会 か らの手 紙)

主御 自身と教義 による助 けが あれ ば，



家 族 は ，様 々 なチ ャレ ンジ に隠 れ た悪

の力 をす べ て察 知 し，克服 す る こ とが

で きます 。 家族 に必要 な ものが 何 で あ

れ ，預 言者 の勧 告 に従 う と きに， 家族

を強 め る こと が で きるの です 。

家 族 を強 め る鍵 は，主 の御 霊 を家庭

に招 くご とで す。 家族 の 目標 は， 細 く、

て狭 い道 を歩 い て行 くこ とです。

家 族 を強 め る た めに ，家 庭 とい う囲

い の 中で で きる こ とは ，無 数 に あ りま

す 。家 族 の 中 で強 め る必 要 の ある分 野

が 分 か る よ うに， 幾つ か の ア イデ ァ と

具 体例 を紹介 しま し ょう。人 や家 族 が

それ ぞ れ異 な る こ とは よ く承 知 して い

ます が ，皆 さん を励 ます た め にお伝 え

します。

●家庭 を安全 な場所 に して ，一 人一

人が 愛 と帰 属 感 を抱 くこ とが で き るよ

うに し ま しょ う。 そ れ ぞれ の子 供 が異

な った賜 物 と能力 を持 っ てい る こ とを

，

理 解 して くだ さい 。 一人 一 人が 特 別 な

愛 と思 い や りを必 要 として い ます 。
こたえ

● 「柔 らか い答 は憤 りを と どめ」 る・

こ とを心 に留 め ま し ょう(箴 言15：1)。

わた し と愛 す る妻 が ソル トレー ク神 殿

で結 び 固め られ た と き，ハ ロル ド・B・

リー 長老 は， 「怒 っ て大声 を上 げ る と，

御 霊 は家 庭 か ら離 れ て行 きます よ」 と

い う賢 明 な勧 告 を与 え て くれ ま した 。

わた した ち は怒 りの あ ま り，子 供 に対

して 家庭 や 心 の扉 を閉 ざす よ うな こ と
ほうとう

を して は な りませ ん。放 蕩 息 子 の よ う

に， 本心 に立 ち 返 った と きに， いつ で

も愛 と助 言 を求 め て帰 っ て来 られ る こ

とを子 供 に伝 えて くだ さい 。

●子 供 た ち と時 問 を過 ご し， 活動 や

話 題 を子供 に選 ばせ ま し ょう。気 を散

らす もの を排 除 して くぢ さい。

●子 供 自身の 宗教 的な行 い を奨励 し

ま し ょう。例 えば ，個 人 の祈 り，聖 文

の研 究 ，特 別 な 目的 を持 っ た断 食 な ど

で す。 子供 の行 動 や言 葉 遣 い， 人 に対

す る態 度 な どを観 察 して ，霊 的 な成 長

を評 価 して くだ さい。

●子 供 と毎 日祈 りま し ょう。

●一緒 に聖文 を読 み ま し ょう。 わ た

しが覚 えて い るの は ，両 親が 聖 文 を読

んで ，子 供 た ちが 床 に座 って それ を聞

いて い た こ とです 。 時 々両親 か ら こう

質 問 され ました 。「この 聖句 は，どういう

意 味 か な?」 「この 聖句 か ら どん な気

持 ち を感 じるか な?」 それ か ら両 親 は，

子 供 た ちの答 え に耳 を傾 け ま した。

●生 け る預 言者 の 言葉 や ，教 会 機 関

誌 の 中 か ら子供 や青 少年 や 成 人向 け の

記 事 を読 み ま し ょう。

●.『賛 美 歌 』 や 『子供 の歌 集』 か ら

選 んだ歌 を家族 で歌 い ，家庭 の 中 をふ

さわ しい 音楽 で満 た しま し ょう。

●毎 週 家庭 の夕 べ を 開 きま し ょう。

両親 は時 々，恐 れ るあ ま り，子 供 に教
あかし

え た り，証 した りで きな い こ とが あ り

ます 。 わ た しの 人生 に も，そ の よ うな

罪悪 感 を覚 えた こ とが あ りま した。 子

供 た ちが必 要 と してい る の は，霊 的 な

気 持 ち を分 か ち合 い，教 えや 証 を伝 え

て くれ る両 親 なの です。

●家 族会 議 を開 い て，家 族 の計 画 や

関心 事 につ いて 話 し合 い ま し ょう。 最

L 、
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も効果 的 な家 族 会 議 の一 つ は， 家族 と

一 対一 で 行 うもの です
。 子供 た ちの考

えが大 切 であ る と感 じさせ て くだ さい 。

子供 に耳 を傾 け， 学 んで くだ さい。

●家 庭 に宣教 師 を招 いて ，教 会 に あ

ま り活 発 で ない 友 人や 会 員 で ない友 人

に レッス ンを して も らい ま しょう。

●教 会 の指 導 者 を支 持 してい るこ と

を示 し ま しょう。

■で きるだ け家 族一 緒 に食 事 を して，

有 意義 な会 話 を楽 しみ ま しょう。

● 自分 一 人で す れ ば簡単 に速 くで き

る仕 事 で も，家 族 み ん なで行 い ま し ょ

う。家 族 で働 くと きに，子 供 た ち と話

を して くだ さい 。 わ た しの父 は， その

よ うな機会 を土 曜 日ご とに与 えて くれ

た もの です 。

●子 供 が友 情 を築 く方法 を学べ る よ

うに助 け，友 達 が家 庭 で歓 迎 され てい

る と感 じられ る よ うに し ま しょ う。 友

達 の両 親 と知 り合 い にな って くだ さい。

●時 問 や資 源 の 賢明 な使 い方 を模 範

に よって子供 に教 え ま し ょう。自立 と，

将 来 に備 え る こ との大 切 さ を学べ る よ

うに助 けて くだ さい。

●先祖 や家 族 の歴 史 につ いて子 供 に

教 え ま しょ う

●家 族 の伝 統 を築 き ま し ょう。 子 供

た ち の 必要 や才 能， 能 力 を考 慮 して，

有 意 義 な休 暇 を過 ごす 計画 を立 て， 実

行 して くだ さい。 子 供 た ちが 楽 しい 思

い 出 を作 り， 才 能 を伸 ば し， 自尊 心 を

築 ける よ うに助 け て くだ さい。

●言 葉 と行 い に よ り，道 徳 的 な価 値

観 と，戒 め を守 る決 意 を教 え ま し ょう。
'
●わた しが バ プ テス マ と確 認 の儀 式

を受 けた後 ，母 が そ ばに来 て 「どん な気

持 ち?」 と聞 き ました。 わ た しは ，何 と

か言 葉 を見 つ け て， そ の平 安 に満 ちた

穏 やか で， 幸 せ で， 温 か い感 じを伝 え

ま した 。す る と母 は， それ は今 受 けた

ば か りの聖 霊 の賜 物 で ， も しふ さわ し

く生 活 す れ ば， その 賜物 が 常 に わた し

と ともに あ る こ とを説 明 して くれ ま し

た。 そ の とき受 け た教 え は，生 涯 にわ

た って わた しの心 に刻 まれ てい ます 。

.バ プテ スマ と確 認 の儀 式 を受 け， 聖
せいさん

霊 の賜物 を授 か り， 聖餐 を取 り， 神権

を尊 び ，神 殿 で聖 約 を交 わ して守 る こ

との 重要 性 に つい て子 供 に教 え ま し ょ

う。 子供 たち は神殿 推 薦 状 にふ さわ し

く生 活 し，神 殿 結 婚 に備 え る こ との大

切 さを知 る必 要が あ ります。
はんりょ

●神 殿 で伴 侶 や 子供 と結 び 固め を ま

だ 受 け てい な けれ ば， 家 族 で神殿 の祝

福 に備 え ま し ょう。家 族 で神 殿 の 目標

を立 てて くだ さい 。

● 自分 の持 って い る神 権 にふ さわ し

くな り， 家族 の生 活 に祝福 を もた らす

た め にそ れ を使 い ま しょ う。

●メ ル キゼ デ ク神 権 の 力 で，家 庭 を

奉献 しま しょ う。

家 庭 外 に も役 立 つ もの が あ ります 。

そ れ らを活用 す れ ば， 家族 は強 め られ

ます。

●教 会 や地域 社 会 で奉 仕 す るように，

子供 を励 ま しま し ょう。

●子 供 の 問題 や必 要 につ いて ，子 供

の教 師， コーチ ， カ ウ ンセ ラー ， ア ド

バ イザ ー ，教 会 の指 導 者 と話 し合 い ま

し ょう。

●子 供 た ちが 余 暇 に して い るこ とを

知 っ てお きま しょ う。 映 画や テ レビ番

組 ， ビデ オ の選択 に口 を挟 んで くだ さ

い。 も しイ ンター ネ ッ トを使 って いれ

ば ，何 を して い る の か尋 ね ま し ょう。

健全 な娯 楽 の大切 さが 理解 で きる よ う

に助 けて くだ さい。

●学 校 の有 意 義 な活動 を奨励 しま し

ょ う。 子供 た ちが何 を学 んで い るの か

知 っ て くだ さい。 宿 題 を助 け て くだ さ

い。 子 供 た ち に教 育 の大 切 さ，お よび

職業 と 自立 に備 え る こ との大切 さ を理

解 させ て くだ さい。

●若 い 女性 は18歳 にな った ら扶 助協

会 に 出席 しま し ょう。 中 には ，気 が進

まな い人 もい るか もしれ ませ ん。 溶 け

込 め ない か も と不 安 に な るか も しれ ま

せ ん。 若 い姉 妹 の皆 さん， そ ん な こ と

は あ りませ ん 。扶 助 協会 は皆 さんの た

め にあ ります 。生 涯 を通 じて ，皆 さん

に祝福 を もた らすで し ょう。

●若 い男 性 は ア ロ ン神 権 を尊 び ま し

ょう。 そ れ は備 えの神 権 で あ り， メ ル

キゼ デ ク神 権 に皆 さん を備 え る もの で

す。 そ して メル キゼ デ ク神権 に聖 任 さ

れ た ら，長 老 定員 会 で活 発 に活 動 して

くだ さい。兄弟 愛 や定 員会 の レッス ン，
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奉仕 す る機会 は，生 涯 に わ た って皆 さ

ん と家 族 に祝福 を もた らす で しょケ。

主 の御 霊 が家庭 に もた らされ，わ た し

た ちが 主の模 範 に よって教 えるな ら，ど

の家 庭 も何 らか の方法 で強 め られ ます。

●恐 れ ず に， 信仰 を もって 行動 し ま

し ょ う。10代 の 子供 が 家族 の価 値 観 を

試 し始 め る とき，両 親 は一 人 一 人 に必

要 な こ とにつ い て主 に導 きを求 め る必

要 が あ ります 。 これ は さ らに愛 と支援

が必 要 な ときで あ り， 選択 の 方法 につ

い て の教 え を再 度 強調 す る と きで す 。

子供 が誤 りか ら学 ぶ の を見 守 るの は ，

恐 ろ しい経 験 で す。 しか し， 人 か ら強

要 され て で な く，子 供 が 自 らの手 で主

の方 法 や家 族 の価 値 観 を選 ぶ とき，選

択 の機 会 は さ らにす ば ら しい ものに な

ります。 愛 と寛 容 とい う主 の 方 法 は ，

力 と強 制 とい うサ タ ンの方 法 よ りも優

れ てい ます 。10代 の 子供 を育 て る場 合

は， 特 にそ うで す。

●預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の言 葉 を

忘れ ないで くだ さい。「人 々 に罪 を捨 て

させ るに は， 手 を取 って導 き，優 し く

見 守 る以外 にな い。 人 々が わ た しに少

しで も愛 と親切 を示 して くれ た ら， わ

た しは どん な にか 心 強 い こ とだ ろ う。

とこ ろが その 反対 の行 為 は， あ らゆ る

不 快 な思 い を巻 き起 こ し， 人 の心 を憂

うつ に させ る もので あ る。」(Teach加gs

of亡heProphe亡 ∫osephSm1亡h，sel.

JosephFieldingSmith[1976]，240)

●わ た した ちが で きる こ とをすべ て

行 って も子 供 が義 の 道か ら離 れて絶 望

感 に襲 われ る と きは， オー ソ ン ・F・

ホ イ ッ トニー の次 の 言葉 が 慰 め にな る

で しょう。「中 には迷 い 出 る羊 もい るで

し ょう。 しか し羊 飼 い は常 に彼 らを見

守 って お られ る ので す。 彼 らは， 囲 い

に戻 そ うと神 の手 が差 し伸べ られ て い

る こ とに， 遅 か れ早 かれ 気 づ くで し ょ

う。 わ た した ちが この 世 に い る 問 か，

あ るい は来 世 に行 ってか らに な るか も

しれ ませ んが ， いず れ彼 らは戻 って来

るで し ょう。正 義 に背 い た結 果 に対 し

て は責任 を取 り， 犯 した 罪 の報 い を受

け な くて はな りませ ん。 しか し最終 的

には ，罪 を悔 い改 め た放 蕩 息子 の よ う
ゆる

に，赦 しの心 で迎 え て くれ る 〔母 親 と〕



大会の模様を見守る，七十人のウィリアム ・R・ プラッ ドフォー ド長老とL・ ライオネル ・ケン ドリック長老。

父 親の家 ，彼 らの 心 に戻 るの であ れ ば，

つ らい経験 も無駄 には な りませ ん。軽

率 で反 抗 的 な子供 の た め に祈 っ て くだ

さい。 希望 と信 頼 を捨 てず に信 仰 を も

って見 守 り，神 の救 い の業 を見 届 け て

くだ さい 。」(OrsonF.Whitney，in

ConferenceReport，Apr.1929，110)

●独 身者 や子供 に恵 まれ てい ない 人

は ど うで し ょう。家 族 につ い て の助 言

に関 心 を持 つ必 要が あ る で し ょうか 。

あ ります 。現 世 です べ て の人 が学 ばな

けれ ば な らない こ とだ か らで す。 未 婚

の成 人会 員 は， しば しば ，特 別 な力 を

家 族 に与 え る こ とが で きます 。 自分 の

家 族 や周 囲 の家 族 に対 して，援 助 と寛

容 と愛 のす ば ら しい源 になれ るのです。

●成 人会 員の 中 に は，親 族 に対 して

両 親 と同 じ よう な責 任 を果 た して い る

人が た くさんい ます 。 祖 父母 ， お じや

おば ，兄 弟姉 妹 ，おい ，めい ，い と こ，

その ほ かの 親族 は，家 族 に大 きな影 響

を与 え る こ とが で きます 。 わた しは 自

分の 親族 に感謝 した い と思 い ます。 彼

らは模範 と証 に よっ て， わ た しを導 い

て くれ ま した。 親族 の人 は 時 々，両 親

が言 え ば 口論 に な って し ま う事 柄 を ，

話す ことが で きます。あ る若 い女性 は ，

長 い時 間心 か ら母 親 と話 し合 っ た後 ，

こ う言い ま した 。「自分 の した間違 い を

パ パ やマ マ に話 す の は， とて もつ らい

わ。 で も， ス ーザ ンお ば さん に話 すの

は， もっ とつ らい の。 お ば さ ん をが っ

か りさせ た くな いか ら。」

わた したち は現 世が 学 習 と信 仰 をは

ぐ くむ場 であ る こ とを 自覚 し， すべ て

の事 物 に は反対 の ものが あ る こ と を理

解 しな け れば な りませ ん。我 が 家 の家

族 会 議 で，妻 が 言い ま した 。「あ る家族

が完 全 だ と思 っ た ら， その家 族 を よ く

知 らな い とい うこ とね。」

兄 弟姉 妹 の皆 さん ，1833年 に主 に よ

っ て ジ ョセ ブ ・ス ミス と教 会 の指 導者

に与 え られ た 「〔わた した ち〕自身 の家 を

整 え」る よ うに とい う勧 め と訓 戒 に(教

義 と聖約93：43)， わ た した ちは親 と し

て耳 を傾 け よ うで はあ りませ んか 。主

は さ らに こうおっ しゃってい ます。 「わ

た しはあ なた が た に， あ なた が たの子

供 た ち を光 と真理 の中 で育 て る よ うに

と命 じた。」(教義 と聖 約93：40)「 家族

を整 え る必要 が あ る。 また，家 族 の者

に，家庭 で も っ と勤勉 に家 庭 の こ とに

携 わ り， 常 に祈 る よ うに させ る必 要 が

あ る。 そ う しなけ れば ，彼 らは その場

所 か ら退 け られ るで あろ う。」(教 義 と

聖約93：50)。

わ た した ちの 時代 の預 言者 も，家 族

を整 え る よ うに とい う同様 の勧 め と警

告 を与 えて い ます。 わた した ちが霊 感

と愛 とい う祝 福 を受 けて ，家 庭 の 中 に

起 きる信 仰 とは反対 の もの に対 処 して

いけ ます よ うに。 そ うす る とき， わ た

した ち は， それ らの試 練 が わ た した ち

を主 に近 づ け， 家族 を互 い に近 づ け る.

もの であ る こと を理解 で きるで しょう。

預 言者 の 声 に 聞 き従 って ，家 庭 を強 め

る こ とが で きます よ うに(教 義 と聖 約

93：41-49参 照)。 わ た したちが 主 に近

づ く とき， 家 族全 体 が 強 め られ ます 。

そ して，互 い に高 め合 い ，強 め合 い，愛

し合 い， 助 け合 う と きに，家 族 一 人一

人 が 強 くな ります 。 「助 け を与 え，助 け

を受 け て， 一緒 に登 っ て行 く」 の です

(クエ ー カー教 徒 の格 言)。

家 族 を強 め る ため に， 主 の御 霊 を家

庭 に招 い て保 つ こ とがで きます ように。

また ， それ ぞ れの 家族 が 「永 遠 の命 に

至 る細 くて 狭 い道 」 を歩 ん で行 くこと

がで きます よ うに(2ニ ー ファイ31：18)，
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 祈 り

ます 。 ア ー メ ン。
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証人
マ =「イン ・八 リス

十二使徒定員会会員

ダリン ・H・ オークス

マーティン・ノ1リスが最壱叛会に：買獄 したことの一つに「，

rモルモシ書/の 出版の貿霊1を調醤 したごとが箏げ6れ ます。

そしτそのこと1『，魏ばωつの哲1『ち鰍 されるべぎなのです。

証人の律法

神の子らのための救いの計画におい
あかし

て ，証人 お よび証 をす る とい う こ とは ，

とて も重 大 な事柄 です 。神 会 で は，聖

霊 が御 父 とその 御子 を証 す る役 割 を担

って い らっ しゃい ます(2ニ ーファイ31：

18参 照)。 御父 は御 子 を証 され(マ タイ

3：17;17：5;ヨ ハ ネ5：31-39参 照)，

御 子 は御 父 を証 され ま した(ヨ ハ ネ17
しもべ

章 参照)。 そ して主 はそ の僕 らに御 自身

を証す る よ うに命 じ られ ま した(イ ザ

ヤ43：10;モ ー サ ヤ18：9;教 義 と聖 約

84：62参 照)。 また，預 言者 らは皆 イエ

ス ・キ リス トを証 して き ま した 「(使徒

10：43;黙 示19：10参 照)。

， 聖文 には 「二 人 また は三 人の 証 人 の

口 に よって ，す べ て の言 葉 は確 定 され

る」と書 か れ て い ます(教 義 と聖 約6：

28;2コ リ ン ト13：1。申命19：15も 参 照)。

救 い に関 す る最 も重 要 な儀 式 で あ るバ

プ テス マ ，結 婚 ，お よびそ の ほか の神

殿 の儀 式 に は，証 人 が 求め られ てい ま

す(教 義 と聖 約127：6;128：3参 照)。

『聖書 』は イエ ス ・キ リス トを証 して

い ます 。 それ はキ リス ト降誕 の預 言 や
み こ と ば

伝 道 の 記録 ， 主 の御 言 葉 を世 に広 め た

人 々の 証 に よ って です 。 『モ ルモ ン書 』

に も同 じ内容 が書 かれ て い ます。 メ シ

ヤ の務 め 以前 ， そ の期 間， そ してそ れ

以後 の証 が含 まれてい ます。現在 『モル

モ ン書 』に は適 切 に も， 「イ エス ・キ リ

ス トにつ い ての も う一 つ の証 」 とい う

題 が付 け られ てい ます。

『モルモン書』の証人

『モルモ ン書』自体 に も証 人が い ます。

彼 らの証 の重 大性 につ い て， そ してそ

の うちの 一人 の人生 につ いて 話 をす る

よ う選 び ま した。

ジ ョセ ブ ・ス ミスが 『モ ルモ ン書 』の

翻 訳 を して い た と き， 主 は啓 示 をお 与

えに な りま した。預 言者 の証 の ほか に，

「わた しの三 人 の僕 の証が あ る。わ た し

は彼 らを召 して聖任 し， こ れ らの もの

を彼 ら示 し，彼 らは あ なた を通 して与

え られ るわ た しの 言葉 を携 えて行 くで

あ ろ う。」(教義 と聖 約5：11。 エ テ ル5：

2-4;2ニ ー フ ァイ27：12-13も 参 照)

「まこ とに，彼 らは これ らの ものが真 実

で あ る こ とを確 か に知 るで あ ろ う。 天

か らわ た しが彼 らにそ れを宣 言 す るか

らで あ る。」(教義 と聖約5：12)
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さ らに8人 の証 人 もい ます が ， 彼 ら

の証 につ い て は また の機 会 にお 話 しし

たい と思 い ます 。

『モ ル モ ン書 』の 証人 と して 選 ばれた

3人 は， オリバ ー ・カウ ドリ，デビ ッド・

ホイットマー，そ して マ ーテ ィン ・ハ リス

です 。書 面 となった 「三人 の証 人 の証 」

は，1830年 以 降 教会 が 出 版 し 『モ ルモ

ン書』約1，000万冊 に収 め られてい ます。

これ らの証 人 は 「この記 録が 記 されて

い る版 を」 そ して 「その 版 に刻 まれて

い る文字 を見 た」 こ とを厳 か に証言 し

てい ます 。 そ してそ の記 録 につ い て こ
たまもの

の よ うに証 してい ます 。「神 の賜 物 と力

に よっ て翻 訳 さ れた …… 。神 の声 が わ

た した ち にそ の こ とを宣 言 され た か ら

であ る。」 また 次 の ように証 をして い ま
くだ

す 。 「また，一 人の 天使 が 天か ら降って

来て ，携 えて 来 たそ の版 を 目の 前 に置

いた の で， わ た した ち はそ の版 とそれ

に刻 まれ てい る文 字 を見 た こ とを謹 ん

で言 明す る。 目で見 て， これ らの もの

が真 実 で あ る と証 す るの は，父 な る神

と主 イ エス ・キ リス トの 恵 み に よる も

ので あ る こと を知 ってい る。」

ゆさ らに 「主 の声 が この こ とを証 するよ

うにわ た した ち に命 じ られ た ので ， わ

た した ち は神命 に従 っ て この こ とを証

する。」(「三人 の証 人 の証」『モ ルモ ン書』)

超 自然 的 な存 在 の 可能 性 を否 定 す る

人 は， この驚 くべ き証 を拒 否す るか も

しれ ませ ん。 しか し不 思 議 な経 験 を信

じる こ とに抵抗 の ない人 々は ， この証

に感 動 せ ず に は い られ ませ ん 。3人 の

うちの 二人 が 同 時 に啓示 を受 け，続 い

て3人 目の 人 はそ の 直 後 に 受 け た の で

す が ， そ の3人 が 自 ら見 聞 き した こ と

につ い て の書 面 に よ る厳 か な証 は，重

要視 され るべ き もの です 。確 か に これ

まで も，一人 の証 人 の証 が基 となって ，

多 くの信 仰 深 い 人 々が偉 大 な奇 跡 を承

認 し， 受 け入 れ て きま した。 また この

社 会 で は，一 人 の証 人の証 言 だ けで も，

重大 な罰 や判 決 を下 す に十 分 で あ る と

考 え られて きま した。

証 言 を評 価 す る とい う経 験 を積 ん だ

人 は たい て い， 証入 が 実 際 にその 出 来

事 を 目撃 す る機 会が あっ たか ， また そ

の件 に関 す る偏 見 の可 能性 が な いか を



考 慮 します。 も し複 数 の証 人 が 同一 の

出来事 に対 して 同一 の 証言 をす る な ら

ば， 共謀 の証 拠 が ない か ， また それ に

相 反 す る証言 が な いか ，疑 い の 目が 向

け られ ます 。

考 え られ る反対 意 見 すべ てか ら計 ら

れて も， 『モルモ ン書 』に対 す る3人 の証

人の 証 は力 強 くそ れ に立 ち 向か っ てい

ます 。 もしそ の証 が偽 りで あ った の な

らば，3人 それ ぞ れ につ い て，自分 の証

を放 棄す る理 由 と機 会 が 十分 にあ りま

した。 ま た正確 で な い部 分が あっ た と

す れば ，詳細 につ い て あい ま いな発 言

をす る理 由 と機 会 も十分 にあ りま した 。

よ く知 られて い る よ うに，教 会 の他 の

指導 者 を巻 き込 む不和 や ね た みの た め

に，3人 の証 人 はそ れぞ れ，証 言が 公表

されて か らお よそ8年 の うちに，末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 か ら破 門 され

て い ます 。3人 とも共 謀 を図 るほ どの共

通 した 関心 とい うものが なか ったの で，

そ れぞ れ の道 を進 み ま した 。 しか し ど

の 人 も，破 門 され て後12年 か ら50年 に

わた る，そ の生涯 の終 わ りの と きまでダ

だれ一 人 と して公 表 され た証 言 を 曲げ

た り，そ の真 実性 に陰 を落 とす よ うな

こ とは言 った りしませんで した。

さ らに彼 らの 証言 はほ かの 証 人 に よ

る証言 と矛 盾 する ところが あ りませ ん。

一 人 く らい そ の証 を却 下 して も よさそ

うな もの を， ばか に され た り，不 利 な

状 況 に立 た された りす る とい うの に も

かか わ らず，3人 の善人 が一 致 して，生

涯 この公 表 された 証言 に固執 し続 けた

とい うの は， どの よう に説 明で きるで

しょうか。『モ ルモ ン書 』自体 と同様 に，

善良 で正 直 な 人た ちが 何 を見 た か ，そ

の証 言 の中 で厳 粛 に明言 してい る とい

うこ とが ，い ち ばん の説 明 なので す。

マーティン ・ハリス

マー テ ィ ン ・ハ リス に特 別 な関心 を

持 って い るわ た しは， たい てい の教 会

員 の彼 に対 す る認 識 に悲 しみ を覚 え ま

す。 不 当 な方 法 で 「モ ルモ ン書 』 の最

初 の原稿 を手 に入 れ ，後 に失 って しま

った人 とい う認識 以 上 に， もっ と敬意

に値 す る人 なの です 。

『モ ルモ ン書』が出版 され た と き， マ

一

一 テ ィ ン ・ハ リスは もうす ぐ47歳 とい

う年 で， ジョセブ ・ス ミスや ほかの 二 人

の証 人 た ち よ り20歳 も年 上 で した 。彼

はニ ュー ヨー ク州 パ ル マ イ ラで， 裕福

で あ り， 人 々か ら一 目置 か れ る市 民 で

した。 そ の時代 や場 所 を考 え ても 大 き

い，240エ ー カー(約97ヘ ク タール)の

農場 を所 有 して い ま した。1812年 の 戦

争 で は二 つの 戦 い に挑 ん だ退役 軍 人 で

もあ ります。 彼 は町 の 人 々か ら， 選挙

に よる役職 や責 任 を任 され てい ました。

そ して勤勉 で 誠 実 な人柄 に よ り， だ れ

か らも尊敬 されて い ました。当時の 人々

の記 録 に よる と，彼 は 「勤勉 で，骨 身を

惜 し まない農 夫 ，事 業 の手 腕 に た けて

いて ，生 活 は質 実 剛健」 そ して 「事 業

の取 り引 きで は断 固 として公正」で ある

と評価 され てい ま した(quotedinRich-

ardLloydAnderson，1hves亡fga亡fng

亡heBookofル1br刀 ロonレレ了亡nesses[1981]，

96-97，98)。

この裕 福 で公 正 な壮 年 男性 は， 若 く

て一 文 な しの ジ ョセ ブ ・ス ミスの 味 方

となっ て くれ ま した 。 ジ ョセ ブが パ ル

マイ ラで の借 金 を返 済 し，約150マ イル

(約240キ ロ)も 離 れ たペ ンシルバ ニァ州

北 部 に引 っ越せ る よ うに と，50ド ル を

与 えた ので す。1828年4月 ， ジ ョセ ブ・

ス ミス はそ の 引 っ越 し先 で ， よ うや く

腰 を据 えて 『モルモ ン書 』の翻 訳 に着 手

で き ま した。原 稿 が116枚 に な る まで，

ジ ョセ ブが 翻訳 しなが ら読 み 上 げ， マ

ーテ ィンが それ を書 き留 めて い ました。

マー テ ィ ンが家 族 に原稿 を見せ た い
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と何 度 も要 求 した ので ， ジ ョセ ブ は根

負 け して しまい ，パ ル マ イ ラに持 ち帰

る許 可 を して しま い ます。 そ してパ ル

マ イ ラで原 稿 は盗 まれ ，失 わ れ， 恐 ら

く焼 か れ て し まった よ うで す 。 この こ
しっせき

とで 主 は マー テ ィ ン とジ ョセ ブ を叱責

され ます 。 ジ ョセ ブは翻 訳 す る賜 物 を

一 定 期 間取 り上 げ られ
，マ ー テ ィ ンは

「悪人 」で あ り，「神 の勧 告 を無視 し，神

の前 で交 わ した最 も神聖 な約 束 を破 〔っ

た〕」と叱責 され ま した(教 義 と聖約3：

12-13。 教 義 と聖 約10章 も参 照)。 幸 い

な こ とに，後 に ジ ョセ ブ もマ ーテ ィ ン
ゆる

も と もに主 よ り赦 され， 翻訳 の業 は ほ

か の 筆 記 者 を交 え て 再 開 され ま した 。

わ た した ちは 明 らか に ジ ョセ ブ を，そ

の す ば ら しき業 に よ り尊敬 して い ます。

しか しマーテ ィ ンの そ の後 の忠 実 さ は，

引 き続 き疑 われ た ままで す。 しか しそ

の汚 名 は晴 らされ るべ きなの です 。

マーテ ィ ン ・ハ リスの生 涯 にお い て ，

この盗 まれ， 失 わ れた 原稿 の悲惨 な話

に続 く重 大 な出 来事 を， こ こで お さ ら

い した い と思 い ます 。

マーテ ィンの 叱責 後 約9か 月 たっ た と

き，預 言者 ジ ョセ ブは啓 示 を受 け ま し

た。 そ の啓示 で ，金 版 に対 する3人 の証

人が 選 ば れ， も しマ ー テ ィ ンがへ り く

だ る な らば， そ れ らを見 る特権 が 与 え

られ る， と宣 言 され ま した(教 義 と聖

約5：11，15，24参 照)。 数 か 月後 ， マ

ー テ ィ ンは3人 の 証 人 の一 人 に選 ば れ
，

前 に話 した経験 を し，証 をす る機 会 を

得 ま した。

マ ー テ ィ ン ・ハ リスが 最 も教 会 に貢

献 した こ との 一つ に，「モ ルモ ン書 』の

出版 の資 金 を調 達 した こ とが挙 げ られ

ます 。 そ して その こ とで，彼 はい つ の

世 で も尊 敬 され るべ きなの です 。1829

年8月 ，マーテ ィンは印刷屋 エ グバ ート・

B・ グ ラ ンデ ィンへ の支 払 い を確 実 に

す るた め に， 自宅 と農場 を抵 当 に入 れ

ま した。7か 月後 ，「モルモ ン書 』の初 版

5，000部の 印刷 が 完成 しま した。 後 に支

払 い の期 限 が過 ぎ，彼 の 自宅 と農場 の

一 部が3
，000ドルで売 却 され ま した 。 こ

の よ うな方法 で， マ ーテ ィ ン ・ハ リス

は主 の啓 示 に従 順 だ った のです 。

「あな たは 自分 の財 産 をむ さぼ る こと

な く， …… 『モ ルモ ン書 』を印刷す るた

め に惜 しみ な くそれ を分 け与 えな さい 。

印 刷業 者 との 契約 に よって 生 じた負

債 を支払 い な さい。 束縛 か ら 自 らを解

放 しな さい。」(教義 と聖約19：26，35)

ほか の記録 や 啓示 で も，マー ティン・

ハ リス が 回復 された教 会 の活 動 に意義

深 く従事 して い た こ とや ，神 とと もに

いた ことが分 か ります。1830年4月6日 ，

教 会 が設 立 され た と き も彼 は その場 に

い ま した。 そ してそ の 日にバ プテ ス マ

を受 けて い ます 。1年 後 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス， シ ドニ ー ・リグ ドン， そ してエ ドワ

ー ド ・パー トリッジ とと もに
，ミズ ーリ

へ 旅 す る よ うに召 され ま した(教 義 と

聖 約52：24参 照)。 そ の年 マ ー テ ィ ン

は ミズ ー リで ， 「彼 の金 銭 を教 会 の 監

督 の前 に置 い て，教 会員 の模 範 となる」

よ う命 ぜ られ ま した(教 義 と聖 約58：

35)。2か 月 後， ジ ョセ ブ ・ス ミス， オ

リバ ー ・カウ ドリ， シ ドニー ・リグ ド

ンや そ の ほ か の者 と と もに ， 「数 々 の

啓示 と戒 め につ い て管 理 人」 とな りま

した(教 義 と聖約70：3。70：1も 参照)。

これ らの啓 示 や戒 め は ， 出版 の う え，

輪読 す る よう に指示 が 下 り， 後 に 『教

義 と聖約 』とな りま した。

マ ーテ ィ ン ・ハ リス の兄 の エマ ー は，
そ う そ ふ

わ た しの曾 祖 父 です 。彼 は1832年 ， オ

ハ イ オ州 か ら伝 道 に召 さ れ ま した(教

義 と聖約75：30参 照)。 エ マーはペ ンシ

ルバ ニア州 北 部 のか つ て住 んで い た家

の近 くで，1年 間伝 道 しました。 この期

間の 大 半， エ マ ーの 同僚 は弟 のマ ー テ

ィ ンで した。 マ ーテ ィ ンは熱心 に伝 道

したた め， 数 日間投 獄 され た こ と もあ

りま した。 ハ リス 兄 弟 た ち は約100人

を改 宗 します。 その 中 にオ ー クス とい

う家 族 も含 まれ てい ま した 。そ の家 族

に はわ た しの曾 祖 父 もい ま した。つ ま

り， わ た しの ミ ドル ネ ー ム と名 字 は ，

1832年 か ら1833年 にか けて ，サ ス ケハ

ナ郡 で伝 道 中 に 出会 った先 祖 た ち の名

前 に 由来 して い るの です。

1834年2月 ，伝 道後 オハ イ オ州 カー

トラ ン ドに戻 った マ ーテ ィ ン ・ハ リス

は啓示 に よ り選 ば れ， 教会 の最初 の高

等 評議 員 に選 ばれ ま した(教 義 と聖 約

102：3参 照)。3か 月 もたた ない うちに，
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マ ーテ ィ ンは 「シオ ンの陣営 」 と とも

に カー トラ ン ドを去 り，900マ イ ル(約

1，450キロ)離 れ た ミズ ー リの地 へ， 迫

害 され てい る聖徒 を救 い に行 きま した。

回復 の 最 も重 要 な 出 来事 の一 つ は，

1835年2月 に十;使 徒 評議 会 が 召 集 さ

れ た こ とで す。 マ ー テ ィ ン ・ハ リス を

含 む3人 の証 人 は 「十 二人 を探 し出す 」

よ う(教義 と聖 約18：37)， そ して選 び，

預 言者 とそ の副 管 長 に委任 され た権 能

に よ り，聖任 す る よ う任 命 され ま した。

〔それ か ら，この 聖任 は大 管 長会 の会 員
あんしゆ

た ち の 按 手 に よって 執 り行 わ れ ま した 。〕

(seeB.H.Roberts，Compreheηsfve

1五s亡ory，1：372-375)

大 き な 影 響 力 と権 能 を 持 つ 立 場 か ら，

3人 の 証 人 は そ れ ぞ れ 違 っ た 方 法 で 脱

落 して し ま い ま し た 。1837年 ， オ ハ イ

オ 州 カ ー トラ ン ドに は ， 財 政 的 に も霊
かっとう

的 に も大 きな葛藤 が あ りま した。 マ ー

テ ィン ・ハ リス は後 に その と きの こ と

を，「ジョセ ブ ・ス ミスへ の信頼 を失 い」

「心が暗 くなった」と述べ てい ます(quot-

edinAnderson， ヱhves亡fga亡fη9孟heBook

ofM∂ ㎜oη 冊'加essesllO)。1837年9

月 ， マ ー テ ィ ンは高等 評 議 員か ら解 任

され ，3か 月後 に破 門 され ま した 。

マ ー テ ィ ンの妻 ル ー シー は失 わ れ た

原 稿 に 関与 してい た ので すが ，1836年

にパ ル マ イ ラで亡 くな りま した。 それ

か ら1年 以 内 にマ ー テ ィ ン とそ の家 族

は カー トラ ン ドに移住 し， マー テ イ ン

は ブ リガム ・ヤ ン グの めい であ るキ ャ

ロ ライ ン ・ヤ ング と再 婚 しま した 。

聖徒 の大 半 が ミズ ー リや ノ ー ブ ー，

そ して西 部 に移 って しまっ た後 も， マ

ー テ ィ ン ・ハ リス は カー トラ ン ドに残

りま した。1842年 ， その地 を訪 問 して

い た宣 教 師 に よ り，再 度バ プテ スマ を

受 け ま した。1856年 ， キ ャロ ライ ン と

そ の4人 の子 供 はユ タまで長旅 をしま し

た が， 当 時73歳 だ っ たマ ー テ ィ ンはカ

ー トラ ン ドの 自宅 に残 りま した
。1860

年 ，人 口調査 員 に 自分 は 「モ ル モ ンの

説教 者 」 で あ る と告 げ ，引 き続 き回復

され た福 音 に忠 実 であ っ た証 拠 とな り

ま した。 後 に， マ ーテ ィ ンは訪 問者 に

言 い ま した。「教 会 か ら決 して離 れ た り

してい な い。 教会 が わ た しか ら離 れ た



のだ。」(quotedinWiniamH.HomerJL，

"`PublishItUpontheMountains'：The

StoryofMartinHarrls，"加provemeη 亡

Era，July1955，505)そ の意 味 は もち ろ

ん，ブ リガム・ヤ ングが教 会 を西 部 に導

き，年老 い た マーテ ィンはカー トランド

に残 った，とい う意 味で す 。

カー トラ ン ドで過 ご した 人生 の残 り

の 日々の一 時期 ，マ ー テ ィ ン ・ハ リス

は見 捨 て られ た カー トラ ン ド神 殿 の案

内人兼 管理 人 と 自称 し，活 動 してい ま

した。 マ ー テ ィ ンは神 殿 を愛 してい た

のです 。神 殿 の 訪問 者 らは，彼 が ユ タ

の教 会 指導 者 か ら見 捨 て られ て い る と

報 告 しま したが ，彼 が 出版 され た 『モ

ルモ ン書 』 の証 を固 く守 って い る， と

も報告 しま した。

1870年 ， つい にマ ーテ ィンの ，ユ タ

にい る家族 と再会 した い とい う望 み が，

旅 の チケ ッ ト， 七十 人 会長 会 の 一員 に

よる公 式 のエス コー トとい うブ リガ ム・

ヤ ングか らの温 か な招待 に よ って か な

い ま した。 ユ タで87歳 の彼 を イ ンタ ビ

ュー した人 は，彼 を 「年 の わ りには非 常.

に力 強 く，… … とて も記憶力 が い い」と

描写 しま した(Desere亡News，31Aug.

1870)。 マーテ ィンは再度 バ プ テス マ を

受 け ま したが ， それ は 当時 よ くあ っ た

こ とで した。 そ して この タバ ナ クル で

2度 話 を して い ます 。彼 が 話 した 内容

につ い て公 式 の記 録 はあ りませ ん が ，

中心 とな るメ ッセー ジが 何 で あ るか は

確 か に知 る こ とがで きます 。 なぜ な ら

ば35人 もの人 が ， この期 間に彼 が 述べ

た話 の個 人的 な記 録 を残 して お り， す

べ て似 通 って い るか らです 。 あ る記録

では マー テ ィ ンは この よう に述 べ て い

ます 。 「単 な る 信 仰 で は あ りませ ん 。

知 識 の問 題で す 。 わた しは金版 とそ こ

に書 かれ た文 字 を 目に しま した。 わ た

しは 天使 を見 ， 天使 はわ た しに金 版 を

見 せ ま した。」(quotedinAnderson，

1hves亡fga亡fn9亡heBookofMormoη

冊'亡ηesses，116)

マ ーテ ィ ン ・ハ リス は死 期 も迫 った

こ ろに，『モルモ ン書 』の証 を繰 り返 し，

次 の よ う に宣 言 し ま した。 「わた しが

これ らの こ とを言 うのは ，皆 さんが わ

た しの言 った こ とが真 実 で あ る とほか

一

教会本部ビル北側の広場にあるジョセフ ・スミスとエマ ・スミスの像。

の 人 に伝 え る こ とが で き るた め で す 。

決 して打 ち消す ような こ とは しませ ん。

わ た しにこの 真理 につ い て証 をす る よ

うに と命 じる神 の声 を， わた しは聞 い

た の で す 。」(quotedinAnderson，

血ves亡ノga亡加9亡heBoO1(ofMormoη

冊'加esses，118)

マーティン ・ハ リス は1875年 ユ タ州 ク

ラークス トンに て亡 くな りま した。享 年

92歳 で した。 ユ タ州 ク ラー クス トンで

は毎年 夏 ，彼 を記念 したペ ー ジェ ン ト

「マーテ ィン・ハ リス 知 って いた 人」

を行 い，彼 の生 涯 を しの んで い ます。

彼 の模 範 か ら何 を学 ぶ こ とが で きる

ので し ょ うか 。(1)証 人 は重 要 です 。

そ して3人 の証 人 の 『モ ルモ ン書 』 に
しんぴょう

対 す る証 は印象 的 で， 信葱 性 が あ りま

す 。(2)幸 福 と霊 的 な成 長 は，教 会 の

指 導 者 に従 う と きに得 られ ます 。(3)

わ た した ち一 人 一 人 に 希 望 が あ りま

す 。 た とえ罪 を犯 し，好 ま しい 道 か ら

離 れ て しま った として もです 。

主 の招 きは温か く，愛 ある もの です。

「立 ち返 りな さい。そ して主 が備 え られ

た テー ブ ル に着 き，聖 徒 の交 わ りとい

う甘 く，心 を満 た して くれ る木 の実 を

再 び味 わ い な さい。」(1985年12月23日

付 けの 大管 長会 か らの手 紙)こ れ は主
み わ ざ

の御 言 葉 であ り，主 の御 業 で あ る こ と
み な

を， イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ り証

し ま す 。 ア ー メ ン。

参 考 図 書

1，Anderson，RichardLloyd.1η レθs一

亡1g∂ 亡1η9亡 わθ βookofMθrmσ η

.レW亡ρ6ssθs
.1981，Ghap.7-8，

2.Homer，WliliamH.，Jr.隔Publlsh【t

UpontheMountains'：TheStory

ofMartinHarrls."1mρroレ θmθ η亡

Era.Mar.一Ju[y1955，144-46，

194-95，238-39，244，310-

11，344-46，387462-63，

505-7，524-26.

3，James，RhettStephens.τ ηθ

八4θη ㎜0κ ηθL!匡`τ～7θEθ 〃yγ θθr5.

1983"DramaticBiography

Annotations，"95-169.

4.Ludlow，DanielH.，ed.Eη σyolo一

ρθ〔ガθofMoπ ηθηなm.5vols.1992.

BookofMormonWitnesses."

唖M
artlnHarris"

"Wlt
nesses，Lawof."

5.Roberts，B..H.AOomρrθ わθηsA/θ

ん佑 亡αyof刀 りθ0々 αハoんofJθsus

Oんr15亡ofLθ 亡亡θr-dθySθ1η 亡s.6

vols，1930.1：371-76.

6，Tuckett，MadgeHarrlsandBelle

HarrisWllson.τ わθMθr亡1η1イ θrrls

S亡 αy.1983.

リアホナ/1999年7月 号

44

..可....



●神権部会

1999年4月3日

女性を敬う

神聖な義務
十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

天父のように，現在の姿だけでなく，将来の可能牲を壱含めτ，

わたした右を要しτ〈れる姉妹た右に感謝しましょう。

A晩 記 弟たちととも喋 える
こ とは喜 び であ り，多 くの青

フ 少年 が父 親 と一緒 に参加 して

い るの を 見 るの は， す ば ら しい こ とで

す。 わ た した ちが 集 まっ たの は， 教 会

の指 導者 の言 葉 を聞 きた い と願 って い

るか らです 。 しか し， これ は ユ ニー ク

な集 会 です 。 母 親 が 一 人 もい ませ ん 。

母親 な しに この場 に来 られた 人 はい な

い の に， わた した ちは母 親 な しの 集 会

を 開い てい ます 。

こ よい，わた しは息 子 や義理 の 息子 ，

孫 た ち と出席 してい ます 。 彼 らの 母 親

は どこで しょ う。 家 庭 の キ ッチ ンに集

まって い ます 。何 を して い るので し ょ

う。 ドー ナ ッをた くさん作 っ てい ます 。

わ た した ち は家 に帰 る と， そ の ドー ナ

ツ を頂 きます 。 そ して 食 べ て い る 間 ，

わた した ち は今 晩 の 集会 で 学 ん だ こ と

を伝 え，母 親 や姉 妹 や娘 た ち は， 熱心

に耳 を傾 け るで しょ う。 これ はす て き

な家 族 の伝 統 です 。 わ た した ちが神 権

者 と して学 び行 うすべ ての こ とが ，家

族 に祝福 を もた らす とい う事 実 を象 徴

して い ます。'

これ か ら， ふ さわ し くて す ば ら しい

姉 妹 た ち， 特 に母 親 につ い て話 し，女

性 を敬 う神 聖 な義 務 につ い て考 えて み

まし ょう。

わた しが まだ若 い 大学 生 の とき， 同

級 生 の一 人 が 末 日聖 徒 の 友 人 た ち に ，

母親 の た め に大 至 急 献血 を して ほ しい

と頼 ん で きま した。彼 女 はお びた だ し

い 出血 を して い たの です 。 わ た した ち

はす ぐに病 院へ 駆 け つ け， 血液 の検 査

を受 け ま した。 あの とき受 け た シ ョ ッ

クは忘 れ られ ませ ん 。一 人 の血 液 が性

病 に感染 して い るの で使 えな い と言 わ

れ たの です 。 そ れ は献血 を頼 ん だ彼 自

身の 血 液 で した。 幸 い な こ とに， 母親

は助 か りま したが ，彼 の悲 しみ はいつ

まで も残 るで し ょう。彼 は罪悪 感 に さ

い な まれ てい ま した 。 自分 の不 道徳 な

行 い の た め に，母 親 に必 要 な助 け を与

え る こ とが で きず ， 母親 を さ らに悲 し

ませ た か らで す。 わ た しは大切 な教 訓
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を得 ま した 。神 の 戒 め を汚 す 人 は母 親

を汚す ので あ り， 母親 を汚 す 人 は，神

の 戒 め を汚 してい るの です 。2

母親を敬う

医学 博 士 と して専 門的 な職 業 に就 い

て い た と き， わた しは時 々， なぜ 難 し

い 仕事 を選 ん だの です か と聞か れ ま し

た。 そん な ときは，「この人生 で最 も気

高 い最 高 の仕 事 は 母親 です 」 と答 え ま

した。わた しは母親 に は なれ ないの で，

病 人 の世 話 をす る ことが それ に近 い と

考 え ま した。 わた しは，母 親が して く

れ た ように ，愛 情を も って十 分 に両 親

の 世話 をす る ように努 め ま した。

何 年 も前 に大 管 長会 は， わた しに限

りな い影 響 を与 えた声 明 を発 表 しま し

た 。 「母 親 の役 割 は，神 の役 割 に近 い も

の です 。 そ れ は人 間が 行 う最 も高 貴 で

神 聖 な業 で … …そ の神 聖 な召 しを敬 う

母 親 を天使 の次 に置 くものです 。」3

母親 は，神 の偉 大 な幸福 の 計画 にな

くて は な らな い存 在 なの で， そ の神聖

な業 は， 家族 の 崩壊 と女性 の 価値 の下

落 を 目指す サ タンに対立 す るもので す。

・ 若 い男 性 の皆 さん に知 って い ただ き

た い ので す が， 立派 な女性 の 影響 が な

けれ ば， 最 高 の可 能性 に到 達 す る こ と

はで きませ ん。 そ れ は皆 さ んの母 親 で

あ り，何 年後 か に は， 皆 さ んの奥 さん

の こ とで す。 尊敬 と感 謝 を示 す方 法 を

今 学 んで くだ さい。皆 さんの母 親が 「母

親」で あ る こ とを忘 れな いで くだ さい。

彼 女 は命 じる必 要 はあ りませ ん。 母 親

の 願 いや 望 み， 助 言 は，皆 さんが 尊重

す べ き指 示 を与 えて くれ ます 。母 親 に

感 謝 し，愛 を伝 え て くだ さい。そ して，

も し父 親 な しに苦 労 して皆 さん を育 て

て い るの で あ れば ，彼 女 を敬 う義 務 は

なお さ ら大 き くな ります。

母親 の影響 は， 生涯 を通 じて皆 さん

に祝福 を もた らし ます 。特 に，伝 道 に

椙 る と きが そ うで す。 何年 も前 に， フ

ラ ンク ・クロ フ ト長老 は， ア ラバ マ 州
の

で伝 道 して い ま した。 福音 を宣べ 伝 え

てい た とき， な らず もの に無 理 や り連
むち

れ 去 られ，背 中 を鞭で 打 た れ る ことに

な りま した 。 ク ロ フ ト長老 は， 木 に縛

りつ け られ る前 に1上 着 とシ ャッ を脱

..一___一 一■幽幽 」



ぐよう に命 じられ ま した。 そ れ に従 っ

た とき，最 近母 親 か ら受 けた手 紙 が 地

面 に落 ち ま した。 な らず もの の卑 劣 な

首 領 が ， そ の手 紙 を拾 い 上 げ ま し た。

クロ フ ト長 老 は 目を閉 じて，心 の中 で

祈 りま した。 首領 は， ク ロ フ ト長 老 の

母 親 か らの手 紙 を読 み 始 め ま した。 そ

の手紙 の写 しか ら引用 しま し ょう。

「愛す る息子 へ ， 救 い主 の 次の 言

葉 を忘 れ ない で くだ さい。『わた しのた

めに人 々が あ なたが た をの の しり，また

迫 害 し， あ なた が た に対 し偽 って様 々

の悪 口 を言 う時 に は ， あ な た が た は ，

さい わ いで あ る。喜 び， よろ こべ ，天

にお い てあ な たが た の受 け る報 い は大

きい 。 あ なたが た よ り前 の預 言 者 た ち

も， 同 じよ うに迫害 され た ので あ る。』

また，救 い 主が 世 の罪 の た め に十 字架

上で 苦 しまれ た と きに， 口 に され た不

滅 の言 葉 を忘 れ な い で くだ さい 。 『父

よ， 彼 らをお ゆ る し くだ さい。 彼 らは

何 を して い るのか ， わか らず にい る の

です 。』確 か に，あ な たを虐 待 す る人 た

ち は … ・何 を してい る のか ， あ るい は

何 を しな いで お こ う と して い る のか分

か らな いの です。 いつ か，どこかで ，自

分 の した こ と を理 解 し，後 海 して， あ
み わ さ

な たが行 って い る輝 か しい御 業 の ゆえ

に，あ なた を敬 うで し ょう。です か ら，

忍 耐 しな さい 。 あ なた を虐 待 し，様 々

な悪 ロ を言 う人 々 を愛 しな さい。 そ う

す れ ば， 主 はあ な た を祝 福 し， 強 めて

くだ さ るで しょ う。 … そ して忘 れ な

い で くだ さい，昼 も夜 も，お 母 さ んが

あ なた の ため に祈 って い る こ とを。」

クロ フ ト長 老 は ，手 紙 を手 に した悪

意 に満 ちた男 を見 ま した。 彼 は少 し読

む と・・… 座 っ て考 え込 ん で い る ようで

した。 や が て立 ち 上が り，長 老 に近 づ

い て言 い ま した 。 「お い ，お ま え に は

す ば ら しい母 親 が い る よ うだ な。分 か

るか ，お れ に もい た んだ。」 そ れか ら，

仲 間 に向 か って言 い ました。「この モ ル

モ ンの母 親 の手 紙 を読 んだ ら， これ以

上 ，何 もで きな くな っ た。放 して や っ

た方 が いい だ ろ う。」 ク ロ フ ト長老 は，
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危 害 を受 け ず に解 放 され ま した。4

わた した ちは ，す ば ら しい 宣教 師 の

忠実 な父 親 と母親 に心 か ら感謝 します。

彼 らが子 供 に対 して抱 い て い るの は，

崇高 な愛 なので す。

姉妹を敬う

聖 なる神 権 を有す る わた した ちに は，

姉妹 た ち を敬 う神聖 な義務 が あ ります。

わ た した ち は， か らか うのが 悪 い と分

か る年齢 です し，その知 恵 があ ります。

家 族 の 中 だ け で な く， 人生 で 出会 う，

すべ ての す ば らしい姉 妹 た ち を敬 い ま

す。 神 の 娘 と して ，女 性 には神 聖 な可

能性 が あ ります 。女 性 な しに， 永遠 の

命 はあ り得 ませ ん。

女 性 に対 す る高 い敬 意 は，神 へ の愛

か ら， また神 の偉 大 な永 遠 の計 画 にお

い て女 性 の果 たす 高貴 な 目的へ の 理解

か ら もた ら され ます。 で す か ら， ポ ル

ノ グ ラフ ィー につ い て警 告 します 。 そ

れは 女性 を汚 します 。罪 悪 です 。伝 染

し，破 壊 的 で ，習慣 性 が あ ります 。人

体 には， 汚染 され た食 物 や飲 み物 の有

害 な作 用 を取 り除 くシ ス テム があ りま

す 。 しか し，ポル ノ グ ラフ ィーの毒 は，
ひとたひ

吐 き出す こ とはで きな いの です 。 一度

記 録 され る と，記憶 の 中 にいつ も残 り，

ゆが ん だ イメ ー ジ を心 に浮 かべ ， そ の

力 は人生 の健 全 な ものか ら皆 さん を遠

ざ け ます 。 疫病 の よ うにそ れ を避 け て

くだ さい 。

妻を敬う

まだ結 婚 して い ない 人 は， 将来 の 自
はん

分 の結婚 につ い て考 え て くだ さい。伴
り よ

侶 を よ く選 ん で くだ さい。神 殿 結 婚 の

大切 さ を教 えて い る聖句 を心 に留 め て

お き ま し ょう。

「日の栄 え の栄 光 に は，3つ の天 ， す

な わち3つ の 階級 が あ る。

その最 高 の 階級 を得 る ため に は， 人

は この神 権 の 位(す な わ ち， 結婚 の新

し くか つ永 遠 の聖 約)に 入 らな けれ ば

な らない。

そ う しな けれ ば， そ の 人 はそ れ を得

る こ とが で きない。」5

主 の 宮 にお け る最 高 の儀 式 は，夫 と

妻が 一緒 に等 しく受 け ます 。

/
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振 り返 って み る と， わ た しの人 生 で

最 も大切 な 日は， 愛 す る ダ ンッ ェル と

聖 な る神 殿 で結 婚 した 日で す。 妻 な し

に，神 権 の 最 も高 い永 遠 の祝 福 にあ ず

か る こ とはで きませ ん。 妻 な しに， わ

た しはす ば らしい子供 たちの 父親 に も，

かわ いい孫 た ちの祖 父 にもなれ ません 。

わ た した ち父 親 は ，子 供 た ちの 母親

を限 りな く愛 す るべ きで す。 母 親 が受

ける に値 す る感 謝 と，尊敬 と， 称 賛 を

伝 え て くだ さい。 夫 の皆 さん は，結 婚

当時 の ロマ ンチ ッ クな 雰 囲気 を保 ち ，

結 婚生 活 の親 しい交 わ りの 中で 思 いや

りと優 しさを示 して くだ さい。皆 さん

の 思 い と行 い に よ り， 自信 や 信頼 を勝

ち得 る よ うに しま し ょう。言 葉遣 い を

正 し くし，二 人 で精 神 を高揚 させ る時

間 を過 ご しま し ょ う。 仕事 や レク リエ

ー シ ョンや趣 味 な ど
，生 活 の何 よ りも，

妻 を最優 先 しま し ょう。

理 想 的 な結 婚 とは，不 完 全 な二 人 の

真 の協 力 関係 で あ り， そ れぞ れが 互 い
みこころ

を補 い合 い， 戒 め を守 り，主 の御 心 を

行 うた め に努力 す る こ とで す。

父親は愛のうちに家族た管理する

家 族 は ，社 会 と教 会 の最 も大切 な単

位 で ，神 に よっ て定 め られ ま した。 そ

れ は，「神 の子供 た ち の永 遠の 行 く末 に

対 する創造 主 の計 画 の中心 を成 す もの」6

です。「神 が 家族 を確 立 され たの は， 御

自身 の子供 た ち に幸せ を もた らす た め，

また 愛 を感 じ られ る場所 で正 しい原 則

を学 べ る よ うにす るた め， そ して永 遠

の生活 の備 え をさせ る ため です 。」7
'両 親 は子 供

の福 利 につ い て 主要 な責

任 を負 って い ます。8教会 は，両 親 に代

わ って その 責任 を果 たす もの で はあ り

ませ ん。 理 想 的 には ，末 日聖徒 の家 族

は，神 権 を持つ ふ さわ しい男 性 に よっ

て管 理 され ます 。 この 族 長 の権 能 は ，

あ らゆ る神権 時 代 の神 の 民 が尊 重 して

きま した。家 族 には神 聖 な起 源 が あ っ

て， その きず な は，正 しい権 能 に よっ

て結 び固 め られ るな らば，永 遠 に続 き

ます。 この権 能 の源 であ り， わた した

あ すべ て の御 父 で あ る神 は， 愛 と義 に

よっ て家庭 を管 理 す る よ うに求 め て お

られ ます。9

大会部会の閉会に当たり，会衆に手を振るゴー ドン ・B・ヒ：ンクレー大管長。

父親 の皆 さ ん は， 皿 洗 い や 子 守 り，

お むつ の取 り替 えな どを手伝 う こ とが

で き ます。 そ して 日曜 日 には， 子供 た

ちの教 会 に行 く支 度 を し，奥 さ んの方

が 車 で待 って ， ク ラク シ ョンを鳴 ら し

てせ かす ようにす るこ と もで きます。

「夫 た る者 よ。キ リス トが教 会 を愛 し

てそ の ため に ご 自身 を さ さげ られ た よ

う に，妻 を愛 しな さい。」'oこの よ うな

愛 に よって ， わた した ちは もっ と善 い

夫 とな り， 父親 とな り， 思 いや りの あ

る霊 的 な指 導 者 にな るの で す 。 「家 庭

生 活 にお け る幸福 は， 主 イ エス ・キ リ

ス トの教 え に基 づ い た生活 を送 る とき

に達 成 され る に違 い あ りませ ん。」llわ

た した ちの 責任 は，家 族 の祈 りや聖 文

の研 究， 家庭 の夕 べ を確 実 に行 うこ と

で す 。 ま た，子 供 た ちが 救 い と昇栄 に
じゅうぶん

必要な儀式を受け，什分の一を納める

者に約束されている祝福にあずかれる
いや

・よ うに備 えを させ る こ とです 。癒 しや

慰 め ，導 きな どの神 権 の祝 福 は， わた

した ちに与 え られ た特権 です。

家 庭 は愛 の す ば ら しい実 験 室 です 。

利 己心 や 欲 とい う原料 を，協 力 とい う

るつ ぼの 中 で融 合 して， 互い へ の愛 と

思 いや りという製 品を作 り出 すのです。'2

兄 弟 の 皆 さ ん，生 活 の 中で 特別 な姉
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妹 た ちを敬 って くだ さい。 妻 や母 親や

姉妹 たち に， 皆 さ んの 愛 を伝 えて くだ

さい。皆 さ んが 最善 の 行 いが で きな い

と き も，忍 耐 して くれ る姉 妹 たち を ほ

め た た え ま し ょう。 天 父 の よ う に，現

在 の姿 だ けで な く，将 来 の可 能性 を も

含 め て， わ た した ち を愛 して くれ る姉

妹 た ち に感謝 しま し ょう。 わ た しはへ

りくだ って ，わ た しの 母や 姉 ，妹 ，娘 ，

孫 ， そ して特 別 な伴 侶 で あ り，友 で あ

る妻 が い るこ とに感 謝 します。

神 の祝福 が あ って ，す べ て の徳 高 き

女性 たち を敬 えるよう，イエス ・キ リス
み な

トの御名 に よって祈 ります。 アー メン。
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σ∂ySθ'η 亡s，6vols，(1965-75)，

6：178。1935年 ，大管 長会 は次 の

よ うな声 明を 出 して いる 。 「夫 日聖 徒

イエ ス ・キ リス ト教 会 が掲 げ る真 の精

神 は ，女性 に人 と して 最高 の栄 誉 を与

え る もの で あ る 。」(Mθ5sθgθsof

亡わθF/r5亡1⊃rθ$1dθηoy6：5)

4.SeeArthurM.Richardson， τわθ

L1危 ∂ρ〔ゴM1η'SぴyorJoん ηMorg∂ η

(1965)，267-68

5， 教 義 と聖約131：1-3

6.「 家族 世 界 へ の宣 言 」 『聖徒 の 道 』

1996年6月 号 ，10参 照

7.「 家族 ガイ ドブ ック」iv

8.教 義 と聖約68：25-28参 照

9.教 義 と聖約121：41-45参 照

10、 エペ ソ5：25

11.「 聖徒の 道 』1996年6月 号 ，10参 照

12.モ ー サ ヤ4：14-15;教 義 と 聖 約

68：25-31参 照

「神の子のようであって」

七 十人

レイ ・H・ ウ ツ ド

神権の保持に閲しτば，ωかなるωωかげんさ'，むとん ちゃくさ'，無閲心さ'も

あるべぎτはあ0ま せん。一度受けλれた5， 神擢を顧みなか った0，

軽視したり，放 っτおいたりするようなことがあっτはωけません。

ス ラエ ル の人 々が ヨル ダ ン川

イを渡 りエ リコが滅 ぼされ た後 ，

彼 らが 次 に立 ち 向か っ たの は

アイ の町 で した 。 ア イはエ リ コよ り小

さな 町で そ の兵 の数 も少 な く， ヨ シュ

アは3，000人の 兵 で勝利 を得 られ るだ ろ

う と考 え ま した 。 ところが イス ラエ ル

の軍 は アイ の人 々 に敗 れ， 退却 を余儀
み まえ

な くされ ま した。 ヨシュ ア は主 の御前

で地 に身 を伏 せ て敗 因を尋 ね ます 。 そ

して その答 え と教 訓 を受 け るので す。

エ リコが滅 ぼ され た と き， 主 は イス

ラエ ルの 民 にそ の地 にあ るい か な る貴

重 な品 々 も取 って は な らない と命 じら

れ ま した。 とこ ろが ア カ ンとい う人 が

戦 利 品 の幾 つか を取 り， 隠 して い たの

です 。 ア カ ン は こ う言 い ま した。 「わ

た しはぶ ん ど り物 … … を見 て， ほ しく

な り， それ を取 りま した 。 わた しの 天

幕の 中 に， 地 に 隠 してあ ります 。」(ヨ

シュ ア7：2!)主 は戦 利 品 を破 壊 す る

よう に命 じられ ， ア カ ンは石 で撃 ち殺

され ま した。

一 人 の 人物 の不 正 直が イス ラエ ル の

軍勢 の 敗北 と36人 の 死 とい う多大 な影

響 を及 ぼ し得 た とい うの は，理 解 し難

い こ との よう に思 われ るか も しれ ませ

ん 。 ジェ ー ムズ ・E・ タル メ ー ジ長老

は次 の よ うに述 べ て い ます 。 「義 の律

法 はす で に破 られ ，の ろ われ た こ とは

す で に聖 約 の民 の 軍営 に入 って来 て い

た。 この 背罪 が あ った た め に，神 の助
きよ

け は遮 られ ，民 が悔 い 改 め て聖 くなる

まで彼 らは再 び力 を得 るこ とは で きな

か った。」(『信 仰 箇 条 の研 究』140。 ヨ

シ ュア7：10-13も 参 照)

だ れか が神 の戒 めの いず れ か を破 っ

た と き， も し悔 い改 め が見 られ な けれ

ば， 主 は守 りとな り支 え とな る力 を取

り去 られ るの です 。 わた したち が神 か

ら来 る力 を失 う と き， 問題 が あ る のは

神 で は な くわ た した ちの 方 であ る こ と

を，わ た した ちは確 か に知 って い ます。

「あな たが たが わ た しの 言 うこ とを行 う

と き， 主 なる わ た しはそ れ に対 して義

務 を負 う。 しか し， あ なた がた が わた

しの言 うこ とを行 わ な い と き， あ なた

がた は何 の約束 も受 け ない。」(教義 と聖

約82：10)わ た したちの悪 い 行 い は落胆

を もた ら します。 そ れ はキ リス トが示

して くだ さってい る「完全 な希望 の輝 き」

をかす ませ(2ニ ーファイ31：20)，消 して

しまい ます 。 神 の助 けが ない と き， わ

た した ちは 自力 に頼 るしか な いので す。

神 権 は権 限 を受 けた主 の代 理 人 と し

て行 動 するため の権 能 で，すべ ての人 々
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に特定の霊的な祝福をもたらす儀式を

行 うのがその務めです。それは教会を
み こ と

管理するとき，啓示を通して主の御言
ば

葉 を得 る とき，福 音 を説 くと き，そ し

て生 者 と死 者 の た めの救 いの 儀式 を執

り行 う と きに，主 の思 い と望 み を知 ら

せ る力 で す。神 権 を持 つ こ とは ，実 に

偉 大 な こ となの です 。

わた した ち は，「神権 の権 利 は 天の力

と不 可分 の もの として結 びつ い てお り，

天 の力 は義 の 原則 に従 って しか制 御 す

る こ と も，運 用 す る こ と もで き ない 」

と教 え られて い ます(教 義 と聖 約121：

36)。 スペ ンサー ・W・ キ ンボール大管

長 は次 の よ うに注 意 を促 して い ます 。

「皆 さんが有 してい る……神 権 の力 その

もの には制 限 が あ りま'せん。 た だ皆 さ
み た ま

んが 主 の御 霊 に一 致 した生 活 を しない

ときにその制 限が 皆 さん の うぢに 現 れ，

力 が 限 られ て くる のです。」(丁加 亡each一

加8sof5ρeηcer砿.K}㎞ba以ed.Edward

L.Kimball[19821，498， 強調付 加)

神 権 を持 つ者 として ，わ た した ちは

「選 ば れた 種 族 ， 王 国 の 祭 司 ， 聖 な る

国民 ，神 につ け る民」 であ るこ とを 覚

え なけ れ ばな りませ ん(欽 定訳1ペ テ白

2：9よ り和 訳)。 わた したち は 「悪 人 か

ら去 り，離 れ ，彼 らの清 くな い もの に

触 れ ては な らな い」と命 じられ てい ます

(アルマ5：57)。

老 若 を 問わ ず， 男性 が神 権 を受 け入

れ て聖任 され る と， そ の神 権 を尊 んで

大 いな る もの とす る とい う神 聖 な責任

を受 け ます 。 こ の責 任 を果 た す に は，

わ た した ち一 人一 人 が勤 勉 に仕 え，信
あかし

仰 と証 をもって教 え，接 する人 々を高 め

強 め る ことが 求 め られ ます 。 つ ま りわ

た した ち は 自分 自身 の ため だ け に生 き

る こ とはで きず，ほか の人 々の成 長 ，発

展 ，幸 福 に対 して も責 任が あ る のです 。

神 権 の いか な る職へ の聖任 につ い て

も， 年齢 や状 況 のた め に 自動 的 に行 わ

れ る とい った こ とはあ るべ きで はあ り

ませ ん 。神 権 の職 へ の候 補 者 一人 一 人

と しっ か りと面接 を行 い， そ の候 補者.

か らそ れ まで行 って きた立 派 な奉 仕 の

葉 につ 吟 ての 報告 や個 人の 清 さ とふ さ

わ しさにつ い て の証 言 ，そ して神 権 の

職 の大 い な る責任 を進 んで 負 い また 果

一

た そ う とい う精 い っ

ぱ いの 努力 お よび今

後 の意志 につ い ての

確 認 を受 け る神 権 指

導者 は幸 い です 。

神 権 の保 持 に 関 し

て は， い か な るいい

か げ ん さ，む とん ち

ゃ くさ，無 関 心 さ も

あ るべ きで はあ りま

せ ん。 一度 受 け入 れ

た ら，神 権 を顧 み な

か った り，軽視 した

り， 放 っ てお い た り

す る よ うな こ とが あ

っ て は.いけ ませ ん。

神 権 は永 遠 にわ た し

た ちの もの とな る可

能性 の あ る.名誉 と力
がいとう

の外套 なの です 。

神 権 の召 し を受 け

入 れ る こ とに よ り，

男 性 一 人一 人 は あ る特 定 の行 動 様 式 を

取 る こ とを 自身 の誠 実 さ にか けて 誓 う

こと にな ります。 これ は責任 感 を もた

ら し， わ た した ち一 人一 人 の 中 に積 極

的 な行 い を強 め ，怠惰 を防 ぐ力 を生 み

出 し ます 。

これ らの神 聖 な召 しを軽 ん じる者 に

対 して， ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノ ン長老

は次 の よ うに警 告 して い ます 。 「わ た

した ちは 自分 た ちが持 つ 神権 を尊 ば な

けれ ば な らない。さもな けれ ば神権 は，

わ た した ち を高 め る代 わ りに， わ た し

た ち に破 滅 を もた らす道 具 とな るで あ

ろ う。神 の神権 を受 け なが らそれ を尊

んで 大 い な る もの と しない の は，恐 ろ

しい ことで あ る。」(GospelTr磁h，sel.

JerreldL.Newquist，2vols.【1957]，

i：229)

.神権 につ い て考 える ときに は， そ の

真 の 名称 ， す な わ ち 「神 の御 子 の位 に

従 う聖 な る神権 」 とい う名 を忘 れ な い

よう に しま し ょう。 イエ ス ・キ リス ト

は神 の偉 大 な大 祭 司 です 。 主 は この 地

上 の あ らゆ る神 権 の権 能 と力 の 源です。
あがな

わ た した ちの救 い主 ，仲 保 者 ，順 い 主

として，主 はわ た した ちの言葉 ，行 い ，

信 条 ，教 義 ，信 仰 ，儀 式 ，個 人の 義 に

お い て従 うべ き道 を模 範 に よって示 し

て くだ さ って い ます 。 「〔わ た した ち〕

は， 実 に， そ うす る よ うに と召 され た

・の で あ る。 キ リス トも， 〔わ た した ち〕
み あ し

のた め に苦 しみ を受 け，御 足 の跡 を踏

み 従 う ように と，模 範 を残 され たの で

あ る。」(1ペ テ ロ2：21)

わ た した ちが 忠 実 に主 の神 権 を保 持

し，召 しの すべ て を尊 んで大 い な る も

の とす るな らば，主 は栄光 ，永 遠の命 ，

昇 栄 ， そ して主 が 持 っ てお られ るす べ

て を授 け る と約 束 してお られ ます。 御

父 の 王 国 にお いて わ た した ち は主 と共

同の相 続 人 とな るの です 。使 徒 パ ウ ロ

の次 の言 葉 に はそ の こ とが よ く表 され

てい ます。 「そ して，この神 権 に聖任 さ

れ る人 々 は皆， 神 の御 子 の ようで あ っ

て， いつ まで も祭 司 なの で あ る。」(ジ

ョセ ブ ・ス ミス訳 ヘ ブル7：3)

わ た しは 「人 を救 う力 を備 えてお ら

・れ るこの御 方 」
，す な わち わた した ちの

主 で あ り救 い主 で あ る イエ ス ・キ リス

トの 「功 徳 にひ たす ら頼 」りなが ら(2ニ

ー フ ァイ31：19) ，これ まで 述べ た こ と

が その とお りで あ る と厳粛 に証 し ます。.
み な

イエ ス ・キ リス トの 聖 な る御 名 に よ り

申 し上 げます 。 アー メ ン。
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フエロ
七十人

ネ ッ ド ・B・ 日一 シ ェイ

シツピング

友λと責任と神の善い言葉による養ωを得ること力憶媒するものを

わたしば知っτいます。

弟 の皆 さん， わた しはこの機

兄 会 にへ りくだ り，皆 さんの信

仰 と祈 りに よる助 け を得 たい

と思 い ます。 こよいわ た したちの うえに
み た ま

御 霊の 恵み と導 きが あ り， ここで語 られ

る言 葉 を聞いて霊 感 を受 け られる ように

と願 ってい ます。

もう随分 昔 にな ります が ，わ たしは 自

分 の 人生 ，す な わち永 遠 に続 く自分 の

人生 を変 える電 話 を受 けました。

わた しの属 す るワー ドのある姉妹 か ら

電話 を受 け ，数 週 聞 後 に 開催 を控 えた

ミューチ ャル活動 の夕 べ の余 興 として ダ

ンス を披 露 してほ しい と頼 まれ ま した。

ダンス はわ た しの趣 味 で ， ソル トレー

ク・シテ ィー にある スタジ オで 社 交 ダン

スを習 ってい ました。 当時 はまだ一 度 も

MIAの ダンス活動 に参加 したことが な

く， ダ ンスの発表 の誘 い を引 き受 けたと

きには，胸が わ くわ くしました。

わ たしとパー トナーが 約束 の 日に到着

した ときには，熱烈 な歓 迎 を受 け ました。

驚 いたことに， その プログラムで踊 った

のは わたしたちだけだったのです 。 それ

は心 躍 る経 験 で あ り， その 晩 は 思 う存

分楽 しむことがで きました。

次 の 日曜 口の朝 ， わ た しは執 事 の職

に召 され てか ら初め て 自分 のワー ドの礼

拝行 事 に参 加す ることにしました。当 時，

わ た しの 家族 の中 で活 発 な 会 員 は一 人

もい ませ んで した。 教 会で わたしは温 か

く自分 を迎 え，真 の友 情 と心 遣 い を示

して くれ る人々を見 いだ しました。 この

ような経験 が きっか け となって， わた し

は 自分 の生涯 にわた り喜 び をもた らす活

動 と奉仕 へ の道 を歩 き出 したのです 。

その 当時 シニア ・アロ ン神権 委 員 会 と

1呼ばれ る組織 が あ りましたが ，これ は通

常 のアロン神権 者 の年齢 を過 ぎた 人々に

働 きか ける兄弟 たちの組織 で した。 この

兄 弟 たち とい うの は， 主 が 自分 に望 ん

でお られ ることをそ のまま実 行 す るご く

普 通 の人 たちで した。 わた しは彼 らに守

られ，彼 らと良 き友 人 としての関 係 を築

くことがで きました。 すば らしい帰 還宣

教 師が わた した ちの クラスで レッスンを

して くれ ました。 そこで学 んだ福音 の基

礎 は， 伝 道 に 出 る備 え をす るの に役 立

ち ました。 これ と時 を同 じくして ，わ た

しはワー ドで ダ ンスクラスの手伝 い をす

る ように依 頼 され ました。 この ような機

会 を通 じて，わた しは 自分 が必 要 とされ

ている とい う気 持 ちや責任 を得 ました。

それか らの15か 月は ，大 きく進歩 し，

幸福 に満 たされ なが ら，瞬 く間 に過 ぎま

した。 やが て， わた しはメキシコでの伝

道 の召 しを受 けましたが ，す ぐにこの 国

の言葉 と国 と人々が 大好 きにな りました。

リアホナ/]999年7月 号

50

イエス ・キ リストの 回復 された福 音 のメッ

セ ー ジを分 か ち合 う中 で ， 自分 の残 さ

れ た生 涯 のための土 台が 築か れ ました。 一

友 人 と責 任 と神 の 善 い言 葉 による養

い を得 ることが意 味す るものをわた しは

知 って い ます 。 自分 の人 生 に何 が 欠 け

て い るのか 理 解 して い ない 人 ，救 い主

の愛 を知 ることによって もた らされ る温

か い気 持 ちに飢 え渇い ている人が た くさ

んいます。 その ような人 々は， いわば 眠

ったままの状 態 で あ り，「善 い 知 らせ 」を

もた らす 隣人 による魂 の 目覚 め を待 って

いるの です。 わた したち を注 意深 く見守

り， わた したちの模範 を観察 し，「す ば ら

しい模 範だ ， どうやった ら自分 もあの よ

うになれ るの だ ろうか」と考 え る人 々が

いるの です。

神 権 を持 つ兄 弟の皆 さんは，老 い も若

きも， 自分 の周 囲 に 目を配 り， あま り活

発 で ない会 員や 教 会員 で ない人 を探 し，

友情 の温 か い手 を差 し伸 べ る ようお 勧

め します。 皆 さん とともに教 会 の活動 に

参加 す るよう彼 らを誘 って くだ さい。 彼

らの 友 人 とな り， 影 響 を及 ぼ し， 永 遠

に続 く未 来 の た めに彼 らの 人生 を祝 福

して くだ さい。

「人 の価値 が 神 の 目に大 い なるもので

あ ることを覚 えてお きな さい。
あがな

見 よ， 主 なるあな たが たの順 い主 は ，

肉体 において死 を受け た。それに よって ，

す べ ての 人 が 悔 い 改 めて 自分 の もとに

来 ることが で きるように， 主 はすべ ての

人 の苦 を引 き受 けた。

そ して ，悔 い改 めを条 件 として， す

べ ての人 を自分 の もとに導 くことがで き

るように， 主 は再 び死 者 の中 か らよみが

えったので ある。

人が 悔 い 改 め るとき， 主 の喜 び は い

かに大 きいことか。」'

主 のす ば らしい約束 をここに付 け加 え

たい と思 い ます 。 「見 よ， 自分 の罪 を悔



ゆる

い改 めた者 は赦 され ，主 なるわた しはも

うそれ を思 い起 こさない。」2

この復 活祭 の季 節 に， わた したちは主

の復 活 を祝 い ます が ， 主 に従 い， 主 の
みこころ

御 心 を行 うすべ ての人 々のために喜 んで

払 って くださった主 の犠牲 に心 を向 け よ

うで はあ りませ んか。

わた しはす べ ての人 が 主のみ もとに来

て， 回復 され た イエ ス ・キ リス トの完 全

な福 音 が もた らすす ば らしい祝 福 を享受

で きるようお勧 めします。

人の 言い伝 えやわ たした ちの生 活 を乱

す あらゆる事柄 ，モ ロナ イの言 う「正 しい

道 」3からわた した ちをそ らす あ らゆ る事

柄 を捨 て去 りましょう。わた したちを蹟 っ

て くださった御 方 ，救 い主 イエ ス・キ リス

トに心 を向け，従 お うで はあ りませ んか。

この 大 会 の メ ッセ ー ジを 聞 くときに ，

心 の思い に耳 を傾 け，そ の促 しに従 って

くだ さい。 そ うす れ ば高 い所 か ら教 えを

受 け祈 りの答 えを受 けることで しょう。

助 け を必 要 としている人 を助 け ，多 く

の霊 を主 のみ もとに導 き，彼 らが 神 の善

い 言葉 で満 たされ 養 い を受 け， 主 の 温

か い愛 を知 るように， 以前 にも増 して熱

心 に働 きま しょう。 「あ なた は背 に束 を

積 まれ るで あろう。'働き人 が報 酬 を受 け

るのは当 然だ か らで ある。」4この ようにす

れ ば多 くの人 々の心 に喜 びが もた らされ

るで しょう。

ず っと昔 のあ の夜 ， 自分 の才 能 を分

か ち合 うよう招 か れ たときに， 教 会で の

友 人 と活 動 というす ば らしい新 たな世 界

へ の門 戸 が 開か れ たの で す 。 わた しに

温 か い 友 情 の手 を差 し伸 べ ， 仲 間 とし

て受け入 れ， わた しを養 い，わ たしの 人

生 に祝 福 をもたらして くれ た人 々に感謝

しています 。

イエ スが キ リス トで あ り，わ た した ち
あかし

の救 い主 ，贋 い主 であ られる と証 します。

この教 会 は主の教 会 ，末 日聖 徒 イエ ス・

キ リス ト教 会 で す 。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， アー メ ン。

注

1.教 義 と聖 約18：10一 】3

2.教 義 と聖 約58：42

3.モ ロナイ6：4

4.教 義 と聖 約31：5

神権と家庭
七 十人

D・ リー ・トブ ラー

各ワードか概翫会を逓しτ，……㈲ 権者のいなω 贔薦に手を差し伸べ，

彼6に 神殿への道を醐く方法があります。

ロ ン神 権 とメル キゼ デ ク神 権

アを有す る，愛 す る兄弟 の皆 さ

ん。 この壇 上 に立 つ のは ，特

別 な祝福 です 。神 の 預言者 と使徒 た ち，

そ して義 にか な った有 能 な 兄弟姉 妹 が

長 年 に わ たっ て この場 所 か ら教会 員 を

教 え導 い て き ました。 今 晩， へ り くだ

って 願 うこ とは，教 会 におい て ， まだ

家 庭 内 で メル キゼ デ ク神権 の 祝福 にあ

ず か っ てい な い家族 へ もっ と関心 を払

う よ うに，神 権 指導 者 ，特 にス テー ク

と ワー ドの指 導 者 の皆 さん に対す る励

ま しの言 葉 を伝 え る こ とです 。 メ ルキ

ゼ デ ク神 権 は家族 を祝福 し， 導 くうえ

で 欠 かせ な い もの です が ，父 親が まだ

そ れ を授 か ってい ない家 庭 が あ ります。

そ の よ うな家族 に とって，完全 な福 音 ，

特 に神 殿 の祝 福 は， 家族 の努 力だ け で

な く，神殿 の 儀式 が 家族 に対 して 持つ

意 味 を理解 して い る教会 員 の愛 あ る努

力 に よっ て もた らされ ます 、

子 供 の ころ ，兄 弟 とと もに育 った家

庭 で は， の どの渇 きをい やす た め に水

が欠 かせ ない よ うに，神 権 は生活 に不

可 欠 な もの で あ るこ とが十 分 に理解 さ

れて い ま した。 母 は 自分 の育 っ た大家

族 で ，家 族全 員 が教 会 のす べ て の活動

に参加 し，家 族 で ソ ル トレー ク神殿 に

参 入す る喜 び を経験 して きま した。祖

父 の シ ョエ ル は47歳 の と きに神 権 とそ

れ に付 随 す るすべ ての祝 福 を受 け ま し

た。母 は専 任 宣教 師の 務 め を終 える と，

夫 と して の み な らず ，子 供 の父 親 と し

て ふ さわ しい神 権 を有す る神権 者 に巡

・り会 う こ とが で きる よう に願 い
，神 権

の特 別 な祝 福 を求め ま した 。神 権 の祝

福 を受 け た後 ，母 とわ た した ち家族 の

た め に，義 にか な ったそ れ らの願 いす

べ てが ，ネバ ダ州南 部 で成就 しま した。

わ た した ち は最 初 か ら， 神権 と回復 さ

れ た福 音 の儀式 に よっ て築 かれ た家 族

で した 。 これ に よ り，子 供 だ った わた

したち は，自分 た ちの家 族 だ けで な く，

蕪麟

灘
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両 親 の家族 とも密 接 につ なが っ てい る

と感 じま した。

わ た した ち は幼 い ころ ，父 親 が一 人

で，また は ワー ドの神権 者 を伴 って，我

が家 で神権 を行 使 す る際 に， 神権 に よ
いや

る癒 しの力 につ い て学 び ま した 。1930

年代 ， ネバ ダ州 の小 さ な開拓 者 の 町 に 、

は ，医者 が 一人 もい ませ ん で した。 最

も近 くの医 者 で も， ラス ベ ガス かユ タ

州 のセ ン トジ ョー ジに しか い ませ ん で

した。 けが や病 気 の とき，真 っ先 に考

えるの は神 権 の力 に よる祝福 を受 け る

こ とで した。母 が 常 々 この よ うに言 っ

ていた ことを思 い 出 します 。「このバ ン

カー ヒル に 医者 はい ない けれ ど，祝福

を して くれ る神 権 者 が い るか らそれ で

十 分 だわ。」神 権 の祝福 に よって 老 い も

若 き も平 安 と活気 を得 ま した。 そ の祝

福 は力 強 い もの で した。神 権 が そ こ に

あ るか ぎ り， わた したち は決 して力 を

失 う こと はあ りませ んで した。幼 い こ

ろ に家庭 で神 の神権 の力 を知 る こ とが

で きた こ とにいつ も感 謝 して い ます。
こんにち

今 日わ た した ちの家 庭 は ，過 去 に類.

の な い よ う な試 練 に直 面 して い ます。

ソル トレーク神殿の上方からテンプルスクウェアを臨む。

中央の美しい建物はアッセンブリーホール。

それは，家族という基本単位を引き裂

き，将来に対する平安と自信を家族か

ら取 り去るような試練です。不道徳な
けんでん

行為 ，不 正 直 ，薬 物 へ の依存 を喧 伝す

る悪 の力 が， 強 まって きてい る よ うで

す 。 これ らの道徳 の問 題 と試練 が な く

なる こ とは ない で し ょう。 また ， 日常

生 活 にお け る この世 的 な試 練 が厳 しさ

を増 して い る こ とに気 づ くで し ょう。

競 争力 の強化 を 目指 して 世界 中 の営 利

組 織 ，非 営利 組 織 の吸 収 や合 併 が行 わ

れて い る ため ，雇用 が 以 前 の よ うに安

定 した もの で はな くなって きた こ とに，

わ た した ち はす で に気 づ い て い ます 。

家 族 で経 営 す る農 場 は， 従 来 の よ う，に

地元 や 国 内の 動 向へ の対 応 よ りも， む

しろ世界 市 場 と経 済状 況 全般 へ の対 応

を以 前 に増 して迫 られ てい ます。

実 質 的 にす べ ての 職業 にお いて 世界

規模 で起 こ って い る急 激 な変化 が ，家

庭 へ の 負担 と なっ ての しか か っ てい ま

す。 この よ う な急 激 な変 化 は親や 子供

に不 安 感 を引 き起 こ して い ます。 徐 々

に低 下 す る道 徳 的価 値観 も伴 うこれ ら

諸 問題 を，最 も効 果 的 に解 決 で きる場

所 は家 庭 です 。 ふ さわ しい

神 権 を 有 す る 父 親 が 指 導

し， 善 良で 義 にか な った母

親が と もに働 く家 庭 におい

て， 義 の力 が効 果 的 に発 揮

され る とき， この試 練 を乗

ゆ越 える こ とが で きます。

1999年2月11日 ，世 界 中の

教会 員 にあてた手 紙の 中で，

大管 長 会 は，子 供 た ちを福

音 の原 則 の中 で教 え育 て る

こ とに全 力 を尽 くす ように，

父 親 と母親 に再 度 呼 びか け

ま した。 さらに，家 庭 は義

にか なった生活 の基で あ り，

ほか の どの よ うな手段 も家

庭 に代 わ っ た り，家庭 の大

切 な役 割 を果 た して は くれ

ない と忠 告 しま した。

わた しの育 った家庭 の よ

うに， これ らの 試練 に対 処

す るた めの神 権 の土 台が 家

庭 にあ れば ，将 来起 こ り得

る不 測 の事 態 を恐 れ る必 要
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はあ りませ ん。 逆境 や試 練 に苦 しむ こ

ともあ るか も しれ ませ んが ， そ の結 果

得 られ る もの に は， 永遠 にお け る至 高 一

の価 値 が あ ります 。 神権 が 尊 ば れ，行

使 され て い る家庭 は，現 在 の 困難 な状

況 を堪 え忍 び，永 遠 の家 族 を築 くこ と

がで きる で し ょ う。 そ の過 程 で ，家 族

一人 一 人 が完 全 とな り
，忠 実 さに対 す

る報 い を受 け る備 え をす るの です。

どの ワー ドや 支部 に も，神 権 者 のい

ない家 族 が た くさん あ ります 。 これ ら

の家 族 に は ， 心 か らの 関心 を示 して ，

夫 や父 親 が メ ルキ ゼ デ ク神 権 を受 け る

備 えが で きる よ う勧 めて あ げ る機会 が

必要 なの で す。 妻 た ち は祈 り， そ の勧

め を受 け るの を待 っ てい ます 。 これ ら

の男 性 は ，指導 者 に よっ て教 え養 われ ，

神 権 を受 け る こ とが で き るで し ょ う。

彼 らは父 親 と して家 族 に啓示 と導 きを

もた らす で しょ う。また子 供 を祝福 し，

バ プテ スマ と確 認 の 儀式 を施 す父 親 と

な るで し ょう。夫 と妻 は ともに神 殿 に

参 入 し，子 供 も連れ て参 入 し， そ こで

この世 と永 遠 にわ た る結 び固 め を受 け

るで ・し ょ う'。息子 を神 権 者 に聖 任 し，

病 め る と きも健 や か な と きも息子 や 娘

た ち を祝福 す るで し ょう。 彼 らの多 く

はこ の世 的 な意 味 で， す で に家族 に と

っての 良 き養 い手 です。しか し彼 らは ，

永遠 にお け る霊 的 な意 味 で家 族 を養 う

方法 を学 ばな けれ ば な らない ので す。

各 ワー ドが 評 議会 を通 して， これ ら

の人 々 とそ の家 族 に手 を差 し伸 べ ，彼

らに神殿 へ の 道 を開 く方 法 があ ります 。

わた した ち， そ して彼 らが ほ か に どの

方 法 で昇 栄 に至 り， 目の 前 の試 練 に対

処 で き る とい うの で し ょ うか 。 監督 ，

支 部 長 ， メル キゼ デ ク神 権 定員 会 ， ワ

ー ド/支 部 の評 議 会 が
，祈 りの こ もっ

た， 思 いや りの あ る方法 で これ らの家

族 に手 を差 し伸 べ る こ とを優 先 す る よ

う， この場 で 強 くお 願 い した い と思 い
がい

ます 。 これ らの家 族 が ，・神権 とい う外
とう ひ ご

套 の庇 護 の下 に安 全 に守 られ る と き，

こ の教会 は完全 にそ の機 能 を発揮 で き

る で し ょ う。 主 とその偉 大 な業 につ い
み な

て ， イエ ス ・キ リス トの聖 な る御 名 に
あかし

よ っ て 証 し ます 。 ア ー メ ン。

..一一石一一
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第二 副管 長

ジ ェー ムズ ・E・ フ ァウス ト

自由への道

纈 は真の盲由を壱た5し ます。啓示された真理に従充ば徒うぼど，

わたしたちばむっと宮由になります。

愛灘lll灘
さに ，心 か らの 愛 と尊 敬 を感 じて い ま

す 。 わ た しは これ か ら警 告 の声 を上 げ

るの で， 導 きを受 け て話 せ る よ うに祈
こんにち

って い ます。 今 日の社 会 で は， 人 の行

動 には何 の制 限 も加 え るべ きで ない と

い う魅 惑 的 で騒 々 しい声 が あ って ，善

と悪 の 違 い が あ や ふ や に な っ て い ま

す 。彼 らは結 果 を考 えず に ，完 全 な 自

由 を主 張 します 。 わ た しは は っ き りと

言 い ます が ，そ の よ う な行 動 は人 を破

滅 に導 く最 短 の道 なの です 。

今 晩 わ た しは教 会の 神権 者 ， と りわ

けアロ ン神 権 を持 つ青 少年 の皆 さん に，

真 の 自 由を得 る方法 につ い て話 したい

と思 い ます。 従 順 は真 の 自由 を もた ら

します 。啓 示 され た真 理 に従 えば従 う

ほ ど， わ た した ち は も っ と自由 に な り

ます。 デ ビ ッ ト ・0・ マ ッケ イ大 管 長

は，ダ ンデ ィー とい う名 の 自分 の馬 が ，

どんな に完 全 な 自由 を望 ん で束 縛 を嫌

った か につ いて話 してい ます 。

「人 を乗 せ る と， ダンデ ィーは どの馬

よ りも積 極 的 で， よ く反 応 し， 言 うこ

とを聞 き ま した。 … …

とこ ろが ，拘 束 され る と機 嫌 が 悪 く

な ります 。 つ なが れ るの が不 満 で ， ロ

ー プを か じっ て 自由 に なろ うと し ま し

た。 逃 げ るつ も りは な くて ， ただ 自由

にな りた か?た の です 。ダ ンデ ィーは ，

ほか の馬 も同 じよ うに思 っ て いる だ ろ

う と考 えて ， ロー プ まで外 そ う と しま

した。 … …

… …近 所 を探 検 したい とい う願 い と

好 奇心 が ， ダ ンデ ィー 自身や わた しを

問 題 に巻 き込 み ま した。 一度 は高速 道

路 で車 に はね られ ま した。 … …

け がが よ くな る と， 今 まで どお り自

由 を求め る気 持 ち に駆 り立 て られ， ダ

ンデ ィーは さ くを くまな く調 べ ました。

しか し， 出入 り口 が針 金 で止 め られ て

い る と気づ い ただ けで した。 ……

とこ ろが ， あるElの こ と， そ の針 金

が外 れ た まま にな って い ま した。 ダ ン

デ ィー はそ れ を見 て掛 け 金 を外 し， 別

の 馬 を連 れ て … …外 に 出 ま した。2頭

は… …納屋 と して使 われ てい る古 い家

まで行 き ま した。 ダ ンデ ィー が好 奇 心

に駆 られ て扉 を開 け る と…… 穀物 の詰

まっ た袋 が あ りま した 。何 とい う発 見

で し ょう。 そ して ，何 とい う悲劇 で し

ょ う。 そ れ はね ず み を殺 す ため の え さ

で した。 ダ ンデ ィー と連 れの 馬 は， け

い れ ん と苦痛 に襲 われ ， 間 も な く して

死 に ま した。」

マ ッケ イ大 管 長 は， さ らに続 け てい
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ます 。「ダ ンデ ィー は，教 会 の多 くの青

少 年 とよ く似 て い ます 。… …衝動 的 で，

活 気 が あ り，好 奇心 の塊 です 。 …… 彼

らも束 縛 され る の を嫌 い ます。しか し，

いつ も忙 しく働 かせ て，正 し く，慎 重

に導 くな らば ， 彼 らは責 任 感 が あ り，

有 能 であ るこ とを証 明 し ます 。 しか し

導 きを与 えず に さ まよ う まま に放 置 す

る と，多 くの場 合彼 らは正 しい 原則 を

破 っ て， 悪 と災 い と死 の わ な に陥 って

しまうの です。」'

手綱 をつ け られ る こ と，す な わち 制

限に素 直 に従 う こ とは， わた したち個

人 の進 歩 と成 長 に欠 か せ ませ ん。 最近

全 国放 送 され た番組 で ， 囚人 に よ って

飼 い な ら され た野生 の 馬 の話 が紹 介 さ

れ ま した 。 囚人 た ち は馬 との 関係 を築

く過 程 で ，忍 耐 や感 情 の抑 制 ， 敬 意 ，

組織 内で働 く価値 な どにつ い て学 び ま

した。 また， 馬 が 自分 た ちの命 令 に従

う ように な るの を見 て ，彼 らは刑務 所

に入 る原 因 に なっ た恐 ろ しい過 ち を避

け る には どうすべ きだ っ たの か に気 づ

きま した。 さ らに付 け加 える と，正 し

い原 則 に対 す る従 順 に よ り，彼 らは社

・会 の疾 病 ，恥 ，堕 落 ，罪 悪 感 か ら解 放

され ま した。 そ して馬 と同 じよ うに ，

さ らに学 ん で成 長 し， 目標 に到 達 で き

るよ うに なっ たので す。

多 くの人 々は説 得 力 のあ る声 を上 げ

て， 制 限 か らの 自由，特 に道徳 的 な制

限か らの解 放 を求 め て い ます。 しか し

わ た した ち は地球 の 歴 史か ら，繁 栄 し

た社 会 に は様 々 な制 限が あ っ た こ とを

学 んで い ます 。地 球 自体 を考 えて くだ

さい。 物 質 か ら最 初 に造 られ た と き，

それ は何 もない ，荒 れ果 て た暗 黒 の世
やみ

界で した。 そ れ か ら神 が 光 と闇 とを分

け る よ うに命 じ られ る と，秩 序 が生 ま

れ ま した。 神 の命 令 に従 って， 地球 に

最 初 の 昼 と最初 の夜 が もた らされ ま し

た。 次 に神 は，天 空 を創 造 す る よ うに

命 じられ， 主 は 太陽 と， 月 と， 時 と季

節 に応 じて輝 く星 を組 織 され ま した。

一連 の 命令 とそ れ に対 す る従順 な行 い

の後 に，地 球 は 人の 住 め る美 しい場 所

に な りま した。2

元 合 衆 国上 院議 員 の ジ ェー ク ・ガ ー

ン兄 弟 は， 数 年前 にア メ リカ の宇宙 飛

」



行士 の チ ーム と一 緒 に宇 宙 に飛 び立 ち

ま した。 スペ ー ス シ ャ トル 「デ ィス カ

バ リー」 か ら見 た宇 宙 の広 大 さ を思 い

出 しつ つ ，彼 はこ の よ うに述 べ てい ま

す。 「地球 の周 りを 回る と，人 が皆 神 の

子 で あ って ，地球 が 神 の律 法 に従 って

い るこ とが分 か ります 。」 「宇 宙 か ら見 、

た地球 は荘厳 な まで に美 し く， まさ に

息 をのむ よ うな光 景で す。」3

わた したちが住 んで い るこの地球 は，

宇 宙 で特 異 な位 置 を 占め る 惑 星 で す 。

しか し，太 陽系 の一 部で もあ り， 太 陽

の周 りを 回 るほ か の8つ の 惑 星 や 小 惑

星， す い星 ，衛 星 な ど と一 つ の整 然 と

した シス テム を形 成 して い ます。 地 球

が独 自の軌 道 を持 つ 一つ の惑 星で あ る

よ うに， 人 はそ れぞ れ ，独 自の生 活 領

域 を持 つ個 人 で す。 しか し個 人 であ っ

て も， 家 族 や 地域 社 会 の一 員 で あ り，

そ こで は，原 則 に対 す る従 順 さに応 じ

会 員た ちと とも に賛 美歌 を歌 う ，大 管長会 と十 二使 徒定 員会 。左下 か ら ，十 二使徒 定員 会の

ヘ ン リー ・B・ ア イ リング長老 ，ジェ フ リー ・R・ ホ ラン ド長老 ，ロバ ー ト ・D・ ヘイ ルズ長 老 ，

リチ ャー ド ・G・ スコ ッ ト長老 ， トーマ ス ・S・ モン ソン第 一副管 長 ，ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー 大管長 ，

ジ ェー ムズ ・E・ フ ァウス ト第 二副 管長 ，ボ イ ド ・K・ パ ッカー十 二使 徒定 員会会 長代 理

十二使徒 定員 会のL・ トム ・ペ リー 長老 ，デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト長 老 ，ニー ルA・ マ ックス ウ ェル 長老 ，

ラ ッセ ル ・M・ ネ ル ソン長老 ，ダ リン ・H・ オー クス 長老 ，ジ ョセフ ・B・ ワー ス リン長老 。

そ して ，写真 に は写 っていな いがM・ ラ ッセ ル ・バラ ー ド長 老。
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て調和 の保 た れ る シス テ ムが与 え られ

てい ます 。秩 序 は， 暗黒 で む な しい地

球 に命 と美 し さを与 え た と き と同 じ よ 一

うに， わ た した ちに も働 きます。 従順

は， わ た した ち が天 父 か ら望 まれて い

る可 能性 を十分 に伸 ば して， いつ の 日

か み も とで生 活 す るの に ふ さわ し くな

れ る よ うに助 けて くれ ます 。

さて ，兄 弟 の皆 さ ん， 自由の もう一

つ の要 素 は信頼 です 。60年 ほ ど前， わ

た しが 最初 の伝 道 に 出て い た と き，マ

ッケ イ大管 長 は宣教 師た ち に偉 大 な真

理 を教 えで くれ ま した。 大管 長 は，何

も言 わず に黒 板 に歩 み寄 る と， チ ョー

クを取 って，こう書 きま した。「愛 され

る よ り，信 頼 され る方 が す ば らしい。」

わた しは この言 葉 に つい て 考 え， 幾つ
ノ

か す ば らしい模 範 に 出会 い ま した。 聖

典 か ら一 つ の例 を紹介 し ま しょ う。

ヤ コブ とラケ ルの息子 ヨセ ブは，奴隷

と して エ ジ プ トに売 られ ま した。 そ し
ろう

て，ポ テパ ルの家 で 欺か れ ，牢 に入 れ ら

れ ま した。 二 つ の夢 を見 て思 い悩 ん で

い たパ ロ は， ヨセ ブの 能力 を牢屋 番 か

ら聞 いて ，夢 を解 き明 かす よ うに求 め

ま した 。 ヨセ ブは霊感 に よって，7年 間
き きん

の豊作 の後 に7年 間 の飢謹 が 来 るこ とを

王 に告 げ ま した 。パ ロは夢 の 解 き明か

しを受 け 入 れ ただ けで な く， ヨセ ブ を

信頼 して ，パ ロ に次 ぐ権 力 を与 え まし

た。7年 が 過 ぎて飢謹 が 来 ま した。結 局

ヨ.セブ は， すべ て の兄 弟 と父 親 を飢 え

か ら救 い ま した 。4ヨセ ブ は 自分 の 上 に

立 つ人か ら絶対 的 な信頼 を受 けた ので，

大 きな 自 由を享 受 した ので す。 皆 さん

もヨセ ブの よ うに， 信頼 を受 け られ ま

す が ，自ら努力 す る必 要が あ ります 。

すべ て にお い て，救 い 主 が わた した
み

ちの模 範 です。使 徒 パ ウ ロは，主が 「御

子 で あ られた に もか か わ らず …… 従 順

を学 」ばれ た と書 いて い ます 。5能 力 に

限 りが あ る と して も， キ リス トが され

た よ うに従 順 を学 ぶ こ とが で き ます 。

子供 た ち は両 親 に従 う こ とに よっ て権

威 を尊 重す る こ とを学 び ，両 親 か らの

信頼 を得 ます 。 も し従 わ なけ れ ば， ジ

ャ ック少年 の よ うに父 親 か らこ う言 わ

れ るで し ょ う。 「お ま えが 言 う こ と を

聞 か ない か ら， また 白髪 が増 えたぞ 。」

一一ξ..



ジ ャ ック は答 え ます 。 「そ れ じ ゃ， お

じい ちゃ んの頭 が真 っ 白 なの は父 さん

のせ い だね 。」6わ た した ちが ，人 とうま

くや ってい くの に役 立 つ 自制 につ い て，

教 室 で もっ と学 べ る よう に願 って い ま

す 。従順 が わ た したち の 目標 にな る と，

い らだつ こ とが な くな り， 障害 は成 長

の ため の踏 み台 にな ります 。

知 恵 の言 葉 に従 え ば， 中毒 症状 に陥

ることはな く，アル コールや 麻薬 や た ば

この奴 隷 にな るこ とは あ りませ ん。肉体

は健康 に，精神 は健 やか に なるでしょう。

この原則 には次の ような約束 があ ります。

「これ らの言葉 を守 って行 うこ とを覚 え，

数 々の戒 め に従 順 に 歩 むす べ ての 聖徒

た ちは ，そ のへ そ に健 康 を受 け， そ の

骨 に髄 を受 けるで あ ろ う。」7

この啓示 に は， さ らに約束 が あ りま

す。「また ，知恵 と，知識 の大 いな る宝 ，

す な わ ち隠 され た 宝 さ え見 いだ す であ

ろ う。」8で す か ら，従 順 に よっ て知 識

も得 られ るの で す。 救 い主 が 言 われ た

よ うに ， 「神 の み こ こ ろ を行 お う と思
おしえ

う者 で あ れ ば， だ れで も…… この教 が

…… わか る」の です
。9

従順 は， 決 定 を下 す ときに平 安 を も

た らします 。 も し戒 め に従 うこ と を固

く決 意 して い れ ば ， 誘 惑 が 来 る度 に ，

ど ち らの道 を行 くか決 め 直 す必 要 は あ

りませ ん。 です か ら， 従順 は霊 的 な安

全 を もた らす ので す。

兄 弟 の 皆 さ ん，従 順 の も う一 つ の側
みた ま

面 は，御 霊 の さ さや きに従 うこ とで す。

これ も自由を与 えて くれ ます。 わた した

ちは，い と高 き源か らのさ さや きを無 視

して，何 度後悔 した ことで しょうか。

エ フライム ・ハ ンクスは， 御霊 の さ さ

や きに従 って す ば らしい模 範 を示 した

少 年 です 。1856年 の秋 ，彼 が 眠 ろ う と

してい る と， 声 が 聞 こえ て き ま した 。

「手車 隊 が 困ってい て ，あ なた の助 けが

必 要 です 。 行 っ て助 け て くれ ます か。」
ちゅうちょ

彼 は少 し も躊 躇 せ ず に答 え ま した。「は

い ， ぼ くで よけれ ば行 きます。」

彼 は馬 に乗 って ドレイパ ーか ら.ソル ト

レー ク・シティー に向か い ま した。 町 に

着 くと，盆 地 に入 った最 後 の 手車 隊 の

救助 に行 く人 を募 る声 が 聞 こえ て き ま

した。エ フライムは飛 び上 が って ，「ぼ く

.一一一一一一一一一一______一 ■一■嘲

は準備 が で きてい ます」と言 い ま した。

彼 は言 葉 どお り備 えて い たの で ， と り

あえず一 人で たつ ことに な りました。
ほろ

ひ どい吹 雪 の 中，エ フ ライ ムは 幌馬

車 で 山 を越 え て東 に向か い ま した。 吹

雪 は3日 続 いた の で， 雪が とて も深 く，

幌 馬車 は動 か な くな りま した。そ こで，

馬 で行 くこ とに し ま した。 エ フラ イム

は 馬 に またが り，もう1頭 の馬 を引 きな

が ら， 慎重 に雪 の 中 を進み ま した。 や

が て夕 闇 に包 まれ， サ ウス パ ス で一 人

で野 営 しま した。 横 に な ろ う と した と

き， エ フラ イム は飢 え てい る聖徒 た ち

の こ とを考 え，直 観 的 に，バ ッフ ァロ

ー を下 さる ように主 に願 い 求め ま した
。

祈 り終 えて 目を開け る と驚 いた こ とに，

50ヤ ー ド(約46メ ー トル)足 らず の所 に

バ ッフ ァローが1頭 立 って い た の です 。

ライ フル で ね らい を定 め 一発 で し とめ

る と，バ ッフ ァロー は彼 が野 営 してい

る くぼ地 に ころが り落 ち て きま した。

翌 朝早 く，彼 は2頭 の馬 とバ ッファロ

ーの 肉を携 え て
， アイス ・ス プリ ング ・

ベ ンチ に着 きま した。 そ こで もう1頭 バ

ッフ ァロー を しとめ ま した。 この 遅 い

時期 に，そ の地域 でバ ッファロ憎 を見つ

け るの は珍 しい こ とで した。 肉 を細 長

く切 り分 け ，馬 の背 に積 んで か ら，彼

は再 び旅 を続 け ま した。 こ こか らは ，

エ フライム 自身 の話 を引用 しましょう。

「日没 の1時 問 ぐ らい前 に，遠 くの雪

の 中 に黒 い筋 の よ うな もの が 見 え た。

近づ い て行 くと，動 い て いる のが分 か

っ た。 そ れは ， ず っ と探 して いた ，エ

ドワー ド・マ ーテ イン隊 長 の率 い る手車

隊 に 間違 い なか った 。 ・・… ・彼 らは わた

しを見 つ け ，歓 呼 して迎 え入 れ た。 そ

して ， わた しが 持 っ て来 た新 鮮 な 肉 を

見 た と き，彼 らの 感謝 の 言葉 は尽 き る

こ とが なか っ た。 わ た しの周 りに集 ま

って，一 人が こう言 った 。『お 願 いです ，

肉 を一切 れ 下 さい。』 別 の 人 が声 を上

げ て，『哀 れ な子 供 が飢 えて い ます 。少

し分 け て くだ さい。』 子 供 た ち は 目に

涙 を ため て叫 ん だ 。 『肉 をち ょうだい ，

肉 をち ょうだ い。』 ……5分 後 に は 肉が

全 部 な くな り， わ た しの2頭 の 馬 はそ

の重 荷 か ら解放 され た 。 そ れか らの数

時 間 ， キ ャ ンプの 人 々 は，せ っせ と肉

を料理 して 食べ ，神 に感 謝 した の だ っ

た9」IQ
'ま こ とに

エフライム ・ハ ンクスは御霊

大会の説教に静かに思いをはせるダリン ・H・オークス長老とM・ ラッセル ・バラー ド長老。
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の ささや きに従 っ たの で ，初 期 の英 雄

の一 人 に な った の です 。彼 は冬 の悪 天

候 の 中 を先頭 を切 っ て進 み ，多 くの 開

拓者 の命 を救 い ま した。 エ フ ライ ム は

御霊 の さ さや き に耳 を傾 け ，教 会 指導

者 の勧 告 に従 った の で，絶 望 的 な状 況

に追 い込 まれた 開拓 者 た ち を苦 難 か ら

解放 す る力 に なれた の です。

自 由は ， わた した ちが神 の律 法 と御

霊 の さ さや きに従 う とき に もた ら され
たまもの

る貴重 な賜 物 で す 。 も し破 滅 を避 け た

けれ ば， そ して マ ッケ イ大管 長 の 馬 の

ダ ンデ ィー や仲 間の 馬の よ うに な りた

くな けれ ば ， 自分 が越 えて は な らな い

所 に さ くを築 く必 要 があ ります 。 そ の

越 えて は な らない さ く とは，啓 示 され

た真 理 の 原則 で す 。 その 原則 に従 順 で

あれ ば， わ た したち は 自 由に な り， 天

父 が備 えて くだ さっ た可 能性 と栄 光 に

到 達で きるので す。

わ た しは，従 順 が大 切 で あ る こ と を
あかし

証 し ます 。 ま た， ヒ ンク レー大 管 長 は
がいとう かしら

預 言者 の外 套 を身 に ま とい ，教会 の頭 ，

主 な る救 い 主 か ら啓 示 と導 きを受 け た

方 で あ る こ とを兄 弟 の皆 さん に証 した
み

い と 思 い ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御
な

名 に よ っ て 証 し ます 。 ア ー メ ン。
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神権者
主の強力な軍勢
第 一副 管長

トーマ ス 。S・ モ ンソ ン

教含においτ手にすることの17ぎる最石強力な防衛手段の一つは，活発な

メルキゼデク神権者にあります。彼ま5は力強く，揺6ぐ ことがなく，
あかし

意欲1=あ 商れ，献身的であ0， そしτ証を持 つτ6，る入々の茱ま01『す。

た しは今 晩，神権 者 に よって

わ 構成 される巨大 な軍勢 と同席

で きるこ とを誇 りに思 ってい

ます。 皆 さ ん は毎 日奉 仕 の業 に励 み，

主 が命 じ られ た よ うに熱 心 に教 え， さ

らに勢力 を尽 く して働 き，教 会 が直 面

す る特 別 なチ ャ レンジ に立 ち向 か うた

め に正 しい航路 を取 る よ う，す な わ ち

世 にあ っ て世 の者 とな らな い よ う生 活

してい ます 。

わた した ちが生 活 してい る現在 の 世

の 中で は，不 道徳 ，無責任 ，不正 直 とい

う洪 水 が個 人 の生 活 を根 底 か ら押 し流

そうとしてい ます。わ た した ちは これ ら

の基 盤 を守 らな けれ ば ，つ ま りそ の よ

うに侵 食 の機 会 を うかが って いる影 響

力 に耐 える よう基 盤 を補 強 しな ければ，

困 難 な局面 を迎 え る こ とにな ります 。

教 会 にお い て手 にす る こ とので きる

最 も強力 な防衛 手段 の一 つ は， 活発 な

メ ルキ ゼ デ ク神 権 者 に あ ります 。彼 ら

は力 強 く， 揺 ら ぐこ とが な く， 意 欲 に

あふ れ ，献 身 的で あ り， そ して証 を持

っ てい る人 々の 集 ま りです。

わた しの事務 所 には， 二つ の小 さ な

陶器 のつ ぼが あ ります。 一 つ のつ ぼ に

は死 海 か ら持 ち帰 った水 が 入 ってお り，

も う… つ のつ ぼ に はガ リラヤ の海 か ら

持 ち 帰 っ た水 が入 って い ます 。 時 々 ，

水が 蒸発 して い ない か どうか を確 かめ

る た めにつ ぼ を軽 く振 って み るの が わ

た しの習慣 にな って い ます 。 こ うす る

度 に， わ た しは水 が 寄せ 集 め られ た二

つ の場所 に思 い を はせ ます 。死 海 は生

物 を寄せ つ け ませ ん。 ガ リラ ヤの 海 は

生 き物 が豊 か にあ ふれ ，また主 イエ ス・

キ リス トの思 い 出が い っ ぱい に詰 まっ

て い ます 。
こんにち

今 日の教 会 には もう一 つ 水 の寄 せ集

め られ た場 所 が あ ります。 そ れ は各 ワ

ー ド
，各 ス テー クの 長老 見 込 み会 員が

集 め られ て い る貯 水 池 です 。貯 水 池 に

向 か って勢 い よ く川 の水 が 流 れ込 ん で

い る様子 を想 像 して くだ さい 。 次 に ，

よ どんだ貯 水 池 か ら水 が少 しずつ 漏 れ

て い る状 態 を想像 して くだ さい。 この

漏 れ てい る水 はメ ルキ ゼ デ ク神 権 へ昇

進す る こ とを表 して い ます 。 長老 見込

み 会員 の貯 水 池 は わた したち が理 解 し

て い る よ り も急速 に拡大 し，深 くなっ

て い ます 。

今 ， ア ロ ン神権 プ ログ ラム につ い て
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吟 味 してみ る必 要 が あ り，急 を要 して

い ます 。 なぜ な ら， あ ま りに も多 くの

少 年 たちが つ まず き，よろ めい て，メ ル

キ ゼ デ ク神 権 定 員会 に昇進 す る こ とな

く倒 れ てい るか らです 。これ に よって，

教 会 にお け る活発 な神 権者 の基 盤が 侵

食 され ，長 老 見 込 み会 員 の愛 す る妻 や

子供 た ち も巻 き添 え にな って い ます 。

この 流 れ に歯止 め をか け るた め にわ

た した ち は指 導者 と して何 が で きるで

し ょうか。 アロ ン神権 とい う川 の源流

か ら手 をつ け な けれ ば な りませ ん。個

人 の判 断力 を的確 に と らえ る方 法 に 関

して古 い こ とわ ざが あ ります。 そ れ は

まず あ る人 に， よ どん だ池 に流 れ 込 む

川 を見 せ ます。そ して，その 人 にバ ケ ツ

を渡 して， 池 の水 が な くなる まで水 を

くみ出 して もらいま曳 その人 が最初 に，

池 に流 れ込 む川 を何 とか してせ き止 め

よ う とす るな らば，分 別 の あ る人 と し

て 認 め られ ます 。 も し， 流 れ込 む 川 を

無 視 して，懸 命 にバ ケ ツで水 をか い 出

そ う と して い るな らば， そ の人 は正 気

で ない と見 な され る とい う もので す。

啓 示 に よっ て明 らか にさ れて い る よ

うに， 監 督 は ワー ドの アロ ン神権 の会

長 であ り，祭 司定 員 会 の会 長 です 。 監

督 は神 よ り与 え られた これ らの責 任 を

ほか の人 に委任 す る ことがで きませ ん。

しか し， 定員 会 ア ドバ イザ ー と して召

されて い る兄 弟 た ち に責任 を与 え る こ

とが で きます 。彼 らは少 年 た ち の生 活

に影 響 を及 ぼす こ との で きる人 です 。

副 監督 や ワー ドの役 員 教 師 ，特 に若

い男 性 の父 母 は計 り知 れ ない ほ ど大 き

な助 け を与 える こ とが で き ます。 ア ロ

ン神 権定 員 会 の会 長会 に よっ て な され

る働 きも非常 に効 果 的で す。

したが って ， わ た した ち の 目標 は ，

す べ て の若 い男 性 を救 って ，若 い 女性

に とってふ さわ しい人物 を備 える こ と，

力 強 い メル キ ゼテ ク神 権 定員 会 を確 立

す るこ と， そ して 主 の期 待 に こた え る

ため の訓 練 を受 け ，そ の 能力 を持 つ宣

教 師 を備 え る ことです 。

そのため の賢 明な第一段階 は，執事 に，

，そ れ ぞれ が聖 任 され てい る召 しが神 聖

な もので あ る こ とにつ い て霊 的 な 自覚

を持 たせ るこ とです 。 断食 献 金 を集 め

る責任 に関連 づ け て霊 的 な 自覚 を持 た

せ る ことに成功 した ワー ドが あ ります。

この ワー ドの会 員 た ち は断 食 日に執

事 と教 師 の訪 問 を受 け ， そ こで献 金 し

ます 。 しか し，執 事 は この責任 を果 た

す た めに いつ も よ り早 く起 きな けれ ば

な らない ため ，多 少 お っ くうが って い

ま した。

監 督会 はあ る とき霊 感 を受 け ました。

そ して ，執 事 と教 師 をバ ス い っ ぱい に

詰め 込 む とソル トレー ク ・シテ ィー に

あ る ウェ ル フェ アス ク ウ ェア に連 れ て

行 き ま した。彼 らはそ こで貧 しい子 供

た ちが新 しい靴 や 衣類 を受 け取 って い

る姿 を 目に し ま した 。彼 らは そ こで空

のか ごが ， 日用 品 で い っぱ い にな って

い く様 子 を 目に し ま した。金 銭 の授 受

は ま った く行 わ れ て い ませ ん で した。

や が て，簡単 な説 明が あ りま した。「ア

ロ ン神 権 者 の皆 さん ，皆 さんが 断食 日

に集 めて くれ たお金 で こ こにあ るす べ

ての 品物 をそ ろえ る こ とがで きた ので

騨

す。 食糧 や 衣類 ，そ れ に保 護施 設 まで

もです。」アロ ン神 権 者 は うれ し くな り，

活 気 づ きま した。 そ して， 自分 た ちの

責 任 を進ん で果 たす ように な りま した。

すべ ての教 師 は ホームティーチ ングの

割 り当 て を受 け てい るで し ょうか。 こ

れは伝 道 の 準備 をす るた め のす ば らし

い機会 です 。義 務 を果 た す ため の訓 練

を受 け る特 別 な機 会 です。 人々を「見 守

る」責任 を与 えられる と，少 年 は 自動 的

に 自分 だけ で は な く他 人 に も 目を向 け

る よう にな ります 。

で は， 祭 司 は ど うで し ょうか。 これ
せいさん

らの若 い男 性 には聖 餐 を祝 福 し，引 き

続 きホームテ ィーチ ングの義 務 を果た し，

神 聖 なバ プ テス マ の儀 式 に参加 す る機

会 があ ります。

わ た しは執 事 だ った 時代 に，聖餐 の

テ ー ブル を前 に して聖 餐 を執 り行 う祭

司 を じっ と見 詰 めて い た もの です 。バ

リー とい う名 の祭 司 は す ば ら しい声 の

持 ち主 で した。彼 が は っ き り と した 口

大会の部会に出席するため タ八ナクルへの入場を待つ人々。

轍 、

騨噸
諺i

嬬
轟 麟 、

醸'
甥聯

1∴

、……1，i犠

欝
、 、……i騨 響
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調 で聖餐 の 祈 りを読 む の を聞い て い る

と， ま るでス ピーチ コ ンテ ス トで ス ピ

ー チ を聞 いて い る よ うな錯 覚 に陥 っ た

もの で す。 ほか の ワ ー ドの 会 員 た ち，

とりわ け年 輩 の姉 妹 た ち は彼 の美 声 を

褒 め てい ま した 。彼 は少 し有頂 天 にな

って い た と思 い ます 。 ワー ドに は ジ ャ

ック とい う名 の 祭 司 もい ま した。 彼 は

聴 覚 に障 害 を持 ってい た ため ，話 す声 ・

が不 自然 で した。 わ た した ち執事 は ジ

ャッ クが 聖餐 を祝福 す る と くす くす 笑

っ てい ま した。 実 は わた したち が こ ん

な大胆 な こ とをす る の は無謀 な こ とだ

ったの です 。 ジ ャ ック は くまの よ うな

手 を してい ま したの で， わ た した ち な

どわ けな く一撃 で 倒す こ とがで きたか

らです。

あ る と き， 美声 の持 ち主 で あ るバ リ

ー と， うま く話せ な い ジ ャ ックの 二 人

が ，聖 餐 の祝福 をす る割 り当 て を受 け

ま した。賛 美歌 を歌 っ てい る間， 二 人

の祭司 はパ ンを割 き ま した。バ リー が

祈 る ため に ひ ざ まず きま した。 わた し

たち は 目 を閉 じ ま した 。 けれ ど も，祈

りの 言 葉 が 一 向 に 聞 こ え て き ませ ん。

わた したち執 事 は どう した のか と目 を

開 き ま した 。バ リーが 取 り乱 した様 子

で， 聖餐 の祈 りが 印刷 され てい る小 さ

な紙 を探 して いた光 景 は一生 忘 れ る こ

とが で きませ ん。 そ の紙 は どこ に も見

当 た りませ ん で した。 バ リー は ど う し

た らよいか 分 か りませ んで した。バ リ

ー の顔 は紅 潮 し
， 次 に会 衆 の 目が 自分

に注が れ始 める と真 っ赤 に な りま した。

す る と ジャ ックはそ の くまの よ うな

手 を伸 ばす と， バ リー をつか ん で後 ろ

のい す に座 らせ ま した。 そ して 自分 が

足 載 せ 台 に ひ ざ まず い て， 祈 り始 め ま

した。 「永遠 の父 なる神 よ，わ た した ち
み な

は御 子 イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ っ

てあ な た に願 い求 め ます 。 こ のパ ンを

頂 くすべ ての 人 々が ，… … こ のパ ンを
きよ

祝 福 し， 聖め て くだ さい 。… …」'彼 は

祈 りを終 え， そ して パ ンが 配 られ ま し

た。 ジ ャ ックは水 も祝福 し ま した 。 そ

して配 られ ま した。 そ の 日わ た した ち

執事 は， 話す こ とに障 害 があ る に もか

か わ らず，神 聖 な祈 りを暗記 しで い た

ジ ャ ック を心 か ら尊 敬 しま した。 バ リ

ー もジ ャ ック を見直 し ま した 。.その と

き，二 人 の 間 には永 遠 に続 く友情 が 築

か れ たの で した。

監督 会 や ア ロ ン神 権 定 員会 ア ドバ イ

ザ ーの 影 響 力 をは る か に しの ぐのが ，

家 庭 の持 つ影 響 力 です 。 両親 の影 響 力

.が正 し く発揮 され るか ど うかが ，子 供

の成 功 と失敗 の分 か れ道 に な るこ とが

しば しば あ ります 。最 近 わ た した ちが

行 った調査 に よれ ば ，伝 道 に 出 るこ と，

ま た神殿 で結婚 す るこ とを決意 す る に

当 たっ て最 も大 きな影 響 を受 けた の は

家 庭 か らであ っ た こ とが 明 らか にな っ

て い ます 。

48人 の祭 司 で完 全 な定 員 会 が組 織 さ

れ てい た ワー ドは， わ た しが知 って い

るか ぎ りで は3つ しか あ り ませ ん 。 そ

れ らは ジョセブ ・B・ワース リン，アル フ

レッ ド・B・ スミス，アル ビン ・R・ ダイ

L 一一一一一⊥.
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ヤーが 管 理 した ワー ドで した。 ほ とん

ど例 外 な く， これ らの 定員 会 に所 属 し

て い た若 い男 性 は伝 道 に出 て，神 殿 で 一
かぎ

結 婚 しま した。彼 らが 成功 を収 め る鍵

とな っ た こ との 一 つ は， 若 い男性 た ち

が 見習 う こ との で きる模 範 とな る人 々

が ア ロ ン神 権 ア ドバ イザ ー を務 め て い

た こ とで した 。 理 想 と され る 人物 は ，

伝 道 か ら帰 っ た ばか りで， あふ れ る ば

か りの証 を持つ 帰 還宣 教 師 で， 若 い ア

ロ ン神 権 者 が 「わた しはあ の 人の よ う

に な りたい」 と思 う ような 人です 。

長 老見 込 み会 員 とい う貯 水池 に流 れ

込 む ア ロン神 権者 をせ き止 め る ことは，

わ た した ちが 考 えて い る よ りもは るか

に多 くの 問題 を解 決 す る こ とに な るの

です 。 若 い男性 は皆 ，伝 道 に出 て， 神

殿 で結 婚す るよ うにな るこ とで し ょう。

これ に よっ て， 若 くふ さわ しい 女性 の
はんりよ

数 と，永 遠 の伴侶 と して 選 ぶ にふ さ わ

しい男 性 の 数 との均 衡 が取 れ ない とい

う こ ともな くな るで し ょう。 した が っ

て， ここで わ た した ち は少 年の 問題 に

つ い て話 して い るの で は な く， 夫 ，父

親 ，祖 父 そ し て家 族 の族 長 の 問題 につ

いて 考 えて い る ので す。 アロ ン神権 者

であ る若 い 男性 の足 も とに堅 固 な基 盤

を築 こうで はあ りませ んか。

ア ロ ン神 権 は受 けた もの の ，適 切 な

時期 に長老 の 職 に聖任 され て い ない 成

人の 改 宗者 を見過 ごす こ との な い よ う

に しま し ょう。 この ま まだ と彼 らはや

が て， 不活 発 とい う よ どんだ 貯水 池 に

と どまる こと にな るの です 。 出 ロの な

い池 には まって しま った と感 じて い る

とは い え，す ば ら しい人 々で あ る彼 ら

を救 い出 した ワー ドや ス テ ー クが あ り

ます。 各 地 の教 会 を訪 問 す る際 に ， わ

た しは この救 出活動 につ い て理 解 し熱

意 を持 って い るユ ニ ッ トを記 録 して お

くこ とに して い ます。 皆 同 じよ うな経

験 を してい ます 。救 出の た め の努力 は

一 人 の活 発 で な い会 員 に対 して一 人 の

活 発 会員 が 対応 し， それ も ワー ドレベ

ルで 実施 す る方 法 が最 も効 果 的で あ る

こ とが分 か っ て い ます。 また ，監 督 が

参 画 すべ きで す。 なぜ な らば ，監 督 は

ワー ドの ア ロ ン神 権 の会 長 で あ る と同

時 に管理 大祭 司 だか らです 。



こ の よ うに重 大 な問 題 に取 り組 む に

は，ふ さわ し く，十 分 に準 備 され た教

師 を召 さな けれ ば な りませ ん。兄 弟 の

皆 さ ん，祈 りを もって あ な たのユ ニ ッ

トが置 か れ てい る状 況 を分 析 し，そ れ

か ら， 奉仕 を行 い， 救 うため に主 が 準

備 して こ られ た人 々を召 して くだ さい。

「人 の価 値 が 神 の 目 に大 い なる もの で

あ る こ と を覚 え てお きな さい。」2父 親

が光 を見 いだ し，生 活 を改 め ，主 イ エ

ス ・キ リス トの足 跡 に従 って歩 む と き

に， 妻 と子 供 た ち に どれ ほ ど大 きな喜

びが もた らされ るか を考 えて くだ さい。

真 の愛 と霊感 あふ れ る教 え を実践 し

た模 範 が， 故 ジ ェー ム ズ ・コ リアー の

生 涯 に見 られ ます 。 コリァ ー兄 弟 は 自

身の 努力 に よ り， ユ ダ州 バ ウ ンテ ィフ

ル地域 にお い て大 勢 の兄 弟 た ち を活 発

に し ま した 。 わた しは コ リアー 兄弟 の

招 き を受 け て ， 今 や 長 老 に 聖任 され ，

妻 や家 族 と と もにソ ル トレー ク神 殿 に

参 入 して，永 遠 の 聖約 と祝 福 を受 け る

ため に熱 心 に努 力 して きた人 々 を前 に

してお 話 をす る機会 が あ りま した 。

この偉業 をた た え るた め に開 かれ た

夕 食会 にお いて ， わ た しは， ジェー.ム

ズ が教 え，救 い 出 した 人 々 に対 して 抱

い て い る愛 ， そ して彼 らが ジェ ー ムズ
ま

に対 して抱 いて い る愛 を 目の 当 た りに

し， また感 じる ことが で きま』した。 残

念 な こ とに， この と き ジェー ム ズ ・コ

リ アー は ，不 治 の病 に 冒 され てお り，

この最 後 の表 彰式 に出席 す るた め に医

師 を説得 して何 とか 病 院 を抜 け 出 して

来 たの です。

ジ ェー ムズ は説 教壇 に立 つ と， 満 面

に笑 み を浮 か べ ま した。 彼 は集 まっ た

人 々 を愛 して い る こ とを感 情 を込 め て

語 りま した。 目に涙 を浮 か べ て いな い

人 は一 人 もい ませ んで した 。 コ リア ー

兄 弟 は 「だれ もが 日の栄 えの王 国 に行

きたい と思 って い るの です が， そ こへ

行 くた め に死 に たい と思 って い る人 は

い ませ ん」と機 知 に富 ん だ言葉 を述 べ ，

そ して ，声 の調 子 を落 として，.こう語

りま した。「わた しは行 く準備 が で きて

，い ます 。わた しは幕 の か なたへ 行 って ，

愛 す る友 で あ る皆 さん一 人 一人 をお迎

えす るた め に待 って い ます。」

ジ ェー ムズ は病 院へ 戻 りま した。彼

の葬 儀 が行 われ たの は それ か ら間 もな

くの こ とで した。

ア ロ ン神 権 を持 つ 青少 年 と長 老 見込

み会 員 に対 す る責 任 を果 た す に当 た っ

て， た っ た一 人 で立 ち 向か う必 要 は な

い こ とを覚 えてお い て くだ さい。 わ た

したち は天 を見 上 げ て， 神 の助 け を願

い求 め るこ とが で きます 。「人 間 よ りも

優 れ た力 が 存 在 す る こ と を認 め て も，

決 して人 間の価 値 が低 くな る わけ で は
こうまい

あ りませ ん。善 行 と高 適 な 目的 を 自分

よ りも優 れ た 力 に よっ て達 成 で きる ，.

とい う信 仰 を持 つ な らば，人 はそ の優

れ た御 方 の お られ る， よ り高 い 目的地

と， よ り高貴 な特 質 を 目指 し， こ の世

の 苦 しみ にあ って も励 ま しを受 け る こ

とで し ょう。 … … 人 は求 め， 信 じ，祈

り，答 えが与 え られ る とい う望 み を持

た な くて は な りませ ん 。真 心 か ら祈 り

の気 持 ちで努 力 す る な らば， 必ず 答 え

が与 え られ ます 。 それ こそが まさ に信

仰 の真 髄 なの で す。」3そ の よ う に， ス

テ イーブ ン ・L・ リチ ャーズ 副管 長 は

教 え ま した。

愉 快 な戯 曲 『王 様 と私 』 か らの 一節

は ，努 力 す るわ た した ち に励 ま しを与

え て くれ ます 。サ イア ム王 は 臨終 の床

に就 いて い ま した。 王 の傍 らに は，英

語 の家庭 教 師 を務 め る ア ンナ がい ま し

た。ア ンナの息 子 は母 親 に尋 ね ま した。

「王 様 は精 い っ ぱい … … 善 い 人 だ っ た

の?」 ア ンナ は物 思 い に沈 ん だ様 子 で

答 え ま した。 「王様 ほ ど精 い っ ぱ い頑

張 っ た … …善 い人 は思 い つ か な い わ。

王様 は 〔ほん とうに〕努力 したの よ。」4

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは この よ う

に宣 言 しま した。 「わ た した ちが 存 在

す る 目的 は幸 福 を得 る こ とです 。 徳 ，
きよ

正 直 ，信 仰 ，聖 さの 道 を歩 み， そ して

神 の すべ て の戒 め を守 るな ら， そ こ に

達 す る こ とが で き ます 。」`

はっ き りと示 され てい る道 を歩 もう

で は あ りませ ん か。そ の た め に は，世

界 で い ちば ん短 い説 教 に従 う必要 が あ

ります。 これ は道路 標 識 に も書 か れて

いて ， ど こで も目にす る ことが で きま

す 。 そ れ は 「キ ー プ ・ライ ト 〔Keep

Right〕 」， つ ま り 「いつ も正 しい こ と
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を行 いな さい」で す(訳 注一 アメ リ カ

の交通 法 規 で 自動 車 は右 側 通行 〔Keep

Right〕)Q

ジ ョー は この 助言 に気づ き， そ して

従 い ま した 。彼 は朝6時 に起 きて ，体

に障害 を持 つ子 供 を車 に乗 せ ，80キ ロ

先 の病 院 まで送 って行 く よう頼 まれ ま

した。 ジ ョー は行 きた くなか っ たの で

す が， 何 と言 って 断れ ば よい の かが分

か りませ ん で した。 一 人 の女性 が 子供

を抱 えて 来 て，助 手 席 に乗 せ る と，涙

なが らに感 謝 の 言葉 を述 べ ま した。 ジ

ョー は 「ぼ くに任 せ て くだ さい」と言 う

ど， す ぐに車 を出発 させ ま した。

2キ ロほ ど車 を走 らせ る と，そ の子 が

は にか み なが ら こう尋 ね ま した。「あ な

た は神 様 な の?」

「残 念 だ け ど違 う よ， 坊 や 」と ジ ョ

ーが答 え ま した
。

「ぼ くは あ な た が きっ と神 様 な んだ

って思 った」と子 供 が言 い ま した。 「お

母 さん が ぼ くのベ ッ ドの横 で， ぼ くが

元 気 に な って友 達 と遊 べ るよ う に， 病

院 に連 れて 行 っ て くだ さい って ，神 様

にお祈 り して い たん だ もの。 あ な たは

・神 様 のた め に働 い て い る人?」

「うん ， 時 々 は ね」 とジ ョー が 言 い

ま した 。 「で も，い つ も じゃ ない ん だ。

これ か らは もっ と神 様 の た め に働 こ う

と思 って い る よ。」

兄 弟 の皆 さん，皆 さん も，わ た し も，

わた したち もそ う しよ うで はあ りませ

ん か。 わた したちが へ りくだ り，同 時

に熱意 を もって ，神 の た め に働 くこ と

が で き ます よう に祈 ってい ます 。
み な

主 イ エ ス ・キ リ ス トの御 名 に よ っ て ，

ア ー メ ン。

注
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群れの羊飼い
大 管長

ゴー ドン ・B。 ヒンク レー

わたしは監督の皆さんにのか至5療謝しτいます。神の啓示の下にごの

監督とωう職力『殿仇5れ ，礎能しτいることに豫1〈感謝しτいます。

愛礁欝1灘
あ る こと を痛 感 して い ます 。 主 が わた

しを祝 福 され る こ とを祈 って い ます 。

何 とす ば らしい光 景 で しょうか 。神 の

神権 に聖 任 された何 十 万 に上 る成 人 と

青少 年が 兄 弟愛 とい うきず なで 結 ばれ

てい ます。 もしわた した ちが 一 つの 大 き

な会 場 に集 まるとした ら，それ は どれ ほ

ど力 強い集 会 となるこ とで し ょう。世 界

中が 目を見 張 る こ とで し ょう。 これ に

匹敵 す る もの をわた しは知 りませ ん。

兄弟 の皆 さん ，皆 さん は教 会 を支 え

る屋 台 骨 です 。皆 さん の 中か ら， 監督

や 支 部 長 ，地 方 部 長 ， ステ ー ク会 長 ，

地域 幹 部 七十 人 ，そ してすべ ての 中 央

幹 部が召 され るので す。

若 人の 皆 さん は， 偉大 な伝 道 プ ログ

ラム の核 とな る存在 で あ り， そ の影響

は世 界 中に 及 んで い ます。 成 人 と青 少

年の皆さん全員が神の武具を身に着け
み わ ざ

て， 地 上 にお け る主 の御 業 を推 し進 め

て いる のです 。

この よう な集会 に出席 す る度 に， わ

た しは参加 した い と望 むすべ ての 人 を

収容 し切 れ な い ことを残 念 に思 い ます。

い つ も， タバ ナ ク ル の ドア が 開 け ら

れ た瞬 間 か ら，若 い男性 と彼 らの 父親

が 洪 水 の よ うに な だ れ込 んで き ます 。

予 定 どお りで あ れ ば，新 しい ホ ー ルは

1年 後 に完 成 し，希 望 者 全 員 を収 容 で

きる よ うにな るで しょ う。

テ レビ放送 や衛 星 中 継 を利 用 して大

会 の模 様 を御 覧 に な って い る皆 さん に

対 して も， わ た した ち は一 体 感 を抱 い

てい ます。

天 の御 父 もわた した ちに ほほ え みか

けて お られ る こ とで し ょう。 御 父 を愛
あかし

し，御 父 とそ の愛子 へ の証 を胸 に抱 き，

また，教 会 に おい て指 導 者 と して の務

め を果 た し， 義 に満 ち た家庭 ， 真 理が

説 かれ ，実 践 され て い る家庭 の 家 長 と

しての務 め を果 た して い る大勢 の 成 人

と青 少 年 を 目に して ，御 父 は大 い に喜

ん でお られ る こ とで し ょう。

わた した ちは ，老 人 か ら若 人 に至 る

あ らゆ る人 々の い る巨大 な組織 に発展

して き ま した。 も しわ た した ちが 思 い

と 目的 と心 を一 つ に して力 を合 わせ る

な ら， 達成 で きな い こ とな ど存 在 しな

い ので は ない で し ょうか。

皆 さ ん一 人一 人 が神 権へ の 聖任 と と

もに与 え られ たす ば ら しい事柄 に心 を

留 め て いた だ きた い と思 い ます。 これ

は地上 にお け る神 の権 能 です 。 それ は

神 か ら賜 った神 聖 な贈 り物 です 。神 権

に は，教 会 の諸 事 を運 営 す るた め の力
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と権 能 が 含 まれ て い ます 。神 権 に は ，
み な

主 の 御 名 に よっ て祝 福 した り， 病 人 に
いや

手 を置 いて 癒 した り，天 の 力 を降 らせ ・

た りす る力 と権 能 が あ ります。 神権 は

神 聖 な もので す。 そ れ は神 聖 な力 を帯

びて い ます 。 そ の権 能 は この世 で行使

され るば か りで な く，死 の 幕 を超 えて

さらに効 力 を有 して い る もので す。

皆 さんが 自分 の有 して い る神 権 にふ

さわ しくあ る よ う願 って い ます。 皆 さ

ん 一 人 一 人 に ，心 か らお願 い します 。

ど うか 神権 者 と してふ さわ しい 生活 を

送 って くだ さい。
まんえん

現 在 ，世 界 中 で大 きな 邪悪 が 蔓延 し

て い ます 。 それ は改 めて 言 われ な くて

も， だれ もが知 って い る こ とで す。 わ

た した ちは ポ ル ノグ ラ フ ィー をは じめ

とす るみだ らな ものや邪 悪 な行 いな ど，

下 品 で汚 れ た もの に常 に さ らされ て い

ます 。つ ま り，神 の神 権 を持 つ 人 の標

準 に まっ た くそ ぐわ な い もの に取 り巻

かれ てい る ので す。

世 にあ って ，世 の 汚 れ に染 まらず に

い る こ とは …つ のチ ャ レンジで す。

不 正 直が はび こ って い ます 。そ れ は

学校 で 行 われ る不正 行為 や ，巧 妙 に仕

組 まれ た 陰謀 ，搾 取 と詐 欺 に満 ちた ビ

ジネ スな どに見 る こ とが で き ます 。 誘

惑 が至 る所 で わ た したち を待 ち構 えて

い ます 。 そ して 不幸 に も，そ れ らに屈

服 して しま う人が い ます 。

兄 弟 の皆 さん，強 くあっ て くだ さい。

世 の悪 に打 ち勝 っ て くだ さい。 わ た し

た ち は と りす ます 必 要 は あ りませ ん。

聖 人 ぶ った態 度 を執 る必 要 もあ りませ

ん。 わ た した ちは た だ， 高潔 さ， 善悪

を見 分 け る力 ，誠 実 さ に よっ て 自分の

行 動 を律 して い けば よい ので す。

家 庭 で福音 を実 践 しま し ょ う。 家庭

を夫 婦 の 問， 親子 の 問 で愛 を率 直 に伝

え合 う場 とす るの で す。 怒 りを抑 え て

くだ さい。 互 い に対 して無 条件 の 忠誠

を尽 く して くだ さい 。

ひたす ら正 しい こ とを行 っ て くだ さ

い。 そ うす れ ば， 結 果 は 自然 につ い て

きます 。毎 朝 ひ ざ まず い て祈 り， 聖 な
み た ま

る御 霊 の導 き と守 りを求 めて か ら， そ

の 日の務 め に取 り組 む 生活 を送 っ て く

だ さい。 そ して毎 晩 ， 就寝 前 に，恥 じ



皐..

ゆる

入 るこ とも戸 惑 う こ ともな く， 赦 しを

懇 願 す る必 要 もな しに， 主 に祈 りを さ

さ げ られ る よ うな生活 を送 っ て くだ さ

い。皆 さんが その ように生 活す るな ら，

神 は必 ず や皆 さん を祝 福 して くだ さる

で しょ う。 い つか 皆 さん に も，年 老 い

て 自分 の 人生 を振 り返 る 日が 訪 れ るで

し ょう。 そ して こ う言 うこ とが で きる

で しょう。 「わた しは誠実 に生 きて きた。

自分 自身 を含 め て だれ を も欺 か なか っ

た 。子 供 た ちの 母親 で あ る妻 との親 し

い 交 わ りを大 いに楽 しん だ。 子供 た ち

を誇 りに思 っ てい る。 神 が数 々 の祝 福

を もた らして くだ さっ た こ とに心 か ら

感 謝 して い る。」

皆 さんが も しそ の よう な人生 を送 っ

て きた ので あ れ ば，老 いの 兆候 をあ ち

こ ち に感 じる よう にな った と きに，感

謝 の涙 が 目にあふ れ ，感 謝 の思 いで胸

が 高 鳴 る こ とで し ょう。 この こ と を，

わ た しは皆 さんに約 束 します 。

もう10年 以 上前 の こ とに な ります が，

わ た しは教 会 の 監督 につ い て この説 教

壇 か ら話 を し ま した 。 わ た しは今 晩 ，

再 び その テ ーマ につ いて手 短 か に話 し

たい と思 い ます。

わ た しは 監督 の 皆 さ んに心 か ら感 謝

して い ます 。神 の 啓示 の下 に この監 督

とい う職 が 設 け られ ，機 能 してい る こ

とに深 く感謝 してい ます 。

御 存 じの よ うに， 去 年の 秋 にす さ ま
あらし

じい嵐 が 中央 ア メ リカ を襲 い ま した 。

6日 間 にわ た って ，ハ リケー ン ・ミッチ

'が その 地域 に停滞 して
，特 にホ ンジ ュ

ラス で猛威 を振 る い ま した。風 は狂 っ

た よ うに吹 き荒 れ ，雨 は絶 え間 な く降

り続 きま した。 川 は増 水 し，堤 防沿 い

に建 て られ た家 を押 し流 しま した。 ホ

ンジュ ラスで は，200以 上 の橋 が破 壊 さ

れた た め， 交通 手段 は ま ひ して し まい

ま した 。 山地 か らは 土砂 が 崩 れ， 土石

流 とな って沿 岸部 にな だれ 込 みました 。

そ して建 ち並 ぶ家 の 窓 の上 部 ま で泥 に

まみれ た ので す。 庭 や道 路 も泥 をか ぶ

りま した。 人 々 は恐 怖 の 中 を，持 ち物

すべ て を後 に して逃 げ 惑い ま した。

， 一人 の 監督 は大型 の トラ ッ クを入 手

し， ワー ドの会 員 た ち を集め ， 高台 ま

で 避難 させ ま した。 や が て トラ ックが

使 えな くなると，

彼 は どうにか し

てボ ー トを手 に

入 れ ま した。 こ

の よ うに して彼

は 自分 に託 され

た群 れ を見守 っ

たの です 。

わた しは状 況

を調 べ ，ま た可

能 であれ ば慰 め

を与 える ため に

被災 地 に赴 きま

した。 そ こで わ

た しは奇 跡 を見 ま した。単 純 なが ら驚

くほ ど効 果 的 に機 能 して い る当教 会 の

組織 を 目に した のです 。

この教 会 の会 員 に は皆 ，監 督 か支 部

長 が い ます 。 わた しは世 界 中 のあ らゆ

る地 域 か ら寄せ られ た数 多 くの援 助 に

対 して称 賛 の 言葉 を送 ります。 そ れ と

同時 に，教 会 が見 事 な方 法 で援 助 を実

施 した こ とに対 して 感嘆 の気 持 ち を抑

え る こ とがで きませ ん。 まず ，監 督 た

ち が ステ ー ク会 長 に要 請 し， ス テー ク

会 長 た ちは地 域会 長 会へ ，そ して， 地

域 会長 会 は ソ ル トレー ク ・シテ ィーの

教 会本 部 へ援 助 を要 請 しま した。 数 時

問の うち に，大 量 の食 糧 ， 医薬 品 ，衣

類 な どが教 会 の倉 を出発 しま した 。

最 も被 害 の大 きか っ た地域 のサ ン ・

ペ ドロ ・ス ラに倉 庫 を借 り，各 ワー ド

の監 督 は会 員 た ちが交 代 で倉 庫 で働 く

よ うに組織 し ま した。彼 らは ，各 々の

家 族 に ，1週 間分 の 食糧 を ビニ ー ル の

袋 に詰 め ，か ばん に衣類 を詰 め， また

病気 にな らない よう薬 を持 たせ ま した。

す べ ての 監督 は 自分 の 民 を知 っ て い ま

した。 扶 助協 会 会 長 と と もに会員 たち

が 必要 として い る事 柄 を把 握 して い ま

した 。彼 らは政 府 か ら派遣 され た職 員

の よ うに顔 を知 らな い人 々 で はあ りま

せ ん。彼 らは友 人 で あ り，家 族 の よう

にお 互 いの 必 要が 分 か る程 度 の規模 に

組 織 され た ワー ドの一 員 で した 。 そ こ

に は， 言 い争 い や， 意地 汚 く衣 食 をわ

しづ か み に して持 って行 くよ うな光景

は見 られ ませ ん で した 。す べ て に秩序

が あ り，規 律 正 し く，和 や か に行 わ れ

ま した 。彼 らは愛 と関心 に基 づ い て行

動 し， 当面 の必 要 を満 たす ため の対 応

が手 際 よ く行 わ れ ま した。 そ こで は福

音 が静 か に しか も力 強 く実 践 され てい

た のです 。

やが て水 は引 い たの です が ， あ らゆ

る ものが厚 い泥 で覆 わ れ， 醜 い姿 と化

して い ま した。 したが っ て， シャベ ル

と手押 し車 ほ どあ りが た い もの はあ り

ませ ん で した。 そ して， こ こで もまた

監 督 の指 示 に よ って， 会 員 たち は全 員

・で家屋 か ら泥 を運 び 出 したの です。

わた した ちは土 曜 日に集会 所 を訪 れ

た と ころ， 大勢 の人 がそ こにい て， 群

れ の父 で あ り，愛 にあふ れ る監 督 か ら

指示 を受 け てい ま した。 水 に浮 い て い

た長 いす を外 に運 び出 しては ，丁寧 に

洗 っ てい ま した 。 また ，モ ップ を手 に

した会 員 た ちが壁 や 床 か ら泥 をふ き取

って い ま した。 こ う して ，そ の土 曜 日

の夜 に は安 息 日の礼 拝 が で き るまで に

準備 を整 えて い たの です。

わ た しは監督 の皆 さん に対 して心 か

らの 感謝 と尊敬 と，称 賛 の気 持 ち を抱

い てい ます 。 わ た しは ホ ンジ ュ ラスの

ラ・リマで 最 も悲惨 な状況 の 中 に置 かれ

た ときの彼 らの働 き を 目に して き まし

た。 彼 ら と話 し，握 手 し，彼 らに愛 を

感 じま した。 自分 の こ とを顧 みず ，惜

しみ な く時 間 を ささ げ，知 恵 と霊 感 を

もっ て世 界 中 の ワー ドを管 理 してい る

監督 の皆 さん に心 か ら感謝 して い ます。

彼 らは会 員 か らの 愛 以外 に何 の報 酬 も

受 け ませ ん。 また ，安 息 日や そ れ以 外

の 日も休 む暇 は あ りませ ん。 彼 らは会
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員たちと最も密接に接触 し，それぞれ

の必要と状況を把握している人々です。
こんにち

今 日の監督 に求 め られて いる事柄 は，

テモ テ に手紙 を書 き送 ったパ ウ ロの時

代 と何 ら変 わる と ころが あ りませ ん。

「さて ，監督 は，非 難 のな い人 で ，ひ

と りの妻 の夫 であ り， 自 らを制 し，慎

み深 く，礼 儀正 し く，旅人 を もて な し，

よ く教 え るこ とがで き，.

酒 を好 まず ，乱暴 で な く 〔す なわ ち，

威 張 るわ けで も荒 々しい人物 で もなく〕，

寛容 で あ って，人 と争 わず ，金 に淡 白」

な人 で な けれ ば な らない(1テ モ テ3：

2-3)。

また， テ トス に あて た手 紙 の 中で パ

ウ ロ は この よ うに付 け加 え て い ます 。

「監督 た る者 は ，神 に仕 え る者 として，

責 め られ る点 が な く……
おしえ

教 に か なっ た信 頼 す べ き言 葉 を守 る

人 でな けれ ば な らな い。 そ れ は，彼 が

健 全 な教 に よ って 人 を さ と し， ま た ，

反対 者 の誤 りを指摘 す る こ とが で きる

た めで あ る。」(テ トス1：7，9)

長老 に聖 任 され， そ して伝 道 か ら帰

還 した と きも含 めて ，幼 年期 か ら青年

期 にか け て， わ た しに は一 人 の監 督 し

か い ませ んで した。彼 はす ば ら しい 人

で した。25年 間監 督 を務 め ま した。 わ

た した ちは監 督 を よ ぐ知 って い ま した

し，監 督 もわ た したち の こ とを よ く知

って い ま した。 わ た した ち は彼 の こ と

をいつ も 「ダ ンカ ン監 督」 と呼 び， 監

督 はいつ もわ た した ち をフ ァー ス トネ

ー ムで呼 び ま した 。 わた したち は崇 拝

してい た と言 っ て も よい ほ ど監：督 を尊

敬 してい ま した。 か とい って ，恐 れ て

い た わ けで はあ りませ ん。 なぜ な らわ

た した ちは監 督 が心 を許せ る友 達 だ と

考 え てい た か らです 。 ワ ー ドの規 模 は

非 常 に大 きか った ので すが ， 監督 は献

身 的 に仕 え ま した 。

わた しは彼 の葬 儀 でお話 を しま した。

恐 ら く彼 は 父 に次 い で， わ た しの若 い

時 代 に最 も大 きな影 響 を与 えた 人 で し

ょう。 監督 に心 か ら感 謝 して い ます。

そ れ以 来 ， わた しに は何 人か の監 督

がい ま した が ，例外 な くどの監 督 も献

身的 で霊 感 あふ れ る指 導者 で した。

さて今 晩 こ こに集 っ てい る監 督 の皆

さんに 向か って少 しお話 しい た します。

話 の内 容 の ほ とん どは ス テー ク会 長 や

そ の他 同様 の 責任 を受 け てい る方 に も

当 て は まる と思 い ます。 まず ， わた し

が皆 さん に抱 い てい る深 い愛 を感 じて

い た だ きた い と思 い ます 。 わ た しは教

会員 が 皆 さんの こ とを愛 して い る こ と

を知 って い ます 。彼 らは皆 さん に絶 大

な信 頼 を寄せ て お り，皆 さん が召 しを

受 け た と きに， わ た した ち は全 幅の 信

頼 を寄 せ て い ま した。 ど うか ワー ドに

おい て管 理 大祭 司 と して の役 割 を果 た

し， 人 々の 相談 相 手 とな り， 困 っ てい

る人 を支援 し，悲 しん でい る人 を慰 め ，

援 助 を必 要 と してい る人 を助 けて くだ

さる よ うお 願 い し ます。 また， ワー ド

で教 え られ てい る教義 の擁 護者 とな り，

質 の高 い レッス ンが行 われ て い る こと

を見 届 け ，必 要 と され る多 くの責任 に
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会 員 た ち を召 して くだ さ る よ うお 願 い

します。

監 督 の行 動 は非 の 打 ち所 の ない もの 一

で な けれ ば な りませ ん。 す な わ ち，徳
しっせき

高 い人 で あ って ， どの よう な叱責 も受

け る こ との ない 人 でな け れば な りませ

ん。 皆 さんの 模範 に よっ て会 員 た ちが

進 むべ き方 向が示 され ます。 悪 を非 難

す る こ と を恐 れ て は な りませ ん。 正 義

の た め に悪 に立 ち 向か い ，真 理 を守 る

こ とに妥 協 しては な りませ ん。 これ ら

すべ て は断 固 とした態 度 で 臨 む必要 が

あ ります が ， 同時 に優 しさ と愛 を もっ

て行 わな けれ ば な りませ ん。

監督 は ワー ドの 父親 で あ り， 会 員の

守 護者 です 。彼 らが悲 しみ，病 に伏 し，

落 胆 してい る とき に援 助 の 手 を差 し伸

べ なけ れ ばな りませ ん。 監 督 は ア ロ ン

神 権 の会 長 と しての務 め を果 た し，副

監 督 と ともに執事 ，教 師 ，祭 司 を導 き，

「主 の薫 陶 と訓 戒 とに よって」彼 らを育

てな ければ ならないのです(エ ペ ソ6：4)。

皆 さん は ，妻 に とっ て の夫 で あ り，
は ん り よ し

愛す る伴侶 で あ り，妻 を守 り，扶 養 す

る責 任 を負 って い ます 。 あ なた は子供

に とって の父 親 で あ り，愛 を もっ て子

供 た ち を育 て， 理解 を もっ て教 え なけ

れ ば な りませ ん。

悪魔 が 皆 さ ん を攻 撃 し よう と してい

る こ とに注意 して くだ さい。 あ らゆ る

人 の 中で 特 に監 督 は， 自 らを律 し，生

活 の 中 にい か な る種 類 の 罪 や悪 徳 を も

入 り込 ませ な い よ うに しな けれ ば な り

ませ ん。 ポ ル ノ グ ラフ ィー を避 け ，み

だ らな番 組 を放 送 して い るテ レビを消

し，思 い と行 い を清 く保 って くだ さい。

事 業上 の 利益 を追 求す る 目的で 監督

室 を使 用 す る こ とはで きませ ん。 さ も

な い と，監 督 と しての奉 仕 か ら特 別 な

利 益 を得 てい る と言 っ て人 々 は皆 さん

を非 難す るこ とで しょ う。

監 督 は イス ラエ ル の一 般 判 士 で す。

これ は恐 れ を抱 くほ ど大 きな責 任 です。

あ る ときは，ワー ドの会 員 が教 会 員 で

い る こ とが で きる か とい うこ とにつ い

て も判 断 を 下 さ な け れ ば な りませ ん。

バ プテスマ を受 け る にふ さわ しいか ど

うか ， アロ ン神権 を授 ける にふ さわ し

い か どうか ，宣教 師 として働 くにふ さ



わ しい か ど うか ， さ らに は彼 らが主 の

家 に参入 し， そ してそ こで授 け られ る

祝 福 を受 け る資格 が あ るか どうか とい

うこ とを判 断 しな け れ ば な らな い の で

す。 監 督 はだ れ一 人 と して空 腹 で 着 る

物 もな く住 む家 さえ な い とい う状 態 に

置 かれ る こ とのな い よ う気 を配 らな け

れ ば な り ませ ん。 管 理 す る す べ て の

人 々の 環境 を も把 握 して い な けれ ば な

りませ ん。

監督 は会 員 に とって慰 め る者で あ り，

導 く者 で なけ れ ば な りませ ん。助 け を

求 め る 入の た め に いつ で も応 じ られ る

よ う， 扉 を開 い て おか なけ れ ば な りま

せ ん。 また， 人 々 の重 荷 を とも に背 負

え る よ うに 肉体 的 に も精神 的 に も強 く

な けれ ば な りませ ん。'そして悪 事 を行

う者 に さえ愛 の 手 を差 し伸 べ な けれ ば

な らないの です 。

兄弟 の 皆 さん， わ た しは大 きな責 任

を背負 って い る皆 さん の う えに全 能 者

の 祝福 が与 え られ るよ う祈 って い ます。

神 が皆 さ ん に健 康 と強 さを授 け られ ま

す よ う に。 神 が 皆 さ ん の心 に触 れ て ，

知 恵 と理 解 ， 感 謝 と愛 が与 え られ ます

よう に。会 員 た ち に恵 み を もた らす こ

とを第 一 に考 えて生 活 し， なお ，皆 さ

ん の仕 事 で求 め られ てい る事 柄 や 家 族

に 向 け られ るべ き適切 な注 意 を犠 牲 に

す る こ とが ない よう，祈 って い ます 。

皆 さ ん一 人一 人 につ い てわ た しは主

に感謝 して い ます 。 皆 さんの働 きの ゆ

えに，わた しは皆 さん を愛 してい ます。

わた しは， あ らゆ る地 で奉 仕 して い る

皆 さん一 人一 人の ため に祈 ってい ます 。

悪 魔 の誘 惑 か ら皆 さん が守 られ るよ う，

わ た しは主 にお 願 い して い ます 。 神 の

武具 を身 に着 け るよ う，お勧 め します。

天 よ りの祝 福 が ，皆 さ んの妻 子 の う

えに あ ります よ うに 。 いつ の 日か， 皆

さん は解 任 され るで し ょう。 そ れ は寂

しい 日に なる こ とで し ょ う。 会員 た ち

との 思 い 出 を生涯 忘 れ る こ と はな いで
きよ

しょ う。そ れ らは あ なたの 生活 を聖 め ，

平 安 と安 息 と喜 び を もた らす こ とで し

ょう。愛 す る兄 弟 た ちの うえ に神 の祝

福 が 注 が れ ます よ うに， へ り くだ りイ
み な

エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て お 祈 り

い た しま す 。 ア ー メ ン。



●日曜午前の部会

1999年4月4日

「わたしは盲人であったが

今は見えるということです]
第一 副管 長

トー マス ・S・ モ ンソ ン

入に光を与えたしDと望むのな5ば ㍉自分の光を輝かせなくτはな0ま せん。

エ スは 人 々の 問 を歩 き，教 え

イられ た とき，分 か りや す い言

葉 で 話 を され ま した。 ペ レア

か らエ ルサ レムへ の ほ こ りに まみ れ た

道 を旅 して い る とき も， ガ リラヤ の海

べ で群 衆 に話 しか けた とき も，サ マ リ

ヤ の ヤ コブ の井戸 の そ ばで 休 んで い る

と きで も， た とえ を使 って 教 え られ ま

した 。悟 り， 感 じる こ との で き る心 ，

聞 くこ との で きる耳 ，見 る こ との で き

る 目を持 つ こ とにつ い て， イエ スは し

ば しば話 を してお られ ます 。
たまもの

目が 見 え る とい う賜物 に恵 まれ な い
.盲人 が

， あ る大 きな町 の に ぎやか な通

りの 隅の いつ もの場 所 で， や っ との思

い で体 を支 え なが ら， 来 るHも 来 るH

も座 って い ま した。 そ の片 方 の手 に は

鉛 筆 で い っ ぱ い の古 い フ ェル ト帽が ，

も う片 方 の手 には ブ リキの コ ップ が握

り締 め られて い ま した、 通 行 人へ のた

だ 一つ の 訴 え は短 く適切 な もので した

が ，そ れ は決 定 的で絶 望 的 な響 き さえ

す る もの で した。 そ の メッセ ー ジは小

さな プ ラカ ー ドに書 か れ， ひ もで首 に

下 げ られ てい ま した。 こ う書 か れ てい

ま した。 「わた しは 目が 見 え ませ ん。」

立 ち 止 まって鉛 筆 を買 う人 も， ブ リ

キ の コ ップ に硬貨 を入 れ る人 もほ とん

どあ りませ ん。 皆 あ ま りに も忙 し く，

自分の こ とで 精 い っぱ い なの です。 そ

の コ ップが い っぱ いに な った こ とは な

く，半 分 にす らな った ことは あ りませ

ん で した 。そ ん な う ら らか な あ る春 の

日に， 一人の男 性 が立 ち止 ま りま した。

彼 は使 い.占した そ のプ ラ カー ドの言 葉

を，「春 なの にわた しは 日が 見え ませ ん」

とマ ー カーで書 き変 え ま した。す る と，

コ ップ はた ち まち い っぱい に な ってあ

ふ れ る ほ どで した。 恐 ら く忙 しい 通行

人 た ちは チ ャール ズ ・1・オー ドネルの

「若 々 しい4月 の 青空 に も驚 か ない よう

にわ た しの 目を訓練 す る の は不可 能 だ

った」 とい う一節 に心 を動 か され たの

で し ょう、，それ で も， 目が 見 え る よう

にな りた い との 希望 に対 して ，硬 貨 は

貧 しい 代用 品 です 。

わ た した ち のだ れ もが 目の 見 え ない

人 を知 って い ます。 また見 える 目があ
くらやみ

りなが ら，真 昼 に 暗闇 の 中 を歩い て い

る多 くの 人 も知 ってい ます 。 後者 は 白
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つえ

い杖 を持 ち歩 い た り， 聞 き慣 れ た 「ト

ン トン トン」とい う音 を頼 りに 注意 し

て進 んだ りす る こ と も しませ ん。 忠実

な盲 導 犬 をそ ば につ ける こ と も，「わ た

しは 目が見 え ませ ん」 とい うカ ー ドを

首 に下 げ る こ と も しませ んが ，彼 らは

確 か に 目が 見 え ませ ん。怒 りや無 関心 ，、

復 し ゅう心 ，憎 悪， 偏見 ， 無視 に よっ

て， また価 値 あ る機 会 を軽 ん じる こ と

に よって 見 え な くな って い る人 がい ま

す。 この よう な人 につ い て主 は 言 われ

ま した。 「この民 の心 は鈍 くな り， そ

の耳 は 聞 えに くく， その 目は閉 じてい

る。 それ は，彼 らが 目で見 ず ， 耳 で 聞

かず ，心 で悟 らず ，悔 い 改 めて い や さ

れ る ことが ない ため であ る。」1

「イエ ス ・キ リス トの福 音 が 回復 され

た春 が や って 来 て も， わた しの 目は見

えない ま まです 」 とい う嘆 きが 聞 こえ

て きます。 そ れ は まるで ピ リポの友 人

が叫 ん だの と同 じようで す。「だれ かが ，

手 び きを して くれ なけ れ ば， どう して

〔わた しの道 が〕わか りま しょう。」2

何 年 も前 の こ とで すが ， ステ ー ク大.

会 に 出席 した と きに， あ るス テー ク副

会 長が盲人で あ るこ とに気 づ きました。

彼 の働 きぶ りは見事 で ， ま るで 目が 見

えて い るか の よ うに責 任 を果 た してい

ま した。 ビルの2階 に あ るステー ク事 務
あらし

所 で わ た した ちが 会 った の は嵐 の晩 の

こ とで した 。突 然 ， ドー ン とい う大 き

な雷 の音 が して， ビルが 一 瞬 に して ほ

ぼ停 電状 態 に な って しまい ま した。 わ

た しは本 能 的 にそ の 目の不 自由な指 導

者 に手 を伸 ば して こ う言 い ま した 「さ

あ，わた しの腕 につか まって くだ さい。

階段 を下 りるの を手伝 い ま しょう。」

す る と次 の よ うな返事 が 返 って きま

したが ， きっ と彼 の 顔 に は笑み が 浮か

ん でい た こ とで しょ う。 「大 丈 夫で す ，

モ ンソ ン兄 弟 。 あな た こ そ， わた しの

腕 につ か まって くだ さい。 わ た しが お

手伝 い します。」そ して こ う付 け加 えま

した。「暗 闇 には慣 れて い ますか ら。」

やが て嵐 は遠 の き， 電気 も復 旧 し ま

した。 目が見 えず と も光 に満 ち たそ の

男 性 に導 か れ て 階段 を下 りた こ と を，

わた しは忘 れ ない で し ょう。

遠 い昔 の遠 く離 れ たあ る場所 で， イ

エ スが 道 を通 って い る と き， 生 まれ つ

きの盲 人 を御 覧 にな りま した。弟 子 た

ち は主 に，.その 人 は なぜ 盲人 な の か，
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本人 また はそ の両 親 が こ の よ うな苦 し

み を もた らす よ うな罪 を犯 した ため か，

と尋 ね ま した。

「イ エ スは答 え られ た， 『本 人が 罪 を

犯 したの で も な く， また ，そ の両 親 が

犯 したので もない。た だ神 のみ わ ざが ，

彼 の上 に現 れ るた めで あ る。 ……

わ た しは， この世 にい る 間 は，世 の

光 で ある。』

イ エス は そ う言 っ て， 地 につ ば きを

し， その つ ば きで ， ど う をつ くり， そ

の どう を盲 人 の 目に塗 っ て言 われ た，

『シ ロァ ム(つ かわ された 者， の 意)

の池 に行 って洗 い な さい。』そ こで彼 は

行 っ て洗 った。 そ して見 える よ うに な

って ，帰 って行 った。」3

この奇 跡 につ い てパ リサ イ人 の 問で

大 きな紛争 が あ りま した 、

「そ こで彼 らは，盲人 で あ った人 をも

う一 度呼 んで言 った，『神 に栄光 を帰す

るが よい。 あの 人 〔イエ ス〕が 罪人 で あ

ることは，わ た したちにはわかっている。』

す る と彼 は言 った， 『あのか たが 罪人

で あ るか ど うか ，わ た しは知 りませ ん。

た だ一 つ の こ とだ け知 っ てい ます 。 わ

た しは盲 人で あ っ たが ，今 は見 え る と

い うこ とで す。』」4

十二 使徒 の 長 で あ り，ペ テ ロ とい う

名 で知 られ， 当 時 シモ ンと呼 ば れ た漁

師 につ い て 人 は考 え ます 。 疑 い深 く，

信 じよ う とせ ず ，気 性 の激 しいペ テ ロ

は主 の 預 言 どお りに イ エ ス を3度 知 ら

ない と言 い ま した。 つ つ かれ ， あ ざけ

られ ，打 ち た たか れ なが ら， 愚弄 され

る苦 しみ の中 ，沈 黙 を固 く守 りなが ら，

「主 は振 り向 いて ペテ ロを見詰 め られ」`

ま した。 あ る年 代 学者 が そ の心 の変 化

を こ う書 いて い ます。「もう十 分 で した。

… … 〔ペ テ ロは〕どの よ うな危 険 も顧 み

ず ，死 を も恐 れ な い気持 ちでい ま した。

…… 〔彼 は〕夜 明け を迎 え るた め に夜 の

暗 闇 を走 りました。… …心 が打 ち砕 か れ ，

悔 い 改 め た この男 は 自 らの 良心 に よっ

て裁 きを受 け，新 し く 〔高 潔 な〕者 に な

るた め に， 以前 の 古 い生 活 や恥 辱 ，弱
みこころ

さ， 自分 自身 を神 の御 心 に添 うた 悲 し

みの ゆ えに葬 り去 ったの です 。」6

使 徒パ ウ ロ もまた ペ テ ロ と同様 の経

験 を して い ます。 改宗 した 日か らそ の



死 に至 る まで ，パ ウ ロは 「古 き人 を脱

ぎ捨 て」， 「真 の義 と聖 とをそ な え た神

に か た どっ て 造 られ た新 し き人 を着

る」7よ うに と人々 に熱 心 に説 き勧 め ま

した。

漁 師 シモ ンは使徒 ペ テロ とな り，迫 害

者サ ウロは改 宗者 パ ウロ とな りました。

人 々 の 人生 を変 え る救 い 主 の 力 が ，

時 聞の経 過 に よっ て変 わ る こ とはあ り

ませ ん。死 人 ラザ ロ に言 われ た よ うに，

皆 さん や わた しに救 い主 は 「出て きな

さい 」8と言 ってお られ るので す。

ハ ロル ド・B・リー大 管長 は この よ う

に語 りま した。「地上 を歩 む人 はすべ て，

住 む場所 や 貧 富 を問 わず ， 生 まれ た と
みた ま

きか ら，キ リス トの 光 ，真 理 の御霊 ，神 の

御 霊 と呼 ばれ る もの を授 け られて い ま

す。 この英 知 の普 遍 の光 が すべ て の人

に授 け られ て い るの です 。 この御霊 に

つい て，モ ロナイ はこ う述べ てい ます。

『見 よ， 善悪 を わ きま え る こ とが で

きる よ うに，す べ て の人 にキ リス トの

御 霊 が与 え られて い るか らで あ る。 さ

て， そ の判 断 の方 法 をあ なたが た に教

え よ う。 善 を行 う よう に誘 い， また キ

リス トを信 じる よ うに勧 め る もの はす

べ て ， キ リス トの力 と賜 物 に よっ て送

り出 され て い るの で あ る。 したが って

あ なたが た は， そ れが 神 か ら出て い る

こ とを完 全 に理 解 してわ きま える こと

が で きる。』」9

この定 義 を満 た して救 い主 の祝 福 に

あず か る資格 のあ る 人た ちを， 皆 さん

もわ た し も知 っ てい ます。

ソル トレー ク ・シテ ィー の ウ ォル タ

ー ・ス トーバ ーは そ の よ うな人 の一 人

で した。 彼 は ドイ ッ に生 まれ，福 音 を

受 け入 れ ，ア メ リカ にや って来 ま した。

自 ら事 業 を興 して ， それ に 自分 の 時間

と財 産 を進 ん で さ さげ ま した。

第 二 次 世 界 大 戦 後 ， ウォル ター ・ス

トーバ ー は祖 国 に戻 るよ う勧 告 され ま

した。 彼 は ドイ ッに帰 って教 会 を管 理

し ま した 。 そ して ， 出会 っ た人 ，仕 え

た人す べ て の生 活 に祝福 を もた ら しま

した。 彼 の資 金 で ，か つ て は紛争 で荒

廃 してい た美 しい都 市 ベ ル リ ンに二 つ

の教 会 が建 て られ ま した 。彼 は ドイ ッ

に住 む全教 会 員 を ドレス デ ン に集 合 さ

せ る こ とを計 画 しま した。 ドイ ッ全 土
せいさん

から教会員が一堂に会して聖餐を取
あかし

り，神 が賜 った祝福 を証 し合 え る よう

に列車 を借 り切 った のです 。

ウ ォル ター ・ス トーバ ー の義 理 の息

子 で あ る トー マ ス ・C・ ル ド ゥク は ，

ウ ォ ル タ ーの 葬 儀 で こ う語 りま した。

「父 は出 会 うすべ て の 人 の顔 に キ リス

トの 面影 を見 る才 能 があ り，そ う振 る

舞 う ように して い ま した。」

あ る詩 人が こう書 いて い ます 。

わ た しは暗 闇で 一人 の 見知 らぬ人 に

会 っ た。彼 の ラ ンプが消 えて いた。

わ た しは立 ち止 まって 自分 の ラ ンプ

か ら火 を とも して や った。

す る と間 もな く世 界.中を揺 さぶ る ほ

どの強 い嵐 が や って来 た。

風 が通 り過 ぎた と き， わ た しの ラ ン

プは消 え てい た。

そ こへ 例 の見知 らぬ人 が戻 って来 た。

そ の ランプは きらき らと輝 いて いる。

彼 は その貴 い 炎 を失 わ ず にい たの だ

っ た。 そ してわ た しの ラン プに火 を

と もして くれ た。lo

恐 らくこの詩 の意 味 は，人 に光 を与 え

た い と望む の な らば，自分 の光 を輝か せ

な くて はな らない とい うことで しょう。

預言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが深 い森 に

入 っ た と き，そ こで神 聖 な こ とが起 き

ま した。彼 はそ の ときの こ とを こ う記

してい ます 。

「それ は1820年 の早 春 ，美 しい 晴れ た

日の朝 の こ とで あ った 。 わた しが この

よ うな こ とを行 お う と したの は ，生 涯

で初 めて で あ った。 わ た しは不 安 の ま

った だ中 に あ って も，声 に 出 して祈 ろ

う と した こ とは まだ一 度 もなか った か

らであ る。」ll

見 え ない力 か ら受 ける恐 怖 に耐 え抜

き，.ジョセ ブは こう続 けて い ます。

「わ た しは 自分 の真 上 に ，太 陽 の輝 き

に も勝 っ て輝 い て い る光 の柱 を見 た 。

そ して， そ の光 の柱 は次第 に降 りて 来

て ，.光はつ い にわた しにふ りそそ い だ。

その 光 が わた しの 上 に とど まった と

き， わた しは筆紙 に尽 く し難 い輝 き と
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栄 光 を持 つ二 人 の御 方 が わた しの 上 の

空 中 に立 っ てお られ るの を見 た。 す る

と，そ の うちの御 一 方 が わた しに語 り

か け， わ た しの名 を呼 び， 別 の御 方 を

指 して ， 『これ は わ た しの愛 する 子 で

あ る。 彼 に聞 ぎな さω』と言 わ れた。」12

そ して ジ ョセ ブ は聞 き， 学 ん だので

した。
み

「モ ン ソ ン兄 弟 ， も し も救 い主 が 御
すがた

姿 を現 され た ら， どの ような 質問 を し

ます か」 と聞か れ た と しま し ょう。

わた しの答 えは いつ も同 じです 。「質
み こ と ば

問 は しませ ん。 む しろ救 い 主 の御 言葉

を聞 くつ も りで す。」

太 平 洋 に浮 か ぶ 島で のあ る晩の こと

です 。小 さ な船が 天 然 の桟橋 の停 泊所

に滑 る よう に入 っ て来 ま した。 メ リ ・

ム リポ ラが船 か ら降 り，村 に続 く使 い

古 され た細 い 道 に 出 られ る よう二 人の

ポ リネ シナ人 女性 が 案 内 し ま した 。彼

女 た ちは真 夜 中 の空 に輝 く星 の明 る さ

に驚 き ま した 。優 しい 月の 光 に照 らさ

れ なが ら，一 行 は道 を進 み ま した。 と

ころが メ.リ ・ム リポ ラに は， こん な に

美 しい 自然 や 月 も星 も空 も楽 しむ こと

・が で き ませ ん
。 なぜ な ら，彼 は 目が不

自由だ った か らです 。

メ リ ・ム リポ ラの視 力 はあ の運命 の

日まで正 常 で した。パ イナ ップル農 園

で働 い て いた と き，突 然 辺 りが真 っ暗

に なっ て ，そ れか らは 日中 で も絶 えず

夜 の 暗 闇 に なっ て し まった の です。 彼

は福 音 が 回復 され た こ とや 末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教 会 の教 えにつ い て学

び ま した。 そ して， そ れ らの教 え に従

った 人生 を歩 む よ うに な りま した 。

メ リ ・ム リポ ラ と彼 の愛す る人 たち

は， 神権 を持 っ た人 が 島 を訪 問 してい

る と聞 い て， この 長旅 を して来 た ので

す 。 彼 は聖 な る神 権 を持 つ者 の手 か ら

祝 福 を受 けた い と思 い ま した。 そ して

その 望 み はか な え られ ま した。視 力 を
ほお

失 った 目か らは涙 が流 れ ，茶 色 い頬 を

伝 って ，着 て い た民族 衣 装 に落 ち ま し

た 。 彼 は ひ ざ まず い て 祈 り ま した 。

「おお神 よ，わ た しの 目が見 えない こ と

をあ な た は御 存 じです 。 も しあな たの

御 心 に か なえ ば， わ た しの視 力 は 回復
しもべ

するとあなたの僕が祝福してくれまし



た。 あな たの知 恵 に よ り， わ た しの 目

が 光 を取 り戻 す こ とに な ろ う と， 一生

ず っ と闇 の 中 にい る こ と に なろ う と，

今 こ うして福 音 を理 解す る こ とが で き

る こ とを， また ， わた しに命 の光 を与 ・

えて くれ る福 音 が真 実 で あ る こと を永

遠 に感 謝'します 。」

彼 は立 ち上 が り， 祝福 を施 した こ と

をわ た した ち に感謝 しま した 。 そ して

夜 の 暗闇 に消 えて行 った ので した。 彼

は静 か にや っ て来 て， また静 か に去 っ

て行 きま した。 しか し彼 の存 在 を わた

しは決 して忘 れ る こ とはな いで しょう。
み こ と ば

わた しは主 の御 言 葉 を思い 出 しました。

「わ た しは世 の光 で あ る。 わた しに従 っ

て来 る者 は， やみ の うち を歩 くこ とが

な く，命 の光 を もつ であ ろ う。」13
こんにち

今 は神 殿 建設 の時代 で す。 今 日ほ ど

多 くの神 殿 が建 築 され，'奉献 され て き

た時代 は あ りませ ん 。現 代 の預 言者 ゴ

ー ドン ・B・ ヒ ンク レー大 管 長 は
，主

の家 で儀式 が 活発 に行 われ る よう にな

る こ とを予 見 してい ます 。神 殿 は参入

す る人， またそ の ため に犠 牲 を払 うす

べ て の人 に祝 福 を もた ら します。 キ リ

ス トの光 は死 者 を含 め たす べ て の 人 を

輝 か せ ます 。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 大

管 長 は死 者 の ため に働 くこ とにつ いて

この よ うに明言 して い ます。 「わ た した

ちの働 きを通 して ，彼 らを縛 る鎖 が外

さ れ， 彼 ら を取 り巻 く闇 が払 わ れ る。

そ して光 が彼 らの うえ に輝 き， 彼 らは

地 上 の子 孫 が 自分 た ち のた め に した こ

とを霊界 で 聞 き， あ な たが これ らの義

務 を果 た して くれた こ とを， あ なた と

と もに喜 ぶ であ ろ う。」'4

使 徒 パ ウ ロは 「信 者 の模 範 に な りな

さい」15と熱 心 に勧 め てい ます 。 ヤ コブ
みことば

の手 紙 か ら読 み ます。「御言 を行 う人 に

な りな さい。 お の れ を欺 いて ， ただ 聞

くだけ の者 となっ ては いけ な い。」16

最後 に ミニー ・ル イス ・ハスキ ンズの

詩 を読 んで終 わ りに した い と思 い ます。

年 の入 り口 に立 つそ の 人 にわ た し は

こ う言 っ た。

「光 を 下 さい。 そ うす れ ば知 らな い

所 で も安 心 して 歩 い て行 け るで し ょ
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うか ら。」

す る と彼 は こ う答 え た。
み

「闇の中を進んで行って手を神の御
て

手 に預 けな さい。そ の方 が光 よ りも，

知 って い る道 を行 くよ りも安 心 で き

るで し ょうか ら。」

そ こで わ た しは進 ん で行 っ て， 神 の

御 手 を見 つ け る と， 闇 の中 を喜 び に

満 た されて進 んだ。

神 は わ た し を丘 へ と導 き，荒 涼 とし

た東 の空 に朝 日をお 見せ にな った。17

聖 な る安 息 日で もあ る この 復 活祭 の

朝 に， わ た した ちが 光 を輝 か せ ， それ

に よって 天 父 と，救 い を得 させ る地 上

の 唯一 の 名前 で あ る御 子 イエ ス ・キ リ

ス トが栄 光 をお 受 け に な るこ とが で き

ます よ うに。

わ た した ち が イエス ・キ リス トの 足

跡 を た どっ て 歩 み を 進 め られ ます よ
けいけん み な

う， 敬慶 に祈 ります 。聖 なる主 の御 名

に よって ， アー メ ン。
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監督と邑
十二使徒定員会会長代理

ボイ ド・K・ パツカー

1監督

あがな

教会はワード単位酉鱈 営ざれτしぼ す。…99禰 殿を原ぎ，わたした 参の贋ωに

の要 な舗 はすべτワードκ葉 φしてお0， 今や神殿もわたしたちの

より身近な場所7ご位置 するよ：うになづτぎて'し1ます。

晩 ，神 権 部 会で ヒンクレー大 管

昨長 は監 督 た ちをたた え，助言 を

与 え，祝 福 を授 けて くれ ま した。

昨 日オ ー クス長 老 に よって説 明 さ れ た二

人 の証 人 の規 則 に のっ と り， わ た しは第

二 の証 人 とな りま し ょう。

以前 ， わ た しが ステ ー クの 高等 評議 員

と してエ メ リー ・ワ イ トと と もに働 いて

い た こ ろの こ とです 。 そ れ までエ メ リー

は10年 問，郊 外 に あ るハ ーパ ー ワー ドで

監 督 を務 め てい ま した。 彼 の妻 の ルチ ル

は， ステ ー クの扶助 協 会 会長 で した。

ル チル は わた しに， あ る春 の朝 ，近 所

の 人 がエ メ リー を尋 ね て来 た ときの こ と

を話 して くれ ま した。彼 女 が ，エ メ リー

は外 で畑 を耕 して いる ， と伝 え る と， 彼

は とて も心 配 そ うに こ う言 うので す。 そ

の 日の早 朝， 畑 を通 りかか っ た と き， 彼

はエ メ リーの す きにつ なが れ た馬 た ちが
うね

畝 を列 の 半分 まで作 っ た と ころで ，手 綱

をだ ら りと下 げ て立 っ てい るの に気 づ き

ま した。 しか しエ メ リー の姿 は どこ に も

見 当 た りませ ん。 そ の 人 は大 して気 に も

留 め ませ んで したが ，随 分時 間が た って

か ら再 び畑 を通 りか か って ， い まだ に馬

が その ままで い るの を見 た ので す。 彼 は

さ くを よ じ登 り， 畑 に入 って馬 の ところ

に行 き ま した 。や は りエ メ リー は どこに

も見 当た りませ ん。 そ こで彼 はルチ ル に

確 認 し よ うと思い ，急 い でや って来 た わ

け です。

ルチ ル は静 か に こ う答 えま した。「大 丈

夫， 心 配 しないで 。 きっ とだれ かが 困 っ

て， 監督 を迎 えに来 た の よ。」

畑 で何 時 間 も じっ と立 ってい た何 頭 か

の馬 の 姿 は， 教会 の 監督 と彼 を支 え る副

監督 の献 身 を象徴 して い ます 。
ひ ゆ

監 督 ，副 監督 は皆 ，比 喩 的表現 で言 う

と，だ れか が助 け を必要 とす る ときに は，

作 りか け の畝 の 中 に馬 を置 いた ま ま行 く

の です。

わ た しは これ まで の年 月， そ の畑 を何

度 も通 りま した。 そ の畑 を見 る と， ワー

ドの監 督 会 に召 され てい る人 々の犠 牲 と

奉仕 ， そ して彼 らが働 くうえで な くて は

な らない夫 人 と家 族 の犠 牲 と奉仕 を思 い

起 こ します。

最 近 の こ とです が ，あ る 日曜 日の早朝

に ， わた しはその 畑 に立 ち ま した。 そ こ

か ら， エ メ リー とル チ ルが子 供 を育 て た

家 と向 こ うの 丘 を眺 め ま した。 わ た しは

少年 の ころ， ほか の ス カ ウ ト仲 間 とと も

に ， ワイ ト監督 に連 れ られ てそ の家 か ら

出か けた こ とが あ ります 。わた したち は，

エ メ リー に道順 を教 わ りなが ら， その丘

をハ イキ ング しま した。
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パ ウロ はテモ テ 人へ の手 紙 で次 の よ う

に記 して い ます。 「さて ，監 督 は，非難 の

ない 人で ， ひ と りの妻 の夫 で あ り， 自 ら

を制 し， 慎 み深 く，礼儀 正 し く， 旅 人 を

もて な し，よ く教 え る ことが で き〔る人で

あ る。〕」五

「よ く教 え るこ とがで き 〔る〕」("aptto

teach")と い う言 葉 に は特 別 な 意味 が あ

ります。 「で きる」("apt")に は ，「傾 向

のあ る，備 え られ た」("inclined，ready，

prepared")と い う意 味が あ ります。

世界 中で ，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト

教 会 の監 督 の職 務 に類 す る もの は， ほか

に ど こに もあ りませ ん。親 を除 けば， 監

督 は ，最 も大 切 な事 柄 につ い て教 え， ま

たは学 ぶ きっか け を作 る最 高 の機 会 を得

てい ます 。 そ して両 親 に対 して彼 らの持

つ 責任 を教 え るす ば ら しい機 会 も得 てい

ます。 そ れか ら監督 は，親 が子 供 を教 え

る時 間が 持 て る よう に してあ げ な くては

な りませ ん。

監 督 は ， ア ロ ン神 権 を持 つ若 い男 性 ，

そ して もち ろ ん若 い女性 に対 して も責任
じゅうぶん

が あ ります。 監 督 は什分 の 一 とさ さげ物

を受 け取 り， 集 計 します 。 監督 は また教

会 の実 務 をつ か さ ど り，貧 しい人 を探 し，

ほか の多 くの義 務 を遂行 す る責 任 が あ り

ます。

監 督 に は ， 「神 の 預 言者 た ち よ り与 え

られ る王 国 の律 法 に従 っ て，正 しい者 の

証 言 に よ り， また彼 の副 監 督た 方の助 け

によ り神 の民 を裁 く」2義務 が あ ります 。

彼 らが儀 式 を受 け， また職 務 を遂行 す る

際 ，彼 ら をその ふ さわ しさに よって裁 く

義務 が あ るの です 。

監督 は また 自分 の羊 の群 に対 し，個 別

に， また は集 団 と して相 談 に乗 り，誤 り

を正 し，福 音 を教 えな くて はな りませ ん。

これ らす べ て にお いて ，監 督 は イエ ス ・
あがな

キ リス トの福 音 ，十 字 架 と蹟 い の犠 牲 ，

復 活 ，福 音 の 回復 につ い て教 え る義 務 が

あ ります。

わ た しは， どの監 督 ，副 監督 もそ の職

務 を無 給 で行 う こ とか ら， これが 自発 的

な奉仕 に よる もの であ る と説 明 され るの

を聞 いて きま した。 彼 ら自身 も什分 の一

と さ さげ 物 を納 め ， さ らに 自 らの 召 しに

多 大 な時 間 を費 や します。 彼 らは祝 福 と

い う報 い を受 け，彼 ら と ともに働 く人々



も同様 の報 い を受 け ます。

しか し人 は， 自 ら進 ん で監 督 に な る

わ けで もなけれ ば ，望 ん で な る もの で

もあ りませ ん。 人 は 召 され て『， す なわ

ち 「預 言 に よって ……神 か ら召 され 」て

監督 に なるの です 。そ の後 ，監督 は 「福
の

音を宣べ伝え，その儀式を執行するた
あんしゆ

め に… …権 能 を持 つ者 に よる按 手 に よ

って」聖任 と任 命 を受 け ます。3

まず ，神権 の職 で あ る監督 に聖 任 さ

れ ，そ の後 任 命 を受 け， ワー ドを管 理
かぎ

す る鍵 を授 か ります。 監 督 は二 人 の副

監督 と と もに ，会 長 会の 一つ の形式 で

ある監督 会 を構 成 します 。

一 度 聖任 され る と
，彼 は残 りの 人生

をず っと監 督 として過 ご します。 ワー ド

を管 理す る責任 を解任 され た後 は，聖任

され た職 は休 止 します。再 び ワー ドを

管 理す る責 任 に召 され た ら，以 前 聖任

され た職 は活 動 を再 開 します。 再 度解

任 され た ら，職 は また休止 とな ります。

監督 の 聖任 の本 質 は，霊 感 に よ り導

きを受 けるとい う権 利 と義 務 です 。監 督

には自分が何をすべ
み た ま

きか御 霊 に よって識

別する力が あ ります。

啓示 は， すべ て の

監督 が共 通 して得 て

い る一 つ の し るしで

す。 監督 に召 され て

いる人 は それ ぞ れ多

様 な文化 を持 ち，様 々

な職 業 に従 事 して い

ます。経験 ，人格 ，年

齢 はそ れ ぞれ違 い ま

す が，霊 的な導 きを

受 け る権 利 は異 な り

ませ ん。

何 年 も前 に， わた

しの友 人 は カ ウンセ

リ ングの分 野 で は最

高 の権 威者 の 一 人 と

言 わ れ る人の も とで

学 ぶ ため ，大 規模 な

大学 に入学 しました。

こ の教 授 は す ぐに，
そうめい

気 品 があ り聡：明 なそ

の末 日聖徒 の若 者 に

関心 を 示 し ま した。

そ の若者 は，博 士 号 を取 得 す る うえ で

必 要 な履 修 科 目を学 ぶ うち に， 周 囲 の

関心 を集 め る よ うにな りま した。

彼 は博 士 論 文 の テー マ に末 日聖徒 の

監督 を選 び ま した。 すべ て は順 調 に進

み ま したが ，監督 の 聖任 ，識別 す る力 ，

霊 的 な導 きを受 け る監督 の 権利 につ い

て述 べ た と き， 問題 が起 こ りま した。

博 士 号 の委 員会 は， この よ うな項 目

は学 術 論文 と してふ さわ し くな い と感

じ，論 文 か ら削 除す る よう主張 した の

で す。 す る と彼 は ，せ め て， 末 日聖徒

は監督 が霊 的 な洞 察 を得 る と信 じて い

る， と表現 す る方が い いか も しれ ない

と思 い ま した。 しか し委員 会 は それ も

認 め ませ ん で した。 そ れ は彼 らが ， こ

の よ うな霊 的 な要素 を学術 論 文 に組 み

入 れ る こ とに， 大 きな困惑 を覚 えた か
㌔

らです。

彼は委員会から，少し内容を修正す

れば，特に啓示について述べた箇所を

すべて削除すれば，研究論文は出版さ

れ，彼の評価は確立するだろうと言わ
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れ ま した。

彼 は最 善 を尽 くしま した。 論 文 に盛

り込 ん だ御 霊 につ い ての 説 明 は，彼 自 一

身 には不 本 意 な量 で したが ，世 の 中 の

教 授 た ちか ら完 全 に 受 け入 れ られ る に

は多す ぎた よ うで した。そ れ で も彼 は，

学 位 を受 け ま した。

わ た しは この友 人 に， 監督 の研 究 か

ら学 ん だ最 も重 要 な こ とは何 か尋 ね ま
がいとう

した 。す る と彼 は，「外套 は知性 よ りは

るか に勝 る こ と，神権 は導 きを与 える

力 で あ る，と学 んだ よ」と答 え ま した。

教会 の ごく普 通 の人 が監 督 に召 され，

霊 感 を受 けて助 言 を与 え， 誤 りを正 せ

る こ とを疑 っ て は な り ませ ん 。 た くさ

んの 助 けが 必 要 と思 える人 が なか なか

監督 の助言 を求 め よ うと しない一方 で，

いつ まで も助 言 と慰 め が必 要 で， 絶 え

ず面 倒 を見 て も らわ なけ れ ば， ま るで

無視 され てい る よ うに感 じる人 もい る

とい うの は残念 なこ とです 。

監 督 は霊 感 を受 け てい ます 。 わ た し

た ち はそ れぞ れ選択 の 自由が与 え られ，

指 導者 の勧 告 を受 け入 れ る こ と も， 拒

む こ ともで きます が ，勧 告 が 壇上 か ら

伝 え られ る もので も，個 人的 な もので

も，監 督 か らの助 言 を決 して無視 して

はな りませ ん。

人生 は厳 しい ものか もしれ ませ ん，そ

して あ る意 味 で，教 会 で の生 活 は い っ

そ う厳 しい もの か もしれ ませ ん。エ ライ

ザ ・R・スノー は次の ように記 して います。

「シオ ンへ の集合 で
かんなん

試練 と難 難が やむと思ってはならない。

シオンであなた を待つ ものが

安 らぎと喜びだけだ と思ってはならない。

そ うで はない， ここは溶 鉱炉

すべ てを溶かす，何 もか もを。

焼 き尽 くすのだ，要 らぬ もの を皆

埋 もれた黄金 を精錬 するため に……。

シオ ンへ の集合で

働 きが 終 わる と思 ってはな らない。

自分 の必 要 を満 た して

いつ も満 ち足 りてはい られ ない。

そ うではない，信仰 ある者 は

全力 で 自らの務 めを果 たす。
み わ ざ

御 業 を進 める，昼 も夜 も



大会の部会の始まりに当たって ，壇上でゴー ドン ・B・ヒンクレー大管長を歓迎する十二使徒定員会会員のジョセフ ・B・ワースリン長老。・ネルソン長老。Mその様子を見守る，同じく十二使徒のラッセル ・

散乱 した イスラエル を集 めるために。」4

助 けの 必要 な と きは，監 督 に頼 る こ

とが で き ます が ，必 要 以 上 に監督 の時

間 を取 る こ との な い よ うに して くだ さ

い。監 督が で きる こ とにも限界 があ りま

す。監督 会 の人 た ちに も，生計 を立 て ，

家 族 とと もに過 ごす 時問 が必 要 です。

わ た したち は しば しば，大 管 長 会 と

十二 使徒 定 員会 とい う，比 較 的少 数 の

使 徒 職 に あ る人 々が ， どの よ うに して

1ρ00万 人 を超 える会 員 たち を管理 して

い るの か尋 ね られ る こ とが あ ります 。

実 際 に は;教 会 は ワー ド単 位 で運 営

され てい ます 。 どの監 督 に も副 監督 が

い ます。 監督 は特 別 な外套 を 身に まと

い ， ワ ー ドの管 理 大祭 司 と して任 命 さ

れ て い ます 。 ワー ドに はほ か に も大祭

司 が お り， 長老 で構 成 され る会 長 会 も

あ ります 。そ して，必要 を満 た す に十分

な数 の補 助 組織 の指 導者 と教 師が い ま
なら けんそん

す。わた した ち が監督 に倣い ，謙遜 に，

絶 えず 自 ら進 んで，奉 仕す る な ら，払 っ

た犠 牲 に よって祝 福 が もた らされ ます。

会 員 数が やが て1億 に到達 するか どう

か は問題 では あ りませ ん(必 ず到 達す る

こ とで しょうが)。 た とえ到 達 して も，

教 会 は ワー ド単 位 で運 営 されて い くこ

とで し ょう。神 殿 を除 き， わた した ち

の贈 い に必 要 な事 柄 はす べ て ワー ドに

集 中 してお り，今 や神 殿 もわ た した ち

の よ り身近 な場 所 に位 置す る よう にな

っ て きてい ます 。

ス テー ク とい う避 け所 の下 に幾 つ か

の ワ ー ドが集 ま り， そ れ と同様 に地 方

部 の下 に幾ρ か の支 部 が集 ま って い ま

す 。 そ こに は， 監督 会 を訓練 す るス テ

ー ク会 長 会 と評 議会 ，そ して監 督会 と

ともに働 く人 を訓練 す るほ かの 指導 者

たち がい ます 。

世 界 中で構 成 されてい るこの組織 は，

イエ ス ・キ リス トの福 音 の 回復 に ょる

産物 です 。自発 的 な奉 仕 とい う奇跡 は，
あかし

瞭 い主 に対 す るおの お のの 証 ゆ えに起

こるの です 。

この 啓示 が もた らす影 響 力 は ，ス テ

ー ク や地 方部 内 の組 織 が築 か れ た こ と

で や む もので はあ りませ ん。なぜ な ら，

これ らの 目的 はすべ て家族 を守 る こ と

だか らで す 。 それ ぞ れの家 族 が 一つ に

集 ま り， ワー ドや 支部 を構 成 して い る

ので す。

そ れ ぞれ の家 族 が永 遠 の 聖約 に よっ

て一 つ とな り，一 人 一人 が 守 られ幸 福

で あ るか どうか を見 守 るの は監 督 の責

任 です 。 この こ とが 最 も効 果 的 に行 わ

れ る のは ，監 督 が両 親 の持 つ 重要 な責

任 を認識 す る ときです。

監 督 は よ く「ワ ー ドの父親 」と呼 ばれ

る こ とが あ ります が ， ワー ド内 の子 供

たち を扶 養す るた め に召 されて い るの

では あ りませ ん。

『教 会指 導手 引 き』に はこうあ ります。

「親 は子 供 の福 利 に対 し第 一 の 責任

を負 う♂ 監督 会 とワー ドの ほ かの指 導

者 は この責 任 を支 援 す るが ，親 に代 わ

っ て この責任 を果 たす こ とは しない。6

教 会 の 定員 会 ，補助 組 織 ， プ ログ ラ

ム ，活 動 は家 族 を強 め ，支援 しなけれ

・ば な らない。 これ らは ，福 音 を 中心 と

した家 族 の活 動 に取 って代 わ る もの で

な く，そ れ を促 す もの で な くて は な ら

ない。」7

最近 ， 大管 長 会 は会 員 に対 し，次 の

よ うな手 紙 を出 しま した。

「家 庭 は義 にか なった 生 活 の 基 で あ

り， ほ か の どのような手段 も，家庭 に代

わる役 割 を果 た し得 ませ ん し，神 か ら

与 え られ た この責 任 を遂 行 す る うえで

の大 切 な役 割 を果 た しては くれ ませ ん。

…… 必要 とされ るそ の他 の事 柄 や活

動 が どれ ほ ど価 値 の あ る適 切 な もの で

あ った として も，それ ら は，親 と家族
まっと

だけが 全 うで き る天与 の 義務 に取 って

代 えられ るもので は決 して ありませ ん。」8

ワー ドと同様 ， 家族 も規模 や 形態 は

そ れぞ れ異 な ります 。時 は流 れ ，一 つ

の世 代 は次 の世 代 へ と代 わ っ てい きま

す。子 供 は生 まれ，やが て大 人 にな り，

つ い に は祖 父 や祖 母 とな ります 。 そ し

て 一つ の家 族 か ら幾 つ もの家族 へ と分

か れ てい きます 。 ワー ドも発展 し，分
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割 します 。一 つ の ワテ ドが ，幾 つ に も

分 割 して い きます。

世界 で 何 が起 ころ うと， どん な高 度

な文 明や 根 の深 い 腐敗 が 社 会 を飲 み 込

もう と， この計 画 が変 わ る こ とは あ り

ませ ん。 この教 会 は，全 地 に満 ち る ま

で発 展す る こ とで しょ う。 そ れ で もや 、

は り，教 会 は ワー ド単位 で 運 営 されて

い くこ とで しょう。

この教 会 は，昇 栄 に備 え るすべ ての

人 々 に対 し， 活動 と交 流 の場 ，儀 式 と

聖任 ， 聖約 ， 契約 ，そ して誤 りを正 す

機 会 を提供 します。 これ は天 で 定 め ら

れ た規 範 に従 って お り， い か な る人 間

の 知性 を もっ て して も，計 画 す る こ と

の で きない もの です 。
き ょ う

今 口， また これ か らもず っ と， だ れ

か に助 けが必 要 な問題 が 生 じた ら， 普

通 の 人が ，畝 を作 りか けの 畑 に手 綱 を

だ ら りと垂 らした 馬 を立 た せ た ま ま，

後 に残 して 行 か な けれ ばい け な い こ と

で しょう。女性 と子供 たち は，『モ ルモ

ン書 』 か らもた らされ る真 理 を もって

彼 らと と もに働 き， 支援 します。 この 、

書物 はすべ て の 中 で最 も貴 重 な啓 示 の

書 であ り， キ リス トと瞭 い， そ して キ

リ ス トの 復 活 に つ い て 証 す る書 物 で

す。わた した ち はキ リス トを証 します。

主 が明 らか に され た計 画 に基 づ くワ ー

ドに守 られ ，わ た した ちは 家族 と と も

に安 全 に過 ごせ る こ とで し ょう。イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン。
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友情
七 十 人会 長会

マー リン ・K・ ジ ェンセ ン

福音の原則

み で

天父の繭 の目的を栗たすうえで，御手に使われる道臭になりたいと

ほんとうに望んでいるな5，ただ一つ友達となる刎要があるだけ1『す。

弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， お は よ う

兄 ご ざい ます 。 率 直 に 申 し上

げて，この よ うな割 り当て は

決 して気 分 的 に楽 な もの で はあ りませ

んが ， このす ば ら しい イ ース ターの朝

に皆 さ んの前 で お話 しで きる こ とを心

よ り感 謝 して い ます。

賢 明 なわ た しの 父 は以前 ， 教会 の説

教 壇 か ら話 す言 葉 に よく耳 を傾 けた ら，

話 者 が福 音 のどの原則 に関心 を払い ，与

え られ た時 間 で どの よ うな事 柄 に懸 命

に取 り組 んで い るかが 分 か る と話 した

こ とが あ ります 。 そ れか らは父 の影 響

に よ り，話 す テー マ を選 ぶ際 は細 心 の

注 意 を払 う ように な りま した。しか し，

ここで 一つ 告 白 しなけれ ば な らな い こ

とがあ ります 。そ れ は， ゴー ドン・B・

ヒンクレー大 管長 が ，新会 員 は皆，基 本

的 に友 人 ，責 任 ，神 の善 い 言葉 に よる

養 いの3つ を必要 と してい る ことについ

て 話す の を 聞い て以 来 ，わ た しは 自分

自身 の友 人 と して の行 動 に 強い 関心 を

払 う ように なっ た とい う こ とです 。

預言 者 ジ ョセブ ・ス ミスは次 の よう に

教 えて い ます 。 「友情 と は 『モ ルモ ニ ズ

ム』の偉 大 な基 本原 則 の 一つ で あ る。」1

この考 え に よ り， わ た した ち は皆 ，鼓

舞 され動 機 づ け られ る こ とで し ょ う。

なぜ な ら，友情 はわ た した ち の世 界が

最 も必 要 と して い る ものの 一つ と思 わ

れ るか らです 。 わ た した ち は皆 ， 友情

を心 か ら求 め， 親 し く，変 わ る こ との

ない友 情 か らしか得 られ ない満 足 と安

心 感 を切 に望 ん で い ます。 聖典 の中 で

友 情 の原則 につ い て はっ き りと言 及 し

てあ る と ころが ほ とん どない訳 は，恐

ら くそ れが福 音 に添 って生 活 す る な ら

ば きわ めて 自然 に表 現 され るべ きもの

であ る か らで しょ う。 事実 ， この上 な

くキ リス ト教 的 な特 性 と言 え る慈 愛 に

い と こが い る とす れ ば， そ れは 友情 と

言 え るで し ょう。 これ につ いて使 徒 パ

ウ ロの 言葉 を， 次 の ように少 々言 い換

えてみ たい と思い ます。友情 は 「寛容 で

あ り，〔友情 〕は情深 い 。 また ，ね た む こ

とをしない。…… 自分 の利益 を求め ない，

い らだ た ない，恨 み をい だか ない。……

〔友情 〕はいつ まで も絶 えることが ない。」2

人生 で価 値 あ るほ とん どの事 柄 と同

様 ，友 情 を必 要 とす る心 は家庭 内 で満

た され る こ とが よ くあ ります。 家庭 内

で子 供 た ちが 互 い に， ま た親 との 問 に

友情 を感 じてい れ ば，家 庭 の外 に 自分

を受 け入 れ て も らい た い とい う強 迫観

念 を持 つ ことは な いで し ょう。 妻 とわ

た しが これ まで の人 生 で最 も満 足 した

成 果 の一 つ は， 子供 た ちが 互 い に良 い

友 人 となっ た こ とが 分 か る に足 るだ け
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長生 きで きた こ とです 。 幼 い こ ろ は，

体 に大 け が を させ てや る と互 い に脅 し

合 っ てい た子 供 た ちが ，今 は互 い に友

情 を求 め ，心 か らその 友情 を享受 して

い る 姿 を 見 る の は ま さ し く奇 跡 です 。

同様 に， 親 に とっ て， 両 親 はわ た しの

親友 です ， と子供 たち か ら言 わ れ るの

は，何 よりの褒 め言葉 とな るで しょう。

友 情 は また ， コー トシ ップ と結 婚 に

お いて不 可 欠 かつす ば ら しい要 素で す。

友情 か ら芽生 え， ロマ ンス に熟 し， 結

婚へ と至 る男 女 間 の関係 で は常 に， 友

情 が絶 える こ とが あ りませ ん。安 易 に
ごんにち

離婚 す る今 日の世 界 にあ っ て， 夫 と妻

が現 世 での祝福 や 試練 を経 験 する際 に，

絶 えず 互 い の友情 を静 か に享 受 す る姿

は ， 何 に も勝 っ て 人 々 を鼓 舞 します 。

最 近刊 行 され た ，結 婚25周 年 の 人 々へ

の調 査 に関す る報告 書 には次 の よ うに

あ ります 。 「結 婚 生 活 を続 か せ るか な

め は …… ご く普 通 の概 念 で あ りな が ら

深 い影 響 力 を持 つ もの 友情 で す。」3

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は ミズ ー リで

の 苦 難の さなか ， 離れ て 暮 らして い た

妻 の エマ にあ てて心 を打 つ手 紙 を送 り

ま した。 ジ ョセ ブは文 面 で エマ を次め

よ うな言 葉 で慰 め、(います 「最 愛 のエ

マ へ ， わた しはい つ まで も， あな た と

子 供 た ちの ほ ん と うの心 の友 です 。 そ

れ を忘 れ ないで くだ さい。」4

霊 感 され た教 会 の 組織 では ，友 情 も

生 まれ ます 。 会 員 は幼少 の子供 か ら老

齢 の人 に至 る まで， 友情 と社交 性 が は

ぐ くまれ る グル ー プ に参 加 し ます 。 ク

ラス，定 員 会 ，会長 会 ，そ の他 様 々な組

織 で， 友 人 をつ く り， お互 い の理 解 度

を増 します。カー トランドの預 言 者の 塾

で は ，出 席 した長 老 に対 し次 の よ うな

歓迎 の あい さつ を行 って い ま した。 そ

の言 葉 には ，わ た したち皆 が 示 す よ う

望 まれて い る友 情 の精神 が表 され てい

ます。「わ た しは，神 の 恵み に よ り，愛 の

きず な を もって ， あ なた の友 にな り…

…確 固 と した揺 る ぎない不 変 の 決意 を

もってあ な たを仲 間 に迎 え入 れ ます。♪ .

会 員 が皆 ，心 か らの友情 の 精神 を さ

らに培 うな らば，教 会 で の相 互 の 関係

はい っそ う楽 し く，建 設 的 な もの とな

ります 。 例 え ば， ク ラス の生 徒 と友 人

関係 を築 け な い福音 の教 師 は， 決 して

永続 す る影響 や 効力 を及 ぼす こ とは あ

りませ ん。わた しは今 で も，高校 時代 の

文 集 に記 され た文 章 を大切 に心 に留 め

てい ます。それ はわ た した ちがた くさん

の こ とを学 ん だ愛 す るセ ミナ リー教 師

に よる もの で ，友 達 に なれ た こ とに心

か ら感 謝 してい る とい う一 文 で した。

い か に管 理上 の事 柄 に精通 して い よ

うと も，監 督 は， 子供 ， 青 少年 ， そ し

て成 人 た ちが ，彼 らが潜 在 的 に持 つ霊

的 な可 能性 に到達 で きる よ う助 け るつ

も りで い る な らば，彼 らの 友 と な らな

け れば な りませ ん。 わ た しは以 前 ，知

り合 い の若 い女 性 が監 督 の もとへ 行 き，

か な り重 大 な過 ち につ いて 告 白す る と

い う状 況 にか か わった ことが あ ります。

彼 女 は， 自分 が福 音 の道 か らそれ た こ

とにつ い て監 督が どの ような反 応 を示

す か不 安 に思 っ て い ま したが ，駆 り立

て られ る気 持 ち を強 く感 じ， とにか く

監督 の とこ ろへ行 き ま した。 わ た しは

監督 の 反応 は ど うだ ったか と彼 女 に尋

ね ま した。 す る と，監 督が 彼女 と と も
ゆる

に泣 い た こ と， そ して 主か ら赦 しが得

られ る よ う監 督 と ともに努 力 す る こ と

に よ り，今 は監督 が 親 友 の一 人 とな っ

た こ とを切 々 と語 って くれ ました。

末 日聖徒 と して ，会 員 に は友情 を培

い ，保 つ うえで特 別 なチ ャ レ ンジが あ

ります 。結 婚 ，家 族 ， そ してわ た した

ち の教 会 に 関 して会 員 は非 常 に多 くの

責任 を負 っ てい るため ，家 族 や ほか の

会 員以 外 の 人 々に 手 を差 し伸べ ，友情

・の 輪 を広 げ る こ とにつ い て， 時 間 と精

力 の制 約 とい う試練 を しば しば受 け ま

す 。最 近 わ た しは，家 で 時 間 を割 い て

この話 の準備 を しよ うと して いた とき，
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この ような ジレンマ を感 じました。わた

しは2度 ，時 々しか会 えな い，心 か ら愛

す る旧友た ちか らの，予期 せぬ 訪 問を受

け ました。再 会 し，思 い出 を語 り合 う と

い う特 別 な機 会 で あ っ た は ず の 時 間

に，わた しは 内心 ，訪 問客 が 帰 り，友 情

に関す る話 の準備 を再 開 で きれ ばい い 、

のに とい う，い らだ ちの気 持 ち を感 じ

てい るの に気 づ い たの です 。

そ れか ら， わ た しは恥ず か し くな り

ま した。 わ た した ち は何 と利 己 的 なの

で し ょ う。 面倒 な事 柄 ， 与 え る こ と，

互 い に祝福 す る こと につ い て， わた し

たち は何 と消極 的 なの で しょ う。 自 ら

進 ん で友 とな らな けれ ば， どの よう な

親 ，隣…人 ，主 イエス ・キ リス トの弟 子 と

なる ので し ょうか。 この情 報化 時代 に

あっ て なお， 友情 こそ わ た した ちが 大

切 に して い る真 理 と生 き方 を分 か ち合

う最良 の技 術 で は ない で しょ うか。 自

発 的 に ほか の人 々 に対 して友情 の手 を

差 し伸 べ る こ とを， 不承 不 承 に しか で

きな い な ら， そ れ は，神 の 永遠 の 目的

の 達成 を手 助 けす る こ とに関 して重 大 .

な障害 とな るので は ないで しょうか。

何 年 か前 ，監 督 と して働 い て いた こ

ろ，改 宗 して間 もない家 族 が わ た した

ちの住 むユ タ州 の郊外 に転 居 して き ま

した。 このす ば らしい家 族 は， アメ リ

カ西部 で教 会 に入 り，温 か い フ ェ ロー

シ ップ を受 け，地 元 の小 さ な支 部 で活

動 して い ま した。 そ ん な彼 らが， そ れ

までの所 よ り規 模 が大 き く，組 織 も整

った わ た した ち の ワー ドに来 た と き，

ど う した こ とか ま るで わず か な裂 け 目

か ら滑 り落 ちる よ うに ，い な くなっ て

しま ったの です 。 家族 の幾 人か ，特 に

父 親 は教 会 と会 員 に そ れほ ど魅 力 を感

じな くなっ てい ま した。

あ る 日曜 の朝 ， そ の父 親 が神 権会 に

姿 を見せ てい な い こ とに気 づい て ， わ

た しは集会 所 を 出て ，車 で彼 の 家 に行

きま した。彼 はわ た しを家 に招 き入 れ ，

彼 が抱 いて い る新 た な信仰 と隣 人 に対
かっとう

しての葛 藤 につ い て二 人 で真 剣 に話 し

合 いました。問題 を解 決する様 々な可 能

性 を模 索 しましたが ，どれ も彼 の心 に は

さほ ど届 か な い よ うで した。 わた しは

い らだった調 子で，一 体 どうした ら彼 の

助 け にな れ るの か と尋 ね ま した。 そ の

と きの彼 の答 えは決 して忘 れ ませ ん。

彼 は この よう.に答 え ま した。「そ うで

すね ，監 督 さん。(次は少 し言葉 を換 える

必 要が あ るで し ょう。)何 を して もか ま

い ませ ん が， お願 いで すか ら， わた し

に友 人 を 割 り当 τる こ とだけ は しない

で くだ さい。」

その 日，わ た しは偉 大 な原則 を学 び

ま した。 「取 り組 まれ るべ き課 題」にな

りた い 人 な どい る わ けが あ りませ ん 。

皆 ，た だ 自然 な愛 を示 され た い と望 ん

で い るだ けで す。 そ して， 友 を得 るな

らば ， 「割 り当 て 」 で は な く，本 物 で

心 か らの気 持 ち で接 して くれ る人 で あ

っ てほ しい のです 。
き ょ う

兄 弟姉 妹 の皆 さん ，今 日の わた しか

らのメ ッセー ジ は とて も単純 な もの で

す 。天 父 の永遠 の 目的 を果 たす うえで ，

御 手 に使 われ る道 具 に な りた い とほ ん

とうに望 んで い る な ら， た だ一 つ ，友

達 とな る必要 が あ るだ けです 。1，000万

人 強 を数 え るわ た した ちの 一人 一 人が

「自分 の 自由意志 と選 択」に よって ， ま

だ信 仰 を共 に して い な い人 に無 条件 の

友 情 で手 を差 し伸 べ る と きに， どの よ

うな力 を及 ぼす か考 えてみ て くだ さい。

もはや， 最初 は温 か く歓 迎す るが ，後

は関 心 を払 わ な くな る とい っ た態 度 を

責 め られ る こ ともな いで し ょう。また ，

教 会 に活 発 な家 族 が それ ぞ れ， あ ま り

活 発 で ない家 族 や新 会 員 に絶 えず 関心

を払 い，友 情 を示 す と，どの ような 良い

結 果 が生 まれ るか想 像 して み て くだ さ

い 。・その よ うな力 は， そ れぞ れ が友 と

な ろ うとす る と ころ にあ ります。 老 い

も若 き も，貧 富 を

問 わず ，教 育 のあ

る者 ，つつ ま しい

者 ，すべ ての言 語 ，

す べ ての 国々 に わ

た る わた した ちみ

ん なが ，友 達 とな

る力 を持 って い る

の です 。

救 い主 は十字 架

にかか る直 前 ，弟

子 に 向 か っ て ，

「人 が そ の 友 の た

め に 自分 の命 を捨 て る こ と， これ よ り

も大 きな愛 はな い。 … … あ なたが た は

わ た しの 友 で あ る聖 と言 わ れ ま した 。T

わ た しは これ まで キ リス トの友 情 に よ

り豊 か に祝 福 されて きま した 。 キ リス

トが わ た した ち に と って かけ が えの な

い存 在 ，す なわ ち真 の友 であ られ る よ

うに， わ た した ち も人 々 に対 して， そ

の よ うな存 在 となれ る ようお祈 りしま

す 。わた した ちが 友 となる と き以 上 に，

キ リス トの よ うに な る と きは あ りませ

ん。 わ た しは ，人 生 で得 た友 人 には 計
あかし

り知 れ な い価値 が あ るこ と を証 し，彼

らに感謝 の 気持 ち を伝 え たい と思 い ま

す 。献 身的 に友 情 を示 す と き，わ た し
み わ ざ

たち は神 の 御業 ， そ して神 の子 供 た ち

の幸福 と進 歩 の ため に最 も意義 あ る貢

献 を してい る ので す 。 イニ ス ・キ リス
み な

トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン 。
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わたしたちの

唯 のチャンス
中央 扶助 協会 第 二副 会長

シ ェ リー ・L・ デ ュー

主ばわたしたちを皆助ける方法を御停じです。
あがな

しかし，わたしたちぱ生活の中寄主の贋ωのカに頼る翅要があ0ま す。

…購 騨

い 主 は，ゲ ッセ マ ネ，そ して

救 カルバ リへ と向か う前 に，最

後 の説教 の 中で弟 子 た ちに対

して，「わた しは道 で あ り，真 理 で あ り，

命 で あ る」 と宣 言 され ました(ヨ ハ ネ

14：6)。 この 復 活 祭 の朝 に わ た し は，

「人 が救 わ れ る の は た だ キ リス トに よ

り， キ リス トを通 じてだ け であ り，決

して ほか の方 法 や 手段 はな い」 とい う
あかし

預 言者 アル マ の言 葉 につ い て証 した い

と思 い ます(ア ル マ38：9)。

救 い主 の贋 い は， ま さ し く万 人 に及

ぶ もので す。「ア ダム にあ ってす べ て の

人 が死 んで い るの と同 じよ うに， キ リ

ス トに あ って すべ τのス が 生か され る

ので」す(1コ リ ン ト15：22， 強調 付加)。

.主 はわ た した ち一 人 一人 ， すべ て の 人

を招 い てお られ ます 。 イエ ス ・キ リス

トの福音 はすべ ての 男女 と子供 たち に

与 え られ た もの で す。 裕福 な人 と貧 し

い人 ，結 婚 してい る か否 か， あ る い は

ポル トガル 人 であ ろ うと中 国人 で あ ろ

う と原 則 が 変 わ る こ とは あ りませ ん。

福 音 は わた した ち一入 一ス の ため の も

ので す。 そ して，霊 的 に求 め られ る も

の とそ の報 い は普 遍 です 。救 いに 関 し

て は，「すべ τのス が神 に とって等 しい

存 在 なの で」す(2ニ ー ファイ26：33， 強

調付 加)。 主 の意 図 され る と ころ は，わ

た した ちが 神 の息 子 や娘 で あ る と感 じ

るの を妨 げ よ うと も くろ むル シ フ ェル

とは対照 的で す。 ル シフ ェル は， 神 に

奉 仕 す る人 々 を軽 蔑 し， わた したち の

視 界 を覆 い隠 し，天 の家 に帰 る道 を踏

み外 させ よう とわ た した ち を誘 惑 す る

こ とに喜 び を感 じます。

ブ リガ ム ・ヤ ング大学 の学 生 だ った

ころ， 自宅へ 帰 る途 中に ，道 を外 れ る

とい う こ とにつ い てあ る経 験 を しま し

た。 ク リスマ ス イ ブ に，兄 とわ た しは

車 で カ ンザ スの 自宅 へ 向 か って い ま し

た。 出発 して 間 もな く，行 く手 に激 し

い 吹 雪が 生 じてい る ごとを知 りま した。

車 を止 め て地 図 を広 げ， 吹雪 を避 け る

道 を確 認 し， あ ま りよ く知 らない地 域

に向 かっ て車 を走 らせ ま した。しか し，
うか い

安全 を考 え迂 回 した もの の， か え って

非 常 に危 険 な 目に遭 って しま った ので

す 。 迂 回路 は初 め て通 る道 だ った うえ
あらし

に， そ こ に も嵐 が 吹 き荒 れ て いた ので

す 。 さ らに困 った こ とに，夜 遅 か っ た

せ い もあ り視 界 も悪 く，吹 雪 の 中 ， よ

く見 えな いハ イ ウエ ー を徐行 す る うち

に， わ た した ちの 乗 っ た古 い車 が 動 か
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な くな って しまったのです。 立 ち往 生 し

たわた した ちは， どこにい るのか さえ分

か りませ んで した。

そ の後 ， や っ との こ とで ，通 りが か

っ た車 に最 寄 りの 町 ま で乗せ て 行 って

も らい ま した 。、そ こは 自宅 か らは るか

に離 れ た， コロ ラ ド州 の ラス トチ ャ ン

ス とい う町 で した。 そ の と きにで きる

こ とは た だ一 つ， 自宅 に電 話 して ，事

の次 第 を説 明 す る こ とで した。 真夜 中

に父 は家 を 出て わ た した ち を迎 えに来

て くれ ま した。翌 日の午 後 ， わた した

ち は無事 家 に着 くこ とが で きま した。

ラス トチ ャ ンス で過 ご した ク リスマ

ス イ ブの こ とは 決 して 忘れ ないで し ょ

う。そ こで わた した ちは， 自分 たち の

した こ とが原 因 で 身動 きが 取 れ な くな

って しまっ たの です 。 しか も解 決 す る

備 え を何 も して い ませ ん で した。 そ の

当 日， 父 は わた した ちが 自分 の力 で で

きな か った こ と を代 わ りに行 っ て くれ

ま した。 わ た した ち は皆 ，永 遠 の家へ

向 か う途 上 にい ます。 そ して様 々 な理

由か ら，助 け を必 要 として い ます 。孤

独 や心 の痛 み， 絶 望や 幻滅 ， 故 意 に よ

・らぬ過 ちや 重大 な罪 の結 果 か ら救 われ

る こ とを必 要 と して い るので す。

わた した ち は ど こに救 い を求 め れば

い いで しょうか。 「神 は，御 子 を送 る こ

とに よって もっ とす ば ら しい方 法 を備

え られ た」の です(エ テ ル12：11)。 救 い

主 はわ た した ち に とって ラス トチ ャンス

ではな く，唯一 のチ ャンスです。 自己 不

信 に打 ち勝 ち， どの よう な人物 にな り

得 るか 理解 す る 唯一 の チ ャ ンス，悔 い

改 め， 罪 を洗 い清 め られ る唯一 の チ ャ

ンス，心 を清 め，弱点 を克 服 し，敵 を避

け る唯 一 のチ ャ ンス ，騰 い と昇 栄 を得

る唯一 の チ ャ ンス， そ して地上 で平安

と幸 福 を見 いだ し， 来 るべ き世 で永遠

の命 を得 る唯一 の チ ャ ンスなの です。

も し人 が 自らの知 恵 以外 に頼 る もの

・が な けれ ば
，生 まれ なが らの人 は必 ず

サ タンに屈 す るこ とで し ょう(モ ーサ ヤ

3：19参 照)。 そ してサ タ ンは細 くて狭

い 道 を迷 い 出 て 自分 に従 っ た人 を見捨

てる の です 。 しか し，救 い主 は御 自分

に従 う人 が 皆 ，家へ 帰 れ る よう に導 い

て くだ さい ます 。 リーハ イの家族 は，教



きよ

え を学 び，試 しを受 け，聖 め られ るため

に準備 され た荒 れ 野 での過 酷 な経験 に

耐 え ま した 。 同様 に， 現世 での家 か ら

永 遠 の命 へ と通 じる道 も，地 上 の荒 れ

野 を通 って い ます 。そ こで わた した ち

は リーハ イ た ち と同 じよ うな困 難 を経

験 す る こ とで し ょう。 しか しそ の旅 に

おい て， わ た した ち は一人 で は あ りま

せ ん。 主 が リー ハ イ と交 わ され た約 束

が ， わ た した ちに も与 え られ て い るか

らです。「わ た しはあ な たが たの 前 に道

を備 えよう。… … あな たが た はわ た しの

命 令 を守 る か ぎ り， 約 束の 地 に導 か れ

るで あろう。…… あな たが た は約束 の 地

に着 い た後 ，… …主 な る わた しが あ な

たが た を… …連 れ 出 した こ とを知 るで

あろう。」(1ニーファイ17：13-14).

主 は道 を御 存 じです。 なぜ な ら主 は

道 で あ り， わた したち が死 を克 服 す る

た めの 唯一 の チ ャ ンス を与 える こ とが

お で きに な る御方 だか らで す。 主 の蹟

い に よっ て， 自 らの 過 ちや 罪 か ら自分

の力 で は克 服 で きない試 しや それ に伴

う苦 しみ な ど，人 生 で の困 難 に対 処す

るため に必 要 な力 ，平 安 ，光 ， 強 さ の

すべ てが 与 え られ るので す。

主 は ，わ た したち の打 ち砕 か れ た心
いや

を癒 し，「打 ちひ しがれ て い る者 に 自由

を得 させ」る と約 束 され ま した(ル カ4：

18)。 また，弱 った者 には力 を与 え，傷

つ いた心 を癒 し，弱 さ を強 さ に変 え る

ことを(イ ザ ヤ40：29;「 モ ル モ ン書 』

ヤ コブ2：8;エ テル12：27参 照)，また，

わ た したち の苦 痛 と病 を身 に受 け， 悔

い改 め るな らば罪 を清 め ，死 の縄 目 を

解 くこ とを(ア ル マ7：11-13参 照)， も

しわ た した ちが騰 い主 の岩 の 上 に基 を

築 くな らば， 悪魔 の力 もわ た した ちに

及 ば ない こ と を(ヒ ラマ ン5：12参 照)，

そ して， 主 は決 してわ た した ち を離 れ

ず ， わた した ちを捨 て な い こ とをそ れ

ぞ れ約束 され ました(ヘ ブル13：5参 照)。

この 世 に これ ほ どの価 値 の あ る もの は

ほかにあ りませ ん。これほ どの専 心，力 ，

そ して愛 はあ りませ ん。 主 は わた した

ちの唯 一 のチ ャンス なの です。

わ た した ち のな すべ きこ とは，贈 い

の 力 を受 け る方 法 を学 ぶ こ とで す。 さ

もな くば，地 上 で の生 活 を 自分 の力 だ

け に頼 って生 きて いか な けれ ばな りま

せ ん。 そ の よ うな生 き方 は， 失敗 へ の

恐 れ を招 き， 現世 と永 遠 とにわ た る最

もす ば ら しい贈 り物 を拒 む こ とに な り

ます。 「あ る人 に贈 り物が 与 えられて も，

彼 が それ を受 け取 らなけ れ ば， それ は

彼 に とって何 の益 が あ るだ ろうか 。」(教

義 と聖 約88：33)兄 とわ た しは立 ち往

生 した と きに，愚 か に も天 父 の助 けを

求 め る こ とも，助 け を受 け る こと も し

ませ んで した。 また，主 はわ た した ちの

弁護 者 で あ られ ，「人 の弱 さを知 って お

り，誘 惑 を受 ける者 たち を助 ける方法 を

知 って い る」御 方 です(教 義 と聖約62：

1)。言 い換 えれ ば，主 はわ た した ち を皆

助 け る方 法 を御 存 じです 。 しか し， わ

た した ぢは 生活 の 中 で主 の購 いの力 に

頼 る必 要 があ ります。す なわ ち，主 を信

じ，悔 い改 め ，主 の 戒 め に従 い，神 聖 な

る儀 式 に参加 し，聖約 を守 ることに よっ

て頼 り，断食 と祈 り，聖 文 と神 殿 の 中 に

主 を求 め るこ とに よって頼 る のです 。

これ らの こ とを行 う には信 仰 が必 要

です。 ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大 管 長

は次 のように語 って い ます 。 「わた した 、

ち に必 要 な もの が 一つ あ る とす れ ば，

そ れ は信 仰 で す。」1キリス トを信 じる信

仰 とは，主 の存在 を信 じ，主 を信 頼 し，

主 に従 い，主 に頼 る こ とで す。それ は，

使徒 パ ウロが 「わ た し を強 くして下 さ

るか たに よって ，何 事 で もす るこ とが

で きる」と語 っ た ときの ように(ピ リ ピ

4：13)，良 心 と思 い に平安 を得 る とい う

祝 福 を受 け る こ とで す。

少 し前 に ， 中央 扶 助 協 会 会 長 会 は ，

東 ヨー ロ ッパ か ら訪 れ た二 人 の ジ ャー

ナ リス トか ら面会 の依 頼 を受 け ました。

この二 人 は， 自国で教 会 の姉 妹 た ち が

す ば ら しい奉仕 活 動 をす る様 子 に関心

を寄 せ た ので す。 わ た した ち は， 義 に

か なった女性 たちの この大 きな組織 は，

設 立 当初 か ら 「貧 しい人 の救 済 だ け で
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な く，魂 の救 い を 目指 して きた」2こと

を説 明 しま した。ジ ャーナ リス トか ら，

自分 た ちの 国 で は多 くの 人 々が 悩 み を`

抱 え てい る とい う説 明 を聞 き， 救済 と

は女 性 の 「情 緒 的 な問題 」に関す る救 済

を意 味 す る のか と尋 ね られ ま した。 そ

れ に対 し， わ た した ち会 長会 は，扶 助

協会 では福 音 の 教義 を学 び， 福 音 に よ

っ て た とえ生 活 が 困難 な と きで も幸 福

で い る方法 を知 るこ とが で きる と答 え

ま した。 す る と レポ ー ターの 一 人 は疑

い深 く，「そ の ようなこ とが可 能 です か。

生 活 が 困難 な と きに幸福 でい るこ とな

どで きます か」と尋 ね ました。 彼 女 の質

問 にわ た しはふ と考 え込 み ま した。 な

ぜ な ら，彼 女 は どこ に平 安 を求 め た ら

よい か知 らない と気 づ いた か らです 。

生 活 が 困難 な とき に幸 福 で い る こ と

がで きますか。不安 の さな かに平 安 を感

じ， 皮 肉 な思 い の中 に希 望 を見 いだ す

こ とは 可能 で す か。 変化 す る こ と は可

能 です か。古 い習慣 を振 り払 い ，新 しく

生 まれ変 わ る こ とは可能 で す か。 キ リ

ス トに従 う者 が持 つ徳 の価 値 が もは や

認 め られな くなった世 の 中 にあ って，高

潔 に清 く生 活 することは可能 です か 。

答 えは，そのとお り，可能 です。イエ ス・

キリス トに よってそ れが 可 能になっ たの

で す。 イエス ・キ リス トの蹟 い に よ り，

確 か に わた した ちは， 死 の重 荷 を一人

で 負 う必 要 が な くな るの で す。 混乱 し

た こ の世界 にあ って，イエス ・キリス ト

の福 音 ほ ど必 要 な もの は ほ か にあ りま

せ ん。イエス ・キ リス トの福 音 以 上 に幸

福 を もた ら し， 結婚 と家庭 を強 め る力

を持 つ もの はほ か に存 在 しませ ん。 ハ

ワー ド・W・ハ ンター大管 長 は このように

述べ ま した。 「イエ スが手 を置か れ た者
み て

は皆 生 き返 る。 も しイエ スが そ の御 手

を 結婚 生活 の うえ に置 か れ る な ら ば，

結 婚 生 活 は命 を得 ， も し家 族 の うえに

手 を置 か れ るな らば， その 家族 は よみ

が え るの である。」3救 い主 は，わ た した

ちが 主 を信 じ，主 の贈 り物 を受 け取 る

な らば，わた した ち一 人一 人 のた め に，

約 束 したこ とを行 って くだ さい ます。

長年 にわ た っ て， わ た しは皆 さん と

同様，緊張 と落 胆 を経験 して きま した。

も し 自分 の 持つ 以 上 の知 恵 と力 の 源 に



頼 れ なか っ た な ら，そ の よ うな緊 張 と

落胆 に押 しつ ぶ されて い た ことで し ょ

う。 しか し主 は，決 して わ た しを忘 れ

られ るこ とも見捨 て られ る こ ともあ り

ませ ん で した。 や が て わ た しは イエ ス

が キ リス トで あ られ， この教 会 が 主 の

教 会 で あ る と知 る よ うに な り ま した 。

ア ンモ ン とと もに わた しは次 の よ うに

宣 言 します。 「主 を誇 って喜 びす ぎ る と

い うこ とが あ り得 ようか。ま ことに，主
あわ

の大 い な る力 と， 主 の憐 れみ … … につ

いて語 りす ぎる とい うこ とがあ り得 よう

か。見 よ，… … わた しは感 じて いる こ との

万分 の一 も言 い 表せ ない 。」(アルマ26：

16)時 満 ちる神権 時代 のたそ が れ に，ル

シフェルは わた した ちの家 路 へ の旅 を危

険 に さ ら し， わ た しだ ち を救 い 主 の蹟

い の力 か ら引 き離 そ う と躍 起 にな って

働 い て い ます。 こ れ ら に立 ち 向 か う唯

一 の答 えは
，イエ ス ・キ リス トなの です。

預 言 者 た ち が証 して きた イエ ス を求

め る よう に， わ た した ち は決 意 を新 た

に し ようで は あ りませ ん か。 自 ら主 の

くび きを負 うて， 比類 な き主 の蹟 いの

力 に あず か ろ うで は あ りませ ん か。 そ

して，神 の息子 と娘 として立 ち上 が り，

この世 の 悪影 響 を断 ち切 ろ うで は あ り

ませ んか 。 「主 を神 とす る 人 々」と(1ニ

ーファイ17：40)
，主 はす ば らしい約 束 を

交 わ して くだ さい ま した 。 「わ た しは

あ な たが た に先 立 っ て行 こ う。 わた し

は あ なた が た.の右 に お り， また左 にい
み た ま

る。 わた しの 御 霊 は あ な たが た の心 の

中 にあ る 。 ま た， わ た しの 天使 た ちは

あ な たが たの 周 囲 に い て， あ な たが た

を支 えるで あろ う。」(教義 と聖 約84：88)

イエス ・キ リス トは わた した ちの唯 一の

チ ャ ンス です 。 主 は わた した ち に道 を

示 して くだ さい ます 。 なぜ な ら主 御 自

身が 道 で あ られ る か らで す。 イエ ス ・
み な

キ リス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。

注
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愛と奉仕
十二使徒定員会会員

デビッド・B・ ヘイ ト

わたしたちば……夫婦の」ヨ教師を緊頴に顕要としτしぽ す。……もしあなたが

現役を退いτ，残る入生をどうしようかと考充τωるのであれば，

ここに「画躍るすばちしω雄界があ0ま す。

愛欝鷺騰
何 とす ば らしい 時代 に生 を受 け，何 と

す ば らしい時期 に教 会員 とな った こ と

で し ょうか 。

わた しは以前 ほ ど よ く目が見 え ませ

んが ， わ た しの視 野 は広 が っ てい る こ

とに気 づ きま した。年 を取 る につ れ て

神 の 計 画 につ い ては っ き りと分 か る よ

うに なっ て きたか らです 。傍 ら に座 っ

てい る妻 のル ビーに 目を向 け る と，彼

女 に大 きな祝福 が あ る よ うに と願 わず

に はい られ ませ ん。 わた した ちは， 今

年 ，69回 目の結 婚 記念 日 を祝 う こ とに
きょ う

な ります.わ た しは今 日 まで受 け て き

た祝福 や教 会 か ら受 けた 影響 力 に感 謝

す る思 いで い っ ぱい です 。妻 の ル ビー

とと もに過 ご して きた わ た しの人 生 ，

また ，妻 と と もに育 てて きた息子 の ブ

ルー ス とロバ ー ト，そ して娘 の カ レ ン，

な らび にそ れ ぞれ の家 族 は教 会 か ら多

大 な影響 を受 け て きたの です 。 わ た し

は今 ，心 の 目で， ここユ タ州 だ けで な

く， カ リフ ォルニ ア， テキサ ス ， ノー

ス カロ ラ イナ ， ボス トンに住 む ひ孫 た

ちの テ レビの前 にい る姿 を見 る こ とが

で き ます 。 たぶ ん ，彼 らは こ う言 って

い るこ とで しょう。「あそ こにい るの が

お じい さん だ よ。 ほ ん と うに年 を取 っ

てい る ね。 で も，彼 はぼ くたち のお じ

い さ ん な ん だ よ。」 わ た しは彼 ら全 員

に愛 と感 謝 を表 したい と思 い ます。

・ 年 を重 ね て きた今 ， わ た しが生 きて

きた これ まで の世 の中 と人 生 を振 り返

って み る と， わた した ちが 分 か ち合 っ

て きた愛 と，行 っ て きた奉 仕 は ほん と

うに報 わ れて い る ことに気 づ きます 。

何 年 か 前 に， 責任 を与 え られ て旅行

した帰 りの飛 行機 の中 で， 間 もな く到

着 しよ う とす る ころ に， ステ ユ ワー デ

ス がや って来 て，何 か飲 み 物 を ど うで

す か と尋 ね ま した。 わ た しはセ ブ ンア

ップ(訳 注 アメ リカの炭酸 飲料)か

レモ ンジュースが 欲 しい と言 い ました。

彼 女 は飲 み 物 を持 っ て来 て ，渡 そ う

と した と きに， わ た しの ネ クタ イ ピ ン

に 目を留 め ま した。 そ の ネ クタ イ ピン

を今 ， 手 に持 って い るので す が， これ

は昔 ， ス コ ッ トラ ン ド伝 道 部 で使 って

い た もの です 。 こ こに は， イ ギ リス王

室 の紋 章 が付 い てお り，そ の 中心 に ロ

ン ドン神 殿 が あ し らわ れて い ます。 つ

ま りこの タ イ ピ ンは，神 殿 の周 りを紋

章 で飾 っ た よう に な って い る の です 。

ス テ ユ ワーデ ス はセ ブ ンア ップ を手 渡

しなが ら，言 い ま した。 「まあ，珍 しい
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タイ ピンです ね 。何 が付 い てい る ので

す か。」

「神殿 で すよ」とわた しは言 い ました。

す る と この若 い お嬢 さん は言 い ま し

た。「神 殿?何 の神 殿 です か?」

「主 の神 殿 です 」と答 え る と， 彼女 は

「え1何 で す って?」 と言 い ま した 。

わ た しは 「これ は主 の 神殿 です よ」と

答 え ました。

わ た しは彼 女 が興 味 を持 っ た こ とに

気 づ きま した。彼 女 は こう言 い ま した 。

「お 客 様 は ど この教 会 に集 わ れ て い る

ので すか 。」

わ た した ち の 教 会 につ い て 話 す と，

彼女 が か な り関心 を持 って い る こ とが

分 か った ので ， わた しは こ う言 い ま し

た 。 「あ なた の お 名前 と住 所 を 書 い て

くだ さっ た ら，青 年 た ち にあ な たの お

住 まい を訪 問 して も らう よ うに しま し

ょう。 彼 らは この神殿 につ い て， また

神殿 そ の もの につ い て説 明 して くれ る

と思 い ます よ。」

彼 女 は不 思 議 そ う な顔 を して わた し

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー大管 長。

を見 る と，立 ち去 り.ました。 しば ら く

して彼 女 は戻 って来 る と， ペ ニ ー ・ハ

リマ ン とい う 自分 の名 前 とロサ ンゼル

ス の住所 が書 かれ た紙 を くれ ま した。

わ た しは伝 道 部長 に電話 して ， いつ

もの よ うに こ う言 い ま した。「最 も優 秀

な宣教 師 を送 って くだ さい。 この若 い

女性 を訪 問 してい ただ きたい の です 。」

わ た しは彼女 に こ う約束 して い ま した。

「あ なた の もとへ 青 年 た ち を送 ります。
おこな

彼 らが 行 っ て くれ る ように お願 いす る

こ とを実 行 し，彼 らの言葉 に耳 を傾 け

れ ば， あ なた は人 生 で最大 の祝福 を得

る こ とを約束 します。」

そ れ か ら1年 と少 し してか ら， あ る

日事 務 所 に電 話 が か か っ て き ま した。

あ のお 嬢 さ んの 声 で した 。 「ペ ニ ー ・

ハ リマ ンと 申 します。 わた しの こ とを
.覚え

てい らっ しゃい ます か。」

「もち ろ ん ，覚 え て い ます よ」 と わ

た しは言 い ま した。

す る と，「もし，スケ ジュー ルの 調整

が つ け ば， ソル トレー ク神 殿 で わ た し

と婚 約者 の結 婚 式 を

司 って い ただ け ます

か」と言 い ま した。

わた しは 「もちろん

です」と答 えま した 。

わ た しが この 若 い

女 性 と， あれ か ら後

に 出会 っ た若 い 男性

とを結 び 固め て い た

とき，彼 女 の母 親 は，

神 殿 の 中 で わ た した

ちが 自分 の娘 に何 を

してい る の だ ろ うか

と考 えな が ら， ソル

トレー クの テ ンプ ル

ス ク ウ ェア を うろ う

ろしてい た そ うです。

神 殿 に入 る こ とが で

きなか った か らで す。

時 が過 ぎ行 く中で，

わ た した ちが 分 か ち

合 う愛，行 う奉 仕 は，

わ た した ち の生 活 に

とっ て非 常 に重 要 な

役割 を果 た します。

救 い主 が復 活 され
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みすがた

た後 に，御 姿 を現 され た こ と をわ た し

た ち は皆知 って い ます 。救 い 主が ガ リ

ラヤ の岸辺 で ペ テ ロ と漁 師た ち と会 わ 一

れ た の も，そ の 一つ で した。 そ れ は明

け方 のか な り早 い 時刻 だ っ た こ とで し

ょ う。 主 は彼 らを呼 んで ，魚 が とれた

か どうか をお 尋 ね に な りま した。 彼 ら

が とれ なか っ た と答 え る と， 主 は別 の

場所 に網 を下 して み る よ うに と言 われ

ま した。 そ の 後 の様 子 を ヨハ ネは見 事

に記 録 して い ます。 彼 らが 網 を引 き上

げ る と， た くさ んの魚 が とれ ました。

救 い主 が そ こに お られ ま した。 ヨハ

ネの記 録 に よれ ば ， そ こ に炭 火 が お こ
はち

して あ りま した。』彼 らは魚 と蜂 の巣 ま

た はパ ン を食 べ ま した。 そ の とき，救

い主 はペ テロ に言 われ ま した。「ヨハ ネ

の 子 シモ ン よ， あ な た は ζれ らを愛す

る以上 に，わ た しを愛 す るか。」(欽定訳

ヨハ ネ21：15よ り和訳 。1-17参 照)救

い主 は， 恐 ら く網 の 中で まだ跳 ね て い

た魚 を指 して 言 われ たの で しょう。

「あ な た は これ らを愛 す る以上 に，わ

た し を愛 す るか。」彼 らは貧 しい生 活 を

して い ま した。 魚 を とっ て， それ を売

り， お金 に換 え て， 生活 に必要 な もの

を手 に入 れ てい ま した。

ペ テ ロ は，救 い 主 がす べ て を御 存 じ

であ るこ とを暗 に示 しなが ら， こ う言

い ま した。 「主 よ，そ うです。わ た しが

あ なた を愛 す る こ とは ， あな たが ご存

じで す。」 す る と救 い主 はペ テ ロに 「わ

た しの小 羊 を養 い な さい」 と言 われ ま

した(15節)。

そ して救 い 主 は も う一度 ペ テ ロ に言

われ ま した。 「ヨハ ネの 子 シモ ンよ，わ

た しを愛 す るか 。」ペ テ ロは救 い主 が二

度 も言 わ れたの で悲 しみ を覚 え ました。

す る と，救 い 主 は 「わ た しの 羊 を飼 い

な さい」と言 われ ま した(16節)。

さ らに，救 い 主 は3度 目に言 われ まし

た。「ヨハ ネの子 シモ ンよ，わた しを愛

するか。… … わた しの羊 を養 いな さい。」

(17節)

わた したち は何 を して い るで し ょう

か。 わた した ち に とっ て きわ め て大切
あかし

な 日で あ る こ とを証 し，救 い 主が 復 活

され ，死 の縄 目を解 かれ た こ とを祝 い，
の

宣べ 伝 え ，教 える この 日に， わ た した



ち は何 を行 い ，救 い主 に対 す る愛 を ど

の よ うに表 して い るで し ょうか。 従順

と奉 仕 と，与 え られ た 時 間 を どの よ う

に使 うか に よっ て， 愛 を表 す の で はな

いで し ょうか 。

先 日わた しはア リゾナ州 フェニ ックス

地域 の ス テー ク会 長 か ら興 味 あ る手紙

を頂 きま した。彼 は ファイヤ サイ ドを開

きた い と思 うので ， わ た しに いつ か フ

ェニ ックスへ 来 てほ しい と言 って き まし

た。 「ス ノーバ ー ド」に話 して ほ しい と

い う要 請 で した。 数 百 人 に上 る 「ス ノ

ーバ ー ド」と呼 ばれ る人 々 が 集 まっ て

い る と言 うの です 。冬 の 問ア メ リ カ合

衆 国各 地 か ら暖か い ア リゾナへ 飛 ん で

来 て ， 数 か月 をそ こで過 ごす 人 々の こ

とです 。 「彼 らは も.う現役 を退 い た，す

ば ら しい 人 た ちで す。主 の た め に働 く

資格 があ る人々 です。 今 ，こ この ワー ド

に出席 して い ます」 と書 か れ て い ま し

た。 も しあ な たが 「ス ノーバ ー ド」 で

あれ ば， アリゾナで もど こで も飛 んで

行 って そ こで しば ら く滞在 す るこ とが

で きます。つ ま り，何 で も好 きなことが

で きる状態 に置 か れて い ます。

ご承 知 のように，伝 道 プロ グラムが全

世 界 で 展 開 され ，多 くの 人 々 を教 会 に

迎 え入れ ている現 在，わた したちは全 世

界 の支 部 や ス テー ク を強 め る ため に夫

婦宣 教 師 を緊急 に必要 としてい ます。

恐 ら く皆 さ んは モ ン ゴル で起 きた 出

来事 につ い てそ の あ らま しを 聞 き及 ん

で い る と思 い ます。 ケ ン ・ビ ーズ リー

兄弟 はモ ンゴ ル政府 を支援 す るた め に

同地へ 行 っ て， 高等 教 育 の制 度 を確 立

し， カ リキ ュ ラム とその管 理 運営 方 法

につ いて 指導 しま した。 ビーズ リー兄

弟 は それ と同時 に ，教 会 の ため に 門戸

を開 くため の努 力 を しま した。

皆 さん は また ，.宣教 師 と して モ ンゴ

ル に召 され， そ の後 伝 道 部長 に召 され

て ，す ば らしい働 きを した ゲ リー ・コ

ックス部長 と妻 の ジ ョイス ・コックス姉

妹 につ い て も御存 じか も しれ ませ ん。

さ らに ， ジ ョン ・ベ ネ ッ ト博 士 と奥

さん のキ ャロ ライ ンにつ いて も御 存 じ

か も しれ ませ ん。彼 らは カ ナ リヤ 諸 島

の人 々 か ら来 て ほ しい と言 わ れ てい た

た め ， カナ リヤ 諸 島 へ 召 され ると思っ

て い ました 。 ところ が， 彼 らに与 え ら

れ た召 しはモ ンゴ ルへ赴 任 す る こ とで

した。 二人 はた いそ う驚 き ま した。 わ

た しは後 に，彼 らが モ ンゴル で体験 し

た こ と，彼 らが 人 々の心 を と らえ， ま

た奉 仕 した様子 をつ づ っ た彼 らの手紙

を読 む機 会 が あ りま した。 ベ ネ ッ ト夫

妻 の伝 道 中，弟 が 亡 くな り，子 供 た ち

の結 婚 式 と披 露：宴 が 行 わ れ ま した が ，

彼 らは こ う語 りま した 。「そ うした こ と

が起 きて も， わ た した ち は電話 で 連絡

を取 る こ とが で きま した。」

現在 ，モ ンゴ ルで何 が 起 きて いる か

をお 知 らせ すると，この 国 で は9つ の支

部 に1，300人の会 員 が集 っ てい ます。

わ た しは また， ユ タ州 オ ー ク レー 出

身の ケ ン ・ウールステ ンハ ーム兄 弟 と妻

の カレ ン ・ウールステ ンハーム姉 妹 を心

に思 い浮 か べ てい ます 。 彼 らは召 しを

受 け て どこか で働 くこ と を希 望 し ま し

た。 そ して ， オー ス トラ リアの パ ー ス

に派遣 され ま した。彼 らは現 在 ，パ ー

ス の北 ，300マ イル(約480キ ロ)に あ る

小 さな支 部 に い ます。 そ してそ こで起
ま

きてい る教 会 の発展 を 目の 当た りに し，

また 自分 た ち もそ の発 展 に携 わ るこ と

に よっ て， 二人 の生 活 に もた ら され た

興 奮 を書 き送 っ て くれ ま した。

も しあな たが 現役 を退 い て，残 る人

生 を どう し ようか と考 えて い るの で あ

れ ば ， こ こに胸 躍 るす ば ら しい 世界 が

あ ります 。 ソ ル トレー ク ・シテ ィー に

住 む タルメ ー ジ ・ニ ール セ ン兄弟 は現

役 を退 いた 医師 です 。 彼 は奥 さん とと

もに ，南 ア メ リ カ と ドイツ の フ ラ ンク

フル トへ召 され ， 医療 上 の 問題 を持 つ

人 々 を助 け ま した。 また ロ シ アで も医

療 問題 の解 決 に貢献 しま した。 帰還 し

て か らしば ら く自宅 に と どま り，そ し

て 孫 た ち と 「こん に ち は」と 「さ よう な

ら」の キス を して ，今 度 は ハ ワ イへ 召

され ま した。 そ こで訪 問者 セ ン ターの

所 長 を務 め ま した。 ニ ー ル セ ン兄 弟 姉

妹が これ ら3回 の伝 道 です ば ら しい時 と

経験 と祝福 を味 わ った こ とをわ た しは

知 って い ます。

最 近 ニ ー ルセ ン兄 弟 と話 す機 会 が あ

りま した 。 わ た しは こ う言 い ま した。

「これか ら残 る人 生 を どうす るおつ も り
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です か。」

す る と彼 は 「え え， もう72歳 にな り

ま したか ら」と言 い ま した。

わ た しは こ う言 い ました。「まだ72歳

です か。 わ た しはあ な た よ り20年 も長

生 き してい ます。 この20年 間 に起 きた

こ とを考 えた ら， 世界 へ 出 て行 ってで

きるこ とが あ なた には まだあ ります よ，

タル メー ジ兄 弟。」

わ た しの証 を 申 し上 げ ます 。福 音 が

真 実 で あ り，神 は生 きてお られ ，神 が

わた したち の御 父 で あ り，神 は奇跡 的

な方法 でわ た した ち の心 と良心 に この
み わ ざ

御 業 が真 実 で あ る こ とを知 らせ て くだ

さい ます。わ た した ちはそ れ に気 づ き，

そ れ を感 じ，神 が わ た した ち全 員 に愛
あわ

と憐 れみ を寄 せ て お られ る こ と を感 じ

て い ます。

わ た した ちが福 音 の原則 に従 っ て生

活 する こ とが で きる よう願 ってい ます。

わ た したち が持 って い るすべ て の時 間

を効率 的 に使 う こ とが で きる よ う願 っ

て い ます 。 わ た しは皆 さん にわ た しの

愛 と， この御 業 が真 実 で あ る こ との証

をお伝 え し，救 い 主 イエ ス ・キ リス ト
み な

・の 御 名 に よ っ てへ り くだ り， お 祈 り し

ま す 。 ア ー メ ン。

/



「そのかたは，

ここにはおられない。

よみがえられたのだ」
大 管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

rそのかたば，ここにばおま5れない。よみ力尻ま5れたのだノと語ったこの率直な

言案は，あ5ゆ る文学をもしのぐ最ち意味の深ω言案ヒなりました。

……そればよみ力塘：0についτ主が暫6れ たあ5砂 る言葉の成就 でした。

愛1蝶欝 響i
わた しは あ らゆ る人 の 中 で特 別 に豊 か

な祝 福 を受 けて い る と感 じます。 わ た

しは皆 さん の愛 に よ って祝 福 を受 けて

い ます 。行 く先 々で ， ほ ん と うに親切

な もて な しを受 け ます。 わた しは皆 さ

んの信 仰 に よって祝福 を受 けて い ます。

そのす ば ら しい奉 仕 ，献 身， 忠実 ， こ

れ らす べ て がわ た し自身 の信 仰 の一 部

とな って い るの です 。皆 さん は何 とす

ば ら しい 方 た ちで し ょう。 福 音 を実 践

す る ときに ，人 は よ り良 い方 向へ と変

化 してい きます が ，皆 さんが そ れ を証

明 してい らっ しゃい ます。 ほか の方 法

で はそ うは いか ない ので す。

皆 さん は惜 しみ な く自分 の時 間 と財

産 を用 い る私心 の ない方 た ちで す 。 こ

の広 い世 界 の 隅 々で ，皆 さん は天 父 の
み わ ざ

王 国 を築 き， その 御業 を推進 す るた め

に働 いて お られ ます。

わた しは先週 あ る男 性 に電話 をか け

ま した。彼 は会 社 を退職 され た方 です 。

この 男性 は伝 道部 長 と して働 いた こ と

が あ り，現 在 ，姉 妹 と一 緒 に宣 教 師 と

して働 いて お られ ます 。 わた しは，「新

しい神 殿 を管 理す るた め に喜 んで 働 く

お気持 ちがお あ りです か」と彼 に尋 ね ま

した。彼 は こみ上 げ て くる気 持 ち を抑

え切 れ ない 様 子で した。 彼 は その 召 し

の大 き さに圧倒 され ， ロ を利 くこ とが

で きませ んで した。彼 ら夫婦 は子 供 や

孫 とまた もや 長期 間離 れて 暮 ら し，別

の分 野 で主 に仕 え るの です 。二 人 は孫

た ち と別れ て 寂 しい 思 い をす るで し ょ

うか。 もち ろんそ うです 。しか し，二 人

は行 きます。そ して忠 実 に奉仕 し ます 。

世界 の津 々浦々で た とえどれ ほ ど不都

合 なこ とが あ って も，また どれ ほ ど快 適

な生 活 を捨 て る こ とに な って も， あ ら

ゆ る召 しに こた え て くれ る献 身的 で忠

実 な教 会 員が い ることに，わ た しはどれ

ほ ど深 く感謝 してい る こ とで し ょう。

しか しこの 復活 祭 の季 節 ， わ た しが

感謝 して いるあ らゆ る事柄 の 中 で，最 も
あがな

感謝 して いるのは，わた しの主，贋 い 主

か らの 贈 り物 で す。 この季 節 ， わ た し
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た ち は あ らゆる キ リス ト教 徒 とともに，

イエス ・キリス トの復 活 を記 念 します 。

この復 活 とい う出 来事 は決 して 月並 一

み な 出来 事 で はあ りませ ん で した。 人

類 の 歴 史 上 最 も偉 大 な 出 来事 で した。

わた しはた め らう こ とな くそ う申 し上

げ ます 。

「人が もし死 ね ば，また生 きるで しょう

か」と ヨブ は尋 ね ま した(ヨ ブ14：14)。こ

れ ほ ど大切 な質問 はほ かにあ りませ ん。

わ た した ち は快 適 で安 全 な生 活 を送

って い る と，死 につ い て考 え た りしな

い もので す。 心 が ほ かの こ とに支 配 さ

れ て い ます。 しか しこの 地上 での 生活

に終 わ りが 来 るとい う事 実 ほ ど確 実で ，

普遍 的で ，最 終 的 な事 実 はあ りませ ん。

だれ 一人 と して，死 を免 れ る こ とは で

き ませ ん。 だ れ もで きないの です 。

わ た しはパ リで ナ ポ レオ ンの墓 の前

に立 ち， モ ス ク ワで レーニ ンの墓 の前

に立 ち， また ほか に も世 界 中 の多 くの

偉 大 な指 導 者 が埋 葬 され てい る場所 を

訪 れ た こ とが あ ります。 これ らの 指導

者 は， 当時 の世 界 にお いて ，軍 隊 を統

率 し， ほ どん ど全 能 と も言 え る権 力 を

もって 国 を支 配 しま した。彼 らの 言葉

を聞 い た だけ で人 々 は恐 怖 を覚 え ま し

た。 わ た しは世 界 中 に あ る偉 大 な墓地
けいけん

の幾 つ か を敬 慶 な気持 ちで 歩 いて きま

した 。 フィリピンのマ ニラにあ る兵 士 の

墓 地 に立 った とき， 静 か に また感 慨深

くい ろい ろな こ とを思 い巡 らしま した。

この 墓地 には先 の 第 二次 世 界大 戦 で命

を さ さげ た約1万7，000人 の ア メ リ カ人

が埋 葬 され て い ます 。 ま た太平 洋 で の

悲 惨 な戦 闘で死 亡 し，遺 体 の発 見 され

なか った3万5，000人 の ア メ リカ人 の記

念 碑 が建 って い ます 。 ビ ルマ の ラ ング

ー ン郊外 にた たず む イ ギ リス の墓 地 を

敬 慶 な気 持 ちで歩 い た こと もあ ります 。

そ の と きわ た し は英 国 諸 島 の村 や 街 ，

そ して大 都 市 か らや っ て来 て ，暑 くて

遠 い 国 で命 を ささげ た何 百 万 とい う若

い男性 の名 前 に気 づ きま した。 ア ジァ

や ヨーロッパ，あ るい は その ほか の国々

にあ る墓 地 を散 策 した こ ともあ ります 。

そ こで ，か つ て は活 発 に動 き回 り幸せ

だ った人 々，また創 造力 にあふ れ，傑 出

した人 々， 自分 の 生 きた世 界 に多 くの



貢 献 を残 した人 々 の人 生 につ い て 考 え

ま した。 彼 らは皆 ，墓 とい う忘 却 の幕

の かな たへ 行 って しまい ました。わ た し

た ち よ り前 に地球 上 に住 ん でい た 人 々

は 皆 も うい な くな っ て しま い ま した。

彼 らはすべ て を後 に残 し， 沈 黙 の死 と

い う門 口 を超 えて行 って しまっ た ので

す 。 死 を免 れ た人 は一 人 もい ませ ん 。

あ らゆ る人 が 「そ の境 界 線 か らどん な

旅 行 者 も二 度 と帰 って来 た こ との ない

未 知 の国 」(「ハ ム レット』第3幕 ，1場，56

行)へ 行 っ て しま った とい った 表現 で

シェークス ピアは死 を描写 しま した。

しか しイ エ ス ・キ リス トがす べ て を

変 え られ た ので す。 そ の よ うな こ とが

で きるの は神 以外 にお られ ませ ん で し

た。 イエ ス ・キ リス ドが死 の縄 目を断

ち切 られ たの です 。 イエ ス御 自身 も死

を経 験 な さる必要 が あ りま したが ，埋

葬 の 日か ら3日 目 に 「眠 って い る 者 の

初 穂 と して」墓 か らよみが え られた の

です(1コ リン ト15：20)。 そ うす るこ

とに よっ てわ た した ち一 人 一 人 に復活

の祝福 を もた らされ たの です 。

この不 思議 な出 来事 につ い て よ くよ

く考 えた パ ウ ロは 次 の よ うた語 っ て い

ます。 「死 よ，お まえの 勝利 は，どこ に

あるのか 。死 よ，お まえの とげは，どこ

にあ るのか 。」(1コ リ ン ト15：55)

2週 間前 に，わ た しはイエス が2，000年

前 に歩 まれ たあ の偉 大 な 町エ ルサ レム

を訪 れ て い ま した。 高 台 に立 ち， 古 い

町 を見 下 ろ し ま した。 そ して 数 キ ロ南

にあ るベ ツ レヘ ム につ いて考 え ました。

イエ ス は その 町 にあ る質 素 な馬 屋 の 中

でお 生 まれ に な りま した。神 の御子 で

あ り独 り子 で あ るイ エス は御 父 の 天 の

王 宮 を離 れ て死 す べ き肉体 を ま とわ れ

ま した。 そ の誕 生 に 際 して ，天 使 た ち

は歌 い， 賢者 が 贈 り物 をす るた め にや

って 来 ま した。 イエ ス はガ リラヤ の ナ

ザ レで ほか の少 年 た ち と同 じよ うに成

長 され ま した。 そ こで彼 は 「ます ます

知恵 が 加 わ り， 背 た け も伸 び ， そ して

神 と人 か ら愛 され」ました(ル カ2：52)。

イエ ス は12歳 の ときにマ リヤ と ヨセ

ブに連 れ られ て ，エ ルサ レム を訪 れ ら

れ ま した。 帰 宅 の途 中， 二 人 は イエ ス

がい な い こ とに気 づ きま した。 エ ル サ

レム に 引 き返す と， イエ ス は神 殿 で学

識 の あ る博 士 た ち と話 して い らっ しゃ

い ま した。勝 手 に両親 の も とを離 れ た

こ とをい さめ るマ リヤ に対 して イエ ス

は 次 のように お答 えに な りま した。 「わ

た しが 自分 の 父 の家 にい るはず の こ と

を ， ご存 じなか った の です か。」(ル カ

2：49)そ の 言 葉 は将 来携 わ る こ と に
み わ ざ

な る御 業 の予 表 で した。

そ の御 業 は まず ， い と この ヨハ ネの

手 に よって 受 け られ た ヨル ダ ン川で の

イエ ス御 自身 のバ プ テス マ か ら始 ま り

ま した。イエス が水 か ら上が られ る と，
はと

聖霊が鳩のような姿を取ってイ土スに
くだ

降 られ， そ して 次 の よ うに語 られ る天
み こえ

父 の御 声 が 聞 こえ ま した。 「これ は わ

た しの 愛 す る子 ， わた しの心 にか な う

者 で あ る。」(マ タイ3：17)こ の 宣言

は イエ スが 神 の御 子 で あ られ る こ とを

確 認 す る もの とな りま した。

イエ ス は40日 間 の断食 で ，天 父 よ り

授 か っ た聖 な る使 命 か らイエス を引 き

離 そ う とす る悪 魔 の試 み に遭 われ ま し

た。誘 惑 し よう とす る悪魔 に対 して イ

エ ス は次 の ように答 え られ ま した 。「主

な るあ なた の神 を試み て は な らな い。」

(マタイ4：.7)こ こで もまた イエ ス は神

の御 子 で あ るこ とを宣 言 され ま した。

・ イエ ス はパ レス チナ の土 ぼ こ りに ま
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大会の部会で，モルモンタバナクル合唱団を指揮する，クレイグ ・ジェソップ兄弟。

みれ た道 を歩 かれ ま した 。 自分 の家 と

呼べ る家 も，体 を横 た えて休 む場所 も

あ りませ ん で した。イエスのメ ッセージ.

は平 和 の福 音 で した 。 イエ ス の教 え は

す なわ ち愛 と寛容 の教 えで した。「あ な

た を訴 えて，下着 を取 ろうとする者 には，

上着 をも与 えなさい。」(マタイ5：40)

イエ ス はた とえ に よって教 え られ ま

した。 イエ ス は後 に も先 に も決 して行

われた こ との ない奇 跡 を行 われ ました。
いや

長 い 間治 らなか った病 気 が 癒 され ま し

た。 目の見 えな い人 は見 え， 耳の 聞 こ

えな い人 が聞 こえ，足 の不 自由 な人 は

歩 け る よ うにな りま した。 イ エス は死

者 を よみ が え らせ られ ，再 び命 を得 た

人 々 はイ エス を賛美 し ま した 。確 か に

その ような奇 跡 を行 った人 はそれ まで

一 人 もい ませ んで した。

イ エス に従 って きた人 々 も何 人 か い

ま したが ， ほ とん どの 人 々 は彼 を憎 み

ま した。 イエ ス は律 法 学者 や パ リサ イ

人 を偽 善 者 と呼 び ， また 白 く塗 っ た墓

にた とえ られ ま した。律 法 学 者 やパ リ

サ イ人 は， イエ ス を 陥れ る計 画 を立 て

ま した。 イエ スは 主 の宮 か ら両替 人 を

追い 出 され ま した 。 この 両替 人 た ち も

一緒 にな って イエ ス を殺 そ う と計 画 し

た こ とで しょ う。 しか しイエ ス は ひ る

む こ とな く 「よい働 き を し」続 け られ

ま した(使 徒10：38)。

主へ の 追憶 の 情 を不朽 の もの とす る

の に， これ らの 事 実が あ れ ば十分 で は

ない で しょ うか 。歴 史 上 ，名 言 や業 績

ゆ えに偉 人 と して 記憶 に と どめ られ る

人 々の名 前 の 中 に， い え， それ 以上 の
み な

位 置 に主 の御 名 を掲 げ るた め に， これ

らの事 実 を挙 げれ ば十 分 で は ない で し

ょうか。 ま さに イエ ス は史上 最 も偉 大

な預言 者 の御 一人 です 。

しか し全 能者 の 御子 を語 るの に， こ

れ らだ け で は十 分 とは言 え ませ ん 。こ

れ らの 事 実 は ，よ り偉 大 な こ とが起 き

る前 兆 にす ぎませ ん で した 。そ の偉 大

な こ とは， 不思 議 な ま た悲惨 な方法 で

実 現 され る こ とに なった ので す。

主 は 裏切 られ， 捕 らえ られ， 死 を宣

告 され ， ひ どい苦 しみ の中 ，十 字 架 に

つ け られ亡 くな られ ま した 。主 は生 き
くぎ

た ま ま，体 を木 の十 字架 に釘 で打 ち付

け られ ま した。言 葉 に な ら ない苦痛 の

中 ，主 の命 は少 しず つ衰 えて い きま し

た。 まだ息 が あ る と き，主 は叫 ばれ ま

した。「父 よ，彼 らをお ゆ るし くだ さい。

彼 らは何 を して い るの か， わ か らず に

い るの です 。」(ル カ23：34)

主 の霊 が 肉体 を離 れ た とき，地 は揺

れ ま した。 その様 子 を見

てい た百 卒長 は言 い まし

た。 「ま こ と に， この 人 ・

は神 の子 で あっ た。」(マ

タイ27：54)

主 を愛 してい た者 た ち

は主 の遺体 を十 字架 か ら

降 ろ しま した。彼 らは遺

体 を布 で 包 み， ア リマ タ

ヤの ヨセ ブが用 意 した墓

に納 め ま した。 入 り口 に

置 か れ た大 きな石で 墓 は

封 じられ，番 人 が置 か れ

ました。

主 の友 人 た ち はさぞ や

涙 を 流 した こ と で し ょ

う。 主が 愛 された ，主 の
あかし

神性を証す.るために召さ

れた使徒たちも涙を流し

ました。主を愛した女性

たちも嘆き悲 しみまし

た。 主 が3日 目に よみが える と語 られた

こ とを理解 して い た人 は だれ 一 人 い ま

せ ん で した。 そ の ような こ と を どう し

て理 解 で き'たで し ょうか 。そ の よう な

こ とは， これ まで起 きた こ とが あ りま

せ ん 。 まっ た く前 例 の な い こ とです 。

彼 らで さえ も信 じ られ ない ことで した。

そ して死 によって主 が取 り去 られて し

まった と思 った とき，彼 らは落胆 し，絶

望 しそ して苦痛 を感 じた こ とで しょう。

しか しそ れが すべ て の 終 わ りで はあ

りませ ん で した。3日 目の朝 ， マ グダ ラ

の マ リヤ と もう一 人 のマ リヤが 墓 に戻

って み ま した。 驚 い た こ とに， 石 がの

け られ， 墓 が 開い て い ま した。 二 人 は

中 をの ぞい て み ま した。 す る と主 の遺

体 が 置か れ て いた 場所 の 両端 に， 白い

衣 を着 た二 人 の御 方が 腰 をか けて い ま

した 。一 人 の天 使 が ，彼 女 た ち に言 い

ま した。 「あ なた が た は，なぜ 生 きた方

を死 人の 中 にたず ね てい るの か。

そ の か た は ， こ こに は お られ な い 。

よみ が え られ たの だ。 まだ ガ リ ラヤ に

お られ た と き，あ なたが た に お話 しに

な った こ とを思 い出 しな さい。

す な わ ち， 人の 子 は必 ず 罪 人 らの手

に渡 され， 十 字架 につ け られ ，そ して

3日 目 に よみ が え る， と仰 せ られ た で
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はない か。」(ル カ24：5-7)

「そ の かた は， こ こに はお られ ない。

よみが え られた の だ」 と語 った この率

直 な言 葉 は， あ らゆ る文 学 を も しの ぐ

最 も意 味 の深 い 言葉 と な りま した。 そ

の 言葉 は，空 とな っ た墓 で宣 言 され ま

した。 そ れ は よみ が え りにつ い て主 が

語 られ た あ らゆ る 言葉 の成 就 で した。

そ して地 上 に生 を受 け たすべ ての男 女 ，

そ して子供 が抱 い てい た疑 問 に対す る，

この上 な い答 え とな った のです 。

よみ が えっ た 主 は マ リヤ に語 られ ，

マ リヤ は答 え ま した。 主 は ま ぼろ しで

はあ りませ んで した。 空想 で もあ りま

せ ん で した。 主 は ，亡 くな る前 と何 ら

変 わ る こ とな く，確 か に生 きて お られ

ま した。 主 はマ リヤ に触 る こ とを お許

しに な りませ んで した。 まだ天 父 のみ

も とに昇 ってお られ なか った か らです。

そ してそ の後 間 もな く主 は天 に昇 られ
み て

ま した。 天 父 の御 手 に抱 か れ た と き，

それ は どん な にす ば ら しい再 会 だ った

こ とで し ょう。 天 父 は御 子 を愛 され ま

した。 御 子 が苦 し まれた と きには ， 自

ら も涙 を流 され た こ とで しょ う。

主 はエ マ オ の村へ 行 く道 で二 人 の人
みすがたr

に御姿 を現 され ま した。 主 は彼 ら と言

葉 を交 わ し， ともに食 され ま した。 使

徒 た ち を招 い て，彼 らに教 え られ ま し

た。 トマ ス は最 初 の とき に，そ の場 に

い ませ んで した。2度 目に主 が 御 姿 を

現 された と き'，主 は トマ ス に御 自分 の

手 とわ き腹 に触 る よ うに と言 われ ま し

た。傷 跡 に驚 いた トマス は この よ うに

叫 び ま した 。「わ が 主 よ， わ が 神 よ。」

(ヨハ ネ20：28)主 は あ る と き，500人

もの 人々 と話 をされ ました。

これ らの事 実 につ い て記 された 記録
うんばく

をだ れが 論駁 で き る とい うの で し ょ う

か。 この よ うな経験 を した 人 々の 証 を

否 定 す る記録 は存在 しませ ん。 彼 らが

生 涯 を通 して これ らの 出来事 に対 す る

証 を して いる とい う証拠 は豊富 にあ り

ます 。彼 らは経 験 した事 柄 が事 実 で あ

る こ とを証 す る ため に， 命 まで.もささ

げ たの です 。彼 らの 言葉 は明 らか で あ

.り， 証 は確 か な もの です 。

何 世 紀 に もわ た って ，何 百 万 も の

人 々が この 証 を受 け入 れ て き ま した 。

そ の真 理 を証 す る ため に， 数 え切 れ な

い ほ どの 人が 命 を落 と しま した。 彼 ら

は聖霊 の力 に よ りその真 理 を得 てい た

た め， もはや打 ち消 す こ とが で きな か

った ので す。確 か に， 人類 史 上 これ 以
しんぴよう

上 に広 く信 愚 性 が試 され た 出来事 はあ

りませ んで した。

そ して キ リス トを証 す る もの が も う

一 つあ ります
。 『聖書 』の もう一 つの 証

で あ る『モルモ ン書』です。『モ ルモ ン書 』

は主 が 旧 世界 の 人 々 に だ けで は な く，

新 世界 の 人 々 に も御 姿 を現 され た こ と

を証 して い ます 。主 はかつ て この よ う

に宣 言 され な か っ た で しょ う か。 「わ

た しは また ， この 囲い に い ない他 の 羊

が あ る。 わ た しは彼 らを も導 か ね ば な

らな い。彼 らも， わ た しの声 に聞 き従

うで あ ろ う。 そ して， つ い に一 つの 群
ひつじかい

れ ，ひ とつ の羊 飼 となる であ ろ う。」(ヨ

ハ ネ10：16)

主 は復 活後 ， 西半 球 の 人 々 に御 姿 を

現 され ま した。 主 が天 の雲 か ら降 られ

た と き， この よ うに厳 か に宣 言 す る永

遠 の父 なる神 の 御声 が 再 び 聞 こえ ま し

た 。「わた しの愛 す る子 を見 な さい。わ

た しの 心 に か な う者 で あ る。 わ た しは

彼 に よって ， わた しの名 に栄 光 を加 え

た。 彼 に 聞 き な さ い 。」(3ニ ー フ ァ イ

11：7)

主 は こ こで もまた ，主 の御 名 と神 の

御 子 で あ る こ とを証 す る十二 使徒 を召

され ま した 。主 はパ レス チ ナで された

よ うに ，人 々 を教 え ，祝福 し，癒 しを

与 え られ ま した。 人 々 は主 の教 えに従

っ て生 活 した た め に ，そ れ か らの200

年 問平 和 が続 きま した。

も しこれ らす べ て の事 実 を も って し

て も まだ十 分 で ない な らば ， この神 権

時 代 の偉 大 な預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

の明 白 で， 疑 う余 地 の ない 証が あ りま

す 。 少年 ジ ョセ ブは森 に入 り， 光 と知

識 を求 めて 祈 りま した。 筆 紙 に尽 く し

難 い輝 きと栄光 を持 つ二 人 の御 方 が ジ

ョセ ブ に現 れ ， 空 中 に立 た れ ま した 。

その うちの 御一 方 が彼 に語 りか け，彼

の 「名 を呼 び，別 の御 方 を指 して，『これ

はわ た しの愛 する子 であ る 。 彼 に聞 ぎ

な『さ ω 』と言 わ れ た 」の で す(ジ ョセ

ブ・ス ミスー 歴史1：17)。
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この ジ ョセ ブは後 に なっ て， この よ

うに宣 言 し ま し た。 「そ して ，わ た し

た ちは御 父 の右 に御子 の栄光 を見 ，そ

の完全 を受 けた。……

そ して今 ，小 羊 につ いて な され て き

た多 くの証 の 後， わた した ちが 最後 に

小 羊 に つ いて なす 証 は これ で あ る。す

な わ ち ， 『小 羊 は 生 きて お られ る 。』」

(教義 と聖 約76：20，22)

した が って このす ば らしい復 活祭 の
しもべ

朝 に，全 能 者 の僕 と して， 主 の大 義の

預 言 者 な らび に使 徒 と して ， わた した

ち は声 を上 げ ，不 死不 滅 の救 い主 につ

い て証 を述 べ ます 。 主 は永 遠 の父 の御

子 として世 に来 られ ま した 。 イザ ヤが

主 につ い て預 言 した とお りに 主 は行 わ

れ ま した。主 は 「わ れわ れの病 を負 い ，

われ わ れの悲 しみ をに な った。… …

……彼 はわ れ われ の とが の ため に傷

つ け られ ， われ われ の不 義 の ため に砕

か れた の だ。 彼 はみ ず か ら懲 ら しめ を

うけて ， われ わ れ に平安 を与 え， そ の

打 たれ た傷 に よっ て， われ わ れ はいや

された のだ。」(イ ザ ヤ53：4-5)

主 は3日 目 に， 岩 を く りぬ い た墓 か

・ら よみ が え り
，不 死 不滅 とな られ ま し

た 。主 は多 くの 人 々 に語 りか け られ ま

した。 天 父 は繰 り返 し，主 が神 の御子

で あ られ る こ とを確 認 され ま した。

全 能 の神 に感 謝 を さ さ げ ま し ょう。

神 の栄 光 あ る御 子 は死 の縄 目を 断 たれ

ま した。 そ れ はあ らゆ る勝 利 に勝 る大

い な る勝 利 で した。 パ ウロ は宣言 して

い ます 。 「ア ダ ム に あ っ てす べ て の 人

が死 んで い る の と同 じよ うに， キ リス

トに あ ってす べ て の人 が生 か され るの

で あ る。」(1コ リン ト15：22)

キ リス トは わた した ちの勝 利 の主 で

す 。 ま たわ た した ち の罪 を贋 って くだ

さっ た蹟 い 主 です 。主 の順 いの犠 牲 に

よ ってす べ て の人 は墓 か らよみ が え り

ます。主 が 道 を開 いて くだ さ ったの で，

不 死不 滅 だ け で な く永 遠 の命 を得 る こ

とが で きるの です 。

わ た しは 主 イエ ス ・キ リス トの使徒

と して ， この復 活 祭 に これ らを証 しま
い け い

す 。厳 粛 に，畏 敬 の念 を持 ち， また感

謝 を込 めて ， イエ ス ・キ リス トの御 名

に よって お話 し します 。 アー メ ン。



●日曜午後の部会

1999年4月4日

教義を教える力
十 二使 徒定 員会 会員

ヘ ン リー ・B・ ア イ リン グ

おざなご

イエス ・ヰ：リストの教霧ば幼子にも理解：さぜることがでぎます。です加5，

神のカさえあれ観 救ωの教霧ぱ蔵潔に教充るごとがτぎるのです。

一7騨 の世が 造 られ る前 か ら・光 と
やみ

闇，善 と悪 の 問 の闘 いが続 い

(_ てい ます。 そ の激 し さは衰 え

を見せ ず， 死傷 者 は増 え続 け てい る よ

うで す 。破 壊者 は神 のす べ ての 子供 た

ち を不幸 に し よう と して い ます 。 わ た

した ちの だれ もが ， その破 壊 者 の力 に
ほんろつ

翻弄 され てい る人 々 を愛 す る家 族 の 中

に抱 えて い ます 。 眠 れぬ 夜 を過 ご して

い る人 も多 くい ます 。 わた した ちは危
ひん

機 に瀕 した子 や孫 の周 囲 に渦巻 く力 に

対抗 して， 善 の力 を懸命 に増 し加 え よ

う と努 力 して きま した。 わ た したち は

彼 らを愛 して い ます 。で す か ら，最 高

の模 範 を示 そ う として き ま した。彼 ら

の こ とを祈 り求 めて きま した。 昔 ， あ

る賢明 な預 言者 が ， 人 々か らあ ま り重

要視 され てい な いた め に用 い られ る こ

との少 ない力 が あ る，と.勧告 しま した 。

ア ルマ は ，残虐 な敵 か ら滅 ぼ され よ

う と して い た民 の指 導 者 で した。 民 が

危 険 な状 況 に直 面 して い た ため ， アル

マ に はす べ ての こ とを行 う余 裕が な く，

何 を優 先 す るか を選 択 しな けれ ば な り

ませ ん で した。 と りで を築 くこ と も，

武 具 を作 る こ と も，軍 隊 を訓 練す る こ

と もで き ま した。 で も，神 の 助 けが な

け れ ば勝 利 の望 み はあ りませ ん。 その

た め に は民 の悔 い改 めが 必 要 で した。

そ こで アル マ は一つ の こ とに集 中 しま

した。
み こ と ば

「ところで ，御 言葉 を説 き教 え るこ と

は民 に正 しい こ とを行 わせ るの に大 き

な効果 が あ り， ま こと にそ れは ，剣 や

そ の ほか ， これ まで民 に起 こっ た どの

よ うな こ と よ りも民 の 心 に力 強 い影 響

を及 ぼ した ので ， ア ルマ は この 度 も神

の 言葉 の 力 を使 うのが 望 ま しい と思 っ

た 。」(ア ルマ31：5)

神 の御 言葉 とは ， イエ ス ・キ リス ト

と預 言者 によ って教 え られた教 義で す。

アル マ は神 の御 言葉 に は偉 大 な力 があ

る こ とを知 っ てい ま した。 神 の御 言 葉

は民 の心 を開 き，霊 的 なこ と， 目に見

え ない もの を見 せ て くれ ます 。 ま た，「

神 と真 理 へ の愛 を抱 け る よ う心 を開い

て くれ ます。 教 義 と聖 約 第18章 で ，救

い 主 は わた したち の 目と心 を開 く， こ

の 二つ の 力 を引 用 し， 宣教 師 と して働

くこ とを望 む人 々に教 えを授 け て お ら

れ ます 。 伝 道 に行 くべ きか心 が揺 れて

い る子 供 た ち の こ とを考 え なが ら聞い
しもべ

て くだ さい 。 こ こで は主 が二 人 の僕 に

向か っ て教 え てお られ ます。 皆 さん も
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愛 す る若 人 に教 義 を教 え る と きに応 用

で き るので は ないで し ょうか。

「さて， オ リバー ・カウ ドリ よ， わた 一

しはあ な た と， ま たデ ビ ッ ド ・ホ イ ッ

トマ ー に戒 め と して告 げ る。 見 よ， わ

た しは どこ にい る人 で もす べ て の人 に

悔 い改 め る ように命 じる。わ た しは，わ

た しの使 徒 パ ウロ に語 っ た よ うに あな

た が た に語 る。 あ な た が た は ま さ に，

パ ウ ロが召 され た と同 じ召 しに召 され

てい るか らであ る。

人 の価 値 が 神 の 目に大 い な る もの で

あ る こ とを覚 え てお きな さい 。」(教 義

と聖 約18：9-10)

主 は まず ， どれ ほ ど二 人 を信頼 して

い るか を述 べ られ ま した。 そ して， 御

父 と御 自身が どれ ほ ど一 人一 人 を愛 し

て い るか を述 べ て， 二 人 の心 を引 きつ

け てお られ ます 。次 に来 るの が教 義 の

土 台作 りです 。 なぜ 主 を愛 す るべ きか

の説 明 です 。
あがな

「見 よ， 主 な るあ なた が た の 磧 い 主

は， 肉体 にお い て死 を受 け た。 そ れ に

よっ て， すべ て の 人が 悔 い改 め て 自分

の も とに来 る こ とが で きる よ うに ，主

はす べ て の人 の苦 を引 き受 け た。

そ して ，悔 い 改 め を条件 と して ，す

べ て の人 を自分 の もと に導 くこ とが で

きる よ うに， 主 は再 び死 者の 中 か らよ

みが えっ たの であ る。

人が 悔 い改 め る とき， 主 の喜 び はい

か に大 きい こ とか。」(教 義 と聖約18：

1レ13)

民 の心 を開 くとい う主 の使 命 につ い

て の教 え の後 で，主 の戒 め が続 きます。

「あ な たが た は こ の民 に悔 い改 め を叫

ぶ た め に召 され て い る。」(教 義 と聖 約

18：!4)

最 後 に，主 は民 の 目 を開 き， 幕 のか

なたが 見 える よ うに して くだ さい ます。

彼 らに もわ た した ち に も，偉 大 な救 い

の計 画 に示 され て い て まだ到 達 してい

ない将 来 の状 態 を見 せ て くだ さる ので

す 。 そ して， す べ て を犠牲 に して も惜

し くない ほ どの す ば らしい交 わ りにつ

い て語 っ て くだ さい ます。

「あ な たが た は こ の民 に悔 い改 め を

叫 ぶ こ とに生 涯 力 を尽 くし，一 人 で も

わた しの も とに導 くな らば ， わた しの



父 の 王 国で彼 とと もに受 け る あ なた が

たの喜 び はい か に大 きい ことか。

さて， あ な たが た が わた しの も とに

導 い て わた しの父 の王 国 に入 れ る よう

に した， 一 人 の人 と とも に受 け るあ な

たが たの 喜 びが 大 きい な らば， も し多

くの人 をわ た しの も とに導 く とす れ ば

そ の喜 び は いか に大 きい こ とか 。」(教

義 と聖 約18：15-16)

こ のわ ず か な節 の 中で 主 は， 主 の愛

に心 を開 くとい う教 義 につ いて 教 え て
み た ま

お られ ます。 また ，御 霊 に照 ら され た

者 で なけ れ ば見 るこ との で き ない霊 的

な実体 につ いて わた したちの 目を開 く，

とい う教 義 を教 えて くだ さい ます。

心 と 目を 開 く必 要 性 を考 え た場 合 ，

問題 に なるの はそ の教 義の教 え方です。

教義 は ， 「そ れ は真 実 で あ る」 とい う
あかし

聖霊 の 証 に よっ て力 を増 します。 わた

した ちは教 え る人 をで きるか ぎ り備 え

ます 。 静 か な細 い声 に よるか す か な導

きを受 け られ るよ うにす るた めです。こ

れ には少 な くと もあ る程 度 ，イエス ・キ

リス トへ の 信仰 が 必 要 に な ります 。 ま
みこころ

た主 の御 心 に従 うた め の， 少 な くと も

あ る程 度 の謙虚 さと積 極性 が 必要 です。

皆 さん が教 え よう と してい る 人 は， そ

の どち らもほ とん ど持 ち合 わせ てい な

いか も しれ ませ ん。 で も， 信 じる望 み

を持 て るよ うに励 ます こ とが で き ます。

それ よ りも皆 さ んは ，教 義 の持 つ も う

一 つ の力 か ら確 信 を得 る こ とが で き ま

す 。 真 理 に は 自 ら進 む 力 が あ ります 。

教 義 はた だ聞 くだ け の 人 に対 して も，

その心 に信仰 の種 をま くこ とが で きる

ので す。 そ して，.イエス ・キ リス トへ

の信仰 のほ ん の小 さな種 で も， 御霊 を

招 き入 れ る こ とが で きます 。

わ た した ち 自身 の 備 え に つ い て は ，

もっ とコン トロールで きます。神 の御 言

葉 を よ く味 わい ，生 け る預言 者 の言 葉

を研 究 で きるか らです 。 わ た した ち は

自分 自身 の ため に， そ して教 え る人 の

た め に断食 して祈 り，御 霊 を招 きます。

わた した ちに は聖霊が 必要 です か ら，

真 実 の教 義 を逸 脱 して教 え る こ との な

い よ うに 注 意 しな け れ ば な りませ ん。

聖霊 は真 理 の御 霊 です 。聖霊 の確 認 は，

推 論や 個 人 的 な解 釈 を避 け る こ とに よ

っ て授 け られ るの です 。 しか し， これ

は一筋 縄 で は い き ませ ん。教 え よ う と

す る人 々 を愛 してい る皆 さん は，教 え

た教 義 に相 手が 関 心 を示 さない と，何

か 新 しい こ と， セ ンセ ー シ ョナ ル な こ

と を話 して あ げ なけ れ ば との誘 惑 に駆

られ ます 。 で も， 聖霊 を招 くた め に は

真 実 の教 義 だ け に と どめ る こ とが必 要

で す。

偽 りの教 義 に近 づか ない ため の確 か

な方法 と して， 簡 潔 に教 え る とい う方

法 が挙 げ られ ます 。簡 潔 で あれ ば安 全

で す し， 失 われ る もの はほ とん どあ り

ませ んρ救 い主 は大 切 な教 義 を小 さ な

子供 た ちに も教 え る よ うに命 じ られ ま

した。 こうあ ります 。

「さ ら に また ， シオ ン にお い て ， ま

た は組 織 さ れて い るそ の いず れ かの ス

テ ー ク にお いて ，子 供 を持 つ 両親 が い

て ，8歳 の と きに， 悔 い 改 め ， 生 け る

神 の子 キ リス トを信 じる信 仰 ， お よび
あんしゅ たまもの

バプテスマと按手による聖霊の賜物の

教義を理解するように彼 らを教えなけ
こうべ

れ ば， 罪 はそ の両 親 の頭 にあ る。」(教

義 と聖約68：25)

イエ ス ・キ リス トの教 義 は幼 子 に も

理解 させ る こ とが で き ます 。です か ら，

神 の力 さ えあれ ば ，救 い の教 義 は簡 潔

に教 える こ とがで きるの です。

教 え を受 け入 れ る可 能性 が 最 も大 ぎ

い の は 子 供 で す 。教 え る最 良の 時 は，

まだ子 供 が小 さ くて この世 の 敵 の誘惑

を受 け ない時期 ，個 人的 な煩 いのた めに

真理 の言 葉が なか なか 耳 に入 らな くな

る よ うな状 態 に達 してい ない時 期で す。

賢 明 な両 親 は，機 会 を見 つ け て は子

供 た ち を集め て イエ ス ・キ リス トの教

義 を教 え て い ます 。 そ う した機 会 は ，

敵 の攻 撃 の数 に比 較 して非 常 に まれ で

す。 子供 の生 活 に救 い の教 義 の力 が注

が れ る 時 間 を1と す る と，救 い の真 理

を否 定 し無 視 す る メ ッセ ー ジや画像 は

その何 百 倍 も存在 して い るか らです。

教 義 を、教 える備 えをす るの に疲 れす

ぎてい な いか どうか とか，子 供 と もっ

と親 し くな るに は子 供が 喜 ぶ こ とだ け

を した方 が い い ので は とか ， うち の親

は説 教 ばか りしてい る と子供 たち が考

え始 め て い るので は とか い っ た こ とは

問題 で は ない ので す 。大 切 な のは こう

です 。 「時 間 も機会 もそ れ ほ ど少 ない

中 で ， わ た しの 口か ら出 る どの教 えの
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大 会の 前に談 笑す る七十 人の ロー レン ・C・ ダン長老 とボ ーン ・J・ フェザ ース トー ン長老 。

言葉 が ，必 ず や って 来 る信仰 へ の 攻 撃

に対 して彼 ら を強め るこ とが で き るだ
き ょう

ろ う か。」 皆 さ んが 今 日語 る言 葉 は ，

子供 たち の記 憶 に とど ま ります。 そ し

て，今 日 とい う 日はす ぐに過 ぎ去 って

しまうので す。

わ た した ち は時 間 をか け て，全 力 で

教 義 を教 えます が ， こた え て くれ ない

子 供 もい ます。悲 しい こ とです 。で も，

聖文 の 中の家 族 の記 録 は希 望 を与 えて

くれ ます 。 息子 ア ル マや エ ノス を考 え

てみ て くだ さい。彼 らは危機 に遭 って

父親 の言 葉 ， キ リス トの 教 え の言 葉 を

思 い起 こ しま した 。 それ が彼 らを救 っ

た ので す。 同様 に，救 いの神 聖 な教 え

につ い て の皆 さんが教 え る こ とは，子

供 た ちの記憶 に残 るので す。

皆 さん の心 に は二 つ の疑 問 が忍 び寄

って き ます。 子供 に教 え られ る だ け 自

分 は教 義 を知 って い るの だ ろ うか ， と

い うこ と と，これ まで教 え て きたの に，

なぜ いい 結果 が 出 ない の だ ろ う， とい

う ことです 。

わ た しの親 族 の 中 に，改 宗 した ばか

りで教 育 も受 けて い ない に もか か わ ら

ず ， 勇気 を もって教 義 を教 え よ う とし

た若 い女 性 が い ます。 彼 女 の努力 の成

果 はい ま だに とど まる こ とを知 りませ

ん。 そ れ を見 る と，努 力 の成 果 を得 る

に は忍 耐 が 必要 だ とい う こ とが 分 か り

ます。
そ う そ ぼ

曾祖 母 の 一 人 であ る メ ア リー ・ボ メ

リとい う名 の 人 の話 です 。 わ た しは会

っ た こ とはあ りませ ん。 孫 娘が メア リ

ーか ら話 を聞い て ま とめ ま した。

メ ア リー は1830年 に生 ま れ ま した 。

ス イ ス で暮 ら してい た24歳 の と き に，

宣教 師 が家 族 に福 音 を教 え ま した。 当

時 メ ア リー は，小 さ な農家 だっ た家 族

を機 織 りや布 地 売 りを して支 え てい ま

した。 家族 は回復 され た イエ ス ・キ リ

ス トの福音 を聞 い て真 実 で あ る と確 信

し，バ プテ スマ を受 け ま した。 メ ア リ

ーの兄 弟 た ち は財布 も旅 の袋 もな い状

態 で伝 道 に出 ま した。 そ して残 され た

家 族 は ， アメ リカに行 って 聖徒 た ち の

群 れ に加 わ りたい と思 い ，財 産 をす べ

て売 り払 い ま した。

で も，家 族全 員 が行 け るだ けの お金

.にはな りませ ん で した。 そ こで メア リ

ーが 残 る こ とを提 案 しま した。 機織 り

の仕 事 で生 活 し， アメ リカへ の旅 費 を

蓄 え られ る と考 えた か らで す。 彼 女 は

ベ ル リ ンに行 き，あ る女 性 に雇 われ ま

した。 家族 の衣服 の た め に機織 りをす

る仕 事 です 。.メア リー は使 用 人 の部屋

で寝 起 き し，織機 りを居 間の 一部 に据

えつ けま した。
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当時ベ ル リンでは，末 日聖徒 イエ ス ・
の

キ リス ト教 会 の教 え を宣べ 伝 える こ と

が 禁止 され て い ま した。 で もメア リー 一

は， よきお とず れ を自分 の胸 の内 だ け

に し まって お くこ とがで き ませ ん で し

た。 そ の家 の女 主 人 と友 人 た ちが メ ア

リー の織 機 りの周 りに集 ま り，ス イ ス

人の 彼女 の話 に耳 を傾 け ま した。 天 の

御 父 とイエ ス ・キ リス トが ジ ョセ ブ ・
みすがた

ス ミス に御 姿 を現 され た こ と，天 使 の

訪れ ，そ して 『モ ルモ ン書 』の話 です 。

そ して ア ルマ の話 の と ころで は， 復活

の教 義 を教 え ま した。

その こ とで 機織 りの仕 事 に少 々 問題

が起 こ りま した。 当時 は早 死 にす る子

供が 多 く，集 まっ た女 性 も子 供 を亡 く

して いて ， 中 には何 人 も亡 くして い る

人 もい ま した。 メア リー が子 供 は 日の

栄 え の王 国 を受 け継 ぐこ と，亡 くな っ

た 子供 た ちや救 い 主， そ して御 父 と一

緒 に生活 で きる とい う話 をす る と，彼
ほお

女 た ち の頬 に は涙 が伝 い， メ ア リー も

も らい泣 きしま した。そ の涙が メアリー

が 織 った布 をぬ ら して しまったの です。

タ ア リーの教 え は もっ と深刻 な問題

を引 き起 こ し ま した。 メ ア リー は話 し

た こ とを だれ に も言 わ ない よ うに言 っ

たの です が ，女 性 た ちは約 束 を守 らず ，

そ の喜 び のお とず れ を友 人 た ち に話 し

て しまい ま した。 あ る晩， 扉 を た た く

音 が し ま した 。警 官 で した。 警官 はメ

ア リー を留 置 所 に連 行 しま した。 途 中

メ ア リー は ，翌 朝 会 う判 事 の名 前 と，

彼 が家 族 持 ちか ど うか ， ま た， い い父

親 で あ り夫 で あ るか も尋 ね ま した。 警

官 は苦 笑 しなが ら，判 事 が この 世 的 な

人 間で あ る こ とを話 しま した。

留置 所 で メ ア リー は紙 と鉛 筆 を も ら

い ，判事 に手 紙 を書 き ま した 。『モ ルモ

ン書 』 にあ る イエ ス ・キ リス トの復 活

や 霊界 の こ と， また最 後 の裁 きの 前 に

自分 の 人生 に つい て振 り返 る時 間が そ

の判事 に どれ だ け残 されて い るか につ

い て書 い た ので す 。 また メ ア リー は ，

判 事 に は悔 い 改 め るべ きこ とが た くさ

ん あ り，そ れ が家 族 の心 を傷つ け， ま

た判 事 自身 を も悲 し ませ る こ とに なる

と書 きつづ りま した。徹 夜 で書 きま し

た。 翌 朝 ， メア リー はそ の手紙 を判事



に渡 して くれ る よう に警 官 に頼 み ま し

た。 警官 はその とお りに し ま した。

後 で 警官 が 判事 か ら呼 び出 され ま し

た。 メァ リー が書 い た手 紙 は彼 女 が福

音 を教 え た こ との動 か し難 い 証拠 と な

りま した。 で す か ら法律 違 反 です 。 し

か し程 な くして ，警 官が メア リーの独

房 にや っ て来 ま した 。警 官 は 手紙 の 内

容 に よ り告 訴 が取 り下 げ られ ，彼 女 が

釈 放 され た こ とを告 げ ま した。 彼 女 が

イエ ス ・キ リス トの 回復 され た福 音 を

教 え た ことで人 々の 目と心 が 開か れて ，

結 果 と して投 獄 され る こ とに な りま し

たが ，判 事 に悔 い 改 めの 教 義 を宣 言す

る こ と に よ り釈 放 され た の で す(see

TheresaSnowHlll， 五1fbandT1η2esof

11'eηryEyrmgaηdMarアBomme11

[19971，15-22)。

メ ア リー ・ボ メ リの教 えに心 を動 か

され た のは ，織 機 りの周 りに集 まっ た

女 性 た ち と判 事 だ け で は あ りませ ん。

彼 女 の孫 で あ るわ た しの 父 が， 死が 近

づ いた夜 に わた しに話 して くれ ま した。

父 は 間 もな く霊 界 で メ ア リー と喜 び の

再 開が で きる と言 い ま した。 父 が確 信

を もってそ の こ とを語 って くれ た とき，

パ ラ タイ スで の輝 け る 日の光 と人 々の

明 るい笑 顔 を見た ような気 持 ちで した。

わた しは父 に ， まだ悔 い改 め てい な

い こ とが ない か どうか尋 ね ま した。 父

は に こ りとす る と， か すか に笑 いな が

らこ う言 い ま した。 「いや ，ハ ル。すべ

て 途 中 で悔 い改 め て きた よ。」 メ ァ リ

ー ・ボ メ リが あ の女性 た ち に教 えたパ

ラ ダイ スの 教 義 は，彼 女 の 孫 に も受 け

継 が れ てい た の です 。 あの 判事 にメ ア

リーが説 い た教 え に よって ，父 は正 し

い生 活 を送 りま した が ，メ ア リー ・ボ

メ リの教 えは それ で終 わ った わ けで は

あ りませ ん 。彼 女 の教 えの 記録 は， ま

だ生 を受 けて い ない幾 世代 もの 子 孫 に

真 実 の教 義 を伝 え続 け る こ とで し ょう。

新 しい改 宗者 で も教義 を理解 して教 え

る こ とが で きる と信 じた彼 女 の お か げ

で ，子 孫 の 思 い と心 は 開か れ， 善悪 の

闘い を雄 々 し く勝 ち進 む こ とが で きる

の です 。

皆 さ んの子 孫 た ち は互 い に教 義 を教

え合 うこ とで し ょう。 そ れ は皆 さんが

教 え たか らです 。教 義 は思 い を霊 的 な

事柄 に 向け ，心 を神 の 愛へ と開 くだ け

で は あ りませ ん。 人 々 に喜 び と平 安 を

もた らす 教 義 に は， 人 々の 口 を開 かせ

る力 もあ るの です 。 ベ ル リ ンのあ の女

性 たち の よ うに， 皆 さんの子 孫 た ち も

よ きお とず れ を 自分 の 中だ け に し まっ

てお くこ とはで きないで し ょう。

わ た しは家族 と も ど も， 回復 された

完 全 な福 音 が授 け られ てい る時代 に生

を受 け られ た こ と に感 謝'して い ます 。

わた しは また ，わ た した ち を愛 す る と

い う使 命 を救 い主が お持 ちで あ るこ と，

そ して救 い 主が 命 の 言葉 をわ た したち

に授 け て くだ さ った こ と に感 謝 してい

ます 。そ の言 葉 を愛す る人 々 と分 か ち

合 う ことが で きます よ うに。 父 な る神

が 生 きて お られ，神 のすべ ての子 供 た

ち を愛 して お られ る こ とを証 します 。

イエ ス ・キ リス トは 肉 にお け る神 の独

り子 で，救 い主 で あ られ ます 。主 は よ

み が え られ ま した。 わた した ち は福 音

の律 法 と儀 式 に従 うこ とに よ って洗 い
かぎ

清 め られ ます 。 神権 の鍵 は 回復 され ま

した。 そ の鍵 を ゴー ドン ・B・ヒ ンク レ

ー大 管 長 が保 有 して い ます。 そ れが真

実 で あ る こ とを証 します。 イエ ス ・キ
み な

リス トの御 名 に よ り申 し上 げ ます 。 ア

炉一メ ン。
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霊感によって与えられた

教会の福祉
十二使 徒定 員会 会 員

ジ ョセブ ・B・ ワース リン

わたした右のために撹範を示しτ〈ださった救ω主は 償 しい者と乏 しい者，

病気の者と苦しんでいる者を，すべτのことにおいて思し1起こノすλを

喜ばれます`教 霧と野 シ52'4ω 。

愛襟叢器
につ いて思 い をはせ るとき，ま こ とに救

い主 に助 け を願 い 求 め た数多 くの 人 々

の姿 が思 い出 され ます。 生 ま れつ き歩

く こ との で き ない 男性 の 変 形 した足 ，

あ るい は墓 へ と運 ば れ る一 人息 子 の遺
ほお

体 の後 をつ い て来 る母親 の頬 を伝 わ る

涙 を想 像 す る の は難 し くあ りませ ん 。

わ た しの 目には， 飢 え た人 々 の うつ ろ

な 目， 病 んだ 人 々の 震 え る手 ，非 難 の

対象 とな った 人 々の 嘆願 す る様 子 ， ほ

か の人 々 との接 触 を禁止 され た人 々の

落胆 した まな ざ しが 見 え ます 。 この よ

うな 人々 がす べ て， 富 も家 も地位 もな

い孤 独 な一人 の御 方 を 目指 して進 も う

と してい る姿 が 見 え ます 。

わた しに はこ の御 方 ，生 け る神 の御

子 が 尽 きる こ との ない 哀れ み の心 で一

人一 人 を御 覧 に な る姿 が見 えます 。 そ
み て

の神 聖 な御 手 が そ っ と触 れ る と，打 ち

ひ しが れた人 々には慰 めが，病 んだ人々
いや

に は癒 しが ，非 難 の対 象 と なっ てい る

人 々 には解 放 が もた らされ ます 。 そ の
み こ と ば

御 言 葉 が ，亡 くな った 男性 をひつ ぎか

ら立 ち上が らせ ，母 親 に よみ が え った

息子 を抱 かせ るの です。

広 く知 られ て い る ものか らひ そか に

そ っ と な され た もの まで， これ らの 慈

悲深 く親切 な行 い は， 救 い主 の 際立 っ

た性 質 の 一つ を浮 き彫 りに して くれ ま

す 。 そ れ は 踏 み に じ られ ，疲 れ果 て，

弱 り， 苦悩 して い る人 々 に注 が れ る主

の 愛 と哀 れ みで す。 ま さに， この よ う
み な

な哀 れみ深 い行 い は救 い主 の御 名 そ の

もの なので す。
みわざ

神 の 御子 の地 上 での 御業 か ら2，000年

が 経過 し ま した が ，そ の愛 の模 範 と教

えは今 なお ，わ た したち が どの よう な

民 で あ り， わ た した ちの教 会 が どの よ

うな教 会 な のか とい う問題 に対 す る大
こんにち

切 な指 針 とな って い ます 。今 日，末 日

聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 とそ の会 員

は，霊 感 に よって与 え られ た福祉 プ ロ
なら

グ ラ ム に よ り， 救 い 主 の模 範 に倣 い ，

人 々 の苦 しみ を和 らげ， 自立 を促 そ う

と努力 してい ます 。

教会福祉の働き

教 会 の福祉 プ ログ ラ ムは世 界 中 に よ

く知 られて い ます 。受 け る側 に依存 心
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を，与 え る側 に気 まず い 思 い を持 たせ

る こと な く， この教 会 が どの よ うに貧

しい 人 々や 困 って い る人 々 を世 話 しで

い る のか 自分 の 目で確 か め よう とあ ら

ゆ る地 位 の 人 々が教 会 本 部 にや っ て来

ます。 あ る国 の大 統領 が ，福 祉 区域 を

訪 問後 ， そ の 日の 残 りの ス ケ ジ ュー ル

をすべ てキ ャ ンセ ル しま した。 彼 は こ

う語 りま した。「わ た しのス ケ ジュー ル

表 で 予定 され てい るほか の どん な こ と

よ りも大 切 な こ とが こ こ にあ ります 。

わ た しは ここに とどまって もっ と多 くの

こ とを学 ば なけれ ば な らな いの です。」

過去 何 年 もの 間，教 会 の福 祉 プ ログ

ラム は飛 躍 す る教 会 の増 え続 け る必要
こん

を満 たす ため に発 展 して き ま した。今
にち

口， 北 ア メ リカ にあ る80か 所 の教 会所

有 の 農場 で ， 困 って い る人 々 の ため に

栄 養価 の高 い食物 が生 産 されて い ます 。

80の 缶詰 め工 場 で この生 命 を維 持 す る
こんぽつ

た めの 食物 が 缶詰 めに され 梱 包 され て

い るのです。100を 超 える監督 の倉 には，

自分 た ち の ワー ドや 支 部で 貧 しい人 々

や 困 って い る人 々 を探 し出 し援 助 す る

とい う，神 聖 な 義 務 を遂 行 す る1万 人

以上 の 監 督 や支 部長 を助 け る備 えが で

きてい ます。50の デゼ レ ト産業 が 何 千

もの人 々 に仕 事 や研 修 を提 供 して い ま

す。 全 世界 で ，160の 雇 用 セ ンターが ，

毎 年7万8，000人 以 上 の人 々 の職探 しを

援 助 し ます。65の 末 日聖 徒 社 会福 祉 課

の事 務 所 が教 会 員 の夫 婦 の ため に養 子

縁 組 の 援助 を し，助 け が必 要 な 人 々 に

カウ ンセ リ ング を提 供 します。
せん

この現代の世にあって福祉活動に先
べん

鞭 をつ け る よ う主 に育 成 され た偉 大 な

指 導者 た ちが ，今 日の福 祉 プ ログ ラム

に心 か ら満足 して い る に違 いな い と感

じ ます 。

主の方法

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管 長 は次 の

よ うに記 して い ます 。 「この地 上 にあ っ

て 人 々 を物質 的に救 い ，豊 かで幸 福 な

民 にす る力 を有 しない 宗教 は， 来 た る

べ き世 にあ っ て人 々 を霊 的 に救 い ，昇

栄 に導 く宗教 と して の信頼 を勝 ち得 る

こ とはで きな い。 これ は常 に末 日聖徒

に とって核 とな る教 えだ っ た。」'



物 質 的 な こ と と霊 的 な こ とに は分 か

ち難 い つ なが りが あ りますg自 分 の 時.

問 と才 能 と様 々 な手段 を使 っ て， 病 ん

でい る人 々の必 要 を満 た し，飢 えて い

る人 々 に食 物 を提 供 し， 依 存心 のあ る

人 々 に自立 す る よ う教 え る と きに， わ

た した ちの 霊性 は想像 で きな い ほ ど豊：

か にな るの です。

主 は預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に対 す

る啓示 の中 で次 の よ うに宣 言 さ れ ま し

た。 「わ た しが 意図 してい るの は，聖徒

たち に必要 な もの を与 え る ことで ある。

しか しそれ は， わ た し自身 の方 法 で行

われ な けれ ば な らな い。 見 よ， 富 ん で

いる者 を低 くす る こ とに よっ て貧 しい

者 を高 くす る こ と， これ こそ， 主 な る

わた しが 聖徒 た ちに必 要 な もの を与 え

るた め に定 め た 方法 であ る。」2主 の方

法 に あ って は3自 らを助 け る者 を助 け

る とい うの が原 則 です 。貧 しい 人 々は ，

自分 た ちの受 け る物 質 的 な援 助 に見 合

った働 きをす る と きに，正 しい 凍則 を

学 び， 自分 自身 の力 で 貧 困 か ら 自立 へ

.と抜 け出す こ とが で き ます 。 富 んで い

る人 々 は，貧 しい人 々の た めに惜 しみ
けんそん

な くそ の財 産 を用 い る と きに， 謙遜 に

な り低 くなるの です 。

わた した ちは教 会員

に自立 し， 自分 自身 を

支 え るた め に可 能 な か

ぎ りすべ ての こ とを 自

分で 行 い， 必要 な援 助

を自分 の家 族 か ら得 る

よ うに教 えて い ます 。

教 会 員 とそ の家 族 が生

活 す る ため にで きる 限

りの こ と を行 って も，

まだ基 本 的 な必 要 を満

たす ことが で きな い場

合 ，教 会 か らの援 助 の

手 が差 し伸 べ られます。

教会 の監督 には 「貧

しい人 や困 っている人，

配 偶者 が な く自分 一 人

で 子供 を養 育 してい る

人 ，老 人 ，障 害者 ，孤

児 ，配 偶者 に先立 た れ

た 人， そ の他特 別 な援

助 を必 要 としてい る人」

を世 話す る特 別 な責任 が あ ります 。3

わた しは助 け を求 め て きた 人 を援助

す るた め に， 一人 の 監督 が どの よ うに

自分 の うち にあ る手段 を組織 したか知

っ て い ます 。 こ の男 性 は何 年 もの 問 ，

幸 福 な結 婚 生 活 を送 って い ま した が ，

人 生 の後 半 にな って ア ル コー ル と薬物

に依存 す る よ うに なっ たた め， 仕事 も

家 も家 庭 も失 っ て し まい ま した。 ホ ー

ム レス として の苦 しい生 活 を何 年 間 も

送 った彼 は，惨 め で屈 辱 的 な思 い を経

験 しま した 。 この 男性 は涙 を流 しなが

ら，1監督 に助 け を求 め ま した 。

ワー ド福祉 委 員 会 で この大 きな 問題

が 議 題 に上 が りま した 。 あ る男 性 は，

彼 の歯 科 医 で あ る友人 が ひ ょっ とす る

と問題 の男性 の折 れ た前歯 を治療 して

くれ るか も しれ ない と言 い ま した。 扶

助協 会 の 会長 は，彼 の 監督 の倉 か らの

栄 養 あ る食料 が 健康 状 態 を改 善 す るの

で は ない か と提 案 しま した。 また依存

症 を克 服 す る力 を得 られ る よ うに毎 日

彼 と一 緒 に時 間 を過 ご し， 助 け て あげ

られ る人 が必 要 で は ない か と提案 す る

人 もい ました。

い ろい ろ な提案 が 絶 え 間 な く続 く中
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で，監督は他者を気遣うワードのすべ

ての兄弟姉妹が，いつでも援助の手を

差し伸べる準備のできていることに気

づきました。

すぐに監督は進展の数々に気づ きま

した。神権指導者はその男性に祝福を

施しました。善意に満ちた歯科医はこ

の男性の折れた歯を治療 しました。監

督の倉から持って行った食料のおかげ

でこの男性の健康状態は改善されまし
あつ

た。 信 仰 篤 い年 配 の夫婦 が特 別 なホ ー

ム テ ィー チ ャー と して奉 仕 す る こ とに

同意 して くれ ま した。 二人 は依 存 症 を

克服 す る とい うこ の男性 の決心 が 鈍 ら

な い ように毎 日訪 問 して くれた のです。

確 立 された 原則 に従 っ て， この 善良

な兄 弟 は ワー ドの ほか の人 々 ため に役

立 ちた い と言 っ て き ま した。 ゆ っ く り

とで はあ りま したが ，彼 の生 活 を変 わ

り始 め ま した 。次 第 に， 絶 望 的で惨 め

な顔 つ きが 喜 び と幸福 に満 ち た顔 つ き

に変 わ っ てい きま した。 確 か に苦痛 を

伴 う過程 で は あ りま したが ，依存 症 か

ら抜 け 出す こ とが で きま した。 そ して

教 会 に活 発 に な った ので す。 貧 し く悲

惨 な生活 が希 望 と幸 福 に満 ち た生活 に

変 わ りま した。これ こそ困 ってい る人々

を世話 す る主 の方 法 なの です。

教会と人道的援助

教 会 はそ の援 助 の手 を会員 だ け に限

定せ ず ， 預言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの 次

の勧 告 に従 っ てい ます。「神 の愛 に満 た

され てい る人 は，家 族 に祝 福 を与 える

こ とに満足 す るだ け でな く， 全世 界 の

人 々 のた め に奉 仕 し，全 人類 に祝 福 を

及 ぼす こ とを切 望す る。」4ジ ョセ ブ ・

ス ミス は 「相 手 が 当教 会 の会 員 であ れ，

あ る いは ほか の教 会 に集 う人 や どの教

会 に も属 さない 人 であ れ ， どの よ うな

場所 にお い て も，飢 えて い る人 には食

べ物 を与 え， 裸 の人 には服 を着 せ ， や

も め を助 け， 孤 児の 涙 をぬ ぐい， 慰 め

を与 える」よ う会 員 に教 えて い ます♂

過 去10年 あ ま り， 全世 界 に散 らば っ

た146の 国 々 に住 む 何 百 万 とい う神 の

子 供 た ち の苦 しみ を和 らげ るた め に ，

教 会 は2万7，000ト ンの 衣類 ，1万6，000

トンの食 料 ， そ して3，000ト ンの 医療 ，



教育 関係 の物 資 お よび備 品 を送 りま し

た。 わた した ち は 「わ た した ちの教 会

の会 員 です か」 と は尋 ね ませ ん。 た だ

「苦 しい です か」 と尋 ね るだ けで す。

昨年 の10月 とll月 に ニカラグアとホ ン

ジュラスを荒 廃 させ たハ リケー ン・ミッチ

の こ とを知 らない人 はい ないで しょ う。

恐 るべ き力 で ， こ のハ リケー ンは家 々

を水 浸 しに し，土 石流 を起 こ しま した。

1万 人 を超 える人 々が死 亡 し，200万 の

人 々が家 を失 い ま した 。 この きわ めて

勢 力 の強 いハ リケー ンは家 々 を破 壊 し，

ま るで セ メ ン トと同 じ くらい に固 い泥

で街 中 を覆い尽 くしま した。

ほ とん どす ぐに，教 会 は生 活 を支 え

る食 料 と衣類 ，医 薬 品， 毛布 を教 会 員

に もほ か の宗派 の 人 々 に も送 り始 め ま

した。船 荷 が 目的 地 に到 着す る と直 ち

に，何 百 人 とい う教 会 員 が 駆 け つ け ，

トラ ックの荷 を ほ ど き，物 資 を箱 詰 め

に しま した 。1箱 に入 っ て い る もの で ，

1週 問 ， 家 族 を維持 す る こ とが で き る

ように なっ てい ま した。

中央福 祉 委 員会 の委 員 長 で あ る愛す

る ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大 管長 は，

中央 アメ リ カに お ける被 害 に心 を痛 め

ま した 。 あ る寝つ か れ ない夜 に，「この

大 きな被害 に耐 え てい る人 々 の もとへ

行 き， 愛 を伝 え励 ま しを与 える よ うに
みた ま

とい う御霊 の促 しを感 じま した。 預 言

者 の訪 問 は その 地 に住 む人 々の意 気 を

上 げ ，何千 もの 人 々 に希望 を与 え ま し

た。 「困 難 な と きに は 〔教 会 に〕 資 源

が あ る か ぎ り皆 さん を援助 します」 と

預 言者 は語 りま した。6兄弟姉 妹 ， わた
あかし

しは証 し ます 。 彼 は神 の預 言 者 です 。

そ して わた しは心 の底 か ら，彼 を支 持

します 。

必要 な物 資 を大 災害 の と きに供給 す

る こ とに加 えて ，約1，300人の教 会 員が

多 くの 国の 貧 しい人 々 に奉仕 す る とい

う主 の召 しにこ た え ま した 。二 つ の実

例 を紹 介 しま し ょう。

ユ タ州 ア イ ビ ンズ 出 身の デ ビ ッ ドと

ドビー ・グ ライ ンズ 兄弟 姉 妹 は， 現在

ア フ リ カの ガー ナ に住 み1雇 用 条 件 の

改 善 に努力 す る人 々 にビ ジ ネス ， コ ン

ピュ ー ター， オ フィス 管理 技術 を教 え

て い ます。

マ ー ク ・カ トラー兄 弟 は カ リフ ォル

ニ ア州 クレイ トン出 身の元 外科 医 で す。

彼 と妻 の ポ ニー はベ トナ ム で奉 仕 して

い ます 。 カ トラー兄 弟 は ，地 元 の 内科

医 の た め に コンサ ル タ ン ト，講 師 と し

て働 い てい ます 。 カ トラー姉 妹 は病 院

の医 師 や職 員 に英語 と医 学用 語 を教 え

てい ます。

福祉と教会員

ほか の人 々 を助 け る だけ で な く，家

族 や 個 人 の レベ ルで 自分 た ち の 自立 の

度合 い を点 検 す るの もい い で し ょ う。

以下 の こ とを自問す る こ ともで きます。

わた した ちは 賢 く財産 を管理 して い

るだ ろ うか。 出 費 を収入 以 下 に押 さえ

て い るだ ろ うか 。不 必要 な負債 を避 け

て い るだ ろ うか 。 「少 な く と も1年 分 の

食料 ， 衣類 ， また可 能 な らば燃 料 を蓄
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える」7とい う中央 幹 部 の勧 告 に従 って

い るだ ろ うか。 子供 らに働 くこ とを教

えて い るだ ろ うか 。子 供 た ち に 自分 の'

持 ち物 を大切 に し無駄 に しな い よ うに

教 えて い るだ ろ うカも また彼 らは神 聖
じゅうぶん

な什 分 の一 の律 法 の 大切 さを理 解 して

い るだ ろ うか 。 わた した ちは十 分 な教

育 を受 け， 適切 な職 業 に就 い てい るだ

ろ うか。 知 恵 の言 葉 に従 った生 活 をす

る こ とで健 康 を維持 して い るだ ろうか。

有 害 な物 質 の もた らす悪 い影響 か ら免

れて い るだ ろ うか。

も し，正 直 な ところ ， これ らの質 問

の う ち一つ で も 「いい え」 と答 え る項

目が あ れ ば， 自立 のた め の計 画 を練 り

直 したい と望 む こ とで し ょう。預 言 者

は わ た した ち に以下 の よ うな基本 的指

針 を提示 して い ます 。
こんにち どんよく

まず ，今 日の諸 悪 の 一 つ は貧欲 の罪

で す 。物 質 的所 有 に対 す る過 度 の欲 求

は， わ た した ちの 心 を疲 れ させ ， わた

した ち の財 産 を徐 々 に消 耗 させ ，不 幸

に導 く一 種 の 強迫 観念 とな る可 能性 が

あ ります 。教 会 の 会員 の中 に も， この

罪 の た め に不 必 要 な負 債 で 苦 しむ 人が

増 えて い ます 。 ビーバー ・J・ グラン ト

大 管 長 は次 のように語 りま した。 「人 の

心 と家族 に平安 と満足 を与 え る もの を

一 つ 挙 げ る とす れ ば， それ は わ た した

ちが収 入 の範 囲 内で生 活す る こ とです 。

わ た した ち を虐 げ， 落胆 させ ，希 望 を

失 わせ る もの を一 つ 挙 げ る とす れ ば ， ，

そ れ は返 済で きな い借 金 を負 い， 果 た

せ ない義 務 を負 うこ とです 。」8

「福 祉 の 原則 が勤 勉 ，節約 ，自立 で あ

る こと に変 わ りは あ りませ ん」 と教 会

の福 祉 役 員会 の 議長 で あ る トー マ ス ・

S・ モ ンソ ン第 一副 管 長 は勧 告 しま し

た 。「わた した ち は多額 の負 債 を避 け な

けれ ば な りま せ ん。… … 『負債 を払 って

暮 ら しな さ い。』(列王 下4：7)現 代 人

に とっ て も これ は何 と賢 明 な勧 告 で し

ょうか 。」9

第2に ，時 の初 めか ら，神 は わた した

ち に働 くよ う命 じ られ ，玉o怠惰 を戒め て
こんにち

こ られ ま した 。ll残念 なが ら，今 日の社

会 は， 特 に イ ン ター ネ ッ トや テ レ ビ，

コンピュー ターゲーム上 に現 れ る愚 か で

む な しい娯 楽 とい った怠 惰 を奨 励 す る



もの にあふ れ てい ます。

第3に ， わ た しは ヒンクレー大管 長 の

次 の勧 告 に耳 を傾 け る よ うお勧 め しま

す。「で きるか ぎ り高 い教 育 を受 け て く

だ さい… …心 と手 の技術 を磨 い て くだ
かぎ

さい。教 育 はい ろ い ろな機 会 へ の鍵 で

す。」'2そ うで す， 教育 はわ た した ちの

才能 ，技 術 ，そ して 能力 を磨 き，伸 ば し，

さ らには開花 させ る動機 とな ります 。

第4に ， 救 い 主 の模 範 に従 う道 を選

び ， ほか の人 の苦 難 を和 らげ よう と望

む な ら， 断食 の さ さげ物 と して差 し出

す 断食献 金 の 額 につ い て考 慮 す る こ と

が で きる で し ょ う。 これ らの神 聖 な基

金 は一 つ の 目的 のた め に， た っ た一つ

の 目的 の ため に使 用 され ます 。す なわ

ち病 気 の人 々 ，苦 しん で い る人 々，助

け を必要 として い る人 々 を祝 福 す る と

い う 目的 です 。

惜 しみ な く断食 の ささ げ物 を納 め る

こ と に よ り納 め た本 人が 豊 か に祝福 を

受 け，主 と監督 の パ ー トナー となる こ

とを許 され ます 。 そ して人 の苦 しみ を

和 らげ る手伝 い を し， 自立 を は ぐくむ

こ とが で きる ので す 。恵 まれ た環境 に

置 か れ てい る わた した ち は，恐 ら く自

らの ささげ物 を評価 し， 主が わた した

ち に対 して惜 しまれ ない よ うに， わ た

した ち も主 に対 して惜 しみ な くあ れ る

か ど うか を判 断すべ きで しょ う。

縞 論
こんにち

も し救 い主 が 今 日の世界 で わた した

ち と とも に生 活 され る な ら， 助 け の必

要 な 人 々.，苦 しん で い る人 々，病 んで

い る人 々 に働 きか け られ る こ とで し ょ

う。 スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管

長 は次 の よ うに述 べ て い ます 。 「こ う

して 考 えて み る と， 〔福 祉 活 動 〕 は プ

ログ ラム で は な く，福 音 の本 質 で あ る

こ とが 分 か る。 ま さ に， 裾 音の男 践 で

あ る。 キ リス ト教徒 の生活 を貫 く最 も

気 高 い 原 則 で あ る。」'3この 言 葉 か ら，

救 い主 の模 範 に従 う意 義 が見 出せ るか

も しれ ませ ん。

大 恐慌 の真 っ直 中，静 か に生 まれ 出

，た この福 祉 プ ログ ラム が，60年 後 に文

字 どお り世 界 中 の何 百万 とい う貧 しい

人 々 を祝 福 す るプ ロ グ ラム に成長 発 展

し ような どと想像 した 人 はほ とん どい

ませ ん で した。

「主の 恵み ， 人 に も分 か たん」とい う

美 しい 賛美 歌 は ，与 える こ とに 関す る

霊感 に満 ちた教 訓 を教 えて くれ ます 。

わた しは主の慈 悲 に よ り

雨 露 を しの ぎ，食足 りて きま した 。

で す か ら衣 食 に足 りない 人 を見 て ，

分 か ち合 わず にい る こ とな ど

で きない ので す。

温 か な人 とパ ン

安全 に守 って くれ る屋根

そ れ ら を分 か ち合 え ばあ の人 もまた

安 らぎ を得 られ るか も

しれ ない のです か ら。'4

(訳注 英語 の賛 美歌 の歌詞 を逐 語

訳 した もの を掲 載)

兄弟 姉 妹 の皆 さん ，わ た したち の た

め に模 範 を示 して くだ さっ た救 い主 は

「貧 しい 者 と乏 しい者 ，病 気 の者 と苦

しん で い る者 を， すべ て の こ と におい

て思 い起 こ」す人 を喜 ばれ ます 。15主の

勧 告 に耳 を傾 け ，「弱 い者 を助 け ，垂 れ

て い る手 を上 げ，弱 くな っ た ひ ざを強

め 」る人 を喜 ばれ ます。'6

わ た した ちが 主 の模 範 に従 える よ う

祈 ります 。 イエ ス ・キ リス トの御 名 に

よ り， ア ーメ ン。
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帰 郷
管理監督会第二副監督

キース ・B・ マクマリン

ヰ：リス トを信ずる信仰を痔 ち，キリス トを信頼 し，ヰ リス トのみもとへ来 τ，

キ リス トに従 っτください。……皆さんの前に少 しずつ道が搦 かれ，

……本察いるべぎ場所に戻る日か繁1る`の ですフ。

たしの愛する兄弟姉妹の皆さ

わ ん。 この総 大 会 も終 わ りに近

づ き，わ た しの心 は今 ，孤 独

感 に さい な まれ てい る人 々 ，恐 れ を抱

いて い る人 々，道 を踏 み迷 って い る人 々

に向 け られ て い ます 。 も し皆 さん が ，

あ るい は皆 さん の知 っ てい る人 が，「外
やみ

の 闇の 中 に」い るの な ら(ゴ ー ドン・B・

ヒンク レー 「改宗者 と若い男性 について」

『聖徒 の道 』1997年7月 号，59)，どうぞ耳

を傾 けて くだ さい。

この 世 の人生 は， ふ る さ とへ 向か う

旅 人 にた とえ られ ます。道の りは長 く，

歩 み は遅 く， 日々の 出 来事 は 冗長 で 退

屈 で す 。 しか しなが ら， 最 終 的 には ，

見 覚 えのあ る風 景が 目の前 に開 け ます。

それ は 出や谷 か も しれ ませ ん 。 あ るい

は田 舎の風 景 だ っ た り，摩 天楼 だ った

り，混 雑 した高 速道 路 だ った り，あ る

い は また静 か な近所 の 通 りだ っ た りす

るか も しれ ませ ん。 そ の風景 が どの よ

うな もの であ れ， 見覚 えの あ る風 景 を

目に した途 端 ，旅 人 は歩 み を速 め ，疲

れ果 て た魂 が 活気 づ き，期待 と平 安 に

満 ちた懐 か しい思 い が よみ が え って き

ます 。旅 人 は， とう と う再 び ふ る さ と

に戻 っ て来 たの です 。
けんそう

この世 の喧 喋 の 中で ， この ふ る さ と

へ 向か う旅 とい う経験 は， 数 限 りない

人 々の 生活 の 中 で毎 日繰 り返 されて い

ます 。 わ た した ち は，注 意 深 く眺 め さ

えす れ ば ，そ ん な何 げ ない 日々 の 出来

事 の 中か ら， この世 の 生活 につ い て多

くを学 ぶ こ とが で きるの です 。一 つ確

か に言 え る こ とが あ ります 。 そ れ は，

も しわた した ちが この 世 の旅 の こ と を

軽 く考 えた り， あ るい は ，そ の道 が ど

こへ 通 じて い る の か と考 え もせ ず に，

どれ で も 目に入 っ た道 を進 んだ りす る

よ うな こ とが あっ た と した ら， わ た し

た ち は大 きな過 ち を犯 す こ とにな る と

い うこ とです 。 あ る愛 す る使 徒 が次 の

よ う に言 っ て い ます 。 「確 か に， 死 す

べ き人が 犯す あ らゆ る過 ち の中 で ，神

の 救 い の計 画 につ い て誤 りを犯 す こ と

ほ どに， 誤 っ て はな らない もの は あ り

ませ ん。 そ の過 ちほ ど後 々 にわ た っ て

重 大 な 結 果 を招 く過 ち は な い か らで

す 。」(ニ ー ル ・A・マ ックスウェル 「永遠

の神が 定 めた もうた大 計画 」『聖徒 の道』

1984年7月 号 ，38)

旅 を成 功 させ るた め には，次 の4つ の

こ とを よ く理解 し， そ れに正 し く従 っ

て行動 す る必 要が あ ります。 そ の4つ と

は，生 命 の永 遠性 ，罪 の性 質，悔 い改 め
あがな

のす ば らしさ， そ して瞭 いの 力 です。
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生 命 は ，生 物 学 を超 え た と ころ に存

在 します 。 わた した ちは ， この 地上 に

来 る前 には ，神 の み もとで生 活 してい"

ま した。 神 がい らっ しゃる天 は， わ た

した ちの ふ る さ とで した 。 わた した ち

一 人 一 人 は
，神 の 霊 の子 供 です か ら，

神 は わた した ちの 天 の御 父 とい うこ と

にな ります(ア ブ ラハ ム3：23-25;ヨ

ブ38：4-7;エ レミヤ1：5参 照)。 イエ

ス ・キ リス トの福音 が 回復 され た た め

に， わ た した ち は，誕 生 とい う ものが

神 に よって 定 め られ た計 画 の一 部 で あ

り， また永 遠 の旅 路 に あ って欠 くべ か

らざる一段 階 で あ る とい う こ とを知 っ

てい ます。主 の預 言者 であ る ゴー ドン・

B・ ヒンクレー大管 長 は次 の よ うに言 っ

てい ます 。 「す べ τ の生 命 にか か わ る

真 実と は ，そ れが 永還 の もの であ る と

ω うこと です。 これ は偉 大 で重 要 な真

理 で す。 わた した ちは， 神 の計 画 の 下

で， あ る 目的 を持 って この 地上 にや っ

て来 ま した。 そ して ， こ の地上 で の 生

活 を終 え る と き，今 よ り も良 い もの を

目指 して進 み 続 け ます が， そ の ため に

は， そ れ にふ さわ しい生 活 を して きた

の な らば ，と い う条 件 が つ き ます 。」

(priesthoodleadershipsession，

CharlotteNorthCarolinaregional

conference，24Feb.1996，5， 強調 付加)

しか しなが ら，罪 には， この世 の 旅

を決 して たや す い もの とは しな い性 質

が あ ります。 使徒 パ ウ ロは， 次 の よ う

に書 き残 して い ます 。

「しか し， この こ とは 知 っ て一お か ね

ば な らな ω。 終 りの蒔 に は ，者難 の蒔

κが 来る。

そ の時 ，人 々は 自分 を愛 す る者 ， 金

を愛 す る者， 大 言壮 語 す る者 ， 高慢 な

者 ，神 をそ しる者 ，親 に逆 らう者 ， 恩

を知 らぬ者 ，神 聖 を汚 す者 ，

無 情 な者 ，融和 しない者 ，そ しる者 ，

無節 制な者，粗 暴 な者，善 を好 まない者，

裏 切 り者 ，乱 暴 者 ， 高言 をす る者 ，

神 よ りも快 楽 を愛 す る者 ，

信 心 深 い様 子 を しなが らその 実 を捨

てる者 とな るで あ ろ う。 こ う した入 々

を避/プな さし}。」(2テ モ テ3：1-5， 強

調付 加)

わ た した ち 自身 の 欠点 や弱 点 の ゆ え



に， どん な旅 人 で あ って も， そ の旅 の

途 中 で は罪 と無縁 とい うわ け には い き

ませ ん。 それ は，あ る意 味 では ，律 法 ，

二者 択 一 ，選 択 の 自由 とい った厳 しい

試練 の中 で生 きて い くこ とか ら生 まれ

る必 然 的 な結 果 な ので す(ア ルマ42：

17-24;12：31-34;2ニ ー フ ァイ2：

11，15-16，25-27参 照)。 「人が ， な

すべ き善 を知 りなが ら行 わ な けれ ば，

そ れ は彼 に とっ て罪 で あ る。」(ヤ コブ

の手 紙4：17)

さ らに言 えば ，わ た したち が， た と

え どれほ どの良識 を持 ってい よ うと も，

あ るい は また どれ ほ ど慎 重 で あ ろ う と

も， 旅 に は誘惑 が 付 き もの で す。 救 い

主で さえ， 誘惑 か ら無縁 とい うわ け に
みわ ざ

はい きませ ん で した 。救 い 主 が御 業 を

開始す る に当 たって経 験 された誘 惑 は，

わた した ちが経 験 す る誘 惑 を典 型 的 に

表 して い ます。 この と きに出遭 わ れ た

誘 惑 ，つ ま り，石 をパ ンに変 え る，宮

の頂 上か ら飛 び下 りる， 地上 の宝 の た

めに魂 を売 る，とい う3つ の誘 惑 につ い

て， デビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大管 長 は次

の よ うに言 い ま した(マ タイ4：2 、一10

参 照)。 「そ の3つ の誘 惑 を分類 す れ ば ，

皆 さんや わ た しを汚 す あ らゆ る誘惑 の

大 部分 が，そ の3つ の うち の どれか に該

当す る こ とが分 か ります。…… つ ま り，

わた した ち の出 遭 う誘 惑 とは，(1)生

理 的欲 求 に 関す る誘 惑 ，(2)自 尊心 や

流行 に負 け る・こ と，神 にかか わる こ と

か ら遠 ざけ よ う とす る もの を志 向す る

虚栄 心 ，(3)世 の富 や 人 の権 勢 を求 め

る欲 求 を… …満 足 させ る こ と，の3種 類

とな ります 。」(inConferenceReport，

Apr.1911，59)

わた した ち は，誘惑 に駆 られ た と き，

良心 の 痛 み を経験 します。 良 心 が感 じ

やす い とい う こ とは，霊 が 健全 だ とい

うこ との証 拠 です 。 わ た した ち の感 じ

る心 の痛 みや 罪 悪 感 と い っ た もの は，

誘惑 や不 完 全 さや罪 に対 して霊 が反 応

してい る こ と を表 して い ます 。 良心 と
はんりょ

は， あ らゆ る旅 人 に与 え られ る伴侶 で

す(モ ロナ イ7：16-19参 照)。 また ，

良心 はそ の旅 を非 常 に不 愉 快 な もの に

す る可 能 性 も秘 め てい ます 。 そ れ は ，

「すべ ての 人 は罪 を犯 した ため」で あ り，

大会の部会に出席するため，タバナクルへの入場を待つ人々。

また ，主 は 「ほん の わず か で も罪 を見

過 ご しに」 され る こ とはな いか らなの

で す(ロ ーマ3：23;教 義 と聖 約1：31)。

この至 高 の贈 り物 の ゆ えに ，神 に感 謝

し ます 。 わ た した ち は， 良心 の痛 み が

あ れ ば こそ ，悔 い 改 めて 良心 の 平安 に

至 る こ とが で きるの です(モ ーサ ヤ4：

1-3参 照)。

天父 は， わた した ちが人 生 の旅 を続

け る に 当た って ，様 々 な大 きな危 険 に

遭 遇 す る こ と も知 っ て お られ ま した。

しか し同 時 に，子 供 た ち一 人 一 人 にふ

る さとへ戻 って 来 て ほ しい とい う強 い

望 み も持 ち続 け て お られ ます 。 その た

め に， 天父 はわ た した ち に時 間 を与 え

て くだ さい ま した。 わ た した ち の過 ち

を正 す た めの 時 間や 罪 を克 服 す るた め

の 時 聞， そ して再 会 の た め に備 え る時

間 を与 え て くだ さ っ たの で す 。 「人 が

悔 い改 め る こ とが で きる よ うに， 猶予

期 間が 与 え られ た。 したが って， この

世 の生 涯 は試 しの状 態 ，す なわ ち神 に

お会 い す る用 意 をす る 時期 … … とな っ

た。」(ア ル マ12：24).

しか しなが ら天 父 は ，わ た したち が

精力 のか ぎ りを尽 くして も，神 の助 け

が な けれ ばふ る さ とに戻 り着 くこ とが

で きな い とい うこ と も御 存 じで した 。

そ の た め に ， こ う約 束 さ れ たの で す 。

「わ た した ち は あ な たた ちの た め に一

人 の救 い主 を備 え よう。」(1ニ ー フ ァイ

10：4;13：40;モ ー セ1：6;2ニ ーファ

イ25：23参 照)

この約 束 を実現 す るため に，イエス ・

キ リス トが， 時 の 中間 の時 代 に， 永遠

の父 なる神 の独 り子 と して肉 身 を もっ

て 降臨 され ま した。 イ エ スは ，様 々 な

道 を死 すべ き人が 歩 む よう に歩 まれ ま

した 。 そ れ は ， 「御 自分 の民 を彼 らの

弱 さ に応 じて どの よ うに救 うか を肉 に

お いて知 る こ、とが で きる よ うに」 な る

ため で した(ア ルマ7：12。11節;エ テ

ル12：27;教 義 と聖 約20：22;62：1も

参 照)。 主 に と って ， 未 知 の悩 みや 心

配事 や苦 しみ は存 在 しませ ん。 主 は罪

の ない御 方 で は あ りま したが ，わ た し

た ち を どう助 け るか を知 る こ とが で き

る よ う， わた した ちの悲 しみ には深 く

精 通 して お られた の です(イ ザ ヤ53：

3-6参 照)。.'
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キ リス トは，死 すべ き世 と不 死不 滅

の 世 との 間 にあ る深 み に橋 をお架 け に

な りま した。墓 は もは や囚 人 た ち を閉
あわ

じ込め る力 もな く， 正義 も憐 れみ に よ

ってそ の条件 が満 た され る よ うにな り，

限 りな く永 遠 にわ た って その 影響 を及
く

ぼす奇 し き貝費い は既 に整 え られ てい ま 、

す(ア ルマ34：8-10，14-16参 照)。キリ

ス トは復 活 され た主 で あ り， わ た した

ちの救 い主 ，瞭 い主 です 。それ ゆ え，悔

い改 め の 日を引 き延 ば して はな りませ

ん(ア ルマ13：27;34：33-35参 照)。

キ リス トを信 ず る信 仰 を持 ち， キ リ

ス トを信 頼 し， キ リス トの み も とへ 来

て， キ リス トに従 って くだ さい(3ニ ー

ファイ27：13-16;モ ロナ イ10：32-

33参 照)。 して は い け な い と知 っ て い

る こ とで 今 して い る こ とが あ っ た ら，

そ れ を心 の中 で全 部書 き出 してみ て く
き ょ う

だ さい 。今 日， その うち少 な くと も一

つ で もや め，代 わ りに， しな けれ ば な

らない こ とを始 めて み ま しょ う。 この

旅 路 を無 事 終 え る こ とが で き る よ う，
ゆる

赦 し と強 さを求 め て天父 に祈 っ て くだ、

さい。 皆 さんが 問題 を一 つ 克服 し， さ

らに次 の 問題 へ と進 ん で行 くと き，皆

さん の前 に少 しずつ 道 が 開か れ ，や が

て， 疲 れ切 っ た旅 人 で あ る皆 さ んが ，

本 来 い るべ き場所 に戻 る 日が 来 る こ と

を， わた しは約 束 します。

道 を踏 み迷 っ た一 人 の 人 の話 で す 。

か りにそ の 人の 名前 を トマス と してお

きま し ょう。 わた したち が 出会 っ たの

は， 日曜 日に あ ま り教 会 に姿 を見せ る

ことの ない教 会 員 た ちの た め に開 かれ

た特 別 な フ ァイヤ サ イ ドで の こ とで し

た。 当時 彼 は35歳 で ，教 会 の活 動 か ら

遠 ざかって20年 ほ ど経過 してい ま した。

フ ァイヤサ イ ドの 開 かれ る前 日， トマ

ス の父親 が ， 出席 して は ど うか と誘 っ

た のです 。 トマ スの返 事 は，考 えて お

く， とい うもの で した 。 こ こか らは ，

父親 の書 いた 手紙 を引用 して みた い と

思 い ます 。

「フ ァイヤサ イ ドの 始 ま る30分 前 に，

〔トマ ス〕は電話 を して きて， 車で 連 れ

て行 って ほ しい と言 っ て きた の で す 。

わた しは ，あ な た とそ の ほか40人 ほ ど

の人が い たあ の 部屋 に入 って行 くと き

に感 じた期待 感 を， う ま く言 葉 で説 明

す る こ とはで きませ ん。 あ の部屋 に は

特 別 な雰 囲 気 が あ る こ とが 感 じ られ ，

それ が 〔トマ スの 〕心 に琴線 に触 れ た よ

うで ，帰宅 した と きには，『モ ルモ ン書 』

の 中か ら長 老 が説 明 して くだ さ った部

分 を もう一度 読 む決意 を してい ま した。

これ が きっか けで ，結 局 『モ ルモ ン
じゅうぶん

書 』 全 部 を読 む こ とに な り，什 分 の 一

も納 め 始 め ま した。 息子 は，違 った光

で 人 生 を見 直す よう に な った の で す 。

… …麻薬 や コー ヒー もやめ ま した。『モ

ル モ ン書 』 を読 み続 け た だ けで な く，
せいさん

『教 義 と聖 約』も読 み続 け ま した。 聖餐

会 に も出席 し始 め ，そ しで… …文 字 ど

お り， 違 う人 間 に な り始 め た ので す 。

実 際 ， わた したち は笑 い なが ら息子 に

こ う尋 ね た もので す。『おや おや ， どん

な魔法 を使 ったの か な?』

わた した ち にとって の大 きな祝福 は，

メル キ ゼデ ク神 権 を受 ける ため に ……

息 子 が監 督 か ら面接 を受 け た こ とで し

た。 これ こそ ま さに，20年 近 く息子 の

ため に さ さげ られ て きた祈 りに対 す る

答 えだ った の です 。」(personalletter，

1Aug.1997)

この話 を聞 い てい る と，.もう一 人 の

父親 の言 葉 を思 い 出 し ます 。「こ のむす

ごが 死 んで い た の に生 き返 り， い な く

な って い たの に見 つ か った の だか ら。」

(ルカ15：24)

ブ リガ ム ・ヤ ング大管 長 は次 の よ う

に言 い ま した。「日の 栄 えの世 界 か ら こ

の 地上 に や っ て来 た と き には ，

純 潔で清 らか だ った霊 だ け しか

存在 しない 。 ……神 はわ た した

ちの霊 の父 で あ り， もしわた し
みこころ

た ちが神 の御 心 を知 り，理 解 し，

実践 す るな らば， すべ て の人 が
み まえ

神 の御 前 に戻 る備 えが で きるは

ず で あ る。 そ して，御 前 に戻 っ

た と きには ，そ こにかつ て長 い

問住 ん で い た こ とに， そ して ，

宮 殿 も歩道 も庭 園 も，隅 々 まで

な じみの場 所 で あ った こ とに気

づ くであ ろ う。 そ して， あ なた

が た が御 父 を抱 き締 め る と，御

父 もあ なた が た を抱 き締 め て ，

こ う言 われ るで あ ろ う。 『わが

息 子 よ ， わ が 娘 よ ， あ な た た ち は 再 び

わ た しの も と に戻 っ て 来 た の だ 。』 す

る と ，子 は こ う言 う で あ ろ う。 『お お ，・

わ た し の 父 よ ， 御 父 よ， わ た しは 再 び

御 前 に 参 り ま し た 。』」(in/oロrηalof

Dfscoロrses，4：268)

わ た しの 力 の か ぎ り を 尽 く して ， 今
あかし

申 し上 げ た こ とが 真 実 で ある こ と を証

します。 どうぞ 闇の 中 か ら外 へ 出 て 来

て くだ さい。福 音 の 光 の 中に 十分 に足

を踏 み 入 れて くだ さい。 悔 い改 め と良

心 の 平安 とそ して聖 霊 の慰 め の麗 しい

実 を存分 に味 わ っ て くだ さい 。 この 旅

を， 皆 さんが 本 来 い るべ き場所 へ 戻 る

た めの旅 として くだ さい。 最 後 に， 皆

さん が よ く御 存 じの詩 を引 用 しつ つ ，

そ れ に 自作 の 詩 を加 えて わ た しの証 と

します。

高きに栄えて 住めるわが父
な み かお

みもとに戻りて 汝が御顔を拝せん

こうべ

救い主の御前に 頭垂れ
み あ し し

涙にて御足洗わん その蹟いに感謝し

我一人にやあらずと 心震わせ
み こ え

愛 の御声 聞 く

「わが子 よ，我へ 戻 りしや 』と

(エ ライザ ・R・ ス ノー作 詞 「高 きに

栄 えて」 『賛 美歌 』180番 引 用)

み な

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り， ア

ー メ ン。

虻

ン
躍i
騨澱
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家庭内で家族の名前を

傷つけてはならない
七 十人

ク リー ・L・ コ ッフ ォー ド

舷入のあ瞼 や物を盗もうとするような考えばのの中加5追 ω払 うのτすが，

勉λの名前や辞判 を中傷することにつωτばむとんちゃくな入がω箭す。

愛lll篶雛 瀦
この こ と を皆 さん にお 伝 え で きれ ば と

思 い ます 。 この 部会 が始 まる少 し前 ，

何 人 かの孫 た ちが ホ テル の わた しの部

屋 に立 ち 寄 っ て くれ ま した。 彼 らが ，

今 朝 のマ ー リン ・ジ ェ ンセ ン長老 の 説

教 につ い て話 して いた こ とはす ぐに分

か りま した。 や が て孫 の一 人が こう言

い ま した。 「お じい ち ゃん ， び くび く

して い るの?」 わ た しは強 が っ て答 え

ま した 。 「い や， そ うで もな い さ。」 す

る と も う一 人が 言 い ま した。 「心 配 し

な いで ， お じい ち ゃん 。 も し失敗 した

ρ て，ぼ くた ち はお じい ち ゃん の こ と，

まだ愛 して い るか らね。」 で も， だ れ

かが こ う言 い 添 え た と き， 現実 に引 き

戻 され て し まい ま した。 「で もお じい

ち ゃん ， 失敗 した ら， す ご く恥ず か し

い よ。」 そ うい う訳 で，失敗 しな い よ う

に精 い っ ぱい頑張 ろ う と思 い ます 。

1858年6月26日 ， この 日， 当 時 か ら

す れば ア メ リ カ合 衆 国 史上 最大 規 模 と

思 われ る連 邦 政府 軍 が ，通 報 され て い

た よ うに ソル トレー ク盆 地 に侵 攻 して

来 ま した。 実 際 に は存 在 しな い反 乱 を

鎮 め る た めに 派遣 され たの です 。教 会

の歴 史 を少 しで も知 っ てい る人 で あ れ

ば， 軍隊 は比 較 的 整然 と行進 して ，現

在 この建 物 が あ る地点 か ら数 メー トル

の 所 ま で接 近 し， あ る著 者 の表 現 を借

りれ ば 「荒 涼 とした」市 内 を通 過 して ，

西 へ 進み ， か な り離 れた 地点 に野営 し

た こ とを御存 じだ と思 い ます 。 そ の後

の 軍 の動 きにつ い て は ほ とん ど知 られ

て い ませ ん。 最 終 的 に この軍 隊 は ソル

トレー ク ・シ テ ィーの 南約64キ ロ まで

行 進 して ， シ ダーバ レー の フ ェア フ ィ

ー ル ドビ レ ッジに到 着 しま した。 この

村 は 人 口 が200人 に も満 た ない小 さな

農村 であ っ た と考 え られ てい ます 。 こ

こで霊 的 面 の指導 者 を務 めて い たの が
そ う そ ふ

わ た しの 曾祖 父 に 当た る ジ ョン ・カー

ソ ンで した。

フ ェァ フィー ル ドの住 民 が どの よ う

な思 いで 軍隊 を迎 えた か を ご想 像 くだ

さい。 あ る 日の朝 起 きて み る と， 数千
ほろ

人 の兵 士 が ，3，000台 の幌 馬 車 ，1万 頭

の牛 ，1万2，000頭 の ラバ と と もにあ な

た の 町 に や っ て来 た よ う な もの で す 。

大 きな問題 が 目の前 に迫 ってい ました。
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我 が家 に語 り伝 え られて い る歴 史 に よ

れ ば ，そ れ は空 想化 され ，不 正確 な部

分 も多 い と思 い ます が ， カー ソ ン監 督

は 自分 に管理 を任 され た 人 々の安 全 を

確保 で きるか ど うか に心 を悩 ま して い

ま した。 軍隊 が 野営 す る とい う難 題 が

一夜 に して フ ェア フ ィー ル ドを襲 った

の です。

会 員 た ち を可 能 なか ぎ り守 るた め ，

カー ソ ン監 督 は駐 屯 地 の司 令官 に会 い

に行 き ま した 。 司令 官 とは曾 祖 父 が経

営す るホ テルで しば しば食事 を共 に し，

互 い に相 手 を尊重 す る良い 関係 を築 い

てい ま した。 二 人の 指導 者 は状 況 を調

査 して か ら，境 界 線 を設 ける こ とで合

意 に達 しま した。 兵士 は上官 の特別 な

許可 が な けれ ば民 間 地域 に足 を踏 み入

れて は な らず ，会 員 は カー ソ ン監督 の

特 別 な許 可 な しに駐 屯 地 に足 を踏 み入

れて は な らな い とい う約 束 で した。 こ

の境 界線 は暗黙 の うち に 「この 線 を越

えて は な らな い」 とい う命令 を表 して

い ま した。

わ た した ちが 子供 の ころ， 地 面 に引

か れた線 には特 別 な意 味が あ りま した。

未熟 な少 年 時代 にあ りが ち な感情 か ら

意 見 の対 立 が生 じる と，昔 か らの解 決

方 法 に よ って 地面 に線 を引 くの で す 。

相 手 の 子 供 は線 の 向 こ う側 に立 って ，
いか く

懸命 に威 嚇す る仕草 を します 。 そ して

だ れ か が ， 「線 を越 え る と ひ どい め に

遭 う よ」とい う意味 の誘 い の言葉 を，あ

ま り上 品 で ない 言葉 を使 って 言 った も

の で した。 こ う して少 年時 代 を過 ご し

て い た と きに， わ た しは地 面 に引 か れ

た線 が持 つ重 大 な価 値 を学 び ま した 。

そ の後 長 じるに従 って ， わた しは，愛

に あふ れ る天 の御 父 はル シ フェ ルの 軍

勢か らわ た した ち を守 る ため に架 空 の

線 を引 い てお られ る こ とを理解 す る よ

うにな りま した 。

現 在 ， わ た した ちの生 活 に は数 多 く

の線 が 引か れ て い る と思 い ます が ， わ
きょ う

た しは今 日， そ の一 つ だ けを採 り上 げ

て お話 し した い と思 い ます 。 そ れ は ，

家 庭 内 で家 族 の名 前 を傷 つ け て はな ら

ない ， とい う線 です。

わ た しは中央 幹 部 と して働 き始 め た

こ ろに ，マ リオ ン ・D・ ハ ンクス長 老



の訪 問先 に同行 す る特 権 に あず か りま

した。 あ る と きハ ンクス 長老 は次 の よ

うな話 を しま した。本 人 の 許可 を得 ま

したの で ， こ こで紹介 させ て い ただ き

ます 。

オス カー ・カー カム は教 会 の 中で偉

大 な人 と して， ま た最 も尊 敬 を集 め た

ス カウ ト指導 者 と して 知 られ て い ま し

た。 カー カ ム長老 は七 十人 第 一評 議 会

の会員 で あり，また どこへ 行 って も堂々

として い ま した。集 会 中 に しば しば個

人 に関 して話 す 許 可 を求 め， 同 意 を得

る と， だれ か の良 い点 につ いて 話 した

ものです 。 生涯 を終 え る少 し前 に， カ

ー カム 長老 は ブ リ ガム ・ヤ ング大 学 に

お いて 「優 しい言 葉 をか け な さい 」 と

い うテ ーマ で 話 を し ま した 。 カー カ ム

長老 が 亡 くなっ た 日の朝 ， ハ ンクス長

老 は招 か れて カ ー カム家 の 遣族 を訪 れ

ま した。す る と， カー カ ム長老 が メ モ

を取 って い た小 さ く， 安価 なノ ー トを

渡 され ま した。 そ の ノー トの 最後 に記

さ れ て い た の は この よ うな 言 葉 で し

た。 「優 しい言 葉 をか け な さい 。 そ う

す れ ば あな たの 名前 が 家庭 の中 で傷 つ

け られ る こ とは な い。」(seeMarionD.

Hanks，forewordtosay血eθoodWbrd

byOscarA.Kirkham[19581，4)

わた した ちが皆 ， この勧 告 に従 う と

した ら， どれ ほ ど大 きな祝福 を受 け る

こ とで し ょう。 わた した ちの名 前 が ほ

か の人 の家 庭 で も傷 つ け られ て い ない

と した ら， それ は どれ ほ ど喜 ば しい こ

とで しょ うか。 線 を また いで他 人の あ

ら探 しをす る こ とが どれ ほ ど簡単 か に

皆 さん は気 づい た こ とが あ るで し ょう

か 。 わ た した ち は， 自分 の場 合 は見 逃

して ほ しい と思 う行 為 を他 人 に見つ け
あわ

る と非 難 しが ちで す。 わ た しには憐 れ

み を，他 人 には正 義 を， とい う態度 は

だれ に も見 られ る もので す 。他 人 の名

前 や 評 判 を 口にす る と き， そ れ ら を主

の 目に神 聖 な もの と して扱 う必 要 が あ

ります。

他 人 の お金 や物 を盗 もう とす る よ う

な考 え は心 の 中か ら追い払 うのです が，

他 人 の名前 や 評 判 を 中傷 す る こ とにつ

い て はむ とん ち ゃ くな人が い ます。

「他 人 を裁 く前 に， そ の 人 の 足 跡 に

従 っ て1マ イ ル歩 いて み な さい」とい う

古 い ことわ ざ は，今 なお す ば ら しい忠

告 です 。次 の ような詩 もあ ります 。

最 悪 の 状 態 の 中 に も

良 い と こ ろ が た くさ ん あ る

最：善 の 状 態 の 中 に も

ひ どい と こ ろ が た く さ ん あ る

だ か ら， 他 人 の あ ら探 し を し て も

わ た した ち に と っ て

何 も 良 い こ と が な い の だ 。

(HazelFelleman，sel.，TheBes亡

Loved.Fbemsof亡heAmeがcaηPeqρ1e

[1936]，615)

この原 則 は わた したち の時 代 に新 た

に発見 され た もの で も，特 有 の もので

もあ りませ ん。『旧約 聖書 』の詩 篇 には ，

この 点 につ い て主 か ら発 せ られ た 緊急

の警 告が 記 されて い ます 。 「ひ そか に，

その 隣 り人 をそ しる者 をわ た しは滅 ぼ

します。」(詩篇101：5)
しもべ

時 の 中 間の 時代 に主 の僕 で あ った ヤ

コブ は， この 永遠 の真 理 につ いて この

よ う に述 べ て い ます 。 「兄 弟 た ち よ。
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互 に悪 口 を言 い合 っ て はな らない 。兄

弟 の 悪 口 を言 った り， 自分 の兄 弟 をさ

ばい た りす る者 は，律 法 をそ し り，律 一

法 をさ ば くや か らで あ る。 ……

… … 隣 り人 をさ ば くあ なた は， い っ

た い チ 何 者 で あ るか 。」(ヤコ ブの 手紙

4：ll-12)

この 末 日に主 は ，預 言者 ブ リガ ム ・

ヤ ング を通 して与 え られ た啓示 の 中で，

この長 年 に わ た り教 えて きた戒 め を新

た に して お られ ます 。 「互 い に悪 口 を

言 い合 うの をや め な さい。」(教 義 と聖

約136：23)
み こ と ば

主 の御 言葉 の中 で わず か 数節 に述 べ

られ て い る この簡 潔 な戒 め が， 不 従順

の 罰 の対 象 とな る こ とにわ た しは事 の

重 大 さ を感 じて い ます 。 「裁 きが あ な

たが た に下 り， あ なたが た の信 仰 が な

くな り，あ なたが たの敵 が あ な たが た

を打 ち負 か す こ とのな い よ うに， わ た

しの戒 め をす べ て熱 心 に守 りな さい。」.

(教義 と聖約136：42)

この 戒 め の重 大 さ に疑 問 を感 じて い

る方 々 に，二 つ の簡 単 な質 問 を投 げか

け た い と思 い ます。(1)隣 り人 の背 後

に回 っ てそ の人 の 名前 や評 判 を落 とそ

う と してい なが ら， あ なた は隣 り人 を

愛 して い る と言 え る で し ょうか 。(2)

隣 り人 も愛 す る こ とので きない あ な た

が神 を愛 す る ことが で きるで しょうか。

そ の ような行 い を正 当化 しよ う とす

る はか ない 努力 は， マ タ イ によ る福 音

書 に見 られ る救 い主 の激 しい言 葉 を 自

分 の胸 に突 き刺 そ う と してい る にす ぎ

ませ ん。

「まむ しの 子 ら よ。 あ な た が た は 悪

い者 で あ る のに ， ど う して良 い こ と を

語 る こ とが で き ようか 。… …

あ なたが た に言 うが ，審判 の 日には，

人 は その語 る無益 な言 葉 に対 して， 言

い 開 きを しなけ れ ばな らない であ ろう。

あ な たは ， 自分 の言 葉 に よ って正 し

い とされ ， また 自分 の言 葉 に よっ て罪

あ り とされ るか らで あ る。」(マタイ12：

34，36-37)

この話 に耳 を傾 け てい る初 等 協会 の

子 供 た ち に少 しお 話 し した い と思 い ま

す 。 わ た しは これ まで皆 さん のお 父 さ

んや お母 さん に とて も大 切 な こ と をお



話 しして きま した。 わた しに は皆 さん

の助 け が必 要 で す。 皆 さん と取 引 きを

しま し ょう。皆 さんが 注 意 して聞 い て

くれ た ら， 話 を早 く終 え る こ と を約 束

します 。

皆 さ ん は子 じかの バ ンビ と森 のお 友

達 の物 語 を覚 え てい るで し ょうか。 も

し覚 え てい た ら， バ ン ビの仲 の 良 いお

友 達 に う さ ぎの とん す けが い た こ と を

覚 え て いる と思 い ます。 とん す け は ち

ょ う ど皆 さん くらい の年 で す。 とん す

け は善 い う さぎで したが ， 一つ 困 った

こ とが あ り ま した 。 いつ もほ か の人 の

悪 口 を言 うので す 。 あ る 日，バ ンビが

歩 く練 習 を して い る と， 転 ん で しまい

ま した 。 とんす け は誘 惑 に逆 らう こ と

が で き ませ ん で した 。「あ の子 は う ま

く歩 け な い んだ ね」 と うっ か り言 っ て

しまい ま した 。す る とお母 さん は とて

も機嫌 が悪 くな って ，こ う言 い ま した。

「今朝 ，お父 さんか ら何 て言 われ たの。」

とん す け は うつ む いて ， も じも じ しな

が ら言 い ま した。「良 い こ とを言 え な い

ん だ っ た ら，何 も言 っ て はい け ない 。」

これ は皆 さん に も守 っ て ほ しい教 えで

す 。 わ た しが皆 さん た ち子 供 に実 行 し

て ほ しい の は この こ となの です 。 つ ま

り， も し家族 の中 で だ れか が ほか の 人

の悪 口 を言 い始 め た ら， 皆 さん は足 を

バ タ ン と鳴 ら して ，大 きな声 で，「良 い

こ とを言 え ない ん だ っ た ら，何 も言 っ

て はい けな い 」 と言 っ て くだ さい。皆

さん が言 って い る こ と はだ れ に も分 か

る はず です 。 こ うす れ ば ， お父 さん と

お 母 さん も この戒 め を守 りや す くな り

ます。

主 の祝 福 が あ っ て， わ た した ち が一

人 一 人 ，地 面 に引 か れ た線 を越 え る こ

と な く， また 家庭 内 で家 族 の 名前 が傷

つ け られて い な い と言 え る よ うな生 活

が で き ます ように お祈 り します 。

復 活 祭 を祝 うこの特 別 な 日に 当 た っ
み た ま

て ， わた しは御 霊 の導 きに よ り厳 か に

宣 言 した い と思 い ます 。 イエ ス ・キ リ

ス トは ま こ とに わ た した ちの 救 い 主 ，
あがな

婚 い主 で あ り， また主 の 蹟 い の犠 牲 に

よ らない ， ほか の 方法 で は救 い は もた
み

らされ ませ ん。 イ エ ス ・キ リス トの御
な

名 に よ り， ア ー メ ン 。

永遠の家族の
きずなを結ぶ橋
七十 人

デニ ス ・B・ ノ イエ ン シ ュバ ン ダー

系図や，羅 にまつわる話，歴史的な出来事，……伝続F……ζカウ

ぼかの室物にはτぎなωような方法17，週去と未来の置κをつなぐ

かけが虎のなω架け艀と彦0ま す。

弟姉 妹， どの家族 にもか けが

兄 え のな い大切 なものが あ りま

す。家 具 や書籍 ，陶器 ，ある

い はそ の ほか いろ いろ貴 重 な ものが 集

め られ ， そ れ らは子 供 か ら孫 へ と受 け

継 が れ て いくで しょう。 そ うした大 切 な

もの は ， す で に この世 を去 った 愛 す る

人 々を思 い起 こさせ て くれ るばか りで な

く， まだ見 ぬ 未 来 の 子孫 へ とわた した

ちの 心 を誘 っ て くれ ます 。 そ の ような

品 々ぱ ，過 去 と未 来 の家 族 をつ な ぐ尊

い架 け橋 となってくれ るの です 。

ほか にも家族 の宝 物 はい ろいろありま

す 。系 図や ， 家族 にまつ わる話 ，歴 史

的 な出来事 ， あ るい は伝 統 もそ うで しょ

う。 こうした永 遠 にわ た る宝物 もまた ，

ほか の宝 物 にはで きない ような方 法 で ，

過 去 と未 来 の世 代 をつ な ぐか け が えの

ない架 け橋 とな ります 。

わ た しは これ か ら， 家 族 歴 史 ， 橋 ，

そ して 永遠 の 宝物 につ いて の幾 つ か の

考 察 を皆 さんと分 かち合 い たい と思 い ま

す 。 家 族 歴 史 は ，幾 世 代 に もわ たる家

族 の 間の 架 け橋 となるば か りで は なく，

教 会 の 中 で 活発 に活動 す るため の橋 も

築 い てくれ ます。 また， わた したちと神

殿 を結 ぶ橋 をも築 いて くれ るの です 。

始 め に，家 族 歴 史 は幾 世 代 もの家 族

を結 び つ け る架 け橋 を築 きます 。 幾 世

代 もの 家族 を結 ぶ 橋 は ，偶 然 に築 か れ

るもので はあ りませ ん 。 この教 会の会 員

はすべ て， この橋 の建 設 に携 わ る責 任

が あ ります 。昨 年 の クリスマ スに一族 が

集 まったときわ たしは，89歳 になる父 が

4歳 半 の孫 の アシュリンと言 葉 を交 わ し，

時 には笑い なが ら実 に楽 しそ うに してい

る光景 を 目にしました。 そ のほほ えまし

さの 中に わた しはふ と寂 しさも覚 え まし

た。 アシュリンは， そ うした祖 父 との 楽

しいけ れ どはか な い思 い 出 を記 憶 に と

どめ るか もしれ ませ ん が ， 祖 母 との 思

い 出は何 もあ りませ ん。 わ た しの 母 は，

アシュリンが 生 まれ る前 に亡 くな って い

たか らで す 。 わ た しの子 供 は だ れ もわ

たしの祖 父母 の ことを知 りませ ん 。わ た

しが 覚 えて い ることを， 子 供 や 孫 に知

らせ た けれ ば ， わた しが 彼 らの 問 を結

ぶ 橋 を架 け な け れ ば ならない の で す 。

祖 父 母 と子 供 や孫 を結 び つ け る ことが

で きるの は， わた しをお い て ほ か に い

ませ ん。 先 祖 とそ の子 孫 が 互 い をまっ

た く知 らないとして も， 双方 が 敬 愛 の念
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をもって心 を通 い合 わ せ ることが で きる.

ように結 び 合 わせ るの は わた しの責 任

で す 。 もしわた しが 家 族 歴 史 を残 さな

け れ ば ，孫 には何 も伝 わ りませ ん。 わ

た しが 何 らか の 形 で 記録 にとどめ て お

か な けれ ば ， わた しの死 と同 時 にそ れ

らは消 滅 して しまい ， わ た しが 子 孫 に

残 して や らなけ れ ば ，彼 らは 決 して 得

ることが で きないの です 。 永遠 に続 く家

族 の 思 い 出の 品 々や 記 録 を集 め， そ れ

を後 世 に残 してい くことは，個 人的 な責

任 で す 。 この責任 は，何 人 た りともない

が しろにす ることは で きませ ん し， 人 に

任せ ることもで きません。

記 録 に して 残 さなけれ ば ， 人 の 一生

は そ の代 か よくて 次 の世 代 で お お か た

忘 れ 去 られて しまい ます 。家 族 の歴 史

の 観 点 か ら見 て， そ れ は何 と悲 しい こ

とで しょう。 逸話 や伝 記 あるい は家 族 の

伝 統 の 形 で 先 祖 の 記録 を残 す ことに よ

って ，わ たしたちは 自らの 人格 を築 く助

け を得 られ るだ け で な く， 人 生 の 指 針

を得 た り， 意 義 を見 い だ した りす ること

が で きるように もなります 。 数 年前 わた

しは， ロシア正 教 会 の 修 道 院 で働 く熱

心 な系 図 の 専 門 家 にお 会 い した ことが

あ ります 。 彼 は ， 自分 の 家 族 の膨 大 な

系 図記 録 をわ たしに見 せ て くれ ました。

そ れ は実に綿 密 で，見事 な記 録で した。

彼 は， 系 図 の最 も尊 い功 績 は， 家 族 の

伝 統 を確 立 し， そ の伝 統 を後 世 に伝 え

てい くことにあ ると言 って い ます 。 そ し

て次 の ように も言 ってい ました。 「こうし

た家族 の伝統 や歴 史 を知 ることに よって，

幾 世 代 もの人 々が 見 えない 糸 で 結 ば れ

ることにな るの です 。 もし自分 の先祖 が

正 直 な人 々だ った ことが 分 か れ ば ， そ

の 人は 自分 も正直 で あ ろうと努 めるで し

ょうし， その ことを誇 りに思 うことで しょ

う。 自分 が 不 正 直 な ため に， 一 族 を辱

め ることなどとてもで きないはず で 曳 」'

もしあな た が 一族 の 中で 最初 に福 音

を受 け入 れ た人 で あるな らば ， あ なた

の生 涯 を記 録 に残 し， あ なた の子 孫 に

励 ましの言 葉 を書 き送 ることによって ，

橋 を築 いて くだ さい 。1892年 に，ユ タの

スプ リング ビル にあ った コロブ ステ ーク

の扶 助 協 会 の姉 妹 た ちは ，子 供 た ちに

手紙 を書 い てそ れ をタイムカプ セル に入

れ ， 扶助 協 会 創 立100年 に 当た る1942

年 の3月17日 にその タイムカプセ ルを取

り出 して手 紙 を読 む ようにと言 い残 しま

した。 マ リア ・キャサ リン・ボイヤー姉 妹

は， 簡 単 な系 図 を書 き記 した後 ， 二 人

の子 供 に次 の ような手 紙 を書 きました。

「愛 す る子供 た ちへ ，あ なたた ちが この

手 紙 を読 む ころ， わ た した ちや お じい

さん たち はお墓 の 中 で静 か に眠 って い

ることと思 います 。 再び わた したちが 天

国で 会 うときまで ，愛 す るあ なたた ちの

た め に一 生 懸 命 に働 いた この手 は そ の

務 め を終 え， あ なた た ちの無 邪 気 な 顔

をい としくまた誇 らしげ に見 詰 めた 目も

あ な た た ちを見 ることは な い で し ょう。

あ なたた ちきょうだ い が いつ も仲 む つ ま

じ くあ ります ように。… … 人 には常 に正

義 を尽 くし，良 心の命 ず るままに行 動 し，

悪 魔 のあ らゆる誘 惑に立 ち向 か う力 を得

ることが で きるように神 に願 い 求 め なさ

い。 そ して， あ なたの お か げ で 人生 が

もっとす ば らしくなると言 われ る人 にな

りな さい。 神 の戒 め を常 に守 るように。

あ なた た ちの 人生 が い つ もば ら色 で あ

ります ように。 また ，あ なた たちが 常 に

正 義 を守 る人 で あ ります ように。 決 して

逆 境 に打 ちの め され る ことの な い よう
み た ま

に。 御 霊 と神 の恵 み が い つ もあ な たた
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ちとともにあ ります よう， 心か ら祈 ってい

ます 。 家 族 の 写 真 を同封 します 。 また

会 う日まで 。愛 す る子 供 たち へ 。」2こ'

の 麗 しく，心 の こもった 手紙 は，6世 代

にわ た る信 仰 深 い 家 族 を結 ぶ 橋 を築 き

ました。

聖文 に 「父 の心 をそ の子供 たちに向 け

させ ， 子 供 た ちの心 をその 父 に 向 けさ

せ る」3と あ るように ，家 族 歴 史 の探 究

や そ れ に伴 う神 殿 事 業 には 計 り知 れ な

い力 が あ ります 。 ウッドロー ・ウィル ソン

は次 の ように述 べ て い ます 。 「昨 日の こ
き ょ う

とを思 い 出 せ ない 国民 は ， 今 日の こと

が 分か らない。増 して この先 どうす るか

な ど思 い 及 び もしな い ので ある。 自分

た ちが どこか ら来 て ，何 をして きたか を

しっか りと把 握 して い な けれ ば ， 今 の

働 きなど むな しい ことで あ る。」4こ れ は

家 族 につ い て も言 えるの で は ない で し

ょうか 。 す な わち ， 自分 た ちの 先 祖 に

つ い て知 らない家 族 は， 現在 の 自分 た

ちにつ い てよく分 か ってもい ない し， 将

来 ど うす れ ば よい か も分 か らな い 。 自

分 た ち が ど の ような先 祖 の 末 え い で ，

ど ん な生 き方 を した人 々の 子 孫 か を知

らなけ れ ば ，無 駄 な努 力 をして い ると

い うことで す 。

次 に家 族 歴 史 は わ たした ちを教 会 活

動 へ と導 く架 け橋 を築 きます。家 族歴 史

の 探 求 は，教 会 員 を強 めるだ け で なく，
あかし

教 会 の教 えを学ぼ うとする人 々の証 を強

めるのにも役 立 ちます。家族 歴 史 を探 究 、

し，神殿 に提 出する名 前 を準備 す ること

は ，新 会 員 を教 会 に つ な ぎ止 め るの に

も役 立 ちます 。福 音 の儀 式 を遵 守 す る

ことによって ，家 族 の信 仰 と確 信 も強 め

られ ます 。 最 近 開 か れ た ステ ー ク大 会

で わ た しは， バ プ テス マ を受 けて 問 も

ないとい うデ イ夫妻 に会 い ました 。彼 ら

の 話 で は， す で に彼 らは名 前 を家 族 の

歴 史 記 録 に入 れ る準 備 を終 え て い て，

で きるだけ 早 く神殿 に参 入 で きるよう予

定 して いるとい うことで した。 そ れ はす

ば らしいことです 。宣 教 師 や友 人 ， 隣

人 ， あ るい は神 権 指 導 者 や補 助 組織 の

指 導 者 が働 きか けることによって，新 し

く教 会 に入 った人々を速 や かに家族 歴 史

や神 殿 の業 に導 き入 れ ることが で きるの

で す。 神殿 の儀 式 に参加 することは，わ

ナ



たした ちの福 音生 活 の根 幹 を成 す もの で

す。家 族 歴史 を作 成 した り，それ にか か

わる福 音 の儀 式 に参加 したりするの に改

まって召 しを頂 く必 要 はあ りませ ん。

先 日わた しは1940年8月 号 の 『インプ

ル ーブ メント・エ ラ』(1h2prove皿eη亡Era)

の 中か ら， 次 のような一節 を見 つ けまし

た。「一 昨年 の4月 に行 われ た総 大会 で ，

十二 使徒 定 員 会 の ジョン・A・ウイッツォ

ー長 老 は
， そ の場 に 集 まった伝 道 部 長

た ちに一 つ の 質 問 をした。 伝 道 活 動 を

通 して新 しい友 人 や 求 道 者 ， あ るい は

教 会 に 興 味 の あ る人 を見 い だ す に は，

福 音 の どの部 分 を活 用 す れ ば よい か と

い うもの だった。 この 問い か けに熱心 に

思 い を巡 らせ た 西 ス テー ク伝 道 部 の フ

ランク・エバ ンズ 部 長 は，系 図 の探 求 と

そ れ に続 く福 音 の儀 式 と信 仰 こそ ， 最

も大切 であ るとい う結論 に達 したとの こ

とで ある。」`

最近 の教 会 の調 査 に よると，新 しく教

会 に入 った 人 に，早 い段 階 で系 図の 探

求 を促 し，神 殿 に家 族 ファイルを提 出す

る準備 をさせ たり，で きれ ば死 者 のため

の身代 わ りの バ プテスマ を受 けさせ た り

す ることによって， しっか りとした教 会

員 生活 を根 付 か せ ることが で きるという

ことで す 。 大 管 長会 と十 二使 徒 定 員 会

は， 新 会 員 を強 め， 定例 集会 か、ら遠 ざ

か って いる教 会 員 の 活発 化 を図 るた め

に，家 族 歴 史 と家族 歴 史 センターTMを も

っと幅 広 く活用 す るように と勧 め てい ま

す。 神 権 指導 者 や 宣教 師の 皆 さん， そ

れ に家 族歴 史セ ンター のディレクターの

方々には， このセ ンターが さらに効 果 的

に活 用 され るよう努 力 して いた だ きたい

と思い ます 。

最 後 に家 族 歴 史 の業 は わ た した ち を

神殿 へ と導 い て くれ ます 。 家 族 歴 史 と

神殿 事 業 は，切 って も切 り離 す ことはで

きませ ん。 家族 歴 史 につ いて 語 るとき，

恐 らくは神殿 事 業 につ い ても語 られ るべ

きで しょう。家 族歴 史 の探 求 が あって初

め て， 神殿 の儀 式 に必要 な名 前 が 準 備

され ます 。 言 い換 え れ ば神 殿 の儀 式 を

行 うた めに家 族 歴 史 の 探 究 が 必 要 に な

，るとい うことで もあ ります 。 ゴ ー ドン・

B・ ヒンクレー 大 管 長 は ，次 の ように語

って い ます 。 「わ た した ちが 非常 に大 き

な規 模 で進 めて いる家 族歴 史 の探究 は，

そ のす べ て が神 殿 事 業 に向 けられ てい

ます 。 その ほか の 目的は ありませ ん。」6
蟹

家 族 歴 史 の 探 究 は ， 異 な る世 代 の

人 々の心 の架 け橋 にもな ります。 神殿 の

儀 式 は ，神 権 の力 による橋 を築 きます 。

.ドす なわ ち， す で に わた した ちの 心 に築

い た先 祖 との 心 の 結 び つ きを，神 権 の

力 に よって確 か なもの にす ることが で き

るので す 。.マザ ー ・テ レサ は，「最 も悲 し
の

む べ き貧 困 とは， よりどころの ない寂 し

さに襲 われ ることと， 自分 は だれ にも必

要 とされ てい ない と思 い 込 む ことで あ

る」7と 言 ってい ます。 この ， 自分 は必

要 とされて いな い，あるい は愛す る人 々

が そ ば に いな い 孤 独 とい う形 の 貧 困 が

永 遠 に続 くとした ら， これ 以上 悲 しい こ

とは あ りませ ん 。 しか しわ た したち は，

家族 歴 史 と神 殿 の業 に携 わ ることによっ

て ，愛 す る人 々と永遠 に結 ば れ ，神権

による儀 式 を通 して結 び 固 め られ るの

で す 。

兄弟 姉 妹 の皆 さん ，家 族 歴 史 の探 求

と神殿 事 業 は， 架 け 橋 を築 く永 遠 の 家

族 の宝 物 で す 。 す な わち， 幾 世代 にも

わた る家 族 を結 び つけ ，教 会 に活発 に
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集 うため の架 け橋 となり，神 殿 とわ た し

た ちを結 び つ け る働 きもして くれ ます 。

わ た したち は先 祖 か らた くさんの偉 大 な

宝物 を受 け継い で いることと，そ の宝物

を将 来 の世 代 の 人 々に残 す 責 任 が わ た

したちにあ ることを，皆 さん一 人一 人 が

気 づ い て行動 を起 こされ るように， わた

しは心 か ら願 って い ます。 イエ ス ・キ リ
轡 ズ下劣 麓 に よ

って 申 し上 げ ます 。 アー

メ ン 。
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消せない炎のように
十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラー ド

このことだけは確かで凱 赫めば変わっτωません。……正しωごと倣今で壱

正しωままです。そしζ たとえ社会的な信頼を得ζ 政治的に正当佑されるよう

巧妙に装われτωτも，誤りば依撚として誤っτωるのです。

弟姉 妹の 皆 さん，霊 感あ ふ れ

兄 る2日 間を過 ご して まい りまし

た。 そ してわ た しの話 もこの
み た ま

総 大 会 にお い て導 きや 御霊 を受 け る助

けとなれ ば，乏 思ってい ます。

ふ さわ しさを身 に付 け た 若 い 兄 弟姉

妹 が 主 の宮 で 結 婚 し，結 び 固 め られ る

とき，わ たしはその 儀式 を執 行 す る特 権

にあず か ることが あ ります 。 そ のような

機 会 は 常 に， 家 族 や 友 人 にとって特 別

なもの で す 。 そ の ようなときに感 じるの

は， この世 の幸 福 と永 遠 の 喜 び が 円満

に入 り交 じった気持 ちで あ り，そ れ は心

か らこの 日が 来るのを祈 ってい た母 親 の

目に浮 か ぶ ， あふ れ るほ どの涙 に表 れ

ます 。 その ような気 持 ちは父親 の 目にも

表 れ ます が ，彼 はここ何 か 月か ぶ りで ，
ねんしゅつ

結 婚 費 用 の捻 出 以外 の ことが 頭 をもた

げ ているといった次 第で す。しか し最 も

その ような気 持 ちが 表 れ るの は，世 の誘

惑 を退 け ，福 音 の教 え に忠 実 に生 きて

きた徳 高 い花 嫁 と花 婿 の 目で す 。清 ら

か さ，純 潔 ， 純粋 さを保 ってきた 人 は，

特 別 で， 否定 で きない気 持 ちを抱 くこと

が で きます 。

教会 に集 う， あまりに多 くの若 い男 性

や 女 性 が ，悪 に満 ち た メッセ ー ジや 不
まんえん

道徳な行いが蔓延しているこの世の圧
ろうにゃく

力 に屈 して い ます 。 ル シフェル は老 若

を問 わず ， 人 々の心 によこしまな闘 いを

挑 ん で きます。 そ してそ の 犠 牲 者 の 数

は増 大 してい ます 。 この 世 の標 準 は ま

るで風 に吹 かれ る砂 漠 の砂 の ごとく移 り

変 わって い きます 。 か つて は聞 いた こと

も， 受 け入 れ られ た こともない ような事

柄 が ，今 で は常 識 となって い ます 。 こ

の 世 の見 方 が あ まりにも大 きく変 わ って

しまった ため ，伝 統 的 な道徳 上 の標 準

を固 守 してい る人 が 奇 妙 に 見 られ ，神

の 戒 め を守 りた い とい う望 み に対 して ，

まるで 申 し開 きで もしなくて はな らな い

ような状況 となってい ます 。

しか しこの ことだ けは確 か で す 。戒

め は変 わ って い ませ ん。 これ につ い て

誤 解 が あ って はな りませ ん。 正 しいこと

は今 で も正 しい ままで す。 そ して ，た と

え社 会 的 な信 頼 を得 て ，政 治 的 に正 当

化 され るよう巧 妙 に装 われ て いて も，誤

りは依 然 として誤 って い るの で魂 わた

したちは結 婚 す るまで 純潔 を守 り，結婚

後 も忠誠 を尽 くす ことを信 じて います。そ

の標準 は真理 の絶対 的 な標 準 で す 。世

論 調査 の 対象 になることもなけれ ば，状

況 や 環境 に左 右 され ることもあ りませ ん。

物 議 をか もす 必 要 もな け れ ば ， ほ か の

福 音 の標 準 も必 要 ありませ ん。

L」アホナ/1999年7月 号

102

しか し親 ， 指 導者 ， 教 師 は， 教 会 の

青 少 年 が 福 音 の 標 準 を理 解 し，愛 し，

尊 び ， 守 って生 活 す るのを学 べ るよう

助 け る ことが ど うして も必 要 で す 。 両
こうかつ

親 と青少 年 はともに狡猜 な敵 対者 に対 し

て， 身構 えな くては なりませ ん 。 わた し

た ちは福 音 に添 って 生活 す るよう献 身的

に， 効 果 的 に ， 強 固 な意 志 を もって努

め なくて はな りませ ん 。 なぜ ならば サ タ

ンは福 音 とわ た した ちを滅 ぼ す ことに対

し同様 な態 度 で臨 んで い るか らで す 。

わた した ち の 目の前 には 大 きな試 練

が あ ります。 愛 す る人 々が 危 険 にさらさ

れ て い ます 。家 族 の周 囲 に信 仰 の とり

で を築 き，特 に青少 年 が 清 さ，純 潔，そ

して純 粋 さを保 つ よう備 える助 け をなし，

神 殿 に参 入 す るた め完 全 にふ さわ し く

な れ るようにす る4つ の方 法 を提 案 した

い と思 い ます 。

最 初 は福'音を知 ら ぜる どと で す。 わ

たしの知 るか ぎり， 最 も大切 で ， 人生 を

変 え ることので きる情報 は， わた した ち

が 永 遠 の 父 な る神 の まことの子 供 で あ

ると知 ることで す。 これ は教義 的に正 し

いだ け で はなく，霊 的 にもきわめ て重 要

なことで す 。 キリス トは弟 子 の ため に祈

りをささげ た とき， この ように 述 べ られ

ました。 「永遠 の命 とは， 唯 一 の， まこ

との神 で います あ なたと， また， あな た

が つ か わ され た イエ ス ・キ リス トとを知

ることで あります 。」(ヨハ ネ17：3)天 の御

父 を知 り， 自分 に とって 父で あ り神 で あ

る天 の御 父 との 関係 を理解 す ることは ，

現 世 に意義 を見 い だ し， 来 るべ き世 へ

の希 望 を抱 くことで す 。 天 の 御 父 が 実

在 し， 自分 たちが まことに御 父の 息子 ，

娘 で あ り， 御 父 が 今 もそ して 永 遠 に 所

有 され る財 産 をす べ て受 け継 ぐことを，

家 族 は知 る必 要 が あ ります 。 そ の 知 識

に確 信 が 持 て れ ば ，悪 にそ れ る道 を求

め る心 は薄 れ ， 神 に頼 って生 きるように

なるで しょう(民数21：8参 照)。

わ た した ちも何 らか の 方 法 で ， 先 祖
なら

で あ る開拓 者 に倣 い ， イエ ス・キ リス ト
あかし

の福 音 に対 す る力 強 い 証 を心 に培 わ な

けれ ば な りませ ん。1846年9月 に ノーブ

ーの 町 が 敵 の手 に落 ち たとき， 聖徒 た

ちが 粗 末 なキ ャンプ で過 ご した耐 え難

い状 況 を思 い起 こして くだ さい。 ウィン



タークォーターズ にそ の報 告 が届 い た と

き， ブ リガ ム・ヤ ング は直 ちに兄 弟 た ち

を召 集 しました。状 況 を説 明 し，ノー ブ

ー 神 殿 で 聖 約 した ことを彼 らに思 い起

こさせ ました 。 そ れ は ，来 た い と望 む

者 は たとえどれ ほ ど貧 しくて も，皆 連 れ

て行 くというもの で した。 そ して彼 らに

次 のような注 目すべ きチ ャレンジ を与 え

ま した。

「今 こそ働 くときで あ る。 主 の 宮 で 交

わ した聖 約 の火 を ，消 ぜな ω：炎の よ う

/こ燃 え 立た ぜよ う。・・・…」(JournalHis-

toryofTheChurchofJesusChristof

Latter-daySaints，28Sept.1846，5，

強調 付 加)す ると何 日もた たない うちに ，

ウィンター クォー ターズ の 民 は非 常 に貧
ほろ

しい 境 遇 に もか か わ らず ， 何 台 もの 幌

馬 車 が ミシシッピ川 沿 い の貧 しいキ ャン

プ に住 む 聖徒 を救 うた め東 へ と向か い

ました。

初 期 の聖 徒 が 耐 え た困 難 や払 った犠

牲 につ いて よく耳 にし， わ た した ちは こ

う言 い ます 。 「開拓 者 は どうや ってそ ん

なことが で きた のだ ろうか 。 どこか らそ

ん な力 を得 た の だ ろうか 。」そ の答 えの

一部 は ブ リガ ム・ヤ ングの力 強 い 言葉 に

あ ります 。初 期 の末 日聖徒 らは神 と聖約

を交 わ しました 。 そ して そ の聖 約 はの

の 中 で消 ぜ な ω 炎 の よ うに 燃 え た の

で す。

わ たしたちは時 々，聖約 より自分 の都

合 に合 わせ て生 活す るよう誘 惑 を受 ける

ことが あ ります。 確 か に，福音 の標 準 に

添 って生活 し，真 理 を擁 護 し，回復 を証

す るとい うのは ，都合 のい い ことば か り

で は あ りませ ん 。福 音 をだ れ か に分 か

ち合 うの も，たい てい不都 合 なことで す。

教 会 の 召 しを受 け ること， 特 に 自分 の

能力 を上 回るような召 しを受 け ることも，

必 ず しも都合 の いい ことで はあ りません。

またわ た した ちは ，意 義 あ る方 法 で 奉

仕 をす ると聖約 しましたが ，そ の ような

機 会 が こち らの都 合 に合 わせ て訪 れ る

ことはまれ で す。 だ か らとい って 自分 の

都 合 に合 わ せ て生 活す ると，そ こに霊 的

な力 は宿 りませ ん。 その ような力 は， わ

た した ちが 聖 約 を守 るときにもた らされ

るので す。 初 期 の 聖徒 たちの 生 活 を見

れ ば ， そ の根 本 的 な力 は彼 らが 交 わ し

た聖 約 にあったことが 分 か ります 。彼 ら

の模 範 や証 は ， その 後 何 世 代 に もわ た

って子 孫 に影 響 を及 ぼ す ほ どの力 が あ

りました。

子供 は成 長 す るにつ れ ，適 切 な事 柄

と不 適 切 な事 柄に つ いて ，親 か らより率

直 には っきりと教 わ る必 要 が あ ります 。

親 は子 供 に対 し， ポ ルノグラフィーに関

す る写 真 や小 説 をすべ て避 け るよう教 え

る必 要 が あ ります 。 ポ ルノグラフィー は

どのような種 類 で あってもすべ て悪魔 の

道 具 で あり， そ れ らをもて遊 ぶ ならば ，

人の霊 を中毒 にし，鈍 らせ ，つ いには滅

ぼ す 力 が あることを ，子 供 と青 少 年 は

親 か ら学 ば なくては なりませ ん。 そ して
み な

汚 らわ しい 言 葉 を使 わず ，神 の御 名 を

み だ りに口にせ ず ，礼 節 を欠 く冗談 を耳

にした らそ れ を繰 り返 えさない ことも学

ば な くて はな りませ ん 。 肉欲 を礼 賛す る

音 楽 を聴 か ない よう，家 族 に教 えて くだ

さい。 性 に つ いて ， また純 潔 に 関す る

福 音 の教 え につ いて ， はっきりと話 して

ください。 このような情報 は，家 族 の 中

で適切 な方法 に より親が 直接 教 えるよう

に して くだ さい。 家 族 は一 人 一 人 皆 規

則 を知 り， それ を守 れ るよう霊 的 に強 め
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られ る必 要 が あります 。 そ して過 ちを犯

して し まった とき， 驚 嘆 すべ き主 イエ
あがな

ス ・キ リス トの照 い を理 解 し， 受 け入 れ

な くて はな りませ ん。 そ うす れ ば完 全か

つ ，時 に は困 難 な悔 い 改 めの 過程 を経
ゆる

て ， 赦 しと将 来 へ の希 望 を得 る ことが

で きます 。個 人 も家 族 も永 遠 の命 を求 め

ることに対 し， 決 して あきらめ ては なり

ませ ん。
こんにち

残 念 な ことに，今 日の世 の 中にはあ ま

りにも多 くの 両親 が ， これ らの価値 観 や

教 会 の ほ か の教 義 を家 族 に教 え る責任

を放 棄 し， 他 人任 せ で い ます 。 同世 代

の仲 間， 学 校 ， 教 会 の 指 導 者 ，教 師 ，

果 て はメデ ィアに まで任 せ て いる状 態で

す 。 子 供 は ， 自 らの価 値 観 の体 系 に深

く影 響 を及 ぼ す 経験 や認 知 で 頭 や心 を

満 たしなが ら， 日々学 習 してい ます 。

兄 弟 姉 妹 の皆 さん ， わ た した ちは互

・い を教 え合 い
，心 に信 仰 を培 い ， 悪 が

さらに蔓 延 す る世 にあ って も戒め を守 る

勇 気 を持 て るよう， 自 らを強 めな くては

なりませ ん。 聖 約 の 火 が 心 の 中 で消 ぜ

な ω炎 の よ うに燃 え± が る ほ ど， キリ

ス トの福 音 に深 く改宗 す る必 要 が あ りま

す 。 そ してそ のような信 仰 をもって ，忠



実 か つ ふ さわしくあるため に必 要 な事 柄

を行 うの で す。

2番 目 は ， コミ ュニ ケ ー シ ョン を図

る こと τ す。 家族 内 で は， 開放 的 で率

直 なコミュニケ ー ションほ ど大 切 な もの

はあ りませ ん。 そ れ は， 子供 に福 音 の

原則 と標 準 を教 えようとして い る親 に と

って は特 に大 切 で す 。 青少 年 に勧 告 を

与 え る能 力 と，恐 らくもっと大 切 なこと

で すが ， 彼 らの 関心 事 に じっ くりと耳 を

傾 ける能 力 は ， 良 い結 果 をもた らす 関

係 を築 く土 台で す。 自分 の 目に映 り，心

に感 じる事柄 は， わ た した ちが 聞 いた

り語 った りする事柄 をはるか に上 回るも

の を伝 えることが よくあ ります 。 ここで
ひとこと

子 供 の皆 さん に一 言 お伝 え した い と思

い ます 。 自分 の 親 に対 し， 決 して 失礼

な態 度を執 らないで くだ さい 。皆 さん は

聞 くこと，特 にお 父 さん や お母 さん の勧
み た ま

告 と御霊 による勧 め を聞 くことも学 ぶ必

要 が あ ります。 わ たしたち は教 えるた め

の 特 別 な機 会 を求 め， 活 用 しな くて は

なりませ ん。 そ の ような機 会 は家 族 の 関

係 の 中 で は常 に訪 れ るもの で す 。 そ し

て，毎 週 月曜 日に家 庭 の夕 べ を開 くよう，

今 決 意す る必 要 が あ ります。

また定期 的に行 う家 族 の祈 りと家 族 の

聖文研 究 を通 して，効 果 的 なコミュニ ケ

ーションの機 会が 得 られ ます。 聖 文 は家

族 の価 値 観 や 目標 を定 め る助 けとな り，

そ れ につ い てともに話 し合 うことに より，

家族 一 人 一人 が 安 定 し， 霊 的 に強 まり，

自立 す るのを学 べ るように なります 。 こ

れ を実現 す るに は時 間を要 します ので ，

テレビ，映 画 ， ビデ オ， テレビゲ ーム，

インター ネソト， または家 庭 の外 の 活 動

などにつ いて， 許容 す る時 間 をともに協

議 しなくてはなりませ ん。

3番 目は ，間 にス るこ と τ す。 誤 っ

た選択 をするの を見 たら， 間 に入 るのが
たまもの

親の務めです。それは尊い賜物である

選択の自由を子供から奪うことではあり
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ませ ん。 選 択 の 自由 は神 か ら授 か った

賜 物 で あ るた め ，究 極 的 に は，子 供 た

ちが 何 を行い ， どのように振 る舞 い ，何

を信 じるか とい う選択 は，常 に子供 た ち

にか か ってい ます。 しか し親 として，適

切 な振 る舞 い につ い て ， そ して誤 った

道 に進 ん だ 場合 の結 果 につ いて ，子 供

た ちが 確 実 に理 解 して い ることを確 認

す る必要 が あ ります 。覚 えてい ただ きた

い のは ，家 庭 の 中に は非合 法 の 検 閲官

の ような人 は存在 しない とい うことで す 。

映画 ，雑誌 ， テレビ， ビデ オ， インター

ネ ノト， そ のほ か の メデ ィア は，家 庭 で

は客 の ような存 在 で す 。 そ して 家 族 の

娯 楽 としてふ さわしい と判 断 した場 合 だ

け ，招 き入 れ るべ きで す 。皆 さんの 家

庭 を平 安 と義 の 避 け 所 として くだ さい。

自分 の特 別 な霊 の環 境 が 悪 の影 響 に汚

染 され るの を許 しては なりませ ん。互 い

の 言 葉 や 態 度 を優 しく親切 な， か つ 温

和 で ，思 いや り深 いものに して くだ さい。

また福 音 の標準 に基 づ い た家 族 の 目標

が あれ ば ， よりい っそ う良 い決 断 をしや

す くなります 。

監 督 ，教 師 ， その ほか の 教会 の 指導

者 の 皆 さん が 家族 を助 け ようと努 め ると

き，同 じ原 則 が 当 ては まります 。皆 さん

の責 任 下 にあ る人 が 道徳 的 に適 切 で は

ない 選 択 を して い るの に， そ ば で た だ

黙 って 立 って い ることは ありませ ん。 青

少年 の 一 人 が 道 徳上 の岐 路 に立 た され

て い るとき，常 に だ れ か が ，つ まり親 ，

指導 者 ，教 師とい った 人た ちが だれ か ，

愛 と優 しさをもって 問に入 ることで ， 影

響 を与 えることが で きるの です 。

4番 目 は 痩範 を示 すこ と て一す一。疲 れ

切 った航 海 士 が 羅 針 盤 の 助 け を借 りず

に， 海 図 に載 ってい な い海 を渡 って帰

路 に就 くのが 難 しい のと同様 に，良 い模

範 とい う導 く光 が ない まま，子 供 や青 少

年 が 人生 という海 原 を渡 って 行 くことは

まず 不 可 能 で す 。親 が 原 則 に反 し，福

音 に添 って生 活 しない姿 を子供 に見 せ

るなら，子 供 が ふ さわしくない事 柄 を避

けるよう期待 す ることはで きませ ん。

両 親 ， 教 師 ， そ して 指 導者 として の

わ た した ちの 厳 粛 な義 務 は ，義 に か な

った 強 さ， 勇気 ，犠 牲 ， 利 己 心 の ない

奉 仕 お よび 自制 の模 範 を，力 強 く個 人



的 に示 す こ とで す 。 これ らの模 範 の 特

色 は， 青 少年 が福 音 の鉄 の棒 につ か ま

り， まっす ぐで細 い 道 に残 れ るように な

るとい うもので す 。

知 ち ぜる ，コ ミュニ ケ ー ション を 図

る ，商 にス る ， そ し τ摸 範 を 示 すこ と

に心 を向 けれ ば 必 ず 結 果 として ， 福 音

の 標 準 か ら決 して そ れ るこ との ない 完

全 な子 供 に恵 まれ た ，完 全 な 家族 が 誕

生す ると申し上 げ られ たら， どん なにす

ば らしい ことで しょう。 残 念 なが らそ う

で はあ りませ ん。 しか し福音 の原則 を知

り， 教 え， そ れ に添 って 生 活 す る家族

の方 が ，深 刻 な過 ちか ら生 ず る痛 み を

味 わわ ず に済 ん で い るようで す 。前 向

きな コミュニケ ー ションの方 法 や 忠 実 な

模 範 が ， 長 期 間 にわ た り定 着 し，広 く

浸 透 す れ ば ，個 人 的 な 問題 につ い て と

もに協 議 し， 家族 の一 人一 人 を祝 福 す

るのに必 要 な変化 をもたらす ことが ， は

るか に容 易 になります 。

ベ ニ ヤ ミン王 は， 次 の ような，重 要 な

勧 告 をして い ます。 「あ なたが たが 罪 を

犯 す もとに なることをす べ て 告 げ ること

はで きない 。 そ の 方法 や手 殺 は いろ い

ろあ って， 数 え上 げ られ ない ほ ど多 い

か らで ある。

しか し， これだ けは 言え る。 もし自分

自身 や 自分 の 思 い， 言 葉 ，行 い に注 意

を払 わず ，神 の戒 め を守 らず ，主 の来

臨 に つ いて 聞 い た事 柄 を生 涯 の 最 後 ま

で 信 じ続 けな い ならば ， あ な たが た は

滅 び るに違 い な い。 お お ， 人 々よ， 覚

えてお きなさい。 滅 び て はな らな い。」

(モーサ ヤ4：29-30)

兄弟姉 妹 の皆 さん，「聖約 の 火」を心 の

中 に「消 せ ない炎 の ように」燃 や してい る

わ た した ち…・人一 人 の うえに ， 神 の 祝

福 が あ ります ように。 また， わた したち
せいさん

が 霊 的 に備 えられ ，毎 週 聖 餐 を受 け る

ときに，神 聖 な聖 約 を新 たにで きます よ

うに。 聖約 を新 たに す ることにより， 主

を尊 び，最 も喜 ば しく偉 大 なこの 時代 に

あ って， 家族 を強 めるとい う方 法 で主 の

教会 を建 設す るため に，なすべ きこ とを

喜 ん で 果 た す よ う， イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ りへ りくだ って お 祈 りします 。

アー メン。

主の祝福への感謝
大管 長

ゴー ドン 。B・ ヒ ンク レー

わたしたちぱ大ぎな初福を受けτωま凱 わたした右ば非常に駄 な實任を

受けτいます。……あ6砂 る所に住む房の聞τ主の正霧の業を広めるため傷

恐れず前進しましよ：う。

弟 姉 妹 の皆 さん， 輝 か しい2

兄 日間で した。聖霊 の力 と霊 感

が わ た した ち に注 が れ ま し

た。 わ た したちは ともに喜 び を感 じまし

た。 今 大 会 を終 え るに当 た って， わ た

した ちは， 賜 った祝 福 に対 して 感謝 せ

ず にはいられ ませ ん。

音 楽 もす ば らしい もの で した。 わた し

た ちの ために歌 って くだ さった聖歌 隊 と

コー ラスによって心 は高揚 し，啓 発 され

ました。 祈 りは わた した ちをさらに主 に

近 づ けて くれ ました 。 話 者 は皆 ，聖 霊

の力 によって語 りました。

今 ， ひ ときわ優 れ た時 代 で あ った今

世紀 が， 少 しず つ幕 を閉 じようとして い

ます 。 しか し同 時 に ， ある面 で は世 界

史 上 恥 ず べ き期 間 で もあ りました。 歴

史上 ， ほかの いかなる世紀 よりも多 くの

戦争 ，多 くの残 忍 な行 為 ，多 くの対 立

と混 乱 を伴 っ た世 紀 だ った か らで す 。

今 までで最 も多 くの血 が流 され た世 紀で

もあ ります。真理 の敵 が何 百万 もの人 々

に ，破 壊 と悲 惨 と苦 痛 を伴 う悪 影響 を

もた らしました。ユ ー ゴスラビアで起 き

てい ることには， それが よく表 れてい ま

す。 御 父は争 い を好 む子 供 たちを見て，

きっと嘆 いて お られ ることで しょう。

とはいえ ，全 般 的 に 見れ ば， 今 世 紀

は歴 史上最 高の 時代 で した。 地 球 の長

い歴 史 の 中で 今世 紀 に匹敵 す る時代 は

あ りませ んで した。 人 の 平均 寿 命 は25

年 も伸 び ました 。 考 え て もみ て くだ さ

い。 これ は奇 跡 です 。科 学 技 術 の進 歩

の恩 恵 は至 る所 に 見受 け られ ます 。 た

いてい の人 は従 来 よりも長 生 きし， よ り

良 い生 活 を営 んで い ます 。 よ り優 れ た

理 解 と知 識 を得 られ る時代 です 。 多 様

性 の時 代 で もあ ります 。 互 い に学 び 合

えば互 いへ の 理解 は増 します 。 また 今

世 紀 は啓 発 の 時 代 で もあ りま した 。 医

療 ， 旅 行 ， 通信 の発 達 の奇 跡 はほ とん

ど想像 を絶す る域 に まで達 しました。 こ

れ らす べ て は ， わた した ち に新 たな機

会 を切 り開 いて くれ ました。わ た したち
み わ ざ

は， 主 の御 業 の 発展 のた めに この 機会

を とらえ， 活 用 してい か な けれ ば な り

ませ ん。
たまもの

そ して， これ らの どの賜物 に も勝 って

す ば ら しいの は ， イエ ス・キ リス トの福

音 の 回復 で す。 そ れ に付 随 して， すべ

て の権 能 と祝 福 も回復 され ました。 今

はまさに時 満 ち る神 権 時代 で す 。福 音

はもう二度 と地上 か ら取 り去 られ ること

はない のです。

ペテロの次 の言葉 はわた した ちの こと

を話 した もので あると， わた しは信 じて
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い ます 。 「しか し， あなたが た は，選 ば

れ た種 族 ，王 国の神 権者 ， 聖な る国民 ，

神 につける民で ある。 それ によって， 暗

や みか ら驚 くべ きみ光 に招 き入 れ て下 さ

ったか た のみ わ ざを， あ なた が た が 語

り伝 えるためで ある。」(欽定 訳1ペ テ ロ

2：9よ り和 訳)

さて， 兄 弟姉 妹 。 これ まで の 自分 よ

り少 しで も善 い行 い をしようという決 意

を もって 家 路 に就 こうで は あ りませ ん

か。 わ た したちは もう少 し優 しく， もう

少 し惜 しみない心 を持 ち， もう少 し思 い

や り深 くなれ るはずで す。 また，信 仰 の

異 なる人 々に対 して もう少 し寛 大 で，友

好 的にな り，彼 らへ の敬意 を示 す ために，

い っそ うの努 力 を払 うことが で きます 。

横 柄 な態 度 や独 善 的な態 度 を執 ってい

る暇 はあ りませ ん。 わた したちには， 教

会 の 会 員 だ けで な く， ほか の すべ ての

人 に対 して助 け の手 を差 し伸 べ る義 務

が あ ります 。わた したちがそ うするな ら，

教 会 へ の 人 々の 関 心 と敬 意 は さらに高

まることで しょう。

わた しは， 痛 々しい惨 事 に見 舞 われ

てい る地域 に対 して教 会 が 人 道 的救 援

活動 を実施 していることに心 か ら感謝'し

てい ます 。 わた した ちは多 くのことを成

し遂 げ， 信 仰 は 異 なる もの の 同 じ天 の

御 父 の子 供 で ある大 勢 の人 々の 生 活 に

祝福 をもた らして きました。 わた したち

はこれか らも資 力の続 くか ぎり，援 助 を

続 けてい きます。 この活動 に貢 献 して く

ださっているすべ ての人 々に感 謝 の意 を

お伝 え します。

家族 を強め るため に引 き続 き努 力 しま

しょう。 夫，妻 であ る皆 さん，互 いに対
はんりよ

す る完 全 な忠 誠心 を培 いましょう。伴 侶

に対 し無 関 心 に ならず ，互 いへ の愛 と

尊 敬 の精 神 を養 うよう常 に努 め まし ょ

う。相 手 に対 して， あ ら探 しをした り，

怒 った り，軽 視 した りす ることは避 け な

ければ なりませ ん。

親 である皆 さん， 家族 を守 って くださ

い。 主が命 じられ た ように，光 と真 理 の

中 で子 供 たちを育て て くだ さい。彼 らに

あ ふれ るば か りの愛 を注 い で くだ さい 。

しか し甘 やか しす ぎて はいけませ ん。皆
あかし

さんの証 を子供 た ちと分 かち合 って くだ

さい。 ともに聖 文 を読 んで くだ さい。彼

らを導 き，守 って くだ さい。 世 話 をす る

ように主か ら託 された子 供 たちほど，皆

さんに とって大 きな祝 福 と義 務 はあ りま
み まえ

せ ん。 ともに祈 って くだ さい。 主 の御前

に皆 でひ ざまず いて家 族の祈 りをささげ

るこ とに取 って代 わ るほど大切 なことは

ないはず です。

いつ もどんな状 況 にあって も正 しい こ

とを行 う，正直 で高潔 な民 となりましょう。

わた したちは大 きな祝福 を受 けてい ま

す 。 わ た した ちは非 常 に重 大 な責 任 を

受 けてい ます。 ひざ まず き，導 きを求め

て 主 に祈 りましょう。そ して ， 自分 の足

で しっか りと立 ち，あ らゆ る所 に住 む民

の 問で 主 の正 義 の 業 を広 め るた め に ，

恐 れず前 進 しましょう。

このお 話 を終 えるに 当 た り， 現 在 建

設 中の す べ ての神 殿 に加 えてノー ブー

神 殿 を再 建す ることを発表 したい と思い

ます。 ある教 会 員 とそ の家 族 の 多大 な

献 金 に よりこれが 可 能 にな りました。 こ

の方 に感 謝 を申 し上 げ たい と思 い ます 。

完 成 には しば らくか か ると思 い ます が ，

す で に設 計 が 始 まって い ます。 この神

殿 はや や孤 立 した場 所 に位 置 す る こと

か ら，ほ とん どの期 間， 参入 者 はあまり

多 くないで しょう。 しか し夏 の期 間 はか

な り多忙 を極 める ことが 予 測 され ます 。

この新 しい建 物 は， ミシ シッピ川 の岸 辺

に最 初 に神 殿 を建 設 した 人 々を追悼 す

るもの となるで しょう。

前 にお話 しした ことを繰 り返 し申 し上

げ ます。わた しは皆 さんを愛 してい ます。

わた しは皆 さんに祝 福 と， この偉 大 です

ば らしい末 日の 業 に対 す る証 を残 しま

す 。 「神 よ， また 〔半 年 後 に〕逢 うまで ，
な

汝 れ を守 りませ 。」イエ ス ・キ リス トの
み な

御名 により祈 ります。 アー メン。
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●中央若い女性集会

1999年3月27日

荒れ野の中の光
中央若い女性第二副会長

シャロン ・G・ ラーセン

目標加5目 をそ5さ 疏 神の御子のまっすぐ醐 ω遣を歩んでくださ'しD。

伽 ㌦ 、

像 もつか ないか もしれ ませ ん

木目が ， 光 もなく， 火 さえも持 た

ノじ 、 ずに8年間荒燭 を野営して

旅 をす るように言 われ た ら，皆 さん はど

う思 い ますか。 これ は， 主 にエ ルサ レム

を去 るように と命 じられ た父 祖 リーハ イ

とその家 族が 経験 した ことです。 きっと

不平 不 満 は出 て も， 自分 か ら進 んで 行

こうとい う人は少 なか ったはず です。 こ

の長 期 にわた る旅 をした一行 の 中 には，

皆 さんの ような若 い女 性 も確 か にいたは

ずです。

主 は彼 らに火 を使 わ ない ように命 じ，

次 のように教 え られ ま した。 「わた しは

また，荒 れ野 であなたがた の光 となろう。

あ なたが たが わ た しの命 令 を守 るな ら

ば ， わた しは あな たが た の前 に道 を備

え よう。 … … あ なたが たは … …約 束 の

地 に導 かれ るであ ろう。 そ して， あなた

拳

が たを導 いてい るの がわ た しで あ ること

を知 るであ ろう……。」(1ニ ーファイ17：

13)

皆 さん にも，行 きたい と願 う約 束 の;地
こんにち

が あ るはず で す。 そ して ，今 日若 い女

性 の だ れ もが 経 験 す る荒 れ 野 の 中で ，

自分の光 を得 ることが できます。 この光

は， 主 のすべ ての子 供 た ち， 特 に若 人

の 皆 さん に注 が れ てい る主 の 愛 に包 ま

れ て，皆 さんの手 もとに届 くのです。 主

は皆 さんが試練 や誘 惑 に遭 うことを御存

じなので ，皆 さんの心 と思 いと霊 を照 ら

す光 を用 意 して くださってい ます。主 は，

御 自分 の言 葉 は真 理 で あ り，真 理 は光
み た ま

で あ り， 光 はイエ ス ・キ リス トの御 霊 で

あ ると語 られ ま した(教 義 と聖 約84：45

参 照)。

サ ニーは韓 国 か らの交換 留 学生 です 。

彼 女 は今 まった く新 しい 国で，新 しい家

族 とともに暮 らし，新 しい言 葉 を話 して

い ます。 授 業 は難 しく， 一緒 に食 事 を

した り， 話 した り， 学 校 の 活 動 に参 加

した りする友 達 もいませ んで した。 彼女

は次 の ように書 いて います 。 「とて も惨

めな気持 ちで した。 そ して， わた しは祈

って み ようと考 える ようにな りました 。

助 けや慰 めや信 仰 を求 めて 天 父 に祈 る

なん て， それ まで 考 えたこ ともあ りませ

んで した。 それ か らわ た しは毎 朝 『モ ル

モ ン書 』を読 み始 め ，学 校 に行 く前 には

祈 るようにな りました 。授 業 は前 よりず

っと簡単 にな り， もっとよく分 か るよう

になって， わた しは驚 きま した。勉 強 を

してい るとき， だれ かが助 けて くれ てい

るように感 じま した。」(Letterinpos一
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sessionofYoungWomenoffice)

祈 りは 明か りのス イッチを入 れ るの に

た とえ られ る ことは御 存 じだ と思 い ま

す 。 祈 りが皆 さん の生 活 の 一…部 にな る

と，皆 さんは光 に照 らされ， まっす ぐで

細 い道 を歩 み始 めるの です。

わた しは皆 さん と同 じ年代 の ころ， ま

っす ぐで細 い 道 が いか に大 切 か ， そ し

ていつ もそ こに 目を向 け， そこにとどま

るのが いか に難 しいか を学 び ました。わ

た しは カナ デ ィア ンロッキー のふ もとの

とて も小 さな町 で育 ちました。 父は農 家

を営 み ， わた しは働 くことを教 わ りまし

た。 毎 年夏 には父 を手伝 って トラクター

を運 転 し， 草 を刈 り， 干 し草 を集 め ，

干 し草 の 束 を引 いて 運 び ，土 地 を耕 し

ました。 初 めて土 地 を耕 した ときの こと

を覚 えてい ます。 父 は，畝 をまっす ぐに
うね

作 る大 切 さを説 明 して くれました。 畝 が

曲が って しまうと， 中に種 が まかれ ない

部分 がで きて， 雑草 が勝 って しまうので

す。 父 は 「畑 の 向 こうの フェンスの柱 を

じっ と見 て， それ を目標 に行 けば ，まっ

す ぐな畝が 引け る。 で こぼ こした場 所 が

あって も，惑 わ されてはいけ ない よ。トラ

グターのす ぐ先 を見 る ようになる とまっ

す ぐな線か ら外 れて 曲 が り始め るんだ」

と言 って， わた しに仕 事 をさせ ました。

初 めの何往 復 かは フェンスの柱 の こと

を覚 えてい たの です が ， そ れ か ら時 間

つぶ しに歌 を歌 い始 め ま した。 自分 の

知 って い る歌 や賛 美 歌 を全 部 歌 って ，

知 らないの も勝 手 に作 って 歌 い ました。

大 声 を張 り上 げて歌 って楽 しんで いると，

こちらに向 かって父が 歩いて 来るのが見

えま した。 わた しが トラクター を停 め る

と， 父が 言 い ました。 「まっす ぐな畝 が

どうな って しまったか ，分 かるかい?」

わ た しは 「どういうこと?」 と言 い ま

した。

「畝 を見 て ごらん 。初 めの何 本 か はま

っす ぐだが ，お まえ が いつ 仕事 に集 中

す るの をや め たか ， 見 れ ば す ぐに分 か

るよ。 目標 に してい た畑 の 向 こうにあ る

フェンスの柱 を見 るの をやめ て しまった

ね。 往 復 す る度 に少 しず つ 曲 が ってい

って ，ほ ら，畑 には大 きな円が 幾つ もで

きて しまった。」父 はそ う言 って トラクタ

ーに乗 り込み
，畝 をまっす ぐにするため



に何 回か往復 しま した。 もう一 度わ た し

にさせ るために トラクターを降 りた父は，

わた しに言 いま した。 「シャロン， 自分

が行 こうとしている所 にいつ も注 意 を向

けなけれ ばいけない よ。」

この世 の プレッシャーに押 しつぶ され

そ うになった り，今 欲 しいもののた めに.

最 も欲 しい もの をあ きらめる ように誘 惑

され た りす る とき， トラクター の前 や今

とい う時の ， もっと先 に 目を向 けるのは

難 しい ことで す。 穴やで こぼこ，人生 を

楽 しんでい るように見 え る友 達か らの誘

いによって ，道 を踏 み外 す こともあ り得

ます 。 しか し， わた したち をまっす ぐな

道に とどまらせ るための光 は，畑 の向 こ

うにあ る 目標 のような もの です 。注 意 を

そ らされ， 誘惑 を受 けることもあ ります

が， 主はそ こにお られ， わた したちが道

をまっす ぐにで きるように助 け て くだ さ
くらやみ い

い ます。皆 さん は暗 闇 か ら抜 け出 で，光 ，

主の光 の中 に来 ることがで きるのです。

あ る若 い友 人 は ， 光 と御 霊 を得 るこ

との大 切 さを理 解 して いませ んで した。
こんにち

そ して， 今 日 出回 って いる俗 悪 で暴 力

的な 映画 を見 るのが 大 切 だ と思 う理 由

をわた しに説 明 しようとしました。 彼 は

そうい うもの を見 ない と世 間知 らず で無

知 な人 間に なり， 世 の中で いい ように利

用 されて しまうだけだ と言 い ました。

わた しはその若 い友 人に尋 ねました。

「あ なた は，世 間の ことを知 るため にこ

の世 の与 えるものに身 をさらし， 自分の

力 だ けで 選 択 す る方 を選 ぶ の で す か 。

それ とも暗 闇が 入 り込 む余 地が ないほ ど

多 くの光 と真 理 と義 に満 たされ るために，

主 によって導かれ なが ら自分 の人生 を歩

む 方 を選 ぶ のです か 」と。 わた したちは

同時 に光 と暗闇 との 中 にい ることはで き

ないので す。

この光 は ，若 い女 性 の ロ ゴマー クの

たい まつ に象 徴 され て い ます 。 炎 の 中

に皆 さん の横 顔 が 描 か れ た このた い ま

つ は，真 理 と義 を求 め る皆 さん の願 い

を燃 え立 たせ て くれ ます。 キ リス トは皆

さんの光 であ り，幸福 なときも暗 闇 を歩

む ときも皆 さん に道 を示 して くだ さいま

す 。 自分 は独 りぼ っちだ ， 見 捨 て られ

た， と感 じる必要 は決 しτあ りませ ん。

ロマレルの クラス会 長 であ るエ ミリー

みこころ

は副 会 長 を選 ぶ に当 たって 主 の御 心 を

知 りたい と思 ってい ました。 この光 を感

じた ときにつ いて こう語 ってい ます 。「わ

た しはあ る女 の子 につい て祈 りました。

そ してとて も強 い啓示 を受 け，心 と思い

が 一致 してすべ てが 明 らか になった よう

に感 じました。 そ して， 彼 女 が 副 会 長

にな るべ き人 だ とはっき りと分 か りま し

た。」(LetterinpossessionofYoung

Womenoffice)祈 りは神 の力 につ なが る

道 を開 き，それ に よってわた した ちは愛

と奉 仕 と犠 牲 とに導 か れ ， 自身の 力 を

伸 ばす ことが できます。

『モル モ ン書 』に登 場 す るヤ レ ドの 兄

弟 は，この過程 を知 って いました。彼 は

主の指 示の下 に8隻 の船 を造 りましたが，

船 の中 には光 が ありませ んで した。 彼は

主 に助 け を求 め ました。(これはわた した

ちにもで きることです。)しか し，答 えは

彼 の 期待 す る方 法 で は与 えられ ませ ん

で した。主 にとって船 の中 に光 を置 くの

はい とも簡 単 なことで したが ，主 が ほん

とう望 まれ たのは，ヤ レ ドの兄 弟 自身 の

中に御霊 の光 をともす ことで した。
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主が 懐 中電 灯 は与 えて くだ さらない と

分か ったときから，16個 の石 を切 り出 し，

そ れ を光 らせ て光 を下 さるように主 に願

い求め るまでの 間， ヤ レドの兄 弟 は何 を

していた と皆 さん は思 い ます か 。わ たし

は， きっと彼 はサニー ・キムや エ ミリーと

同様 に，御 霊 ，光 によって導か れるよう，

断食 し，祈 り，深 く考 え， 聖文 を読 み ，
ゆる

奉 仕 し， 愛 し， 赦 し， ひたす ら従 順 に

なるよう努 め ることに， 多 くの 時 間 を費

や したことで しょう。

ヤ レドの 兄弟 は 自分 の知 るす べ てのこ

とを行 い ， 一 生 懸 命 に働 き， 可 能 な あ

らゆ る手段 ， 中 で も主 へ の 信 仰 を行 使

しなが ら， 自分 の考 えを携 えて主の み も

とへ 行 きました。そ して，彼 の努力 は十

分で あ ったので ， 主 はそ の!6個 の 石 に

手 を触 れ られ， 光 が 与 え られ ました(エ

テル2：18-25;3：1-6参 照)。 答 えは

常にあ るのです 。

多 くの若 い女性 が， この光 に従 ってお

り，主 か ら祝 福 を受けて います 。主 を 自
あかし

らの光 として いる何 人 かの人 々の証 に耳

を傾 けてください。

〔注一 数人 の若 い女 性 が ビデオ テープ

を通 じて証 した。〕

主 が皆 さんの 光 とな られ ます ように。

また 約 束 の地 へ の 道 を， 皆 さんの 目の

前 に備 えて いた だけ ます ように。 「主 が

照 らす こ とが おで きにな らない ほ ど暗 い

人 生 はない」ので す(SamCardonand

StevenK.Jones，"ComeuntoHim，"

NewEra，Apr.1995，10)。 リーハ イや

ヤ レ ドの兄 弟の ように預言 者 であ る必 要

はあ りませ ん。 義 に飢 え渇 き， 自分 らし

くあ って くだ さい 。 主 を信 頼 して くだ さ

い。 畑 の向 こうにある 目標か ら目をそ ら

さず ，神 の御子 の まっす ぐで細 い 道 を歩

んで くだ さい。光 と御霊 が イエス・キリス

トに よって もたらされ ることを証 します。

主 は光 ， わが すべ て
み まえ

御前には闇はなし
あがな

順 いの 主，救 いの王

天使 とともに賛 美せ ん

(「主は光 」『賛 美歌 』47番)

み な

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ って ， ア ー

メ ン。

バプァスマの

霊的な力
中央 若 い女性 第 一副 会長

キ ャロル ・B・ トー マ ス

ノげ テスマの鋤 肋 を，購 さとωう尉 にどのように朋 τ胡 で

しょうか。踊脚=よ ，τも，置と遅，た者となっτぼしωと願っτωまFす。

曳 螺
愛欝雛機
に集 えるのは， 大 きな祝福 です。 以 前，

十二 使徒 定 員会 の一員 であ るロバー ト・

D・ヘ イルズ 長老 か ら次 の ように尋 ね ら

れ ました。 「若 い女 性 の皆 さん は，バ プ

テスマ のときに交 わ した聖 約の意 味 を知

って います か?」 そ して，「ぜ ひ， それ を

彼 女 たち に教 えて くだ さい」と言 われ ま

した。わた しはその とき，「わた しは 自分

が 交 わ したバ プ テス マの 聖 約 が どん な

に大 切 か を十 分 に理 解 してい るだ ろ う

か」と考 えたの を覚 えてい ます。 そこで ，

これ か ら少 しの問 ，末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教 会 の会 員 になる とは ，ほん とう

はどうい う意 味なのか ， またバ プテスマ

はわ た したち の生 活 に どんな祝 福 を も

た らす の か に つい て お話 し したい と思

います 。

救 い主 はバ プ テスマ を ，再 び 生 まれ

ることに たとえ られ ま した。皆 さんの 人

生 で， 最 もす ば らしい二 つ の 時期 につ

いて考 えてみて ください。それ は皆 さん

が 生 まれ た 日と， バ プ テス マ を受 けた

日です 。 どち らもこの 人生 で欠かせ ない

誕 生 日で す 。 自分 が 生 まれ た 日の こと

を覚 えて いる人 はだれ もいませ ん。ただ，

お母 さんが あなたを抱 き寄せ ，この子は

どんな人 になるのだ ろうと夢 みてい る姿

を想像 す るだけです 。

第 二 の誕 生 日で あるバ プ テスマ の 日

の ことを思 い出す のは， それ ほど難 しく

な いで しょう。 フィリピンの ビーハ イブ

の ランーテ インは， 自分 のバ プテスマ に

つ いて 次 の ように書 いて くれ てい ます。

「わ た しは生 まれ 変 わ った ような気 が し

ました。罪 か ら清 め られた という特 別 な

気 持 ちで した 。母 の 目か らは，真 珠 の

ような涙 が 泉の ようにあふれ 出て，わた

しに はそ れ が 喜 び の涙 だ と分 か りま し

た。 母 は真 心 か らわ たしにこう言 い まし
き ょ う

た 。 『ランーテ ィン，今 日あ なた を主 に

お 返 しで きて， ほ ん とうに安 心 した 気

持 ちよ。 あな たが 歩 む人 生 の 道 を主が

ともに歩 んで くださると信 じているわ。』」

(letterinpossessionofYoungWomen

of匠ice.)

バ プ テスマ は霊 の再 生で す 。 バ プテ

ス マを受 け ることに より， わた したちは

頭 のて っぺ んか ら足 のつ ま先 まで清 め ら
たまもの

れ ，聖 霊 の 賜物 を通 してい つ も救 い 主
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とともにいられ るようにな ります 。 主 は，

わた したち一人 一人 の傍 らにあ って， と

もに歩 んで くだ さるのです。

バ プテス マを受 け，確 認 の儀 式 を受

け るとき，4つ の事 柄 が起 こ ります 。(1)

わ たした ちはキリス トの教 会 の会 員 にな

り， 主 に従 うことを決 意 します 。(2)わ 、
ゆる

た した ちの罪が 赦 され ます。(3)日 の 栄

えの王 国に入 る許 しを得 ます。(4)バ プ
きよ

テスマ は個 人 の聖 めの 門であ り，わた し

たち はそれ に よって 「聖 くされ る」と言

って もよいで しょう。

初 めの3つ は，非 常 に分 か りやすい と
き ょ う

思 い ます。 今 日は，4つ 目の「聖 くなる」

ということに焦 点 を当てて考 えてみ まし

ょう。 「聖 くな る」とは どうい うことで し

ょうか 。 皆 さんは 聖霊 を受 ける ことで ，

変え られ，違 う人にな りました。これ は，

もう世 の者 で あ ることはで きない とい う

ことで す。 戻 る ことは で きな いの です 。

ヘ イル ズ長 老 は こう言 いま した。 「若 い

女性 の皆 さん に， バプ テスマ を受 けた と

き，彼 女 たちはこの世 か ら取 り上 げ られ，

神 の王 国に入れ られ たことを理解 させ て

ください。」(notesfromGeneralYoung

WomenBoardmeeting，5Dec.1997)
やみ

皆 さんは闇 か ら連れ 出 され ， キリス トの

光 の 中に入 れ られ たのです 。 まった く新.

しい人生 の始 まりです 。

十 二 使 徒 定 員会 の一 員 で あるヘ ンリ

ー ・B・アイリング長老 は
，バ プ テス マを

受けて家 に帰 る途 中，『あ一あ， もうただ

乗 りは終 わ ったん だ』とい う思 いで頭 が

いっぱいだ ったと言 います 。そ れは確 か

に真 実で す 。 バ プテ スマ を受 けた 人 は

だれ で も， 人 生 での 行 い につ いて責 任

を持 つとい う祝福 を得 るのです。

これ は， フ ランス 国 王 ル イ17世 の 息

子 の話 で すが ，彼 は幼 い ころ ，父 親 を

王 の 地位 か ら追 い や った悪 人 たち に誘

拐 され ました。 それか ら6か 月 間 ， この

世 のあ らゆる汚 れた，低 俗 な事柄 に さら

され ました が ，彼 は決 してそ の圧 力 に

屈 す ることがあ りませ.んで した。彼 を捕

らえ た者 たち は不 思 議 に思 い ， なぜ そ

の ような強 い道徳 心 を持 ってい るの かと

聞 きました。 彼 の答 えは簡 潔 なもの で し

た。 「あ なたが た が勧 め る ようなこ とは

で きない。 なぜ なら， わた しは王 になる

べ くして生 まれ て きた のだ か ら。」(see

VaughnJ.Featherstone，"TheKing's

Son，"NewEra，Nov.1975，35)皆 さん

は， 王の娘 に なるべ くして生 まれ て きま

した 。 バ プテ スマ を受 け るこ とに より，

皆 さんが 自分 自身 を聖 め ， 聖 なる者 と

なる ときに， 尊 く高貴 な祝福 を受 ける と

約 束 され ています 。.

で は， どうした らそ れが で きるので し

ょう。 さ らに聖 くな り， 高貴 な受 け継 ぎ

を得 るにはどうした らよいので しょうか』

キ リス トはこう言 われ ました。 「わた しに

従 い，わた しが行 うの を見 たそのことを，

あ なたが た も行 い なさい。」(2ニーファイ

31：12)

キ リス トの光 に従 ってい る若 い女性 た

ちの中か ら，何 人 か紹介 しましょう。

ア リゾナに住 むロー レルの姉 妹 はこう

書 いてい ます。 「それ は10月 で，高 校 の

大 きなパ ー テ ィーが 近づ いて いま した。

わた しは まだ15歳 と半 年 で した が ， あ

る男 の子 か らダンスに誘 われ ました。 わ

た しは，誘 い を受 けて， ダ ンスパ ーテ ィ

ーで待 ち合 わせ をすれ ば ， 両 親 には分

か らない か しら， と考 えました。 で も，

もう一 度考 えて， 両 親 が知 らなくて も，

天 のお 父 様 とイエ ス ・キ リス トは わた し

の ことを知 っていて ，ほ ん とうに気 にか

け てくださって いるの だと分 か りました。

わ た しはダ ンスパ ー テ ィーに は行 かず ，

女 の子 の友達 を5人 家 に呼 びま した。 わ

た しは とて も幸 せ で ， 自由 で， 人生 を

精 い っぱい 生 きてい ると感 じました」

(letterinpossessionofYoung

Womenof丘ce)

次 に， レベ ッカとい うビーハ イブの姉

妹 の 日記 か ら紹介 します。 「時々， 中学

校 に行 くのが 大 変 に思 えるときがあ りま
ぽうとく

す 。 クラス に，神 を 冒濱 す る言 葉 をい

つ も使 う男 の子 がい るので す。 そんな と

き，わたしは心 の中 で短 くお祈 りをして，

その子 の ことを気 に しないで い られ るよ

うに ，悪 い言 葉 が 心 の 中 に残 らない よ

うに助 けて ください とお願 い します。 そ

して ， ほん とうにそ の ようにな ります 。

もしも祈 るな ら， どんなに小 さな問題 で

も解 決で きます。」(letterinpossession

ofYoungWomenoffice)

もう一人 の若 い女性 は こう書 いてい ま
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す。 「この1年 ， わた しにはあ まり多 くの

友 達が い ませ んで した。で も， わた しは
み

が っか りしませ んで した。 なぜ な ら.，御
たま

霊 に よる平 安 が心 を満 た.して くれた か ら

です 。 … …独 りぼ っちに思 えるときや ，

人 前 で気 まず い思 いをす るときもあ りま

したが ， 主 はいつ もわ たしとともにいて

くだ さい ました。」(letter、inpossession

ofYoungW6menoffice)

ユ タのマ イヤ メイドの姉 妹 はこう書 い

てい ます。 「この1年 間 ， わた しは個 人

的 な 問題 を抱 えて い ました。 御 霊 を失

って しまい ました が， で も信 じられ ない

ようなことが 起 こったのです 。 わた しは

監督 の ところへ行 きました。 こんなに怖

か ったの は生 まれて初 めてで した。で も，

部屋 の 中に主が ともにいて， わた しの震

える手 を握 ってい て くだ さるのを感 じま

した。 自分 は赦 され るとい うことを知 っ
けんそん

てい ました。 この1年 ， 謙遜 にな り，悔

い改め ， もう一度 祈 りについて学 び直す

という，険 しい 道 を歩 んで きました。 で

も，主 はそ こにお られ ました。 片 時 もわ

た しを一 人 に してお かれ ることは あ りま

せ んで した。 わ た しは光 と闇 の 両 側 を

経験 しました。 そ して今 ，光 の側 こそわ

た したちが いるべ き場 所 だ と知 ってい ま

す。」(letterinpossessionofYoung

Womenoffice)

皆 さんの救 い主の光 に従 お うとす る望

み に，わた した ちは心 か ら感 動 してい ま

す。 一 人 一人 困 難 な状 況 にあ ります が ，.

皆 さん は霊 的 な力 の源 が 何 で あ るか をゆ あかし

知 って い ます 。 祈 った り， 証 を した り，

義 の側 に立 った りす るとき，皆 さんの生

活 か ら悪 の力 を閉め出 す ことが で きるの

で す。

皆 さんが 学 校 の 廊 下 を歩 きな が らほ

か の生徒 たち を見 るとき，「自分はみ んな

と違 う」と思 い ます か 。 ほか の 人 よ り

「優 れて いる」とい うことで はな く， 主 に

関す る知 識 と主 へ の 堅 固 な思 い を持 っ

てい るとい う点 で ，皆 さんは違 っている

ので す 。 そ して ， その 違 い こそが 強 さ

や祝福 にな り得 るのです。

皆 さんの多 くに とって最 も難 しい事柄

の一 つ は，慎 み深 くある ということで し

ょう。バ プテスマの霊 的 な力 を，慎 み深

さとい う原則 にどの ように応 用 で きるで



タバナクルで歌う，若い女性と指導者たち。

しょうか。 服 装 によって も， 世 と違 った

者 となって ほしい と願 ってい ます。 イ リ

ノイ州 シカ ゴの ロー レル のマ ー シー ・マ

シューズ姉 妹 の手紙 を紹介 しましょう。

「1998年 ，わた しは， 若 い女性 での数

多 くの レッス ンや 話 ， またア ドバ イスを.

実 践 す ることで ， 良い 結果 を得 ました 。

わた しは， 普 通 のモル モ ンの少 女 です 。

ここまで しっか りと強 く歩 み続 けるのは，

易 しい ことで はあ りませ んで した。 わ た

しは 自分 の証 や標 準 を強 め るた め に ，

いつ も目標 を立 てます 。

最 近 ， ミュ ーチ ャル で慎 み深 さの大

切 さについて の活 動 が あ りました。 レッ

ス ンの前 は， 自分 は慎 み 深 い服 装 を し

ている と思 ってい ましたが ， ショー トパ

ンツやス カリ トの 長 さを もう少 し長 くで

きるの も知 ってい ました。 それ が 自分 の

一 つの弱 点 だ とい うことは分 か ってい ま

したが ， 心 の 中で 後 回 しに して い ま し

た。 ほかの みん なもショー トパ ンツや デ

イジ ーデ ュークス(注 すそ 丈が 極 端

に短 く，穴 や ほつれ の多 い ジー ンズ)や

ミニス カー トをはい てい ました し， わ た

しが着 て い た服 は 自分 の お金 で買「っ た

もので した。慎 み深 さについて のレッス

≧を聞 い 々後 ， 家 に着 い た ら真 っ先 に

自分 の たん す に行 って ，慎 みの ない 洋

服 はみん な捨 て て しまお うと思 いなが ら

家 に帰 りました。そ れを見 て着 たい と思

わない ようにす るためです 。家 に帰 って

そのことを両 親 に話 しました。心 の中 で

は， 両 親 が わた しの服 装 は別 に悪 くな

いか ら大 丈夫 だ と言 って くれるのを期 待

していた ように思い ます。

その夜 ， 父 はわた しをとて も誇 りに思

っていること， そ して教 会 に着 て行 くた

めのひ ざ丈 のワンピースを何 枚 か買 って

あげ ようと思 ってい るこ とを話 して くれ

ま した。 次 の段 階 は， 全 部 の洋 服 をチ

ェック して， 要 らな いもの をす べ て捨 て

ることで した。 とて も気 に入 っていたス

カー トや シ ョー トパ ンツ を手 放 す の は ，

とても難 しい ことで したが ，実 行 しま し

た。 も う，短 ω シ ョー トノrンツやス カ

ー トをは くことは絶対/こしませ ん 。

自分 に対 して こん なに良 い気 持 ち を

感 じた の は初 めて です 。 神 殿 や教 会 に

行 くとき， 自分 は神 の子 であ り， … … 自

分 が着 る服 装 によって神 の娘 であること

を表 していると感 じるのが 大好 きで す。

わ た しは， すべ ての若 い女 性 の皆 さ

ん にこの段 階 を踏 むようにチ ャレンジ し

た いと思 い ます。 そ うする ことで ， 自分

が何 者 であ り， 何 を大切 にしてい るか を

見 い だす ことが で きます 。 自分 の 一 部

になって いる ものをあ きらめ るとき， 想

像 を はるか に超 えた祝 福 が 皆 さん に注

が れ るで しょう。」(letterinpossession

ofYoungWomenoffice)

マー シーのす ば らしい模 範 は， わた し

たち若 い 女性 のテ ーマ の縮 図 です 。 皆

さん も御 存 じの ように，「わた したち はい

つ で も，.どの ようなこ とについ て も，そ

して どん な洋 服 によ っτも， 神 の証 人

として立 つ」のです 。

今 晩 ， バ プ テスマ の霊 的 な力 につい

て話 して きました。 わた した ちは毎 週ふ
せいさん

さわ しい 状 態 で 聖 餐 を取 る ことに よっ

て ， その力 を新 たにで きます。 「英語 で

は， 聖 餐 の祈 りほ ど感 銘 を与 える表 現

はほか に あ りませ ん 。 この祈 りの 中 で，

パ ンと水 を頂 く際 に受 ける聖 約 と約 束 を

心 か ら学 ぶ よう皆 さんにお勧 め します。」

(ElderDallinH.Oaks，notesin

authorもpossession)皆 さんの生活 に祝

福 を もた らす ものなので ，この意 味につ

いて深 く考 えて ください。

皆 さん が 交 わ したバ プテス マの 聖 約

に心 を向 け，大 切 にで きるようにお祈 り

します 。 皆 さんが 祈 りを ささげ るとき，

特 に土 曜 の晩 に は， 聖餐 を受 け る備 え

をし，バ プテスマによる霊 的 な力 を皆 さ

ん の 生活 の 中 で受 け られ る よう， 天 父

に願 い求 めて ください。わ た しの愛 と証

を皆 さんにお伝 え します 。 イエ ス ・キ リ
み な

ス トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン。
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光に従う
中央 若 い女性 会長

マー ガ レ ッ ト ・D・ ナ ドール

い

主ばわ元した3に 世俗の冶たω后険か5抜 け出こ 主の宏のぬくち0へ 来れと

摺いτω6つ しゃ口箭す。

くらやみ

皆 響讐欝1葺
ようか 。 もし今晩 この建 物 が停 電 になっ

て しまった らどうで しょうか 。 恐 らくパ

ニ ック状 態 に陥 ることで しょう。 暗 闇 は

肉体 の 健 康 に も霊 の健 康 に も害 を及 ぼ

します。 わた したちの生活 に光 が与 え ら

れてい ることは大 きな祝福 なのです。 物

を見 分 け るのに役 立 つ 光 が あ り， 啓 発

する光 があ り， 自信 と完全 な信頼 を もっ

てついて行 ける光 が あ ります 。 それが ど

のような意味 か分 か るよう一 つの お話 を

します 。

クリスマスの 数 日前 のことで した。 当

時 まだ新 婚 だっ たわ た したちが 休 暇 で

帰 省す る道 すが らで の ことです 。 車 で

42時 間 もか か る道 の りで したが ， 家 族

との再 会 に胸 を弾 ませ て い たた め， 大

した ことで はあ りませ んで した。 昼夜 運

転 を してい る途 中で 激 しい 吹 雪 に見 舞

われ ました。視 界 は遮 られ， ハイウエ ー

上 の雪 は刻 一 刻 と積 もってい きました 。

外 の 闇は深 く， わた したちはどこへ 向か

っているのか も分か りません。 また積 雪

のため， 車線 も見え ません。 とても恐 ろ

しい状 況で した。

す ると突 然 ， ゆっくりと着 実 に走 る大

きな トレー ラーが前 方 の視 界 に入 って き

ました。 テールランプがかす かに 見える

だけで したが， その光 はわた したちに と

って一筋 の希 望 とな りました。 運転 して

い た主 人 は トレー ラー か らの 光 を凝 視

し， その トレーラーが深 く積 もる雪 の上

に残 すわだちに沿 って運転 しました。前

方 に誘 導 して くれ る トレー ラー を 見 つ

け ，混 乱 は幾 分 和 らぎま した 。 なぜ な

ら，運 転 手 は道 を知 って いて ， 座 席 の

位置 もわた した ちより高い ため視 界 もよ

り広 く， そ して何 と緊急 時 のための無線

機 を装備 していたので す。

わたしたちは声 に出 して祈 り， 主 人は

手 が 白 くなるほ どハ ンドル をしっか りと

握 り締 め なが ら， 吹雪 の 中 をその 光 に

つい て行 きました。トレー ラーが減 速 し，

ハ イウエ ーのわ きに寄 った ことに気 づ く

まで に ， 道路 の両 側 に脱 輪 して しまっ

た何 台 もの車 を追い越 しました。 信仰 を

表 し， わ た した ちは前 方 の 車 につ いて

行 きました。 問 もな く自分 た ちが 安全 な

場 所 ， 避 け所 に着 いたの に気 づ き安 心

しました。 そ して とて も感 謝 しました。

運 転 手 の方 に感謝 を伝 えるの が待 ち切

れ ないほ どで した。 わた した ちを導 いて

くれたのです か ら。

わ た したち一 人 一 人 も家 路 に就 いて

い るのです 。 しか し家 を目指 してい るは

クリスマスのた めでは なく，永 遠 のため
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にで す。 愛 あ る天 の御 父 のみ もとに安

全 にた どり着 きたい のです。 御 父はわ た

したちが安 全 に戻 って来 ることをお 望み

なので， 道 しるべ とな る光 を遣 わされ ま

した。 それ は救 い主 で ある主 イエ ス ・キ

リス トとい う完 全 な模 範 です 。主 は道 を
あらし

御 存 じで す 。夜 の闇 の 中 で も， 嵐 の 中

で も， また 十 字 路 で も， そ して 日中 の

光 の 中で も，わ た したちの道 を照 らして

くだ さい ます 。いつ で も家路 を示 す よう

備 え られ ているのです。

主 は この ように語 られ ました。 「わ た

しは また… … あ なたが たの 光 となろう。

あな たが たが わ た しの命 令 を守 る な ら

ば， わた しは あ なたが た の前 に道 を備

えよう。 … … そして，あ なたが たを導 い

ているのが わた しであ ることを知 るで あ

ろう。」(1ニーファイ17：13)

あ る若 い女性 か ら手 紙 を頂 きました 。

文 面 には ， 自分 の た どってい る道 に つ

いて 次の ように記 され てい ました。 「わ

た しは ビデ オを見 てい る友 人た ちと一緒

にい ました。その ビデオが， 見 てはいけ

ない もので あ る ことを知 ってい ま した 。
みた ま

わた しはそ の場 を去 るようにと御霊 に促

され ました。 わ た しはその ささや きに耳

を傾 け ， 立 ち上 が って その場 を離 れ る

ことが で きました。 御霊 を強 く感 じたの

です。 感 じることが で きたのは 自分の 選

択 に よっ て で あ る と知 って い ます 。」

(LetterinpossessionofYoung

WomenOffice)こ の 女 性 は 光 に従 い ，

安 全 なところに導 か れま した。

1833年 の ある恐 ろ しい 日に， 同 じ光 が

二 人 の10代 の姉 妹 に行 く手 を示 しまし

た。 荒れ狂 った暴徒 が ミズ ーリ州 インデ

ィペ ンデ ンス の静 かな通 りを襲 撃 しまし

た。 この インデ ィペ ンデ ンスには15歳 の

メアリー ・エ リザ ベス ・ロリンズ と13歳 の

妹キ ャロライ ンが 住 んで いました。 恐 ろ

しい暴 徒 は所 有 物 を壊 し， 火 をつ け ，

暴 動 を起 こしてい ま した 。 印刷 機 が 置

か れ てい たウ ィリァム ・フェル プ ス兄 弟

の家 に押 し入 る暴徒 もいました。 フェル

プ ス兄弟 は ジョセ ブ・ス ミスが 受 け た啓

示 を印刷 して い たの です 。 暴 徒 らは印

刷 機 を壊 し，表 の通 りに投 げ捨 てました。

また す で に印 刷 され た貴 重 なペ ー ジの

東 を建 物 か ら運 び 出 し， 燃 やす た めに



外 にば らまきました。

メアリー ・エ リザベス と妹 のキャロライ

ンはさ くの後 ろに隠れ ，破 壊 されてい く

様 子 を震 えなが ら見 て い ました。 メア リ

ーは荒 れ 狂 う暴 徒 の危 険 を十 分 承 知 し

てい ました。 にもか か わ らず ， これ らの

貴 重 なペー ジを暴 徒 か ら守 るようせ き立

てられ るような思 い に駆 られ ました。 こ

の二 人 の10代 の 姉妹 たちは道 に駆 け 出

し， 両 腕 い っぱ いに 聖 文 を抱 きか か え

て逃 げ ま した 。 それ を見 てい た暴 徒 の

何 人 か が この勇 敢 な姉 妹 たち を追 いか

け，止 まるよう命 令 しました。 二 人 は と

うもろこし畑 に逃 げ込 み， 息 を凝 らして

身 を潜 め ました。 印刷 され た啓示 をとう

もろこしの茎 の 問の地面 に置 き， その上

に覆いか ぶ さりました。 暴徒 たちは とう

もろこし畑 の 中で も二 人 を懸 命 に捜 し，

非 常 に接 近 して来 た ときもあ りました。

しか し結 局 二 人 を見 つ け るこ とは で き

ず ，あ きらめて， また町 を壊 そ うと戻 っ

て行 ってしまい ました。

主 の光 は この 二 人 の 若 い女 性 に何 を

すべ きか， そ して安 全 を求 め て どこへ

行 くべ きか を示 しました。 同 じ光 が皆 さ

んのため にも輝 いています 。 その光 は彼

女 たちを守 ったように， 皆 さんの ことも

守 って くれ ます。 若 い女 性 の事 務 局 に

は この 二 人 の女 性 の彫 刻 が 飾 られ ， 当

時 と今 にお ける若 い 女 性 の勇 気 を思 い

起 こさせ ます。

ジェーン・オー ルグ ッド・ベ イリー は新

しい宗 教 の光 をあきらめ ようとせ ず， ワ

イオ ミングの平 原 で寒 さ， 飢 え，病 にあ

ってもくじけませ んで した。 彼女 はほか

の女 性 と手 を取 り合 って， 氷 の 張 る川

を渡 りました。 川の 向 こう岸 にた どり着

いた ときには， 服 は肌 に凍 りつ い ていま

した が ， それ で も進 み続 け ました。 道

中で18歳 の息 子 ラ ング レーは病 気 にな

りました。あ まりの衰弱 のた め，旅 の大

半 を手 車 に乗 って過 ごす ほか あ りませ

ん。 ラングレー は凍 った テ ントを手車 の

上 に敷 い て寝 具 に してい ました。あ る朝

起 き上 が り， 自分は負 担 にな りす ぎてい

ると感 じていた彼 は，隊 よりも先へ 行 き，
かんぽく

死 んで しまお うと潅 木 の下 に横 たわ りま

した。 忠 実 な母 親 が 息 子 を見 つ けた と

き，彼 を しか りこの ように言 い ました。

4月 の花で満開となった，アッセンブリーホール外側の木々。

「手 車 に乗 りなさい。 わ た しが助 けるか

らあ きらめない で。」そ してマー ティン・

ウ ィリー手車 隊 の生 存者 とともに道 を進

め ました。

ソル トレーク盆 地 に到 着 した とき， ラ

ング レーは まだ生 きて いました。 彼 は18

歳 で したが ， 体 重 は16ポ ンド(約28キ

ロ)し か あ りませ んで した。 その18歳 の
そ う そ ふ

少 年 はわ た しの曾 祖 父 です 。 その 若 い

生 命 が救 われ たことに， また家 族 にとっ

て光 であ り， 生 き延 びる見 込 みの ほとん

どなか った息 子 の 命 を守 っ た気 高 い母

親 の不 屈 の精 神 と体 力 に， わた しは感

謝 してい ます。

皆 さんは恐 らく，大 平 原 で吹 雪 の中 ，

手 車 を押 した り， 暴徒 か ら逃 れた りす る

必 要 はないで しょう。 しか し 自分が 守 っ

てい る善 の標 準 を落 とさな くて はつ きあ

えな い友 達 や 流行 ， そ して 誘 い か ら退

か な くて はな らないか もしれ ませ ん。そ

れ は勇気 の要 ることです。 皆 さんは 間も

な く扶 助 協 会 の姉 妹 とな り， やが て母
あかし

親 となり，次 の世 代 に力 と証 を与 えるよ

うに な ります 。 準 備 をす る この時 期 に

「あ きらめるわ。 教 会 の標 準 は高 す ぎる

の よ。純 潔 の律 法 をきちんと守 って生 活

す るなんて難 しす ぎるわ。 わたしは弱い

ん です もの」な どと言 ってい る場 合 で は

ない のです。皆 さんにはで きます 。将 来

の ために行 わな くてはい けないのです 。

わ たした ちは世 にあ って， 世 の者 とな

らない ようにす ることが で きます。 主 は

わ た した ち に世 俗 の冷 た い危 険か ら抜
い

け出 で，主 の光 のぬ くもりへ 来れ と招 い

てい らっ しゃいます 。 そのため には高潔

さ， 性 格 の 強 さ， 信 仰 ， つ ま り主 イエ

ス・・キ リス トによって説 か れた真 理へ の

信 仰 が 必 要 で す。 主 は次 の ように言 わ

れ ました。 「わ た しは世 の光 で ある。 わ

た しに従 って 来る者 は，や みの うちを歩

くことが な く，命 の光 をもつ であろう。」

(ヨハネ8：12)

シ ェリー ・ア ン・ス コフィール ド姉 妹 は

若 くして恐 ろしい試 練 に立 ち向か い，そ

の際 に主の光 が助 け とな りました。 シェ

リーは大 きな信 仰 と天 父へ の愛 を抱 きな

が らそ の試練 に立 ち向か いました。 シェ

リーはある 日， 自分 は病 気 であると感 じ

始 め ま した 。 医 者 にか か り，深 刻 な病

気 であ ると診 断 されました。彼 女 はこの

ように語 りま した。 「怖 か ったです 。 肺
がん

に大 きな塊 が あ り， 医 者 は癌 ， 化 学 療

法 ， 放 射 線 療 法 な ど とい う言 葉 を 口 に
'するようになうた

のです 。」しか し彼女 は

恐怖 に負 けることはあ りませ んで した。

「成 長す るわた し」で 受 けた 訓練 に忠 実

な彼 女 は仕 事 に取 りか か り， 治 療 で 学

校 に行 け ない 問 に達 成 す る 目標 の長 い

リス トを作 りました。 そ して善 い ことを

成 し遂 げ ようと没 頭 しました6ま た受 け

リアホナ/1999年7月 号

113



てい る祝 福 にも気づ いてい ました。例 え

ば神 権 を持 ち祝福 を授 けて くれた 父親 ，

す ば らしい家 族 ，か けが えの ない 友人 ，

優秀 な医者 などです。 シェ リー はこの よ

うに語 りました。 「しか し何 よりもわ たし

には 天父 に対 す る証 が あ ります 。 天 父

がわた しを愛 して くださ り， この試 練 を

乗 り越 えられ るよう助 けて くだ さるとい

う証 があ ります。」

シェ リーは若 い女性 の友 人の ためにこ

の ときの思 いを記 録 に残 しました。彼 女

が語 った一 部 をここで分 かち合 いたい と

思い ます。

「若い女 性 の皆 さんに，今 こそが 天 父

に近 づ く時期 であ ることを知 ってほ しい

と思い ます。 自分 は約束 した ことを実 行

で きるとい うことを天父 に示 せ るよう励

んで くだ さい 。わ た しはその ように努 め

てい ます 。 今 は福 音 につ い て， これ ま

で 知 って いた 以 上 に学 ん で い ます 。 そ

して天父 が わた しとともにお られ ること

を知 ってい ます。痛 み と悲 しみを感 じる

とき， 天 父 もそ のように感 じて くだ さっ

ています。 天 父はわた しに， そ して皆 さ

ん一人 一人 に，その ように感 じるときは ，

ひざ まず いて助 けを祈 り求 め るようにと

望 んで お られ ます 。 なぜ な らば天 父 は

喜 んで助 けようとされ て い るか らで す。

天父 は皆 さん を愛 してお られます 。皆 さ

ん が 人 生 で の試 練 か ら学 べ る よう， そ

して皆 さんが 天父 の 近 くにとどまり，信

仰 を持 てるようお祈 りします 。証 を得 て，

正 しい ことに忠 実 であって ください。」

シェ リー ・ス コフィール ド姉 妹 は1998

年11月3日 ，強 い信仰 の うちに亡 くなり

ました。

親 愛 な る大 切 な若 い 姉 妹 の 皆 さん，

皆 さんすべ てが シェリーやその他 わた し

が 今 晩話 した ような人 たちの ような経 験

をするわ けで はあ りませ ん。 しか しわ た

したち 一 人 一 人 が 人 生 とい う旅 の 間 ，

主 に近づ く必要 が あ ります。

皆 さん が 自分 の 生活 の中 で光 を見 詰

め， それ に従 うた めの助 け となる3つ の

事 柄 を提案 したい と思 い ます。1番 目は

最 も大 切 な ことで す 。祈 って くだ さい 。

天父 に語 りか け， 心 を注 ぎ出 すな らば，

天父 に近 づ くことが で きるで しょう。 そ

して待 ってみ て，心 にわ く感情 に耳 を傾
み た ま

けて くだ さい。 御霊 の促 しが理解 で きる

よう求 めて くだ さい。 心 か ら祈 れ ば，(皆

さん に対 す る)天 父 の偉 大 な愛 を感 じる

で しょう。

2番 目に， 聖 文 を研 究 して くだ さい。

聖 文 は 主 の道 を教 えて い ます 。 そ して
こんにち

今 日どのように生 きるか という質 問 に答
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え てい ます。 ほか の 方 法 で は得 られ な

い光 と御 霊 をわた したちの生 活 にもた ら

しますQ『

3番 目に，熱 心 に善 いことに携 わ って

くだ さい。つ まり家 族 や友 達 に奉 仕 をし

て ください。 教 会 とセ ミナ リーに活発 に

集 って くだ さい。 才 能や技 術 を伸 ば して

くだ さい。 善 い模 範 を示 して くだ さい。

い つ で も， どの ようなこ とにつ い て も，

どの ような所 にいて も，神 の証 人 になっ

て くだ さい。 その ように行 えば， 皆 さん

の 人 生 で の光 は輝 きを増 し， その光 は

表情 に表 れて くることで しょう。

若 い女 性 の事 務 局 か らは神 聖 な ソル

トレーク神 殿 が見 えます 。そ して花 嫁 た

ちが 写 真 撮 影 の た め に外 に出 て来る様

子 が うか が え ます 。 神 殿 結 婚 を した そ

の花嫁 たちは美 しく見 えますが ，そ れは

顔 や 目が 光 り輝 い てい るか らです 。 自

分 たちの 生 活 にお け る救 い主 の影 響 を

理 解 しているか らこそ ，輝 きが 放 たれる

ので す 。 若 い女 性 が 自らを備 え，神 聖

な聖 約 を交 わ し守 り， 神 殿 の儀 式 を受

け るに十 分 なふ さわ しさを身 に付 け ると

い うことには， 非 常 に特 別 な ものがあ り

ます。

わた したちがあ る冬 の嵐 の晩 ， トレー

ラー の光 に従 った ように， シェリー もメ

ア リー ・エ リザ ベ ス もジェー ンも光 に従

い ました 。そ して皆 さん もその ようにで

きます 。 勇気 や力 や 信 仰 が 必 要 にな る

時 が 来 た ら， この 賛 美 歌 の歌 詞 を思 い

出 してください。

よ

主は光 ，夜 も昼 も

近 くませ ば 恐 れな し

(「主 は光」『賛美 歌 』47番)

主 はいつ も皆 さん を助 けて くだ さるこ

とを証 します 。 主 の生 涯 の 模 範 とそ の

教 え は堅 固 で あ り， 確 か な導 きです 。

自信 と完 全 な信 頼 を もって 主に従 うこと

が で きます 。そ れは主 がわ たした ちの救

い主で あ られ るか らです。 わた しは主 を

愛 してい ます 。皆 さんの ことも愛 してい

ます 。 主が 皆 さん を愛 してお られ ること
み な

を イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よって証 し

ます。 アーメン。



日の栄えへの旅
第 一副 管長

トーマ ス ・S・ モ ンソ ン

ま

母親の憂慨，父親の強己 神の霊感を且の当た0に するとき，

皆さん一汎一汎に教虎を受£杁れる準備がで昔るのです。

愛灘撫蘇
人 々に加 え， 衛 星 中 継 を通 して この 会

の模 様 を見 聞 きす る何 万 人 もの 人 々が

い ることを考 えるのは何 と幸せ なことで

しょう。 主 の助 けが あ ります ように祈 っ

てい ます。

ヘ ンリー ・ワ ーズ ワー ス ・ロ ン グフ ェ

ローの優 れ た詩の 中に，皆 さんの ような

若 い人 とその未来 を表現 した ものがあ り

ます 。

美 しき若者 ，そ の輝 き

そ の幻想 と願 い と夢

つづ られる人生 は様 々で幕は下 りず

お とめはヒロインに，男は友 になるのだ。1

愛 す る若 い女 性 の皆 さん ， そ して母

親 ， 教 師 ， 指 導 者 の皆 さん ， 願 わ くは

ここで述べ るわた しの思 い と提 案が ，皆

さんが 現世 か ら御 父の いらっしゃる 日の

栄 えの 王 国へ と歩み を進 め るうえで の導

きとなります ように。

わ た しは 皆 さん を導 き， 永 遠 の 喜 び

に至 らせ る4つ の行動 目標 を入念 に選 ん

でみ ました。次 の4つ です 。

1.■：を月 話め る

2.ノDの内 を 見話 める

3.'外に向 か っτ手 を差 し伸 べる

4.前 に向 か つτ進 む

最 初 の 「上 を見 詰 める」につ いて 話 を

しましょう。

御 父 は わた したち一 人 一 人 に， 御 父

を求 める気 持 ちを植 え付 け られ ました。

聖 文 の言 葉 に は「神 に頼 って生 きるよう

に しな さい」2と高 らか にはっ きりと述 べ

られ てい ます。 どの ような 問題 も， 神 に

とって取 るに足 りない ような ものはな く，

また信 仰 ある祈 りに こた えられ ないほ ど

大 きな問題 もあ りませ ん。 祈 りこそ， 御

霊 の影 響 力 を受 け る手 段 となるのです 。

自分 が何 者 で， どの ような人 物 になって

もらいた い と御 父 が 望 まれ て い るか が

分 かる と， 目的 をもって祈 ることが で き

ます。

「あなたが た は神 の宮 で あって， 神 の
み た ま

御 霊 が 自分 の うちに宿 ってい ることを知

らな いの か」3と い う使 徒 パ ウロの言 葉

を思 い起 こして心 か ら祈 るときに， 御父

に近 づ くのはそん なに難 しいことで はな

いと感 じることで しょう。

御 父 が お喜 び にな る ことを したい と

望 む なら， まず皆 さんの両 親 を敬 って く

ださい。 これが 御 父 の戒 めだか らで す。

両 親 は皆 さんを心 か ら愛 して います 。皆

さんの喜 びが 両親 の喜 びであ り，皆 さん

の悲 しみが両 親 の悲 しみ だか らです。両
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親 は主の与 え られる天か らの導 きが 皆 さ

ん に注 が れるようにと望 んで います 。

期 待 を裏 切 られ た両 親が よく， 自分

の娘 か息 子の ことを「ひ どく困 った10代 」

で あるという言 い方 をす るの を聞 きます

が ， わた しはあ えて皆 さん の ことを「す

ば らしい10代 」と表 現 したい と思い ます。

人 生 とは必ず しも笑 顔や幸 福 ばか りと

は 限 りませ ん。 母 親 の愛 情 ， 父 親 の強

さ， 神 の霊 感 を 目の 当 た りにす るとき，

皆 さん一 人 一 人に教 えを受 け 入れ る準

備 が で きるのです 。

ラッセル ・M・ネル ソン長老 に許 しを頂

いて，御 父 の計画 を知 ることで慰 め られ

る悲 しみ につ いての教 訓を皆 さん と分か

ち合 いたい と思 います 。

ネル ソン夫 妻 には9人 の娘 さんと，息

子 さんが1人 います 。 固い きず なで 結ば

れた ，幸 福 な家 族 で す。 子 供 た ちが ま

だ小 さか ったあ る晩 のこと，両 親 は皆 を

集 め， 父 親が 話 を切 り出 しました。 「た

くさんの 夫婦 が 宣教 師 と して伝 道 に召

され てい て， 伝 道 部 長 に なる と，任 地

に子 供 たちを連 れ て行 くんだよ。」そ こで

父親 は少 し問を置 いて， こう問 いかけま

した。 「もしもお母 さん とお 父 さんが そ

の ような責 任 に召 され た ら， み んなは一

緒 に来 て くれ るかい 。」

ネ ルソ ン長老 は子 供 た ちの 答 え を待

ちま した。一 人 の娘が こう言 いました。

「お 父 さん， きっ とお父 さんは召 され な

いわ。 だってわ た しは高校 でチ アリーダ

ーをやっているんです もの1」

年 長の子 供 もこう言 い ました。「わた し

は行 けないわ。わ たしには大学 が ある。」

10代 の子 供 たち も口 々に話 し出 しま

した。 する と，年 の行 かないエ ミリーが

澄 ん だ心 で こう答 え ました 。 「お 父 さん

が 召 され たら， わた しも行 く。」

実 際 に どの 子 供 も行 く気 持 ち はあ っ

たので しょうが ， エ ミリーの単 純 なが ら

心 か らの答 えに，皆 は感動 し涙 を流 しま

した。

それか ら年 月 は瞬 く間 に過 ぎ去 り，子

供 たちは結 婚 し， 孫 たちにも恵 まれ まし
がん

た。 エ ミリー は恐 ろしい癌 に 冒され なが

らも雄 々しく勇敢 に 闘い抜 いて，天 に召

され ました。

ネルソン長 老 は葬 儀 の席で話 を しまし



た。 わたしはこれ 以上 にす ば らしく，愛

にあふ れたメ ッセ ージを 聞いた ことが あ

りませ ん。 長 老 は救 いの 計 画 につ い て

話を し，家 族が 永遠 に続 くとい う神 の約

束 につ いて 述べ ました。 長 老 は静 か に

語 りました 。 「エ ミリー は少 し早 く現 世

を卒 業 して しまった ようで す。」どれ ほ ど.

教 え諭 され た瞬 間だったで しょう1

ひつ ぎの 後 に続 く一 族 の 長 い列 の 中

に， エ ミリーのまだ幼 い二 人 の子供 たち

を腕 に抱 えて 歩 く長 老 の 姿 が あ りまし

た。 式 に参 列 したす べ て の人 が ， い な

が らに して真 理 と教 訓 を学 ん だので す。

わた したちは皆 「天の 国 を見 詰 あ る」よ

うに， 霊が鼓 舞 され た思 いが しました。

第2は 「心の 内を見 詰 める」です 。

皆 さん，次の ことを自問 して くだ さい。

「自分 は どこに行 きたいか ，何 にな りた

いか， 何 をしたいか知 っています か。」

主 は この質 問 に こう答 え られて い ま

す。 「最 良 の書物 か ら知 恵 の言葉 を探 し

求 め，研 究 によって， また信 仰 に よって

学 問 を求 めなさい。」4

聖 文 や 両 親 の 指 導 ， また初 等 協 会 ，
せいさん

若 い女 性 ， 日曜 学校 ，聖 餐 会 ， セ ミナ

リー で の熱 心 な レ ッス ンを受 け る こ と

は， 皆 さん を強 め ，最 良の 自分 にな る

決 意 をさせて くれます 。

教 会 で も学 校 で も 目的 を もって 学 び

ましょう。、自分 の 目標 や達 成す るための

計画 を書 き出 してみ ましょう。 目標 は高

く設 定 して くだ さい。 なぜ な ら皆 さん

は永 遠 の祝 福 を受 ける能 力 が あ るか ら

です 。

人 は旅 を始 め る前 か ら， 人生 で起 こ

るであろ うす べ ての ことを知 るこ とが で

きると期 待 してはな りませ ん。人 生 の旅

路 で は ，考 えて いた の と異 なる決 定 や

選 択 をす ることもある と予 期 してい な く

てはな りませ ん。 それ でも， 東か 西か ど
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ちらに行 くべ きか も分 か らず 目的 も持 た

ず にいると，望 んでい たとお りの旅 の終

着 点 にた どり着 くの を期 待 す ることはで

きませ ん。 皆 さん は 目的 に か な った決

定 を下 すべ きです 。

ル イス ・キ ャロルの有 名 な物 語 ，『不 思

議 の国の アリス』にあ るように， アリスは

1本 の道 を通 って不 思議 の国 の森 にた ど

り着 きました 。す るとそ こで 道 は二つ に

分 か れてい ました。 どち らの道 にす るか

決 めか ねたア リス は， 突 然木 の近 くに現

れ たチ ェシャ猫 に尋 ね ました。 「どっち

へ 行 きたいのか ね」と猫 が 尋ね ました。

「分 か らないわ」

「そ れ じゃあ どっち を選 ぼ うとた い し

た違 いはないね。」5

わた したちは どこへ行 きたいか を知っ

て い ます 。 はた して わた したちは 「信 仰

によって」 そこに到 達 する決心 がで きて

い るで しょうか。

「き 〔て〕 わた しに学 び なさい」6と主 は

言 わ れ ました 。 「わた しに従 って きなさ

い 」7と主 はお命 じにな りました 。主 の優

しい招 きに肯 定 的に こた えることで ，皆

さ ん は 「外 に 印 訟;ρ て奉 仕 の 手 を差

、し伸 べ る」という次 の 目樗 へ の準備 が で 「

きます。

使 徒 パ ウロは賢 明な勧 告 を与 えて い

ます。 「あなたは ，年 が 若い ために人 に

軽 んじられ てはならない。 む しろ，言葉

に も， 行 状 に も， 愛 に も， 信 仰 に も，

純 潔 に も， 信者 の模 範 になりなさい。」8，

若 い女 性 の 皆 さん ，皆 さんが ほか の

人 々の生 活 に手 を差 し伸 べ ， 祝福 を与

える機会 は計 り知 れ な いほ どあ ります 。

例 え ば， 神 殿 に行 く特 権 につ い て考 え

て み て くだ さい 。 そ こ で は亡 くな った

人 々の 身代 わ りとしてバ プ テス マの 祝

福 を もた らす という奉 仕 を行 うことがで

きます。

ある朝 の こと，神殿 に向 かって歩い て

いると，死 者 のためのバ プテスマに早朝

か ら参 加 した若 い 女 性 の グ ルー プを見

か けま した 。髪 はぬ れて い ましたが ，そ

の笑 顔 は輝 き，心 は喜 び で満 たされ て

い ました。 一 人 の 少 女 が神 殿 を振 り返
き ょう

り，心 を込 め てこ う言い ました。 「今 日

は わた しの人 生 で い ちば ん幸 せ な一 日

だ ったわ。」



生 きてい る人 々に奉 仕 す る機 会 もあ り

ます 。 それ ば か りか ， 口 で言 い表 せ な

いほ どの 喜 び を彼 らに もた らす こともで

きるの です 。 世 話 を必 要 とす る，病 気

や 老 齢 の 人 々に とっては養 護 老 人施 設

が家 庭 とな ります 。そ こに暮 らす人 々は

若 か ったころを懐 か しが ります 。 そ して

家 族 との交 わ りや家 庭 の安 らぎを切 望 し

てい ます 。

教 会 の礼 拝 行 事 を行 う目的 で ， ある

老 人 ホー ムに行 った ときの ことです 。 車

いす の入 居 者 に聖 餐 が 配 られ た後 ，皆

さん と同 じ年 ごろの若 い女 性 がバ イオ リ

ンの独奏 をして くれ ました。 年老 い た姉

妹 たちは非 常 に感 激 して，「お上 手 」「す

ば らしい」「あなた が大 好 きよ」と口々に

感嘆 の声 を上 げ ました6そ のような気 を

散 らす か もしれ ない 賛辞 は， 演 奏 を妨

げ るどころか，彼 女 の演奏 をさらに高い

レベ ルに到 達 させ て くれ ました。

その 日，彼 女 はわた しにこう言 いまし

た 。 「今 まであ ん なに うま く弾 け た こと

はあ りませ んで した。 何 か が わ た しの

力 以上 の もの を引 き出 して くれ たようで

す 。 天 父 の愛 か ら来 る霊 的 な力 だ と思

い ます。」

わた しは彼 女 にこ う言 いま した。 「あ
はらから

なた が た が 同 胞 の ため に 務 め るの は，

とりもなお さず ， あなたが たの神 のため

に務 めるのであ る……」9と。

彼女 は「その とお りです ね」とい うよう

にうなず くと，.大切 そ うにバ イオ リンを

ケー スに しまい ました 。そ して喜 びの涙

を浮 かべ なが ら，席 に戻 って行 きました。

願 わ くはわた した ちが 「外 に向 か って

手 を差 し伸 べ る」ことを心 に留 めてい ら

れ ます ように。

最 後 は 「前 に向 か って進 む」で す。 成
ちゅうちょ

長 と奉 仕 の機 会 や 勧 め に対 して躊 躇 す

ることの ない ように しまし ょう。 行 動 を

引 き延 ばす ことは時 間 が盗 まれ るのと同

じです。 日々の チャレンジに立 ち向か い

ま しょう。 母 親 の 目を見 て 「お 母 さん ，

大 好 きよ」という優 しい言 葉 をか けた の

は どれ くらい前 のことです か 。 また皆 さ

んを養 うために苦労 して働 いてい る父親

につ いて は どうで しょう。 父 親 も「大 好

き」とい うそ の言 葉 を子 供 の 口 か ら聞 い

た らほ ん とうに うれ しいので はないで し

ようか。

両 親 のあ りが たみに慣 れ っこになって

いるあ まり， 自分 に とって両親 がい かに

大切 であ り，両 親 にとって 自分 が いかに

大切 か を理 解 で きず にいることが あ りま

す。 これ と同様 の 実 例 は教 室 で も発 生

します。 オ リ.ンパ ス 中学 校 で 磁 石 の 勉

強 をした後 に行 った質 問の一 つに，「『M』

で始 まって物 を拾 い集 めるもの は何 で し

ょう」とい うの があ りましたが ，3分 の1

以 上 の生 徒 が 「Magnet(磁 石)」と言 う

代 わ りに 「Mother(母 親)」と答 えたそ う

です 。

皆 さん の進 歩 を 阻む現 世 の試 しや 妨

害 に対 抗 して行 動 を起 こして ください。

皆 さん が 受 ける 資格 の あ る祝 福 に，

祝 福 師 の 祝福 が あ ります 。皆 さんの 両

親 や 監 督 は皆 さん が祝 福 を受 け るのに

ふ さわ しい 時 期 を知 ってい ます 。 祝 福
たまもの

師 の祝 福 は皆 さんの 潜在 的 な賜 物 につ

いて も触 れ ます 。 この祝 福 は皆 さん に

とって ，丘 の上 にそ びえる灯 台の ように

危 険 を警 告 し， 静 か で安 全 な港 に案 内

す る ものとなるで しょう。 それ は， その

ような祝福 を皆 さんに与 えるために召 さ

れ， 任 命 され た祝 福 師 の 口 か ら出 る預

言 の言葉 です 。

この機 会 にわた しの 心 か らの感 謝 を

皆 さん の両 親 ， 教 師 ，指 導 者 にお伝 え

したい と思い ます 。彼 らは皆 さんの 良き

模 範 です 。彼 らは皆 さん の人 生 には失

望 ， 落 胆 の 日々， 個 人 的 な挫 折 が 襲 っ

て くることを知 ってい ます 。彼 らはそ の

ような経 験 を克服 し， 日の栄 えへ とつ な

が る生活 を続 ける道 を示 して くれ るで し

ょう。人は一 度最 良の もの を経 験す ると，

普 通 の もので はもはや満足 で きなくなる

ことを覚 えてお いて ください。

何 年 か 前 の こ とに な ります が ， ジ ャ

ミ・パ ーマー とい う当 時12歳 の愛 らしい

少 女 が 両 親 に連 れ られ て ， わた しの事

務 所 に車 い すで や って 来 ました。 彼 女

は癌 と診 断 され て お り， 手術 が 必要 で

した。 あ らゆる治 療 を受 けなけれ ばな ら

ず，快 復 に もかな りの時 間が かか るよう

で した。 そん な緊 迫 した折 りにわた した

ち は会 いま した 。 父 親 は夢 ，希 望 ，計

画のすべ てが お預 けとなって しまい，意

気 消 沈 してい る娘 の祝福 にわた しも加 わ

って くれ るように と頼 み ました 。 わた し

た ちは皆 ， 涙 を流 しなが ら， 神 権 の祝

福 を施 しました。

わた しはそ れか らも， ジャ ミと家 族 に

続 けて会 うように して きました。 あれ か

ら何 年 もた ちました。 ジ ャミは生 命 を脅

か す病 気 に苦 しんでい る若者 を守 る「メ

イ ク・ア ・ウイ ッシ ュ(希 望 をか な える)

財 団」の広報 担 当者 として ，奉仕 の手 を

惜 しみ なく差 し伸 べ て きました 。 ジャミ

は美 しい若 い女 性 に成 長 しま した 。彼

女 は現在 ， ブリガ ム・ヤ ング大 学 の学 生

で ， 健 康 に暮 らして い ます 。 ジ ャミは

精 錬 す る者 の火 を くぐ り抜 け， 寿 命 を

延 ば しました。 彼 女 は困難 な年 月の 問，

自分 を支 え て くれ たす べ て の人 たち に

感 謝 して い ます 。特 に御 父 に 対 して，
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今 ，元 気 で生 きていられ ることを感 謝 し

ています。

ジャミの人生 におけ る分 岐点 は，癌 の

治 療 を受 けていた早 い時期 にやって来 ま

した。 ジ ャミとワー ドの青 少 年 たちはテ

ィンパ ノゴ ス洞 くつ にハ イキ ング に行 く

計 画 を立 てました。 行 った ことのある人

な ら分 か ると思 いますが ， あの コース は

険 しくて ，永 久 に洞 くつ にはた ど り着 け

ない気 す らして きます。 ジ ャミは残 念そ

うに友 人 たちに言 い ました。 「その ハ イ

キ ングなら一緒 には行 けないわ。」

「どうして」と彼 らが 聞 きます 。

「わた しには歩 けない もの」とジ ャミが

答 えます 。

一 瞬の沈 黙 があ りました。 それ か ら一

人 が こう答 えました。 「ジ ャミ， あな た

が歩 けないの なら， わた した ちが 運 んで

あげ るわ。」 こうして彼 らは ジャミを運 ん

で登 り，帰 って来たの でした。

若 い女 性 の皆 さん， 皆 さん はもう「上

を見詰 め」「心 の 内 を見 詰 め」「外 に向 か

って 手 を差 し伸べ 」「前 に 向か って進 む」

ことがで きます か。 これ らを実 行 するな

らば，受 ける報 いは大 きく， 栄光 は永 遠

のもの となるで しょう。'o
あかし

愛す る姉 妹の皆 さん， わたしは証 を述

べ たい と思い ます 。御 父 は生 きてい らっ

しゃい ます。 イエ スはキ リス トで す。 わ
こんにち

た したちは今 日，わ たしたちの時代 のた

めに召 された預 言 者 ゴー ドン・B・ヒンク

レー大管 長 に導 かれ てい ます。
み な

イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よっ て ， アー

メン。
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●ソル トレーク ・タバナクルか ら中継され た衛星放送

1999年2月21日

子羊を見 いだ し，

羊を養う
大管 長

ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー

ノじプテスマを受けた凶一λ一凶がカづ仇5れ ，主の福昔のぬくもりを感じる

ようになっτωくのを見届ける債 任ば，わたした右一弧一ソ∪こありますゆ

愛1欝難諜
す 。 また皆 さんの多 くの働 きに も感謝 の

気 持 ちをお伝 え したい と思 い ます。 皆 さ
み わ ざ

ん は主 の御 業 を成 し遂 げ るため に， 時

間や活 力 そ して財 力 をささげて います。

献 身し，求 め られ ることをす べ て実行 し

ようとしている皆 さん を， 主 は確 かに愛

してお られます 。

皆 さんにお話 ししす るのはす ば らしい

ことで すが ， 同時 に重 大 な責 任 で もあ

ります 。 「ヒンクレー大 管 長 は何 か新 し

い ，あ っと言 わせ るようなプ ログラムを

発 表す るの では ないか 」と思 って い らっ

しゃる方 がい るか もしれ ませ ん。 はっ き

り申 し上 げて お きます が ，そ の ような

ことについ てお話 しす るつ もりは あ りま

せ ん。 全 世界 の伝 道活 動 に深 い 関心 を

寄せ ている十二 使徒 会 の兄 弟 たちか ら，

この最 も大 切 な業 に つい て わた しが 感

じてい ることを話 してほ しい と頼 まれ ま

した。

最：終 的 な数 か らす れ ば， この集 会 は

伝 道 活 動 に関 して これ まで 開 かれ て き

た集 会 の 中で 最 大 規模 の集 会 とな るこ

とで しょう。 この タバ ナ ク ル は満 席 で

す。 この 集会 の模様 は全 世 界 で働 い て

いる5万9，000人 近 くの専 任 宣 教 師全 員

が見 ることにな ります 。 さらに ，伝 道活

動 に 関心 と責 任 を持 つ 何 千 人 ， い や ，

何 十万 人 の教 会 役 員 が わ た した ち とと

もに集 まり，あ るいは この会 の模 様 を後

で見 ることで しょう。 前 もってお 断 りし

てお きますが ， この集会 はか な り長 くな

ります 。わた しは年老 い ています。 今後

どれほ ど生 きられ るか 分か りませ ん。 し

た が って ，話 す 力 が あ る うち に， 話 す

べ きことをお話 ししたい と思 い ます。 こ

れ か らお話す るような長い話 を再 びで き

るか どうか分 か らないか らです 。 間に賛

美歌 を挟 んで ，2回 お話 しします 。合 わ

せ て約40分 間話 す ことになる と思 い ま

す。 あ らか じめこうお断 りしましたので ，

くつ ろいで 聞 きたい と思 う方 もい らっし

ゃるで しょう。 気 持 ち よくお 眠 りいただ

いてけっこうです 。

先 日， わた しは これ まで に出 会 った
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人 々の 中 で最 も熱 意 にあふ れ る改 宗 者

の部 類 に入 る方 とお 話 ししました。 シカ

ゴで 開 か れ た大 きな集 会 に出席 したわ'

た したち は，ユ ナイテ ッドセ ンターに集

まった約2万 人 の教 会員 とお会 い しま し

た。 この会 場 はバ スケッ トボールチー ム

の シカゴブルズが本 拠 地 としている施 設

で す 。 同地 に滞 在 中 ，教 会 員 に なって

日の 浅 い ランデ ィー ・チ アス トリ兄 弟 が

わた した ちの ために車 を運転 して くれ ま

した。 シカゴで 車 に乗 って いた 長 い 時

間 ，彼 は伝 道 活 動 につ いて話 し，「教 会

は世 界 で最 もすば らしい組織 です」と言

って称 賛 し，福 音 と救 い の計 画 が 自分

の人 生 で 出 会 った最 も偉 大 な事 柄 だ っ

た と話 して くれ ました。 ラ ンデ ィーが教

会 を知 った のはナ ンシー とデー トを した

ときで した。彼 はナ ンシ「 を夕 食 に連 れ

て行 きました。 最初 の デー トで ，ナ ンジ

ー はお 酒 を飲 まな いこ とを話 しました。

ワインも飲 まない と言 い ました。 何 と変

わ った 入 だ ろ うと彼 は思 ったそ うで す。

そ れ は彼 女 の信 仰 に反 す る し， た ば こ

もだめだ と言 われ ました。 こうして， 彼

女 の宗教 が二 人 の話題 にな りました。

最初 の デー トか ら1年 目に当 たる 日に

二 人 は結婚 しました。 けれ どもランデ ィ

ーはナ ンシーの宗教 を受 け入 れ ることが

で きませ ん で した。 彼 は幾 つ か の疑 問

を解 決 するのに8年 近 くかか りました。

二 人 一組 の宣 教 師が 次 々に来 て ，福

音 を教 えました。 そ してつい に， ランデ
み た ま

イーは御 霊 を感 じました。 そ して， 昨年

の3月 にバ プテスマを受け ました。

ランデ ィーはクモ ラの丘 を訪 れ， ノー

ブー を訪 れ ました。 「わた しは17の 神 殿

を訪 問 しましたが ，外 か ら眺 めるだ けで ，

中へ 入 った ことはあ りませ ん 」とランデ

ィーは話 してい ました。 そ れで も彼 は，

行 くことので きる神 殿 をすべ て訪 れ まし

た。 彼 は今 ， 神 殿 の 中へ 入 る 日が来 る

のを楽 しみ にしてい ます。 それは4月 に，

シカ ゴで 実 現 す るで しょう。 ラ ンデ ィ

ー は 自分 自身 のエ ンダ ウメン トを受 け
，

翌 日， ナ ンシーとの結 び 固めを受け るの

です 。

ランデ ィー はバ プテスマ を受 けるとす

ぐに責 任 を受 け ました。 アロン神権 に聖

任 され ，教 会 員 になって か ら約9か 月後



には メル キ ゼデ ク神 権 の 長 老 に聖 任 さ

れ ま した 。 彼 は教 会 を愛 して い ます 。

福 音 を愛 す る気 持 ちで い っ ぱ いで す 。

福 音 が 生 活 の 中心 を 占め る ように な り

ました。福 音 について人 々に話 さず には

い られ ませ ん。 毎 朝 毎 晩 ， ひざ まず い

て ， 自分 の 人 生 に起 きた不 思 議 な出 来

事 を主 に感謝 しています 。

わた しは ランデ ィーの話 を聞 いてい る

間 に ，幾 つか の 大 切 な ことを学 び まし

た 。 第1は ， 教 会 員 の模 範 が 持 つ 途 方

もな く大 きな力 で す。 ランデ ィーに関 心

を持 たせた のは，最 初 のデー トで ナンシ

ーが 酒 とワインを飲 まない ことにつ いて
きぜ ん

示 した毅 然 としなが らも穏 やか な態度 で

した。 宣 教 師 た ちは何 年 もの 問彼 に教

えま した。 しか し， 主 を愛 す る ように，

そ して救 い の計 画 を理 解 で きるように，
かぎ

彼の心 の 扉 を開 く鍵 とな ったの は，ナ ン

シーだ ったの です。

わた しが学 ん だ第2の ことは，相 手 が

多少 なりとも関心 を持 っていれ ば， 決 し

てあ きらめ ない ことです 。 ラ ンデ ィーが

教 会 に入 るには8年 近 くか か りました。

頭で は分か って いても， 大 きな一歩 を踏

み 出す の を恐 れ てい たの でず 。 家 族 の

伝 統 を捨 て， 新 しぐ， な じみ の 薄 い ，

そ して理解 しに くい もの を受 け入 れ よう

としていました。

第3は ， 彼 がバ プテスマ を受 けてす ぐ

に責 任 を受 けた こ とです 。：監 督 は ， 彼

が 召 しを果 た して い くには か な りの チ

ャレンジが伴 うことを承知 してい ました。

彼 はその召 しを十 分 に果たせ るで しょう

か。 監 督 はその ようなことにつ いて ほと

ん ど気 に留 め ませ ん で した。 監 督 の 目

に映 った のは 熱 意 にあ ふ れ た新 しい改

宗 者 で した。 そ こで ， 監 督 は彼 が 成 長
よ

で きるように責 任 を与 えたので した。

監 督 は彼 に は教 会 内 に友 達 が い るこ

とを知 ってい ました。 第 一 は もち ろん，

奥 さんのナ ンシ憎で した。そ のほか にも

質 問に答 え，彼が 理解 で きない ときに忍

耐 強 く耳 を傾 け る ことの で きる有 能 な

人 々が 周 りに何 人 か い ました。 彼 は一
くらやみ

人 にされ て，手 探 りで暗 闇 を歩 む ことは

あ りませ んで した。彼 には，喜 んで 時間

・を割 いて彼 と話 し合 って くれ る人々がい

ました。

会員を通 して新しい改宗者が見つかるとき，伝道活動は成功する。

彼 は教 会 につ いて知 るべ き事 柄 をす

べ て知 って いるで しょうか。 い いえ， も

ち ろん知 りませ ん 。 彼 は絶 えず 学 び 続

け てお り， いっそう教 会 に対 す る熱 意 を

増 し加 えているのです。

彼 は 自分 が 見 い だ した もの に夢 中 に

なってい ます。 神殿 にお いて， さらにす

ば らしい祝 福 を受 け た い と願 って い ま

す。 教 会員 になってか ら1年 足 らず の問
あかし

に ，彼 の証 は強 くしっか りした ものにな

りました。 彼 は まさに理想 的 な 改宗 者

だ と， わた しは思 い ます 。 そ して彼 の

熱 意 は 人 か ら人 へ 広 が って い ます 。 わ

た したちは このような人 をもっ と必要 と

しています 。 そ して，そ のような人 に働

きか けるさらに多 くの人 を必要 としてい

ます。

人々た教会に連れて来る

この業 の初 期 の時代 か ら， 伝 道 活 動

には4つ の段 階 があ ります。

1.求 道者 を見つ ける。

2.求 道者 を教 える。

3.ふ さわ しい 改宗 者 にバ プテス マを

施す 。

4.新 会 員 をフェローシップし，強める。

昨 年 ，教 会全 体 で約30万 に上 る改宗

者 の バプテ スマ が あ りました 。 これ は実

に大 きな意 義 の ある数 字 で す 。 これ は

2，500人 の会 員 の い るステー クが120で

きる数 です。 考 え てみて くだ さい。1年

に，新 しいステー クが120で きるのです 。

す ば らしい ことです 。 しか し， これで十

分 で はあ りませ ん。 非 現実 的 なことを申

し上 げ るつ もりはあ りませ んが ，教 会員

としてわた したちが一 人一 人 に与 えられ

て いる義 務 を理 解 し， 主 に助 け を求 め

て心 か ら祈 り，全 員が 一 致 協 力 す るな

らば ， この数 は2倍 に なります 。最 初 の

大 きな課 題 は興 味 を持 つ 求 道 者 を見 つ

け るこ とです 。 宣 教 師 の活 動 とは単 に

ち らしを配 ることだ と考 えてい る会 員 が

大 勢 い ますbし か し， 宣 教 師 の活 動 を

知 ってい る人 は， もっ と良い方 法が ある

ことを知 っています 。 それは教 会員 を通

じて行 う方 法 です 。 教 会 員 が 求道 者 を
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紹介す ると， そこには即 座 に対 応 で きる

支援 体 制 が あ ります 。 教 会 員 は この業

が真 実 で ある ことを証 します 。 求 道 者

で あ る友 達 の 幸 せ を心 か ら願 ってい ま

す。 そ して， 友 達 が福 音 を学 んで進 歩

す るのを見 て ，感動 す るのです 。

実 際 に教 え るのは専 任 宣 教 師 か もし

れ ませ ん が ，教 会 員 は， 宣教 師が 教 え

る際 に家庭 を提 供 す ることによって支援

す ることが で きます 。教 会員 はこの業 が

神 の 業 で あ るこ とに つい て 心 か らの 証

を述 べ ます。 会 員 は 宣教 師が 近 くにい

ない ときに，求 道 者 の質 問 に答 えます。

会 員 は， 大 きな， 時 には 難 しい変 化 を

遂 げ ようとす る求道 者 の 友 達 に な るの

です。

福 音 は恥 とす るような もので はあ りま

せん。 む しろ誇 りとす る もの です。 パ ウ

ロは テモテ に「あ なた は， わた した ちの

主の あか しをす ること… … を， 決 して恥

ずか しく思 ってはならない」と書 き送 りま

した(2テ モ テ1'8)。 福 音 を分 か ち合 う

機会 は どこにで もあ ります。

ウ ィリアム ・ゴー ム リー博 士 はテ キサ

ス 州 コーパ ス ・クリス テ ィで ス テー ク会

長 を務 め ました。 彼 はガソ リンを入 れる

ス タン ドを決 めて いま した。 ガソリンを

入 れ る度 に，教 会 の印刷 物 を経営 者 に

渡 してい ました。 パ ンフレソ トや教 会 の

機 関誌 ， あるいは 『チ ャーチニ ューズ』

(ChαrchNews)な ど， 必ず何 か を置い

てい きました。 ガ ソリンス タンドの経 営

者 は印 刷 物 を読 ん だ ときに御 霊 の力 に

よって改 宗 しました 。前 回 わ た しが 調

べ た ところで は ，彼 は監 督 として働 い

てい ました。

新 しい 人 を教 会 に連 れ て来 るの は宣

教 師 だ けの責 任 で はあ りませ ん。 教 会

員 が 中 心 にな って 新 しい 求 道者 を見 つ

ける ときに， 宣 教 師は 最 大 の成 功 を収

めることが できます。

教 会 のす べ ての監 督 が 会 員 た ちに一

つ のモ ソトー を掲 げ ることを提 案 したい

と思い ます。 それ は 「ワー ド発展 のため

に全 員 で働 こう」とい うこ とです 。 この

言 い方 が 文 法 的 に正 しい か どうか定 か

で はあ りませ んが ， 言 お うとして いるこ

とは間違 ってい ない はず です 。

「人 々に真 理 の知 識 をもた らす 力 が一

人 一 人 に秘 め られ てい る」ことを，す べ

て の 会 員 の心 に刻 み 込 ん で くだ さい 。

会 員が このために努 力す るよう導 いて く

ださい 。 この ことについて大 い なる熱 意

を もって祈 るよう励 ま して ください。 会

員 一 人一 人が いに しえのアルマ のように

祈 るよう導 いて くだ さい。

「おお ， 主 よ， どうか わた したちが こ

の民 をキ リス トにあ って再 び あなたの み

もとに連 れ戻 す の に ，成 功 を収 め られ

る ようにしてくだ さい。

ま ことに， お お ，主 よ，彼 らは貴 い

人 々 で あ り， そ の多 くは わた したち の
はらから

同 胞 で す。 です か ら，主 よ， わた した

ちが 同胞 であ るこれ らの人 々を再 びあな

た のみ もどに連れ 戻 す ことが で きるよう

に，わ たしたちに力 と知 恵 をお与 え くだ

さい。」(アルマ31：34-35)

わた しは，皆 さんたち宣教 師 のことが

心 に か か ってい ます。 皆 さん は伝 道 活

動 を一 人 で 行 って ，立 派 に成 し遂 げ る

ことはで きませ ん。 ほか の人 々の助 けが

必 要 です 。 その助 ける力 は会 員 一 人 一

人が 持 って います 。けれ ども，皆 さんは

で きる限 りの ことをしなけれ ば な りませ

ん 。 熱心 に伝 道 しな けれ ばな りませ ん。

皆 さんが 会 員 か ら紹 介 を得 るため に働

か な い ときは ，街 頭 伝 道 や ほか の方 法

によって， 自分 で その ような人 を見つ け

るの です。

先 日わ た しは， 親 しい友 人 の 葬儀 で

話 をする機会 が あ りました。何 年 か前 に

彼 は伝 道 部 長 として働 きました。 伝 道

地 に着 い た とき， 彼 は 自分 にそ の責 任

を果 たす 力 が まった くない と感 じま し

た。 前任 者 は非常 に優 れた 人 で， 卓越

した能 力 を持 ち，優 秀 な指 導者 で あ り，

非 常 に有 能 な伝 道 部 長 で した。 そ の よ

うな人の後 任 に召 されたので した。

この新 しい伝 道 部 長 は伝 道 部 を引 き

継 いで か ら， 宣 教 師た ち との 集会 を開

くため に伝 道 部 内を 回って， この ように

言 い ました。 「わ た しは若 い ころ，伝 道

に出る機会 が あ りませ んで した。 ですか

実際に教えるのは専任宣教師たか 会員は主の業の神聖さに対する
あカ し

心からの証を述へることによりそれを助けることかてきる。
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つ

ら，皆 さんが どの ようなことを経 験 して

いるか を知 りませ ん。 で も全 力 で 働 き，

最 善 を尽 くして くだ さい。 祈 りを忘 れ ず

に， 一 生 懸 命働 いて ，刈 り入 れ は主 に

ゆだね てください。」

そ の ような精 神 が 伝 道 部 中 にみ な ぎ

り，愛 が一 人一 人 に差 し伸 べ られ た こ

とによって ， まった く新 しい気 持 ちで全

員 が 働 き始 めま した 。 会 員 た ちは宣 教

師 を支 援 しました。 そ して，1年 で改 宗

者 の数 は2倍 になりました。

次 のモ ロナ イの 言 葉 は 宣教 師 と改 宗

者 に向 けられた もの です 。 「あ なたが た

は， ふ さわ しくない ままでバ プテ スマを

受け ることのない ように しな さい 。ふ さ
せいさん

わ しくない ままで キ リス トの聖 餐 を受 け

ない ように しなさい。 む しろあなたが た

は ， ふ さわ しい状 態 ですべ て のことを行

い， しか も， 生 け る神 の御 子 イエス ・キ

リス トの名 に よって 行 うように しなさい。

この ように行 い，最 後 まで堪 え忍 ぶ なら

ば ，あ なたが たは決 して追 い出 され るこ

とはないであ ろう。」(モルモン9：29)

教 会 に入 るときのふ さわ しさにつ いて

ジョセ ブ・F・ス ミス大 管 長 はこの ように

記 してい ます 。 「人 はバ プ テズ マを志 腰

す る前 に教 えを受 けな けれ ばな らない。

で は，何 を教 わ るのだ ろうか 。 それ は，

神 とイエ ス ・キ リス トと聖 霊 を信 じる信

仰で あ り，祈 りの効 果 を信 じる信 仰 ， イ

エ スが 教 え られ た福 音 の儀 式 と原 則 を

信 じる信仰 ， この福 音 と福 音 にまつ わる

すべ ての力 が 預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に

回復 され た ことを信 じる信 仰 ， 預 言 者
み て

ジョセブが主の御手に使われる者となっ

て設立した教会を信じる信仰，生ける
しもべ

神が承認しておられる僕として神権者

を信 じる信仰，現代に与えられた啓示

を信 じる信仰，末日聖徒に要求される

業が成果を上げることを信 じる信仰，
じゅうぶん

什分の一の原則そして神の律法で規定

され，物心両面で求められている事柄
み ま え

を信 じる信 仰 ， そ して最 後 に主 の御 前

に義 にかなった生 活 を送 ることを信 じる

信 仰 である。」("Baptism3血 ～provθme祝

Era，January191!，267-68)

会員としての責任奄果たす

さて兄 弟 姉 妹 の 皆 さん ， わた した ち

は伝 道 活動 を宣 教 師 だ けに行 わ せ るこ

とも， 手伝 うこともで きます 。 もし，宣

教 師 だけ に行 わ せ る とす れ ば， 彼 らは

来 る日 も来 る 日も ドアをノックす るこ と

にな ります 。 そ してわずか な収穫 しか得

る ことが で きない で し ょう。 あ るい は ，

教 会員 として わた した ちは ， 求 道 者 を

見 つけ ，そ して教 えることについ て宣教

師を助 けることが で きます。

ζれ はだれの責 任 で しょうか。 ステー

ク会 長 とそ の評 議 会 か ら順 にお話 し し

たい と思 います 。各 ステー クに はステー

ク伝 道 部 が あ り， ス テー ク伝 道 部 長 が

います 。 これ は彼 らの責任 であ って， ス

テー ク会 長 に よる全 般 的 な指 示 を受 け

なが ら， 求 道 者 を見 つ けて， 彼 らを励

ます とい う務 め を絶 えず実 行 してい きま

すq求 道 者 を見 つ け るた め の働 きは ，

すべ ての教会 員が 行 います 。

教 会 のす べ て の ス テー クにお い て ，

福 音 のメ ッセ ージに耳 を傾 け る人 々を見

つける機 会 に気 づ く能力 を高め て くだ さ

い。 これ を行 うに当 たって， わた したち

は攻 撃 的 にな る必 要 も，尊 大 にな る必

要 もあ りませ ん。 わた したちが携 えるこ

とので きる最 も効 果 的 なちらしは， わた

したち 自身 が善 良 な生 活 を送 るこ とで

す。 この業 に携 わ っていると， わた した

ちの生 活 は改 善 され ます 。 なぜ な らば，

わ た した ちが 真 理 に導 こ うとしてい る

人 々の 進 歩の 妨げ になる ような ことを行

った り， 言 った りしな いように注 意す る

ようにな るか らです。

ステ ー ク会 長 と地 方 部 長 の皆 さん ，

ス テ ー クや地 方 部 で 求 道 者 を見 つ け，

友 達 になることについ て， あらゆ る義 務

と管理 責 任 を引 き受 けて ください。監 督

と支 部長 の皆 さん も， ワー ドや支 部にお

い て同 様 の責 任 を引 き受 けて くだ さい。

皆 さん は， この働 きについ て主の前 に神

聖 な義務 を負 って い ます 。 自ら模 範 を

示 し ， 霊 感 に よる 指 導 の 下 で ほ か の

人 々が 実 行 で きる ように して くだ さい。

これを行 う能 力 と意志 が あなたに備 わっ

ているこ とにつ いてわ た したちは全 幅 の

信 頼 を置 いてい ます 。

教 会 の あ らゆ る レベ ル で， 伝 道 活 動.

へ の熱 意 をか き立 てる必 要 が あ ります 。

時 々聖餐 会 でこのテーマ を採 り上 げて く
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ださい。 神 権 会 と扶 助 協 会 の集 会 で 毎

週 ，伝 道活 動 につ いて話 し合 うようにし

て くだ さい 。 若 い男 性 と若 い女 性 は ，

この最 も大 切 な業 を助 け る方 法 につ い

て 話 し合 い ， 実行 計 画 を立 て て くださ

い。 初等 協 会 の子 供 た ちも， 助 け る方

法 に つ いて考 えて くだ さい 。 子 供 が 初

等協 会 に誘 われ たことが きっかけになっ

て，教 会 に入 った親 はた くさんい ます 。

わた しの孫 娘 には教 会 員 で ない幼 い 友

達 が い ます 。 二 人 は連 れ 立 って教 会 へ

行 きます 。 あ る 日， この 女 の子 は ， 悪

意 の ない母 親 か らこ う言 わ れ ま した 。

「あ なた はモ ルモ ンの ように お祈 りす る

のね。」

ワー ドとステー クの評 議会 で は， ワー

ドの会員 が 支援 してい る求 道者 の状態 ，

また最 近教 会 に入 った改 宗者 一 人 一 人

の状 態 を検 討 することを議題 に加 える必

要 が あります。

これ らが 実 行 され ると，宣 教 師 は忙

しくな ります が ，幸 せ です 。 生 産 性 は

向上 します 。宣 教 師に対 してこのような

啓 示 が与 えられて います。

「あなたが た はわた しの御霊 の力 をも

って 出 て行 き， 二 人 ず つ 組 んで わ た し
の

の名 に よってわ た しの福 音 を宣べ 伝 え，

ラッパ の音 の ように声 を上 げ ，神 の天使

の ようにわ たしの言 葉 を宣べ なけれ ばな

らない。

また， あな たが た は 出て行 って水 で

バ プ テ スマ を施 し，『悔 い 改 め な さい 。

悔 い改 め なさい 。 天 の王 国 は近 づ い て

い るか らで あ る』と言 わ なけれ ば な らな

い。」(教義 と聖約42：6-7)

主 はさらにこの ように言 われ ました。

「また， 行 って王 国 のこの福 音 を宣 べ伝

え， あ らゆる点 で引 き続 き忠 実 である者

は， 心が 疲 れること… … もな く，体や 手

足 や 関節 が疲 れ るこ ともない 。 髪 の毛

一筋 も
，知 られず に地 に落 ちることはな

い 。 また， これ らの者 は飢 え ることも，

渇 くこともない。」(教義 と聖約84：80)

主 は続 いて こう言 われ ました。 「そ し

て ， あ なたが たを受 け入 れ る者 が だれ

で あろ うと，わ た しもそこにい るで あろ

う。 わた しはあなたが たに先 立 って行 こ

う。 わた しはあ なたがたの右 にお り， ま

た左 にい る。わ たしの御 霊 はあなたがた



の心 の 中 にあ る。 また， わた しの天 使

たちはあなたが たの周 囲にいて ，あなた

が た を支 える であ ろ う。」(教 義 と聖 約

84：88)

宣 教 師 が 教 会 員 にリフェロー を求 め

るのは適切 なことです 。 リフェロー を依

頼 す る宣 教 師 は， そ れ を受 け る見 込 み.

がはるかに高 くなります。

教 会員 か らの リフェロー につ いての意

識 が 薄 らいで い る.ため， 多 くの地 域 で

教会 員 によるリフェローの数 が 減少 して

い ます。 例 えば， アメリカ合 衆 国 とカナ

ダで は1987年 に，教 会 員か らの リフェ

ロー による求 道 者 は42パ ーセ ン トで し

た。 ところが1997年 にはその 数 が20パ

ーセン トまで落 ちてい ます。 同.様の減 少

傾 向 は，世界 各 地で見 受 けられ ます。

兄 弟 姉 妹 の皆 さん， この傾 向 を逆 の

方 向に向 けなけ れば なりませ ん。この大

切 な業 を正 しい優 先 順 位 に戻 す必 要 が

あ ります。主 はこの非 常 に大切 な業 に力

を尽 くす 人 々を祝 福 して くだ さい ます。

「あ なた が たはこの民 に悔 い改 め を叫

ぶ ことに生涯 力 を尽 くし， 一人 で もわた

しのもとに導 くな らば;わ た しの 父 の王

国で彼 とともに受 け るあなたが たの喜 び

はいかに大 きい ことか。

さて， あなたが たがわ た しの もとに導

いてわた しの父 の王 国 に入 れ るように し

た，一 人 の人 とともに受 けるあなたが た

の喜 びが大 きいな らば， もし多 くの人 を

わた しの もとに導 くとす れ ばその喜 び は

いか に大 きい ことか。」(教義 と聖 約18：

15-16).

ジ ョセブ・ス ミスは この ように宣言 して

います 。 「あらゆる ことを述 べ て きた が

結 局 ， 最 も偉 大 に して 最 も重 要 な義務

は 福 音 を 宣 べ 伝 え る こ とで あ る 。」

(Teach加gsof.亡heProphe亡 ノoseph

Smf亡h，se1.JosephFieldingSmith

[1976】，113)

さらにこの ように述べ てい ます 。 「大

い なることが 成 し遂 げ られ るか どうか は

個 人 の努 力 にか か6て い る こと， 末 日

の偉 大 な業 を達 成 す るた め に， 聖 なる

御 霊 とともに働 くよう召 されて いる こと

を聖徒 たち に悟 らせ な さい。」(Teach-

fllgrs，178)

歴代 の大 管長 はこの大切 な業 について

それぞ れ説教 の 中で採 り上げ ています 。

わた したちが携 わ ってい る業 は大 いな

る業 で す 。 わた した ち は福 音 に耳 を傾

け る人 々を見つ け るとい うす ば らしい責

任 を受 け てい ます。 主 は， すべ ての 造

られ た者 に福 音 を教 えることを戒め とし

て わた したちに与 えてお られ ます。 その

た め に，専 任 宣教 師 とステ ーグ宣教 師

全 員 が 最 善 の努 力 をす る必 要 が あ りま

す 。 す べ ての監 督 と副 監 督 ， そ して ワ

ー ド評 議会 の全 員が
，最 善 の努 力 をす

る必要 があ ります。 また，すべ ての ステ

ー ク会 長 ， ス テー クの評 議 会;特 に会

員 ・宣教 師調 整 評議 会 は最善 を尽 くして

この業 に関心 を向けることが必 要です 。

愛 す る兄 弟 姉 妹 の皆 さん ，わ た した

ちが この大 きなチ ャレンジに立 ち向 かう

ときに神 の祝 福 が あ ります ように。 わた

した ちはこのチ'ヤレンジを無 視 す ること

も，遷 れ ることもで きませ ん。立 ち 向か

わなけれ ばな りません。 機会 は山ほ どあ

ります 。 わた したちはそれ を成 し遂 げる

ことが で きます 。 そして主は， 努力 す る

わた したち を祝福 して くだ さい ます 。

新会員を強める

新 しい 改 宗 者 を見 い だ し，そ の 人が

バ プテスマ を受 けると， わた した ちはそ

の 人 をフェロー シップ し， ζの御 業 が真

実 で ある とい う彼 らの証 を強 め るとい う

新 しい改宗者にとって，バプテスマは喜びに満ちた出来事である。

しかし，彼らはわたしたちの愛とフェローシップを必要としている。
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チ ャレンジを受 けます 。 わた したちは彼

らが 教会 に入 り， やが て去 って行 くまま

に してはな りませ ん。 教会 に加 入す るの

は とて も重要 なことです 。 改 宗 者 は皆 ，
み な

キ リス トの御 名 を受 け， 戒め を守 る とい

う聖 約 をします。 しか し，教 会 に来るこ

とは， 一 つの 冒 険 です 。 改 宗 者 を迎 え

る温 か く力 強い 会 員 の 助 け と， 愛 と関

心 に満 ちた態 度 が なけ れ ば， 彼 らは 自

分 が 踏 み 込 んだ 道 に不 安 を感 じ始 め る

ことで しょう。 改宗 者 を歓 迎 し， 行 くべ

き道 に沿 って導 こうとす る親 しみ の こも

った 手 と歓 迎 の心 が な けれ ば ， 彼 らは

道 をそれ て行 くか もしれないのです 。

わた した ちが伝 道 の業 の 実 を大切 に

保 たなか ったなら，伝 道 活動 を行 って も

何 の 意 味 もあ りませ ん 。・伝 道 と定 着 ，

この二 つ の働 きは不 可 分 の もの であ り，

改宗 者 は貴 い存 在 で す 。す べ ての改 宗

者 は神 の 息 子 と娘 だか らで す。 会 員 と

な った 人 々が 定 着 す るよ うに見 守 るの

は ， わた した ちの急 務 なので す 。救 い
なら

主 の言 葉 に倣 えば ，宣 教 師 が全 世 界 の

人 をバ プテスマ に導 い たとして も，彼 ら

が 教 会 に定 着 しなけ れ ば， 何 の 得 にな

るで しょうか(マ ル コ8：36参 照)。

先 日わ た しは とて も興 味 深 い 手 紙 を

頂 きました。1年 前 に教 会 に加 入 したあ

る女 性 か らの 手 紙 です 。 こう書 か れ て

い ます。

「教 会 にた どり着 くまで の道 の りはユ

ニ ークで ， チ ャレンジに満 ちた もので し

た。 この1年 間 はわた レの人 生 でい ちば

ん厳 しいもので したが，最 も報 い の多 い

1年 で もあ りました。 新会 員 としてわ た

しには， これか らも毎 日チ ャレンジが 続

くで しよう。」

彼女 は教 会 に加 入 した とき， ワー ドの

指 導者 か らの助 けを感 じられなか ったと

言 い ます 。 監 督 は新 会 員 の彼 女 に対 し

て無 関 心 に思 われ ました。 疎外 感 を抱

いた彼 女 は，伝 道 部 長 の ところに行 っ

てみ ました。 伝 道 部 長 は彼 女 に様 々な

良 い機会 を与 えて くれ ました。

彼 女 はこう言 ってい ます 。 「教 会 の人

は，新 会 員 となることが どうい うことな

のか 分 か って い ませ ん。 で す か ら， ど

のように新会 員 を助 けた らいい かな ど分

かるはず があ りませ ん。」

兄 弟 姉 妹 の 皆 さん ， わた しは皆 さん

が もし新 会 員 の気 持 ち を理解 して い な

い とした ら， それ が どのような気持 ちな

のか 想像 してみ るようにお勧 め します。

そ れ は た どえ よ うもな く寂 し い とい う

気 持 ちか もしれ ませ ん。 幻 滅 や恐 怖 と

い う気持 ちか もしれ ませ ん。 この教 会 に

属 してい るわ た した ちは， 自分 で 想 像

す る以上 に， この 世 の人 とは掛 け離 れ

た存 在 で す 。・この 女性 は こう書 い てい

ます。 「わた したちは ，求 道 者 という立

場 か ら， 教 会 員 とい う立 場 に 変 わ った

ときに， 自分 が まった く異 なる世 界 ，独

自の伝 統 ，文 化 ，言 葉 を持 つ 世界 に足

を踏 み入 れて しまった こ とに驚 きます 。

わた したちは， この新 しい世界 を旅す る

ときに導 きを求 める ことので きる人 や場

所 が ない とい うことに気づ きます。 最初

のうち， この旅 は興奮 に満 ちたもので あ

り， 失敗 して も楽 しくさえあ ります が ，

次 第 に欲 求 不 満 が 募 り， つ い には怒 り

へ と変 わ ってい くので す。 この欲 求不 満

と怒 りの段 階 で ，新 会 員 は去 って行 き

ます 。 そ して ，元 いた 所へ と戻 って行

きます 。 そ こでは ， 自分 が何 者 なの か

分 か ります し， 人 に貢献 し， 言 葉 を交

わす こともで きるの です 。」

以 前 に も話 しましたが ， もう一 度 繰 り

返 します。 新 しい改宗 者 はだれ で も3つ

の ことを必要 としてい ます。

1.常 に頼 るこ との で きる， 自分 を支

え て くれ る教 会 の友 人 ， 自分 の質 問 に

答 えて くれ， 自分 の問題 を理解 して くれ

る教会 の友 人。

2.責 任 。 この教会 の いちばん大 きな

特 徴 は活 動 で す 。 それ は， わ た したち

を成 長 させ て くれ る過程 です 。 主 に対

す る信 仰 と愛 は， 腕 の 筋 肉 に似 て い ま

す。 筋 肉 は使 えば強 くな ります。 使 わな

け れば弱 くな ります。 どの改 宗者 にも責

任 を与 えるべ きで す 。 監 督 は その 改宗

者 が まだ責 任 を受 けるにふ さわ しくない

と感 じるか もしれ ませ ん。 チ ャンスを与

えてくだ さい。 主が 皆 さん を召 された と

きの リス クを考 えてみ ましょう。

もち ろん新 しい改 宗 者 はす べ て を知

って いるわけで はあ りませ ん。 時 には間

違 いを犯 す こともあ るで し ょう。 そ れ は

問 題で はあ りません 。 わた したちはだれ

リアホナ/1999年7月 号

125

で も 間違 い を犯 し ます 。 大 切 なの は ，

活動 か らもた らされ る成長 なのです。

この責任 を与 えるという過 程 の 中で ，

新 しい 改宗 者 が 男 性 で あれ ば ， アロ ン

神 権 に聖 任 され る とい うの は正 しくかつ

非 常 に大 切 なこ とで す。 や が て その男

性 は何 か月 も待 つ ことな くメルキゼデ ク

神権 に聖 任 され ることで しょう。長 老定

員会 の フェローシ ップも受 けるで しょう。

彼 は世 界 中に広 が る大 きな神 権 者 の グ

ル ー プ， す なわ ち主 を愛 し御 業 の推 進

を願 う信 念 と信 仰 に満 ちた 男性 グ ルー

プの一員 となるのです。

3.す べ ての改 宗 者 は「神 の善 い言 葉

で養 われ」なけれ ばな りませ ん(モ ロナイ

6：4)。 改 宗者 にとって欠 かせ ないのは，

神権 定員 会 や扶 助 協 会 ，若 い女性 ， 若

い男 性 ， 日曜 学校 ，あ るいは初 等 協 会

などに参 加す ることです 。また ，聖餐 会

に出席 して聖 餐 を取 り，バ プテスマの と

きに交 わ した聖 約 を新 た にす るよう励 ま

しを受 けなければ な りませ ん。

最 近 わ た しは， あ る夫 婦 の 話 を 自分

の所 属 す るワー ドで 聞 く機 会 が あ りまし

た。 男 性 の 方 は とい うと，監 督 の責 任

も含 め， 教 会 の 中 で いろ いろ な責 任 を

果 た して きた人で した。 この矢婦 に与 え

られ たい ちば ん最 近 の責 任 は， 夫 のい

ない母 親 とその子 供 たちのフェロー シッ

プをす るという責任 で した。 その責任 は

それ まで に受 けた教 会 の責 任 の 中で 最

も楽 しい 責 任 だ ， とこの男 性 は語 っ て

いました。

この若い女 性 には質 問が数 多 くあ りま

した。 そ して恐れ と不 安 に満 ちてい まし

た。 失 敗 した り， 的 外 れ な発 言 を して

恥 ず か しい思 いを した り，人 か ら笑 われ

た りす るの をとて も恐 れ てい ました。 こ

の夫 妻 は，忍 耐 強 くそ の母 親 とそ の子

供 たち を教 会 に連 れ て来 て は， 一 緒 に

座 り，彼 らが 恥ず か しい思 いを しないよ

うに見 守 りました。 まるで護 衛 の ようで

した。 そ して この夫 妻 は1週 間 に1度 ，

夕 方 に彼 らの 家 を訪 問 し， さ らに福 音

につい て教 えた り，彼 らの様 々な質 問に

答 えた りしました。 まるで羊 飼 いが 羊 を

導 くように， この矢 妻 はその小 さな家族

を導 い た のです 。 後 にこの家 族 は事 情

があ って別 の市 へ と引 っ越 す ことになっ



わたしたちが温かく力強い握手を交わ しながら改宗者とあいさつ し，彼らに愛と関心を示し，

親しみを込めて話 しかけ，主の道に沿って導 くことを しなければ，彼らは道をそれてしまうかもしれない。

た とき，兄 弟 はこの ように言 い ました 。

「わた した ちは この女 性 と連 絡 を取 って

い くつ もりです。 わた した ち夫婦 は彼 女

に深 く感 謝 してい ます 。彼 女 は ようや く

教 会 に落 ち着 いて きましたので， もう不

安 はあ りませ ん。彼 女 とか かわれ たこと

は，実 にす ば らしい喜 びで した。」

もしわ たした ちが教 会 に入 って来 る人

たちに もっと関 心 を向け るなら， 去 って

行 く人 はご くわずか しか い ない ， とわ た

しは確 信 しています 。彼 らはまだ完 全 に

改宗 していないか もしれ ませ ん。 レッス

ンを6回 聞い ただ けで， どうや って完 全

に改 宗 で きるで しょうか 。 まだ彼 らは十

分 に教 会 員 らしい振 る舞 いを 身 に付 け

てい ないか もしれ ません 。 しか し彼 らは

新 しい価 値 観 や 機 会 に 目覚 め てい るの

で す。 彼 らは 自分 が神 様 の 息子 ，娘 で

あると教 え られて きました。 そ して御 父

と御 子 と聖霊 の御名 に よってバ プテスマ

を受 けた ので す 。 それ か ら教 会 員 に確
たまもの

認 され，聖 霊の賜 物 を受 け ました。

先 日カナ ダを訪 れ ましたが ， 様 々な

訪 問先 の一 つ で あ るレジナ に滞 在 して

いた ときのことで す。 わた したちはサ ス

カチ ェ ワン ・サ ス カ トゥー ンステ ー クの

D・ロー レンス ・ペ ナー ステー ク会 長 に迎

え られ ました。 このステー ク会 長 はす ば

らしい方 で ，優 秀 な管 理 能力 を持 って

い ます。 彼 は20歳 の ときにバ プテ スマ

を受 け ました。バ プテ スマ を受け たこと

は ，彼 に とって はとて つ もな く大 きな飛

躍 で した。 教 会 員 たちが 宣 教 師 に彼 の

名 前 を紹 介 した のが 始 ま りで した 。 宣

教 師は す ぐさ ま彼 の 家 を探 し出 し， 立

ち寄 ってみました。そ して彼 と語 り合 い，

教 え， バ プ テスマ を施 しま した。 宣 教

師 は彼 を力 づ け ，地 元 の教 会 指 導 者 も

その ように しました。 やがて彼 は神 権 を

授 か り，責 任 を与 え られました。1年 後 ，

彼 は専 任 宣 教 師 に召 され て， 日本 で伝

道 しました。 そ して 霊 的 に強 め られ て，

帰還 したのです 。 これ まで 多 くの 人々に
ごんにち

力 づ け られ ， 彼 は今 日この偉 大 なシオ
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ンのステークの管理 大 祭 司 となっていま

す 。 彼 は夫 であ り，善 良 な子供 たち の

父 親 です。 そ して家 族全 員が 活発 です 。

彼 は改 宗 者 として教 会 に入 る人 に とっ

て ，そ して定 着 し， やが て 指 導者 にな

る人に とって ，模 範 となっています 。

長期にわたってフェローシップを続

ける

さて ， 宣 教 師 の皆 さん ，皆 さんに も

改 宗 者 を教 会 に 定着 させ る責 任 が あ り

ます。 改宗 した彼 らを訪 問 し続 けること

はで きないか もしれ ませ ん。 しか し時 々

手 紙 を書 いて，彼 らを力づ けることが で

きます 。 宣教 師で ある皆 さんにお願 い し

ます。 自分 が バ プテ スマ に導 いたす べ

ての男 性 ， 女性 ，子 供 の 名前 と自宅 の

住 所 を， 自分 の 聖典 に記 録 す る ように

して くだ さい。皆 さんの書 く字 はつ たな

いか もしれ ませんが ， 時折 手紙 を もらえ

ば ， 彼 らは元 気 づ け られ ， 慰 め られ ，

喜び を思い起 こすで しょう。帰 還 した後

も，彼 らを忘 れないで くだ さい。 そ して

そ れ 以 降 もず っ と， 彼 らの信 頼 に値 す

るような生 活 をして くだ さい。 そ して時

折 手紙 を書 き，皆 さんの愛 を伝 えて くだ

さい。

宣 教 師 の 皆 さん ， 繰 り返 し ます が ，

だれか にバ プテスマ を施 して も，その後

す ぐに彼 らを教 会 から離 れ させ て しまっ

てはな りませ ん。 それで は一体 何 になる

ので しょうか 。 これ まで一 生懸 命 時 間を

かけて努 力 してきたか もしれ ませ ん。 そ

してその人 に福音 を教 えるに当た り， 断

食 して祈 って きたか もしれ ませ ん。 しか

し， もしその人 が教 会 に定 着 しない なら

ば ， それ らの 働 きす べ て は無 駄 で あっ

た とい うことにな ります 。 それ まで の過

程す べ ては，何 の価 値 もなくなって しま

い ます 。 バ プデス マ を受 け る にふ さわ

しω求 道 者 は 皆 ，救 わ れ る1こβ1さわ し

ω改 宗者な の で す。

七 十人 の ブルース ・ポー ター 長老 は次

の ような経 験 を話 して くれ ま した 。 「わ

た しは25年 前 ， 宣 教 師 と して ドイツの

ブ ッパ ーター ル市 に巡 回宣 教 師 として着

任 しました。 そ れ は前 任 の宣 教 師 が数

家 族 と何 人か の 個 人 にバ プ テ スマ を施

す という， 驚 くべ き成功 が あった直 後 の



ことで した。100人 近 い会 員 が いたそ の

支 部 は ， そのバ プテ スマ の おか げ でか

な り人数 が増 えま した。 わた しと同僚 は

宣 教 師 として， この新 会 員 た ちを教 会

にな じませ ， フェローシ ップす るこ とに

力 を注 こうと決 心 しました。 生涯 彼 らが

支部 の活 発 な会 員 として とどまるため に

で す 。 新 会 員 の ため の レ ッス ンや ， 自

分 たちで付 け加 えたレッス ンを教 え まし

た。 また宣 教 師 が 教 え る福 音 の基 礎 ク

ラスに1年 間登 録 しました。 さらに彼 ら

が 確実 に召 しを受 けるように， また彼 ら

が 活動 や会 員 か らのフェローシップ を通

して確 実 に支 部 にな じむ ことが で きるよ

うに ， 支 部 の指 導 者 と協 力 しま した。

そ して彼 らが互 い に知 り合 い になれるよ

う， またほ か の求 道 者 を教 え る手 助 け

が で きるように，調 整 しました。 それ に

よっ て ， お 互 い の 聞 に きず なが 生 じ，

将 来 もそのグ ループが活 発 でい られるよ

うにす るためにです 。 つ まり彼 らが バ プ

テスマを受 けてか ら6か 月 間 以上 ，わ た

した ちは確 実 に改 宗 者 たちの 証 が 強 ま

り， そ して教 会 にな じめ るよう， で きる

だけのことを したのです。

25年 た った今 も， そ れ らの家 族 と個r

人 のほ とん ど全 員 は，括 発 で忠 実 です。

彼 らの子 供 の多 くが伝 道 に出 て， 神 殿

で結婚 しています 。現在 で はその2世 や ，

3世 まで もが 教 会 で 活 発 に集 って い ま

す 。活 発 でな くなって しまった唯 一の夫

婦 には娘 が い てゴ そ の娘 は今 も活 発 で

あ り，神 殿 で結 婚 して い ます。 これ は

一 例 にす ぎない の です が
， わ た し自 身

の経験 か ら， 宣 教 師 が教 会 員 と協 力 し

て， 新 会 員 を教 会 に解 け 込 むの を助 け

るた めに 時 間 を使 うな ら， 長 い 目で見

たとき，その努 力 は豊か に実 を結 ぶ もの

であ る と確 信 して い ます 。」(Letterto

ElderRichardG.Scott)

評議会の重要性

これ は達 成 可 能 なこ とに つい て の力

強 い 証 です 。 しか し， 宣教 師 は伝 道 を

おろそか にしてまで会 員 のフェローシ ッ

プを助 ける必 要 はあ りませ ん。 この二つ

の業 は同時 にで きることです。 皆 さんに

は聖徒 全員 がつ いてい ます。 とりわけ定

期 的 に開 か れ る会 員 ・宣 教 師 調 整 評 議

会 が あ り，そ こで はステーク内の伝 道 に

関 す る問題 について考 える機 会 が ありま

す 。 特 に ，教 会 に入 って 来 たば か りの

新 会 員 の進 歩 状 況 を把 握 し，報 告 す る

ことがで きるのです 。伝 道 部長 もしば し

ばその会 に出席 して くれることで しょう。

この評 議 会 の指 示 の 下 に， 新 会 員 は

レッス ンをさらに6回 受 け，信 仰 の基 盤

をしっか りと築 きます 。

ワー ド評 議会 を開 く監 督の皆 さん，そ

の 評 議 会 で改 宗 者 の状 態 につ い て話 し

合 うことは，会 を管 理 する うえで 最 も重

大 な ことになるか もしれ ませ ん。 監 督 は

厳 しい ルー ルに縛 られ ては いけ ませ ん。

柔 軟 に対 処 して ください 。監 督 には祈 り

の答 えを得 られ る資格 ，そ して この件 に

関 して主 か ら霊 感 と啓 示 を受 ける資 格

が 与 え られ て います 。 わ た しは， 教 会

に入 って 来 る人 々に無 関心 な 監督 がい

ると聞 くと，が く然 とします 。教 会 に入

って来 る時点 で は， まだ あまりぱ っとし

ない人 たちか もしれませ ん。 しか し正 し

く扱 われ れ ば ，彼 らは福 音 に よって洗

練 され て い きます 。 服 装 ， 振 る舞 い ，

行 動 は 良 くなってい くことで しょう。 わ
ま

た したち は皆 ， 奇 跡 が 起 こ るのを 目の

当 た りに してきました。大 きな機 会 には，

同時 に大 きなチ ャレンジが 付 きもの なの

で す。

愛 す る兄弟 姉 妹 の皆 さん ，責 任 は わ

たしたち一人 一 人 にあ ります 。ス テーク

会 長 会， 高等 評 議 会 ，監 督会 ， 日曜学

校 会 長会 ， 初等 協 会会 長 会 ， 若い男 性

会 長 会 ，若 い女 性会 長 会 ，扶 助 協会 お

よび神 権 定員 会 会長 会が 責任 を持 って ，

バ プテスマ を受 け た人 一 人 一 人が 力 づ

け られ， 主 の福 音の ぬ くもりを感 じるよ

うになって い くの を見 届 け な くて はな り

ませ ん。 わた したちが 進歩 してい ること

をお伝 えで きることを， わた しはうれ し

く思 います 。 しか し同時 に， なすべ きこ

とは山ほ どあ ります。

何 と栄 えある業 で しょうか。この業 は，

まさに奇跡 で満 ちあふ れてい ます。 これ

まで 目にしてきた奇 跡 につ いて語 るな ら

ば，一 晩 中かか って しまうことで しょう。

兄 弟 姉 妹 の皆 さん， ワー ド， ステ ー

ク，.地 方 部 ， 支 部 にお いて， 主 の 軍勢

になって くだ さい。 この業へ の熱 意 を抱
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き， あ らゆ る国 民 ， 部 族 ， 国 語 の 民 ，

民 族 に福 音 を伝 える宣教 師 を助 けた い

とい う強 い望 み をもって くだ さい 。 「畑

はす で に白 くな り刈 り入 れを待 っている

… … 。」(教義 と聖 約4：4)主 は繰 り返 し

て そ の ように宣 言 な さい ました 。 そ の
み こ と ば

御言 葉 どお りに信 じるべ きで はないで し

ょうか 。

教 会 が組 織 される以 前 に も， 伝 道 の

業 は行 われ ていま した。 その とき以来 ，

聖徒 が経 験 した多 くの苦 難 にもかかわ ら

ず， 伝 道の業 は続 いてきたのです 。

わた した ち一 人一 人が 心 の 内 に決 心

して立 ち上 が りましょう。 地上 に住 む神

の息 子 ，娘 に不 死 不 滅 と永 遠 の命 をも

た らす とい う天 の御 父の 栄えあ る業 の一

助 となるために，新 しい機 会 を受 け入 れ，

新 しい 責任 感 を抱 き，新 しい義 務 を引

き受 けましょう。

これ は神 の聖 な る御 業 です 。 この教

会 は， 主 の教 会 で あ り， 王 国 です 。 聖

なる森 で起 きた示 現 は， まさにジ ョセ ブ

が 語 った とお りに現 実 に起 こ りました。

わ た した ちは現 在 ， この最 も神 聖 な出

来事 の真 実性 をさらに証す るために， こ

の尊 い地 を見 下 ろす 新 しい 神殿 を建 設

中 で す。 最 近 わた しは， この 新 しい神

殿 の建 築 地 を決 め るため に雪 の 中 にた

たず んで いました。 その とき，聖 なる森

で起きたことの重要薗 こ対する真実の

理解 が わた しの心 にもた らされ ました。

『モ ルモ ン書 』は真 実 の書 物 です 。 そ こ

には主 イエ ス ・キ リス トにつ い て証 され

て い ます 。 主 の神 権 は回 復 され ， わた

した ちの中に存在 します 。天 の使い によ
かぎ

って もた らされた神 権 の鍵 は，わた した

ちの永 遠 の 祝福 の ため に行使 され てい

ます 。 これが 皆 さん とそ して わた しの持

つ証 です 。わた したちはこの証 を人 々と

分 かち合 わなけれ ばな りませ ん。わた し

はこの 証 と祝 福 と愛 を皆 さん一 人 一 人

に， イエ ス ・キリス トの御 名 に よって 残

します。 アーメン。

(本記事は ，1999年2月21日 ，ソル トレー

ク ・タバナクルから中継された衛星放送を基

に書かれました。)



チャ チ ・

再奉献される

ノーブー神殿

教
会 の2番 目の神 殿 であ るノー ブー

神 殿 は ，1846年 に奉 献 され た 。

神殿 はイリノイ州 の ミシシ ッピ川西 岸 に

建 ってい たが ，初 期 の教 会 員 が 町 を追

われた後 ，1848年 に放 火 によって崩壊

した。そ の後 ，竜 巻 によ り外壁 が 崩 れ，

お びただ しい数 の石 灰 岩の ブロックが 後

にその地 に移 住 して 来た人 々によって持

ち去 られ た。 当時 の建 造 物 で 現存 す る

のは， わず か な数 の 装 飾用 の石 の みで

ある。

1999年4月 の総 大会 の 閉会 に当 た り，

ゴー ドン・B・ヒンク レー大管 長 は次の よ

うな思 いが けない発 表 をした 。 「ノー ブ

ー神 殿 を再建 す ることを発 表 した いと思

い ます 。 あ る教 会 員 とその家 族 の多 大

な献 金 に よりこれ が可 能 にな りま した。

この 方 に感 謝 を申 し上 げ た い と思 い ま

す。 完成 には しば らくか か ると思 います

が ，す で に設 計 が 始 まって います 。 こ

の神 殿 はや や孤 立 した場 所 に位 置 す る

ことか ら， ほとん どの期 間 ，参入 者 はあ

まり多 くない で しょう。 しか し夏 の期 間

はか な り多忙 を極 めることが予 測 され ま

す。 この新 しい建 物 は， ミシシ ノピ川 の

ユ ス

岸 辺 に最 初 に神殿 を建 設 した 人 々を追

悼 す るもの となるで しょう。」

現在 ，教 会 が所 有 する16ヘ クタール

の神 殿 の敷 地 は景 観 が 整 え られ ， その

周 囲 は鉄 のさ くで 囲 まれて いる。 また ，

当時 の神 殿 の基 礎 部 分 と地下 の 部分 が

掘 り出され ，観 光 で訪れ た人 々も見 るこ

とが で きる。 昨 年 ， 教会 は神 殿 の敷 地

の西 側 に長 年 にわ た って運 営 され てい

た カ トリソクの修 道 院 と学校 のあった土

地， 約3ヘ クター ルを購 入 した。教 会 は

歴史 に残 るノーブーに数多 くの開拓 者 の

建 物 を再 建 し，大 きな訪 問 者 セ ンター

を有 してい る。

すべ ての儀 式 が行 われ たのが わず か8

週 間 だった ノーブ ー神殿 には60の 部屋

が あ り， 薄 い石 灰 岩 でで きた壁 の厚 さ

は1か ら2メ ー トルで ，高 さ50メ ー トル

の塔 が 一 つ あった。 神 殿 の鐘 は， 手 車

で ソル トレー ク盆 地に運 ばれ ，現在 テン

プ ルスクウェアに設置 され ている。 □

七十人

アデマール ・ダミアニ

長老

年にわたって教会の指導的立場

長を務 め た後 ， 七 十 人 第 二定 員 会

に新 た に召 された アテ マール ・ダ ミアニ

長老 は， 中央 幹 部 の指 導 者 か ら指 示 を
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受 け るのに慣 れ てい ます。 今 度 は 自分

自身 が ， 中央 幹 部 として勧 告 を与 え る

立場 に なった ことにつ いて，心 構 えを調

整す ることにな ります 。

「この召 しを受 けることになったのは，

主 の 助 け が あれ ば こそ で した 」 と長 老

は語 ります。 「そ して ，主 の助 け がな け

れ は ， この働 きを果 たす ことは で きま

せ ん。」

ダ ミアニ長 老 は， この召 しを受 けるま

で は地 域 幹 部 七 十 人 で したが ， ブ ラジ

ル南地 域 会 長会 第二 副会 長 の責 任 は引

き続 き行 い ます。 ダミアニ長老 はこれ ま

で ，伝 道 部 長， サ ンパ ウロ宣教 師訓 練

セ ンター副 所 長 ，;地区福 祉 工 一ジ ェ ン

ト， ステー ク副 会 長 ， 高 等 評議 員 ，監

督 などを歴 任 してきました。

ダ ミアニ長 老 はブ ラジル出 身で(1939

年12月18日 生 まれ)， 後 に結婚 相 手 と

なった バ ルキ リア ・ブ ロ ンジー か ら福 音

を紹 介 され ，1961年5月 にバ プテス マ

を受 け ました。 彼 女 は1961年3月 にバ

プテスマ を受 けました。 二 人 は1963年3

月 に結 婚 し，2人 の子 供 と5人 の 孫 に恵

まれてい ます。

彼 の奥 さんは霊 的 にも精神 的 にも全 面

的 に支 援 して くれて ，そのほか 多 くの長

所 が あ りました。 そのため ， 自分 の務 め

が果 たせ たと，ダ ミアニ長老 は言 い ます 。

ダ ミアニ長 老 は長年 ビジネスの分野 に

携 わ って きました。 退 職 時は， ビジネス

向 けの カス タムソフ トウェアを専 門 に扱

う，セ ダ・テクノロジア社(SEDATech-

no正ogla)の共 同経 営者 で した。 ダ ミァニ

長 老 は ，仕 事 で培 った管 理 とリー ダー

シソプの経 験が ，急 速 に成 長 しつつ あ

るブ ラジル の教 会 を担 う指 導者 を訓 練

す る助 けになることを願 っています 。

さらに重 要 なのは ， イエ ス・キ リス ト
あカし

を証 す る責 任が 増 した ことだ と，ダ ミァ

ニ長 老 は言 い ます 。 ダ ミアニ長 老 の 証

は， 救 い主 に対 す る『モ ルモ ン書 』の証

を通 して初 め て学 ん だ真 理 の 上 に確 立

され てい ます 。 そ して， そ れ は教 会 で

の奉 仕 を通 して ， 特 に伝 道 部 長 として

の奉 仕 を通 して(ブ ラジル ・クリティーバ

伝 道 部 ，1995-98年)， 福 音 が 宣教 師

と，彼 らが 教 えた求 道 者 の生 活 を変 え

るの を見 て強 まったのです 。



ダ ミアニ長老 は次 の ように証 を分 かち

合 って います 。 「ジ ョセブ・ス ミスが 預 言

者で あった こと，そ して ゴー ドン・B・ヒ
こんにち

ンクレーが 今 日の預 言 者 で ある ことに，

疑 いの余 地 はあ りませ ん。」□

七十人

ステ ィー ブ ン ・B・

オー ブソン長老

「わ 繰 臨』、協爾螺
に七 十 人 第 二 定員 会会 員 となったス テ

ィー ブ ン ・B・オー ブ ソ ン長 老 は言 い ま

す 。 この召 しを受 けたとき，彼 はアル ゼ

ンチ ン・ブエ ノスアイ レス南 伝 道 部 の部

長 として働 いて い ました。 「教 会 員 は だ

れで も， この ことを実現 させ るために働

か な くて はな りませ ん。 そ して ，わ た し

は王 国 の建 設 を助 け るため に最 善 を尽

くすつ もりです。」

1936年7月9日 にオ レゴ ン州 グラス ・バ

レーで ， メ リル ・オー ブ ソンとマルバ ー

グ ・オー ブ ソン夫 妻 の もとに生 まれた ス

テ ィー ブンは，4人 中3番 目の子で した。

その後 オ レゴ ンで 育 ち，後 に ブリガ ム・

ヤ ング大 学 へ 進学 し，1956年 か ら1959

にかけ てはメキシコ北 伝 道部 で働 きまし

た。 財 務 と銀行 業務 につ いて学 ぶた め

ブ リガ ム・ヤ ング大 学 に戻 ると， そ こで

ア リゾ ナ州テ ンピ出身の ディキシー ・ラン

ドル と出 会 い ました。 二 人 は1960年9

月7日 に，アリゾナ神殿 で結 婚 しました。

1961年 にブ リガム ・ヤ ング大学 を卒業 す

ると，夫 妻 はテンピに移 りました。

オーブ ソン兄 弟 は就 職 してか ら最 初 の

10年 間は， 財 務 お よび銀 行 業務 に携 わ

りました。1970年 に， 合衆 国で 最初 の

全 室 スイー トのホ テル チ ェー ンで あ る，

グ ラナ ダ ・ロイヤル ・ホー ムテル ズ(Gra-

nadaRoyaleHometels)の 創 始 者の も

とで働 くことに な りました 。 このチ ェー

ンは後 にエ ンバ シー ス ーツ(Embassy

Suites)と な りました。1985年 に ，オ ー

ブ ソン兄 弟 は独 立 して スー ッ・シンキ ン

グ ・インク(SuitβThinking，lnc.)と いう

ホテル開 発 とマネー ジメン トの会社 を設

立 しました。

現在 オー ブ ソン夫妻 は カリフォルニ ア

州 サ ン・フア ン・キャピス トラー ノに在 住

し，6人 の息子 と，15人 の孫 に恵 まれ て

いる。男 の子 ばか りの家 族 だ った ので，

オーブソ ンー 家 はいつ もスポー ツや野 外

活 動 を楽 しみ ま した。25年 以上 にわ た

る楽 しい 思 い 出 には ， パ ウ ウェル湖 で

過 ご した 家 族休 暇 とユ タの スキ ー旅 行

が あ ります 。 息 子 た ちは全 員 ， 伝 道 に

出ました。

オーブ ソン家 は悲痛 な経 験 も味 わい，

2歳 半 の子 供 を亡 くしました。 今 で も小

タバナクルの外では，4月 の名残雪が訪問者たちを歓迎 した。
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さな子 供 たちの 苦 難 を認 識 す る オーブ

ソ ン兄 弟 は， 多 くの活 動 の合 間 に時 問

を見 つ けて， イ ンドの マ ドラスにある障

害 を負 った子 供 た ちの 施 設 ， パ ス ウェ

イ(Pathway)に 携 わってい ます。

「天 父が わた しに備 えられた 計 画 は，

わた しが 従 順 に従 う必 要 のあるものだ と

い う強 い確 信 が あ ります」と， 監督 ， ス

テ ー ク宣 教 師 ， ス テー ク高 等 評 議 員 ，

そ して カリフォル ニア州 サ ンデ ィエ ゴ神

殿 の儀 式 執 行 者 を歴 任 した オー ブ ソン

長 老 は言 います。 「この召 しは主 か ら授

か ったもう一 つの祝福 ，機 会で あると思

い ます。 そ して全 力 を尽 くしてこの務 め

を果 たすつ もりです。」□

七十人

デ ビッ ド・R・

ス トー ン長老

先
日， 七 十 人 第 二 定 員 会 に召 され

た デ ビッ ド・R・ス トー ン長老 は，

1936年6月16日 にアル ゼ ンチ ンの ブエ

ノスアイ レスで生 まれ ました。 そ して家

庭 で は英 語 ， 学 校 で はスペ イン語 を話

す とい う子 供 時代 を過 ご しました。10

歳の ときに両親 が離 婚 し，ス トー ン長老

は10代 の ころ， 寄宿 学 校 で生 活 し，夏

は コル ドバ 近 郊 にあ る牛 の放 牧 場 で過

ごしました。

1951年 ， 母 親 が バ プ テスマ を受 け ，

その 後 ，子 供 たちが ブ リガ ム・ヤ ング大

学 に通 えるよう，ユ タ州 プロボに移 りま

した。 デ ビッドは18歳 のときに， ブリガ

ム ・ヤ ング大 学 に入 学 しました。病 院に



通院 していたある 日， デ ビッドは医師 に

求道 者 であるこ とを話 しま した。す ると

医 師 か ら，い つ か ら福 音 を学 んで い る

か尋 ね られ，「2，3年 前か らです」と答 え

ました。す ると医師 はデ ビッドを見 詰 め

て言 いました。「決 断 を引 き延 ば している

と，間 に合 わな くなることもあるんだ よb」

その 言葉 が心 に残 り，デ ビッドは答 えを

得 るために祈 る決心 を し， それか ら6週

間後 にバ プテスマを受 けました。

ス トー ン長 老 はスペ イン系 アメリカ人

伝 道 部で伝 道 し， ブ リガム ・ヤ ング大 学

を卒 業後 ，オハ イオ州 シンシナテ ィで就

職 しました。 ある 日帰 郷 した際 ，ス トー

ン長 老 は ロザ リー ・エ レクソンと出会 い

ま した 。 最 初 のデ ー トの 後 ， す で に互

いに好 感 を抱 いてい ました 。そ れか ら9

日後 ， ス トー ン長 老 は飛 行 機 で の移 動

の際 ，シカゴか らロザ リー に電 話 をか け，

二 人 はそ の場 で 婚 約 しま した 。 二 人 は

1966年2月 に ソル トレー ク神殿 で 結婚 し

ました。

1967年 ， ス トー ン長 老 はアル ゼ ンチ

ンの ジレット社(GilletteCompany)で マ

ー ケティングマ ネー ジャーとな り， 同社

に16年 間勤 務 しました 。そ の 間 ，ス ト

ー ン夫 妻 には6人 の子 供 が 生 まれ ま し

た。長 男エ リックはニュー ヨーク， 長 女

アンジェラはアル ゼ ンチ ン， 次女 ジュリ

ーはペル ー
，三 女 キ ャロラインはボ ス ト

ン， 次 男 マ イケ ルは アル ゼ ンチ ン， 三

男 ジ ョナ サ ンはイギ リス でそれ ぞれ 生 ま

れ ました 。 またこの 間ス トー ン長 老 は4

か国，6つ のワー ドの監督 会 で働 きまし

た。 また ， ステー ク高 等 評 議 員 ， ステ

ー ク会 長 会 ， 地 区代 表 の任 も果 た しま

した。

1986年 ， ス トー ン長 老 は転 職 し， ブ

ラック ・ア ン ド・デ ッカー社(Black&

Decker)に 入 社 しました 。1994年 に定

年 を迎 え，1996年 にス トー ン夫妻 は ，

ドミニ カ共 和 国サ ント・ドミンゴ西 伝 道

部 を管 理 す るよう召 され ました。 ス トー

ン長 老 は この ように語 ってい ます 。 「そ

れ まで わた しが 仕 事 で 管 理 職 に就 い て

いたの は，伝 道部 長 として働 くための準

備 にす ぎなか ったので す。 わた したちは

これ まで常 に， 主か ら求 め られ たことは

喜 んで行 うようにして きました。」□

七十人

H・ ブルー ス ・

ス トゥー キ長老

・ブ ル ー ス ・ス ト ゥ ー キ 長 老 は
，

H シェ リル夫 人 と6人 の子 供 た ち と

の人 生 を振 り返 り ま した 。 「わた した

ちは行 う こ とは何 で も， み ん なで一 緒

に行 っ て きま した 。妻 は子供 の 名前 と

家 族 のモ ッ トー をあ しらっ た家 族 の旗

を作 りま した。 そ の モ ッ トー は 『家 族

で一 緒 に行 う』 で す。 魚 釣 り， ボ ー ト

こ ぎ，狩 り，作 業 ， そ して ま き集 め も

一緒 に しま した
。 そ して一生 懸 命働 く

の です が ，楽 しみ なが ら行 い ま した 。

そ して最 後 には お楽 しみ と して， ア ウ

ト ドァ料 理 や ア イス ク リー ムパ ー テ ィ

ー を しま した。」

ス トゥーキ 長老 は七十 人 第 二定 員 会

に召 され た と き， イギ リス ・マ ンチ ェ

ス ター伝 道 部 の 部長 と して働 い てい ま

した。 ス トゥー キ長 老 は次 の よう に話

を続 け ま した 。 「伝 道 部 に も同 じス ロ

ー ガ ンを掲 げ ま した。 宣教 師 は皆 自分

た ちの家 族 で あ り，息子 ，娘 な のです 。

宣教 師， 地元 の 指導 者 ，会 員 が主 の 業

を一緒 に行 っ たの です。」

1937年12月1日 ，ス トゥーキ長老 はユ タ

州 セ ントジ ョージで 生 まれ ，近 隣iの農 村

であるサ ンタクララで育 ちました。1955

年 ， シェリル ・コ ックス と結婚 し，1957

年 にセ ントジ ョー ジ神 殿 で結 び 固め を受

けま した。 現在 ，夫 妻 は17人 の孫 に恵

まれてい ます 。 ス トゥーキ長老 は デ ィキ

シーカレッジを卒 業 後，ユ タ州 立大 学で

経 営 学 の 学 士 号 を取 得 しました。 その
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後 食 品 流通 業 界 に携 わ り， 後 に合 衆 国

西 部で宅 地 開発 業者 として働 きました。

ス トゥーキ長 老 は次 の ように語 ってい

ます 。 「組 織 や計 画 す る方 法 につ いて知

ってい たの で ，教 会 で の責 任 に役 立 ち

ま した。 また教 会 の穏 やか な雰 囲気 に

影 響 され ， より良 い経営 者 となれ たの で

す 。」またス トゥーキ長 老 は，ユ タ州 政府

の公益 事 業 部 ，教 育 部 ，経 済 開発 部 で

も働 きました。 さらにユ タ州 で航空 機 の

定 期 便 乗 り入 れ の 事 業 を起 こし， この

事 業 は後 にス カイウェス ト・エアラインズ

へ と発 展 しました。

教 会 では， ス トゥーキ長 老 はスカウ ト

お よび 若 い男 性 の指 導 者 ， 監 督 ， ステ

ー ク会 長
， 地 区代 表 ，お よび地 域 幹 部

として任 を果 たし.てきました。そ して次

の ように述べ てい ます 。.「主 には大 変 良

くしていた だいて まい りま した。家 族 の

一 人 が 重 い病 にか か り
， 主 の助 け と祝

福 を必要 とした時 期 もあ りました。そ し

て 主か ら特 別 にその祝 福 を頂 きま した。

で すか らそれ か らはず っと主 に感謝 し，

恩 を感 じてい ました。 しか しお返 ししよ

うと思 うほど，主 は さらに祝 福 して くだ

さるので す。で すので ，主 に仕 えること

か ら得 られる喜 びと幸福 に， 目を向 ける

ことに しているのです。」□

七十人

リチ ャー ド・H・

ウィンケル 長老

十人第二定員会会員のリチャー

七 ド ・H・ ウ ィ ン ケ ル 長 老 は ， 自 分



あかし

が 強 い証 を得 るに至 ったの は， 家 族 の

影響 とこれまでの伝 道 の経験 に よるとこ

ろが大 きいと語 って います 。特 に若 い宣

教 師 としてチ リで過 ご した2年 間は彼 の

人生 に大 きな影響 を与 えました。

ウ ィンケ ル 長 老 が チ リに到 着 した の

は ， チ リ伝 道 部 が 設 立 され て 問 もない

1962年 のことで した。 ウィンケル長老 は

回 復 さ れ た 福 音 を熱 心 に学 ぶ チ リの
ま

人 々の 問 に福 音 が 根 付 い て い くの を 目

の当 た りにしました。

ウィンケ ル長 老 は 自分 が働 きか けたあ

る若 い家 族 の ことを思 い 出 します。 「わ

た しはこの奥 さん にバ プ テスマ を施 し，

彼 女 の ご主人 とはス カウ トプログ ラムで

ともに働 きました。 そ して 日記 に，い つ

か このご主 人 は教 会 に入 るだろうと書 き

ました。」

20年 後 ， ウ ィンケ ル 長 老 の も とに ，

テキサスの アマ リロで働 く二 人の姉 妹宣

教 師 か ら電話 がか かって きました。 この

姉 妹 宣 教 師 は以 前 この夫 婦 に会 った こ

とがあ り，その後 夫 婦 はアメリカに移住

し，子 供 が5人 い るとい う旨の電 話 で し

た。奥 さんは教 会 にあ まり活 発で はあ り

ませ ん が，「ウィンケル長 老 」の名 前 を覚

えてお り， 姉 妹 宣 教 師 の一 人 が ご主 人

の居場 所 を捜 し当 て ました。 「姉 妹 宣教

師たちは，最 初 の レッス ンが 終わ った後

で ，わ た しが この夫 婦 に電 話 を して証

を してほ しい と思 って いたので ，その よ

うに しました」とウ ィンケ ル長 老 は 語 っ

てい ます。 「わた した ちは電 話越 しで し

たが ， 久 し振 りの再 会 を喜 び ました。」

何 週 問か して ，ウィンケル長 老 はアマ リ

ロに行 き， ご主 人 と子 供 たちにバ プテス

マ を施 しました。

ウィンケル 長 老 は1942年5月17日 ，

カリフォルニ ア州の オー クラン ドで 生 ま

れ ました。 ブ リガム ・ヤ ング大 学 で学 士

号 ， ペパ ー ダ イン大 学 で経 営 学 修 士 号

を取 得 しました。・ブ リガ ム・ヤ ング大 学

在 学 中に，カレン・ハ ー トに 出会 い ，1966

年8月31日 に ソル トレーク神 殿 で結 婚 し

ました。 現在9人 の子 供 に恵 まれ ，ユ タ

州 のプロボに住 んでい ます 。

ウィンケ ル長老 の父 親 は カリフォルニ

アで ビーバ ー ・ランバ ー(BeaverLum-

ber)と い う製材 所 を設 立 し， ウィンケル

長老 はその会 社 を引 き継 ぎ，さらにカリ

フォルニア州 のアー カタにある製材 所 を

買収 しま した。子 供 の うち7人 は， 成長

す るにつ れ て積 極 的 に製 材 業 に取 り組

む ようにな り， 夏休 みや週 末 には一緒 に

働 きました。 「皆 ， 口々に指 のつ めの 中

におが くず が詰 まってい ると言 っていま

した」とウィンケル長老 は語 ってい ます。

ウィンケル 長老 は監 督 ，ステーク会長 ，

スペ イン ・マ ドリー ド伝 道 部 の部 長 とし

て働 きました。 「わた しは福 音 を愛 して

います 。救 い主 を愛 してい ます。 また預

言者 を愛 してい ます。 わた しはいつ どの

よ うな責 任 に召 され て も喜 ん で働 きま

す。福 音 は真実 であ るといつ も思 って き

ました し， わた しの証 はさらに強 まって

います 。」□

七十人

ロパ ー ト・S・ウ ッ ド

長 老

会で 初め て召 しを受 けたのは12「教
歳 の ときで した」と七 十 人 第 二

定 員会会 員 のロバー ト・S・ウッド長 老は

当時 を振 り返 ります 。 「ミューチ ャルで

の音 楽 の指揮 者 の責 任 を受 け ました。」

しか し彼 は二 つ の 問 題 を克 服 しな けれ

ばな りませ んで した。 まず一 つは，歌 え

ない こと， もう一 つ は音 楽 につ いて何 も

知 らない ということで した。 「若 い 女 性

会 長 はわ た しをわ きの 方 に連れ て行 き，

こう言 いました。 『いいわね ， ロバ ー ト。

1，・2，3，4。』」この話 をしなが ら， ウッ

ド長 老 は腕 で4分 の4拍 子の リズ ムを取
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りました。 「この ようにしてわ た しは指

揮 の仕 方を学 んだのです。」

ロバ ー トは， ジャック ・ウ ッドとブラン

チ ェ ・ウ ッドを両 親 に ，4人 兄 弟 の末 っ

子 として，1936年12月25日 アイダホ州

アイダホフォー ルで生 まれ ました。高 校

を卒業 す ると， スタンフォー ド大 学 に進

学 し， そ こでデ ィキ シー ・レイ・ジョー ン

ズ に出会 い ました。

それ か ら1957年 か ら1959年 まで フラ

ンス伝 道 部 で 専 任 宣 教 師 として働 きま

した。 歴 史 学 の学 士 号 を取 得 す るため

に帰 国 してか ら， ロバ ー トとディキシー

はデ ー トをす る ようにな りました。 ロバ

ー トは次 の ように当 時 を振 り返 ります
。

「しば らくデー トを重 ねてか ら彼 女 が 尋

ね た最 も大 切 な質 問 で すが ，彼 女 はわ

た しの 目 を じっ と見 詰 め て こう聞 きま

した。

『ロバ ー ト， あな たはず っと教 会 に活

発 に集 えます か 。』」 彼 の 答 えは確 固 と

してい ました 。二 人 は1961年3月27日

にア イダホ フ ォー ルズ 神 殿 で結 婚 しま

した。

その 後 二 人 はマ サチ ュ ーセ ッッ州 に

移 り， ロバ ー トはハーバ ー ド大 学 で修士

号 と博 士 号 を取 得 しました 。 国 際 関係

の スペ シャリス トとして，彼 はハ ーバ ー

ド大 学 ， ベ ン トリー単 科 大 学 ，バ ー ジ
きょうべん

ニ ア大 学 で 教 鞭 を執 りました。 つ い最

近 まで は， ロー ドア イラ ンド州 ニ ューポ

ー トにあ る合 衆 国 海軍 軍事 大 学 の海 軍

学 セ ンターで学 部長 を務 めてい ました。

ウッ ド家 には子供 が4人 ，孫 が8人 い

ます。 「わた しの家 族 は二 つ の事 柄 で説

明 で きます」 とウ ッ ド長 老 は語 ります 。

「まず第1に 天 の 御 父 が4人 のす ば らし

い子 供 を送 って くださったこと。 次は母

親 です …… もし 『ロバ ー ト， あなた はず

っ と教 会 に活発 に集 え ますか 』と尋 ね た

このふ さわ しい 女 性 と結 婚 しな か った

ら，わた しは会社 で も教会 で も，どのよう

な働 きも成 し得 なか ったことで しょう。」

七 十 人 に求 め られ る数多 くの責 任 の

中で ，「どの ような弱 点が あって も， 完全

な 自信 を持 ってで きることが一 つあ りま

す 。 … …そ れは イエス ・キ リス トにつ い
あかし

て証す ることです。」 □

「








	土曜午前の部会 
	御業は前進する　ｺﾞｰﾄﾞﾝ・B・ﾋﾝｸﾚｰ  神殿、伝道活動、
	力のかぎり神の御言葉を民に教える　L・ﾄﾑ・ﾍﾟﾘｰ 　教え、聖霊、日曜学校
	貪欲、利己心、甘やかし　ｼﾞｮｰ・J・ｸﾘｽﾃﾝｾﾝ 　親の務め、自立、負債
	父親らの手で　ｼﾞｪﾌﾘｰ・R・ﾎﾗﾝﾄﾞ 　ｲｴｽ・ｷﾘｽﾄ、親の務め、天の御父、
	わたしたちの時代　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・E・ﾌｧｳｽﾄ　永遠の進歩、備え、霊性 
	目次
	家族を神殿に備える　ｷｬﾛﾙ・B・ﾄｰﾏｽ 　親の務め、神殿、
	索引
	表紙
	大会報告

	土曜午後の部会
	役員の支持
	監査報告
	「わがままを悔い改め・・・・」　ﾆｰﾙ・A・ﾏｯｸｽｳｪﾙ 　謙遜、罪、利己心
	統計記録
	神殿の祝福を受ける　ﾘﾁｬｰﾄﾞ・G・ｽｺｯﾄ　結婚、聖約、 
	「小さなことから」　ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ・A・ｳｴｽﾄ 　愛 、ｲｴｽ・ｷﾘｽﾄ、
	真に従う者　ﾛﾊﾞｰﾄ・J・ﾎｴｯﾄﾝ 　愛 、
	家族を強めることーわたしたちに託された神聖な義務 　ﾛﾊﾞｰﾄ・D・ﾍｲﾙｽﾞ　教え、聖霊、
	証人　ﾏｰﾃｨﾝ・ﾊﾘｽ　ﾀﾞﾘﾝ・H・ｵｰｸｽ 　証 、ﾓﾙﾓﾝ書

	神権部会
	女性を敬う神聖な義務　ﾗｯｾﾙ・M・ﾈﾙｿﾝ　親の務め、家族のきずな、女性、
	「神の子のようであって」　ﾚｲ・H・ｳｯdﾄﾞ　従順、神権、正義、 
	ﾌｪﾛｰｼｯﾋﾟﾝﾝｸﾞ　ﾈｯﾄﾞ・B・ﾛｰｼｪｲ 　ｲｴｽ・ｷﾘｽﾄ、再活発化、友情
	神権と家庭　D・ﾘｰ・ﾄﾌﾞﾗｰ 　家族のきずな、神権、評議会、
	従順ー自由への道　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・E・ﾌｧｳｽﾄ 　信頼、選択の自由、
	神権者ー主の強力な軍勢　ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ 　再活発化、神権、長老見込み
	群れの羊飼い　ｺﾞｰﾄﾞﾝ・B・ﾋﾝｸﾚｰ 　監督、高潔さ、神権、

	日曜午前の部会
	「わたしは盲人であったが今は見えるといううことです」　ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ 　改宗、奉仕
	監督と副監督　ﾎﾞｲﾄﾞ・K・ﾊﾟｯｶｰ 　家族のきずな、監督、教会の組織、
	友情ー福音の原則　ﾏｰﾘﾝ・K・ｼﾞｪﾝｾﾝ 　家族のきずな、
	わたしたちの唯一のﾁｬﾝｽ　ｼｪﾘｰ・L・ﾃﾞｭｰ 　ｲｴｽ・ｷﾘｽﾄ、信仰、平安
	愛と奉仕　ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ・B・ﾍｲﾄ 　愛 、伝道活動、奉仕
	「そのかたは、ここにおられない。よみがえられたのだ」　ｺﾞｰﾄﾞﾝ・B・ﾋﾝｸﾚｰ 　ｲｴｽ・ｷﾘｽﾄ、復活

	日曜午後の部会
	教義を教える力　ﾍﾝﾘｰ・B・ｱｲﾘﾝｸﾞ 　教え、家族のきずな、教義、
	霊感によって与えられた教会の福祉　ｼﾞｮｾﾌ・B・ﾜｰｽﾘﾝ 　自立、人道支援、福祉、
	帰郷　ｷｰｽ・B・ﾏｸﾏﾘﾝ 　贖い 、悔い改め、再活発化、
	家庭内で家族の名前を傷つけてはならない　ｸﾘｰ・L・ｺｯﾌｫｰﾄﾞ 　うわさ話、自制、批判、
	永遠の家族のきずなを結ぶ橋　ﾃﾞﾆｽ・B・ﾉｲｴﾝｼｭﾊﾞﾝﾀﾞｰ 　家族のきずな、家族歴史、定着化、
	消せない炎のように　M・ﾗｯｾﾙ・ﾊﾞﾗｰﾄﾞ 　戒め、教え、家族のきずな、
	主の祝福への感謝　ｺﾞｰﾄﾞﾝ・B・ﾋﾝｸﾚｰ 　家族のきずな、感謝、神殿、

	中央若い女性の集会
	荒れ野の中の光　ｼｬﾛﾝ・G・ﾗｰｾﾝ 　祈り、従順、目標
	ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾏの霊的な力　ｷｬﾛﾙ・B・ﾄｰﾏｽ 　質素、聖霊、ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾏ、
	光に従う　ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ・D・ﾅﾄﾞｰﾙ 　祈り、忍耐、
	日の栄えへの旅　ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ 　祈り、聖文の研究、奉仕、模範

	子羊を見いだし、羊を養う　ｺﾞｰﾄﾞﾝ・B・ﾋﾝｸﾚｰ 　定着化、伝道活動、評議会、ﾌｪrp-ｼｯﾋﾟﾝｸﾞ
	ﾁｬｰﾁﾆｭｰｽ
	専任宣教師(236期生)



